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０１．妹は頑張らない









　妹の美優が生まれてすぐに購入したこの家には、俺たちが幼い頃から各自の部屋が割り当てられていた。物心がついてからのほぼ同じ年数を過ごした、その自室のシングルベッドで、俺は人生で初めてとなる妹との情事に及んでいた。

「お兄ちゃん……今まで、正直になれなくてごめんね。本当は私……ずっと、お兄ちゃんのことを──」

　パジャマどころか下着の一切すら身につけることなく、血の繋がった兄妹である俺と美優は、生まれたままの姿で抱き合っていた。切ない表情で俺を見つめてくる美優の唇が、興奮するあまりに霞みがかった俺の視界の中で動いている。

　心臓は痛いほどに高鳴っていて、眠れるどころの精神状態ではなかった。激しく拍動するポンプから押し出された血液は股間へと直送され、陰茎を硬く肥大化させている。すでに互いの性器が触れ合うぐらいに接近したこの状況で、俺があと少し腰を動かせばセックスを始められてしまう体勢にあった。

「美優……俺も美優が好きだ……っ！　こんな兄で許してくれ……俺は、美優のことを……！」

　妹を相手に本気の恋心を拗らせて、兄としての責任をかなぐり捨てた俺の脳は、恋愛をすっ飛ばしたその先へと俺の欲望を駆り立てていた。薄いゴムの一枚さえ装着されていない剥き身のペニスが、俺の根性が負けていくサマをそのまま表すように美優の膣内へと挿入されていく。カリ首までが挿入される頃には、俺と美優のどちらともなく熱い吐息が漏れていた。実妹を抱いて無避妊で膣挿入する背徳感に、俺の射精欲は腰を振る前からとっくに限界を迎えていた。

「美優っ……ごめん、ぜんぜん我慢できそうにない……!!　挿れて、出すからな……美優の膣内で射精するからな……ッ!!」

　もはやそれはセックスと呼べたのかすらわからない刹那的な交わりだった。まだ男を知らない美優の雌穴にイキった陰茎をねじ込んで、俺は脳からの射精を命じるシグナルを感じながら想いの分だけ腰を振った。

「ああっ、はあっ……お兄ちゃん……私も、お兄ちゃんが好きっ……大好きなのぉっ……!!　中出しして……お兄ちゃんの精液、私の膣内にいっぱい注いで……っ!!」

「うぐぁっ、ああっ……!!　美優ッ…………美優ぅぅっッ……!!」

　愛の限りを叫んで放出された精液は、撃鉄に弾かれたように勢いよく美優の膣内に飛び出し、卑裂から漏れる愛液と混ざって股間部に不快なヌメりをもたらした。俺は美優を強く抱きしめたままドクドクと射精をし続け、その最中に、宙に浮いたような感覚に落ちていき──やがて、布団の中で目を覚ました。全身に汗をかきながら、実際には腰など一度もストロークさせていないのに、全身の疲労感と息切れは事後に味わう感覚そのものだった。

「はぁ、はぁ…………はあぁ……マジかよ……」

　この歳になってもう三度目の夢精だった。体に残る美優の感触は夢精をするたびにリアルになっていて、パンツの中を覗かなくてもわかるほどに、吐き出した精液の量も前回の比ではなかった。

（どうしよう……声に出てたかな……）

　朝とはいえすでにそう早くはない時間になっている。俺が夢の中と同じだけ喘いでいたのなら、隣の部屋で先に起きた美優がそれを聞いた可能性もあった。ともなれば、美優は俺の部屋にやってきてこう言うだろう。

「──お兄ちゃん、また寝てる間に射精しちゃったの？」

　パジャマ姿の美優が慣れた様子で俺の部屋にやってきた。こちらは夢ではなく本物の妹だ。夏休みに入って二度目なのでもう呆れられることさえない。しかも昨日に夢精しての二日連続だった。

　実妹である美優をオカズにしないと射精できなくなってしまった俺は、それでも兄妹としてあるべき関係に戻るために、美優の『頑張らない宣言』の後は精液を飲んでもらっていなかった。

　そのうえで美優をオカズにもしないようにと頑張っていたのだが、俺には美優とのエッチを妄想する以外にオナニーで射精する手段がなく、それからは必然的にオナ禁をすることになった。妹離れが近づいている危機感が本能に作用しているのか、二日もすれば睾丸は貯蔵の許容量を超えてしまい、夢に美優を見せてでも無理矢理に吐精させにかかってくる。男に淫夢を見せて射精させてくる妹がサキュバスに思えてきた。

「それで、今回はどうするの？」

　美優が俺の部屋に入るでも出ていくでもなくドアに立ったまま尋ねてくるのは、俺が昨日は根負けして美優に精液の舐め取りをお願いしてしまったからだ。当然、そんなことはもう許されない。俺は妹離れに励んでいるのだから、どんな状況であれ、精液は自分で処理しなければならない。

「と、とりあえず……昨日みたいに舐めてキレイにしてもらうのは……その……」

「ん？　するの？　しないの？」

「た、たっ……頼んで、いいか？」

「まあ。私は断りはしないけど」

　美優はドアを閉めて部屋に入ってきた。断れなかった。美優が積極的に迫ってくるからだ。仮に俺が夢精したとわかったとしても、部屋にまで来ることはないのに。なんでわざわざ夢精した兄の部屋にやってくるんだ。

　美優が自分の意思で俺とスキンシップを取りにきていると考えればまだ行動にも納得できる。けれど、美優のあの『我慢を頑張らない』という言葉は、そんな単純な解釈をしてもいいものかな。

「はい、お兄ちゃん。腰を上げて」

　美優はすっかり慣れた様子で布団を取り去ってズボンを脱がせてきた。ペタンとベッドに腰を下ろした美優が俺のパンツに手をかけるために前屈みになると、シーツにまで髪が枝垂れて、艶のよい毛並みが清流を思わせるほど美しく映えていた。ブラジャーのカップと巨乳の乳圧で球形を作った胸元は、きっちりと閉じられたボタンパジャマによって谷間が隠されている。朝イチでも凛と俺の淫部を見つめるその視線は初夏の頃の美優に戻りつつあるようだった。

　夏休み前の最後の日に美優と交わしたあの会話の意味を俺はまだ理解しきれていない。だが、どうにも美優は俺とエッチをすると──美優の解釈では俺たちはまだエッチはしていないので、あくまでも俺の精液を口で処理しているだけではあるが──オナニーを我慢できなくなるほど性欲が高まってしまうらしい。

　いつだかの寝起きの悪さもそのあたりが関係していたのかな。オナニーのしすぎで疲れてたとか。この妹が一人寂しくなるとふと指が動いて敏感なところを弄ってしまうなんて、その姿を想像するだけでもうエロすぎる。

「なあに、そんなエッチなものを見るような目で私を見つめて」　

　美優はパンツを脱がせた俺の股間周辺の精液を舐めようと、片側の髪を耳にかけて、それと反対の肘をマットレスにつけた。精液を吐き出して縮んだ半包茎を前に舌を伸ばしている美優は、やりづらそうにこちらをうかがっている。これがエッチな妹でなくてなんだというのだ。

「俺の人生で美優に精液を飲んでもらう以上の幸福ってあるのかな……」

「はいはいお馬鹿なことを言ってないで、黙って処理されててください……ん……へろっ……ちゅぷっ……」

「うっ……はぁ、っ……美優、それ……すごく気持ちいい……！」

　股間に美優の舌が触れて、その生温かい快楽が膀胱のあたりから陰嚢の周辺までを移動していく。精液を舐め取っては、美優は顎を軽く上げてゴクンと喉に流し込み、喉の筋肉の動きに合わせて俺の精液が飲み下されていっているのかと思うと、射精直後なのにまたムラムラしてきた。

「ちゅっ……ちゅるっ……んっ……ふう。終わったよ」

　美優は目立った精液の汚れを舐めて、塊として摘めるものは指で取ってくれたが、竿も陰嚢も当然のように舐めてはくれなかった。そこが最も精液が垂れている部位だというのに。美優はエッチに関して我慢をしないと決めているので、今ならフェラをしろと命じれば美優はそれに従うだろう。しかしそれは、妹離れのためにこれまで尽くしてくれた美優への仁義に反することになる。

「み、美優……あ、あの……よ、よければ、その……先っぽだけでも……」

　ああもうダメだ。どんどん根性がヘタレていく。美優とエッチをしないようにと決めた数日間はまだ毅然としていられたのに、スキンシップが減ってからは加速度的に性欲を抑えられなくなっている。

「それは具体的にはどんな要求？」

　美優は一度、体を起こして、ベッドに寝転ぶ俺を見下ろすようにして尋ねてくる。射精後とは思えないほどバキバキに勃起したイチモツを一瞥して、それこそ虫ケラを見るような鋭い目つきになった。

「まだ……中の……尿道のところに、残ってる感覚があるから……それを吸い出してもらえないかと……」

　俺がそうお願いすると、美優は目を閉じて数秒考え込んでから、枕を手に取ってそれを俺の顔に押しつけてきた。

「これで目隠しして」

　それが吸い出しをするための条件だった。似たようなことを一度は経験しているというのと、美優はもう我慢を頑張らないので、口でしてとお願いしたらしてくれる。しかし、それはそれとして行為の最中を見られるのが恥ずかしいことは変わらず、もしズルをして見てしまったら俺が気絶するまで顔に枕を押しつけられることになるだろう。

「わかった。このままでいいから、してくれ」

　俺の同意を聞いて、美優は精液の吸い出しをするべくまた体勢を低くした。それから、俺の竿に両側から指が掛けられる感覚があって、下半身側へと倒された陰茎の筋が伸びた。美優が勃起したペニスを上向きに支えている。

「んぢゅっ……ちゅっ……」

「アッっ……!!　ああああっ……!!」

　もったいぶると俺に期待させると判断したのか、美優は間髪入れずに尿道に吸いついてきた。亀頭も隠れきらない先っぽの部分に、精液が出るペニスの割れ目から圧が抜けるようにだけ唇を被せている。ちゅっ、ちゅっ、と蜜を吸い出すようなリズムと、割れ目を広げるために伸ばされた舌の感触が、枕で視界を塞がれている俺にフェラチオをされている錯覚を引き起こしていた。というか、どう考えてもそれはフェラチオでしかなかった。

「あ、うっ……、み、美優……ごめん、ほんとごめん……!!」

　俺は夢精をしたばかりで、ペニスに与えられている刺激はごく限定的なものだった。視覚情報さえなく、卑猥な言葉を交わしているわけでもない。それでも、精液の射出部に美優の口がついているというだけで、俺の体にとっては射精するだけの理由には充分だった。

「出るっ……あっ、で、出る出るっ……!!」

「んっ……!?　んんっ……!!」

　尿道から精液を吸い出している美優の口に、びゅくっ、びゅるるっ、と追加の精液を注ぎ込んだ。こんな短い行為で至ったオーガズムだというのに、美優への口内射精はなかなか止まらず、残弾が尽きるまで連射が続いた。スキンシップが減ったせいで、この体は美優に飲ませられるときに飲ませなければと思っているのかもしれない。

「んー……」

　美優は大量の精液を口に含んだまま俺を睨んでくる。というか俺の精液を溜めてるせいで口を開けないとかエロすぎるな。

「んくっ……ぷは……っ。お兄ちゃん……刺激がなくても出ちゃう体質なのはもうわかってたけどさ。なんなのその早さは」

「ごめん……正直なところ、刺激されるより美優の口に出すことそのものがもう気持ちよくなってて……」

「どうしようもないシスコンの早漏だね……」

　美優は呆れて、実際のところそれ自体にはそれほど怒ってはいなかったのだが、やはりというか俺の精液を大量に飲まされた結果として性欲が頭をもたげてしまっているらしく、恨めしげに俺を見下ろしながら、膝をギュッと閉じてふとももをむず痒そうに擦り合わせている。

「だ、大丈夫か……？」

「大丈夫じゃない。責任取って」

　美優が両手を前に出して倒れてきて、俺をベッドで壁ドンする形になった。

「えっ……!?　あ、ああ……」

　責任を取れってどういうことだ。美優のアソコを俺にイジらせてくれるってことなのか。それならいくらでも責任を取らせてほしい。

「とりあえずその汚れたのを拭いてベッドで横になって」

　美優はペニスに付着した精液をティッシュでキレイにするように指示をしつつ、俺にベッドの奥側の半分で布団をかぶって寝ろと命じてきた。こういうときの美優には逆らうべきではないので俺は言われた通りに従うことに。なお、ティッシュを使うのなら最初からそれでよかったのでは、とは俺は決して思わない。きっと誰も思わないだろう。舐め取ってもらったほうが気持ちいいし、美優だってなんらかの形で俺とのスキンシップを維持したいのだと俺は信じているからだ。

「えっと……パンツは……？」

「穿かなくていい。それとこのイヤホンをつけて壁側を向いてて。私が外すまで取るのも振り返るのも絶対に禁止」

　美優は俺の机からスマホとイヤホンのセットを取ってきて、俺に環境音が流れ続ける音楽を再生させた。そして、それを俺の耳につけさせてから、一緒に布団に入ってきた。俺は壁側を向かされたまま、美優の体温だけを背中に感じている。美優の上半身が俺に密着していた。

　ズボンもパンツも床に落とされて、下半身を露出させ、背中に妹の温もりを感じながら、俺は布団の中で横になっている。耳にはネットから再生されるカフェの環境音楽が流れていて、軽快なジャズの音楽とカチャカチャと皿を重ねる音がひたすら聞こえてきた。

　それから、何をするかと思えば、美優は何をすることもなく──いや、正確には微かに動いてる程度の気配は感じるが、俺の背中に引っついているだけだった。まさかこのまま二人で一緒に寝ることが美優に対して責任を取ることになるのだろうか……と、数秒程度には考えた。しかし、ムラムラしている美優が布団に入って大人しく寝るだけのはずがなく、背中から伝わる熱は次第に高くなっていって、その分だけモゾモゾする美優の動きも大きくなっていった。

（こ、これって……俺の後ろで、してるよな……？）

　美優があえて俺の耳まで塞いだのは、俺に聞かれたくないことがあるからだ。それはこの流れ、この状況を鑑みれば、どう考えたって美優がオナニーをして、喘ぎ漏れる声が聞こえないようにしているとしか思えなかった。

　美優は俺にくっつくだけでなく、胸を押しつけるほどの強さで俺に抱きつきながら、首元の匂いさえ嗅いできた。後ろ髪に伝わる吐息がだんだんと激しくなって、美優もそろそろイキそうになっているのだろう。いつぞやは俺のパンツを穿きながらオナニーをしていたぐらいだから、俺に対して何か興奮するものを感じる体質なことだけはわかる。しかしそれは、恋愛感情でなくてなんなのだろう。

（やばっ……イヤホン、取れそう……！）

　背後から俺にしがみつく美優の動きが激しくなって、揺すられる俺の頭からはイヤホンがズレかかっていた。オナニーに夢中になっている美優はそんなことに気づくはずもなく、かといって聞こえておいて何も言わなかったら約束違反にもなりかねない。だから俺は、こっそりと耳に手を伸ばしてつけ直そうとしたのだが──。

　その動きを、逆にイヤホンを取ろうとしていると思ったのか、美優は俺の腕を押さえてきた。そして、荒い吐息を俺の首筋に吹きかけながら、ガクガクと体を震わせて絶頂にまで至った。

「……ぃ、ちゃん……!!　んっ……んんっ……ん──!!」

　その衝撃でイヤホンは取れてしまって、清らかなジャズの音楽が一転して俺の声に美優の切羽詰まった声が流れ込んできた。そんな状況でも美優は俺の腕を押さえ込むように抱きついている。俺の動きを封じているのとは別の手で秘所をイジり続けている。

「はぁっ……んっ……んんっ……!!　ん、あっ……ああっ……んああっ……！」

　水蒸気を含んだ熱い息も、汗ばむほどの美優の高い体温も、そのどっちもが俺の緊張を高めていく。こんなに堂々とやっていたらイヤホンが取れていなくとも俺にバレることはわかっていたはずなのに、それでも美優は本当に俺の背後でオナニーをしていた。自分の部屋でこっそりと済ませるのではなく、わざわざ俺の耳を塞いでまでして同じベッドで自慰行為に及ぶなんて。女の子が男をオカズにするってこういう感じなのかな。

「う……ふう……。はあ」

　美優はひとしきりイッて満足したようで。俺の耳からイヤホンは外れてしまっているのだが、そのことを気にすることはなく休みに入ってしまった。

「あの」

「なんですか。私はもう寝ます」

「……また、勃っちゃったんだけど」

「もうそんな気分じゃありません」

　まあ、それは、そうだよな。というより、あれだけ射精しておいてまだムラムラしている俺がおかしいんだけど。

「もう、しょうがないな。ティッシュだけ構えといて」

　美優は俺にティッシュ箱を渡すと、あとは勝手にしろと、勃起した陰茎を握って前後にシコシコしてくれた。それは手コキと呼べるかわからないほど雑な刺激の仕方だったが、俺にとっては美優にしてもらっているというだけで射精する理由にはなって。兄妹揃って布団の中、無言のまま俺は自分で構えたティッシュに精液を吐き出したのだった。

　美優は俺のペニスのビクつきで射精したことがわかったらしく、そこで手を止めて寝てしまった。俺はまた、妹とエッチなことをしてしまったのだ。

「んっ……ふぅ……お兄ちゃん……背中おっきくなったね……ふあ……っ」

　一転してまったりした空気の中、美優はスースーと寝息を立てて眠ってしまった。俺たちが行っているのは、あるいは恋人同士ですらやらないほどの淫らなスキンシップだ。でも、お互いの性欲が落ち着いてしまえば、俺たちは少し仲のよい兄妹へと戻る。美優がこんなにも愛らしい姿を見せるから、俺はいつまでも美優が好きで仕方がないんだ。

（山本さんと会う約束を早めにつけよう。我慢しなくなった美優の代わりに俺が我慢するなんて無理だ）

　俺は美優の熱い体を背中に感じたままベッドボードに置いてあるスマホに手を伸ばし、焦りで震えそうになる指で山本さんへのメッセージを飛ばしたのだった。











０２．美少女には気楽が大事









　山本さんにいつ会えるかと相談のメッセージを送ったところ、今日の午後にもデートができると返事があった。俺は急いで支度をして、どうにか午後の待ち合わせには間に合うことに。俺と山本さんは元々、お互いの悩みのためにセックスをする約束をしていたのだが、今回はそれとは別。二度寝による睡眠をとったとはいえ今朝だけで妹に三度も射精させられているので、俺も休息日にさせてもらった。

「お兄ちゃん、出かけるんだ」

「山本さんが都合をつけてくれたから」

「そっか。行くんだね」

　美優は起伏のない声音をもはや隠そうともしない。これで俺のことが男として好きではないというのだから驚きだ。重度のブラコンか何かなのだろうか。

　兄妹でエッチをするのはよくないと、俺も理解をしているからこそこうして妹離れに励んでいる。とはいえ、それは理性というか脳だけの考えであって、俺の下半身は美優がブラコンであるならそれで大歓迎なのだ。美優とまた一緒にベッドで寝たいし、一緒にお風呂に入りたい。そして、いつもみたいに嫌そうな顔をされて、なんだかんだと積極的な態度で射精をさせられたい。

（こんなことを考えてるから、いつまでも妹離れができないんだよな……）

　これでは協力してくれる山本さんに申し訳がない。セックスに山本さんの悩みを解決する目的があってもそれはそれだ。ともかく、山本さんの体で、山本さんのことだけを考えてイけるようにする。それが兄である俺の使命なんだ。

「それじゃあ、行ってくるよ。帰る時間がわかったら連絡する」

　俺は迷いを振りきって家を出た。待ち合わせ場所は近くのバス停にしている。合流しやすいのは駅構内なのだが、ちょうど山本さんが同じ時間のバスに乗る予定と言っていたので待ち合わせも手前にすることにした。

　目的の場所に着くと、帽子を被った山本さんが小さな白い鞄を前に携えてバス停の屋根の下で待っているのが見えた。せっかく巨乳が目立たないシャツを着ているのにスカートがハイウエスト気味に構えられていて、デカい胸はやはりデカかった。あの乳にパイズリをしてもらったのかと思うと我が人生ながらに信じがたい体験をしたものだな。

「ソトミチくん、おはよう。急に連絡がきたからビックリしちゃった」

「どうしても山本さんに会いたくなっちゃって」

「ふふっ。そんな嬉しい言葉をサラッと口にしてくれるタイプなんだね、ソトミチくんって。ちょっと意外かも」

「えっ、ああ、それは……！」

　美優の誘惑から逃れることに必死で相手が言葉をどう受け取るかなんて考えていなかった。たしかにキザったらしい台詞というか、女ったらしみたいな口ぶりになっていたな。

「山本さんなら、これぐらい言われ慣れてるかと」

　美優とエッチをしてしまったので山本さんに助けてほしくなった、などとは美優の名誉のためにもまだ言うわけにはいかなかった。山本さんなら生きているだけでたくさんの人に褒められているはずだし、これなら理由として不自然ではない。

「そんなことないよ。……あ、バスだ」

　山本さんはあしらったのか誤魔化したのか、遠くに見えたバスを指差して俺の注意をそらした。そのバスに二人で乗り込んで、座席は埋まっていたので、近くの吊り革に掴まることに。自分と同じぐらいの身長の女の子が隣に立っていると、美優とは二十センチ近く背丈に差があるせいか目線がちょうど合うのが新鮮だった。こんなに可愛い子が連絡をすればデートをしてくれるわけだからな。俺の人生は去年までとはまるで別物になってしまった。

　これも全部、美優のおかげなんだよな。直接的なスキンシップは最近になってようやく許されてきた程度の仲ではあるけど、モテるためのあれこれを教えてもらって、彼女も斡旋してもらって、あの妹がいなければ俺はきっと今でもパソコンで動画ばかりを流していた部屋の中だ。

　そういや、俺って今朝、美優に手コキをしてもらったんだよな。口に出したのはまだフェラとは言えないからノーカンとして、最後に布団の中でしてもらったのは明らかに手コキだった。トイレとお風呂とで経験したあれが、美優にエッチへの慣れをもたらしているのかもしれない。とすると、ペニスの先端に唇だけでもつけてもらえている現状、フェラチオだっていつかは平然としてくれるようになるのではないだろうか。

（って、ダメだ、違う。もうそのいつかは来ないんだ。来させちゃいけない）

　俺は何度目かの邪念を振り払って、今自分がバスの中に立っていることを再認識する。これから二人でお昼を食べることまでは決まっているが、その後にすることはまだ考えていない。　

「あ、あの……山本さん……」

　俺が声をかけると、隣で静かに車内広告を読んでいた山本さんが、先にチラッと視線をこちらに向けてから顔を合わせてくれた。

「なあに？　女の子を呼びつけておいて心ここにあらずなソトミチくん」

「わ、悪い。ちょっとぼーっとして。午後、飯を食ったら何をするか、決めておこうと思って」

　俺はスマホを取り出して駅周辺のイベントを検索する。山本さんは自分の端末をイジるのではなく俺のスマホを一緒になって覗き込んできた。ムチムチの体が密着して、女の子一人分以上の熱量を感じる。

　俺がいくつか目ぼしいサイトを見つけて、それを眺めていくが、山本さんは口を開こうとしない。とはいえ退屈そうにしているわけでもなく、その目は真剣にディスプレイを見つめていた。

「どこかよさそうなとこはあったかな？」

　ドキドキしながら聞いてみると、山本さんは声をかけられてやっと気づいたといった様子で俺と目を合わせた。

「あ、ごめん。予測変換に出てくるソトミチくんの性癖ばっかり見てた」

「勘弁してくれ」

　山本さんも山本さんでいい加減なんだよな。

「とりあえず、もう駅に着くから、ご飯を食べながら考えよっか」

　山本さんに誘われるがままに俺はバスから降りて、洋食屋に入ることにした。その道中に、俺はたまたま見つけた一つのチラシが目について、俺がそれを眺めていると山本さんが一緒になって立ち止まってくれた。　

　謎解きイベントのチラシだった。数駅隣のビルでちょうど本日開催しているらしい。時間区切りで一日に複数回のスケジュールが組まれている。話には聞いたことがあるし、俺もネット上のゲームではよくやっていたから気にはなっていた。リアル謎解きってどうなんだろうな。

「興味あるの？」

「え、ああ。謎解き自体にはな」

「なら行ってみようよ！」

「当日だろ？　予約は終わってるんじゃないか？」

「いいからいいから」

　山本さんはスマホでＱＲコードを読み込み、予約ページを開いている。ニコニコと楽しそうな山本さんはいつでも前向きだった。俺も山本さんとだったらどんなイベントに参加しても楽しめるかもしれない。

「んー、予約ページは全部バツだね」

「ダメか。山本さんとなら行ってみたかったんだけどな」

「そう思ってくれるなら、もうちょっと頑張ってみようかな」

　山本さんはチラシに書いてあった番号に電話をかけた。当日だと電話キャンセルだけしてネットに反映されていない分もあるらしい。しかして、その成果は予想通りとなったようで。

「はい、はい。わかりました。ありがとうございます」

　山本さんは見えない相手に頭を下げてから、ピースサインを俺に送ってきた。

「一組なら空きがあるから、そこに入っていいって。二時間後だから、ちょうどお昼が食べられるよ」

「さすが。ありがとう、山本さん。こういうのも俺がやらないとだよな」

「ソトミチくんが喜んでくれるなら何よりだよ」

　こういうイベントって初めてかもしれない。鈴原に誘われてオタクイベントに参加をしたことはあるが、あれはどちらかというとライブに参加する感覚に近かったし。参加者全員で一つの催しをやるというのは学校での活動の他にはやったことがなかった。

　世の中のカップルはこうしたイベントもデートプランには入れてるんだろうな。カラオケやボウリングに行くのもデートにはなるけど、恋人っぽさがないし、繰り返せば飽きてしまう。俺たち非モテからしたら嫌味な日でしかないクリスマスやバレンタインだって、男女で過ごすための一つのテーマとしてはありがたいものなんだろうな。

　それから山本さんと店に洋食店に入って、ステーキとハンバーグを別々に一品ずつ平らげた山本さんの胃袋に感服してから、俺は山本さんとリアル謎解きゲームの会場にまでやってきた。

　駅を四つほど渡って、構外に出てから住宅街側の方向へと進み、俺一人だと入るのに躊躇してしまいそうな狭い路地を入っていった先にそれはあった。イベントの旗が掲げられた入り口のすぐ見えるところに受付が設置されている。不安と期待の入り混じる中、俺はここでこそはと先頭を切って足を踏み出した──のだが、そのとき、俺はとある可能性に思い至って、受付に並ぶのを躊躇してしまった。

　俺の耳がそれを無意識レベルで感じ取ったのかもしれない。学校の最寄駅からも近い場所で行われているイベントともなれば、それは少なくない確率として起こりうるものではあった。

「おっ！　あれ山本さんじゃない？」

「マジっ!?　マジじゃん！　私服でもマジで可愛すぎるな……ってか隣の男誰？　彼氏？」

　同学年と思われる男子生徒が四人グループを作って俺たちの後ろを歩いていた。山本さんの知名度といえばもはや学内では知らない者はおらず、学外でも数多くの生徒がその名を知るところになっている。そのうちの誰かが同じイベントに参加することぐらいはない話ではないのだ。

　俺はいくら噂にされても構わない。問題なのは山本さんの立場だ。ただでさえ俺が彼氏なのではないかと噂されてしまった直後で、俺が山本さんとデートしているところを見られたら余計に話が拗れる。山本さんは学校では清楚で純情なキャラクターでいなければなけないのに。

「ソトミチくん、入ろっ」

　山本さんは俺の手を引いて会場へと入っていく。山本さんだって自分のことが話に出されているのはわかっているはずだった。いや、あるいは山本さんの聴力なら、もっと早い段階から気づいていた可能性すらある。それでもここを通り過ぎずに受付に並んでいるあたり、最初から知り合いには会う覚悟で俺とデートをしてくれていたのかもしれない。

　山本さんがそう判断してくれるなら、俺はいい。俺だってもう以前までとは違う。美優のおかげでそれなりによくなった容姿と、肉体面では女の子を安心させられるだけの精力を持ち合わせている。ここでこそ俺が男として堂々としているべきだ。

「さきほどお電話で予約してくださった山本様ですね。では、三番のテーブルに座って、事前説明が始まるまでお待ちください」

　俺たちは首掛けのナンバープレートと封筒を渡されて席にまで誘導された。室内は薄暗く、円形のテーブルがステージの前に並べられている。その中央に同じ番号の札が置かれている卓に俺たちはついて、後から入ってきた同級生たちも近くの卓についた。一人は山本さんにチラチラと視線を寄越していて、別の二人はコソコソと話をしており、残り一人はスマホをいじっている。ＳＮＳにでも山本さんの噂を流しているのだろうか。

「あの、山本さん、だよね？　こんなところで会えるなんて思わなかったよ。遊んでるの？」

「見ての通りだよ。初めましてかな？」

「そうそう！　俺、東高に友達がいてさ……！」

　見ればわかるだろうと思える質問にも、山本さんはニコニコと答えていた。このあたりはきっと、俺がいようといなかろうと、日常的に行われていることなんだろうな。

　ここはダンマリを決めることもできるけど、それは山本さんの立場を悪くするだけだ。俺が大人しい芋オタクに徹していると山本さんも状況を釈明しづらいはず。あの妹にキッパリと物を言われ続けてきたことが、このときの俺の背中を押してくれていたんだと思う。

「山本さんの知り合いじゃないの？」

「ううん、全然知らない人」

「そっか。大変だな、山本さんも」

「慣れっこだよ。えへへ、ありがとう」

　俺が割り入って話しかけると、山本さんに声をかけていた男は不機嫌そうに顔を顰めた。そもそも俺のデート中なんだが、こんなに堂々と話しかけるなんて舐められてるんだろうな。

「てかその男って彼氏!?　今まで誰とも付き合ってないって聞いたけどさ！」

「その噂がどうかは知らないけど、この人は彼氏ではないよ？」

「えっ、ならこれ終わったらみんなで遊ばない？　女の子も呼ぶし！」

　どうにか山本さんとの接点を持ちたいらしいナンパ男。その背後にいる奴らも山本さんに下卑た視線を向けながら猥談をしている。しかし、そうした言葉を口にするほど自らの首を絞めることを彼らは理解していない。

「私たちは二人で夜まで予定がみっちりだから、遠慮しておくね」

「えっ……マジ？　それって、そういう、アレでなくて？」

　山本さんは一般男子界隈では処女なので夜のアレがあることを前提に物事を考えられることはない。自分とならあるいはエッチな展開にも……なんて考えている輩はたくさんいるだろうが、『この純情可憐な山本さんは俺も含めて誰ともセックスをしない』『そんな男がいるなんて認められない』と考えるのが普通なのだ。

「そういうアレになるかはここの彼に全権を委ねてるから」

　山本さんは俺のＴシャツをちょんと摘んで体を寄せてくる。こらこらみんなが嫉妬するだろう。

「大丈夫だよ、しないから」

「だそうですよ？」

「しねえのかよ!?　おまっ、ど、どういう……業界の人、なんでしょうか？」

「そんなんじゃないですよ。説明、始まるみたいですから」

　俺はそこで会話を強制的に区切った。実情はともかくとしてこの場では山本さんはエッチとは縁の遠い人として扱っておく。今日はエッチをしない約束なので嘘は言っていない。

　山本さんが冗談めかしく「ほんとにしないの？」とか言ってきたのは軽く聞き流した。その態度が彼らには不遜に映ったようで、今日の山本さんの彼氏ではない誰かの役割としては悪くない対応ができたように思う。山本さんのからかい上手なところも有名だからな。

　照明が薄暗くなると、壇上にマイクを持った男が現れて、謎解きの要領を説明し始めた。コンセプトとしては、自分たちは謎の組織に連れ去られた諜報員で、毒を飲まされて三日後に死ぬことになったから前任者の遺した秘密を解読して解毒して脱出しろとのこと。会場のおどろおどろしい装飾も相まっていい感じのホラー演出にはなっていた。

　俺たちは組ごとにパーティションされた小部屋へと連れられて、そこで本格的な謎解きを開始した。十五分間の昼と五分間の夜が交互に訪れ、夜は小部屋以外の探索を制限される。昼は自由な探索時間、夜は警備の時間で、警備員に見つかると部屋に戻されて昼まで何もできなくなる。

　手元にはクロスワードを始めとしたパズルと鍵のかかった宝箱が一つ。そして、ペンと冒頭に配られた説明のしおりがワンセットあって、後は小部屋と大部屋のそれぞれに隠された仕掛けを解除して新しいヒントを手に入れていくのだ。

「確かに現実世界の謎解きゲームだな。とりあえず手当たり次第にわかりそうなところから埋めていくか……」

「うんうん。頑張れソトミチくん」

　山本さんは後ろで腕を組んで俺を見守っているだけ。まさか俺一人に全部やらせるつもりではないだろうな。ここの企画の謎解きクリア率は一割弱と、かなり厳しいラインに難易度が調整されているのだが。

「クロスワードは素直に読んで解けるのは半分か。残りは読み換えがいるんだな。山本さんわかる？」

「私が考えちゃっていいの？」

「え、二人でやろうよ。どうせだし。この虫食いになってるところに、会場の各所に貼られてたキーワードが入るはずなんだ。山本さんなら覚えてない？」

「うふふっ。そりゃまあ頭には全部入ってるけどさ。それじゃあ、答えちゃうよ？」

「頼む。時間は余るぐらいじゃなきゃ俺には難しそうだし」

　どこにヒントが隠されているかを見つけることに関しては、これまでゲームをやってきた経験からある程度の目星をつけられるだけの力はある。しかし、その先の考えて解く力はからっきしなのだ。どうせなら気持ちよくクリアして終わりたいし、隣にいる天才美少女の頭脳を借りない手はない。

「ここは、キーワードを曜日順に当てはめて……さっき見つけた定規はこの文字を基準に当てるんだよ」

「なるほど。説明書の妙に目立つ点はその目印か。でこれを壁に向けると……」

　山本さんの頭脳が加わると凄まじい勢いで謎が解かれていく。最初は遠慮がちだった山本さんも作業分担が明確になるにつれて乗り気になってくれた。山本さんは答えが瞬時にわかってしまうことに負い目のようなものを感じていたようだが、まだオフラインのゲームにハマっていた頃の俺はネットで調べた裏技で無双するのが好きだったこともあって、このチート感はむしろ爽快だった。

「今の時点で最後の答えまで繋がりそう？」

「それは無理。圧倒的にヒントが足りない。宝箱に入ってた鍵を使うところからが本番なんだと思う」

「っても鍵穴なんてどこにもないけどな。それも探せってことか」

　と、ややこしいながらもあれこれと可能性を考えるのは楽しいもので、宝箱の施錠の解除番号を入手する過程で使った図形が地図になってその先に鍵を使う場所があったりと、手足を使っての謎解き探索に気分も乗った。見つけた大きな箱を開けると制服が入っていて、なるほどこれで彼女をコスプレさせろということらしい。

　帽子とジャケットだけの簡素な物ではあるが、警備員に扮した山本さんはドＳ教官みたいでなかなかにエロティックだった。胸ポケットに仕舞われたペンライトがとても窮屈そうである。

「妹とエッチする妄想ばかりしてると逮捕しちゃうぞ」

「その自由まで奪われたら睾丸破裂で死ぬからほんと許して」

　この制服の本当の使い方は、夜時間の探索をするためである。警備員に遭遇しても敬礼をすれば見過ごしてもらうことができる。夜間にしか入れない扉の先で仕入れた物こそが解毒のために必要な最重要キーで、ここに至らなかった者はその時点で脱出不可能な設定となっているのだ。

「んじゃこの解毒シールを貼って四日目を迎えればクリアなんだな」

「そうなるね」

「謎さえ解ければ案外とあっさりクリアできるもんなんだな」

　そんな呑気なことを考えて二日目の夜を終えた俺は、山本さんに手伝ってもらったからという理由で安心しきっていた。しかし、最後の夜になったところでふと脳裏に不安がよぎったのだった。それは長年のアニメやゲームの経験で積み上げてきた、いわゆる死亡フラグ的なものへの直感だった。

「山本さん、そこの入り口の鍵って、夜になっても施錠されてないよな？」

「私が出歩いてるぐらいだから、今まで一度も使われてないことになるね」

　俺たちが本当になすべきことは毒を治すことじゃない。脱出をすることだ。つまり、仮に体が回復しても、脱出できない状況になったらゲームオーバーなんだ。

「たしか最初の放送で、三日後には警備が手薄になるからどうとか、意味深なことを言ってたよな。場合によっちゃそのタイミングで閉じ込められるかもしれないし、この使い道不明だった金属片で施錠してるように見せらないか？」

「ソトミチくん、それはナイスなアイデアだね」

　そうして俺たちは南京錠に細工をした上で解毒を済ませ、三日目の夜を終えた。と同時に放送が流れて、やはりというか警備員が施錠に回ってきて、細工をしていないグループは軒並みそこでゲームオーバーになった。

　俺たちはといえば、無事に脱出成功だった。ゲームが終わって受付に戻ると、俺たちがこの回で唯一の脱出者だったことを告げられる。記念のクリア証明書をもらって俺と山本さんが外に出ると、例のナンパチームがまた山本さんに声をかけようと近寄ってきた。

　しかし、俺が先を歩いて山本さんについてこいと言わんばかりの態度を取っていると、そんな俺に嬉しそうに従っている山本さんの姿を見て彼らも掛ける言葉も失ったらしい。誰にでも優しい山本さんだって、仲良くする相手は選ぶのだと気づかされた彼らは、自分たちがその部類に入っていないことを悟って大人しく引き下がったのだ。

　山本さんもなかなかに役者だな。人を傷つけずに誘いを断るのがこんなにも難しいとは。俺もいつかの将来に恋をしたとしても、女の子の迷惑にならないように気をつけないと。

「久しぶりに外に出た感覚だよ。集中してるとゲーム自体はあっという間だったのに」

「私も久々に楽しかったよ。ソトミチくんがデートの相手でよかった」

　山本さんが夏の暑さなどお構いなしに満面の笑みで引っついてくる。さすがにこれ以上は誤解が誤解で済まなくなるぞ。山本さんのストレートなものの言い方も妙に照れ臭くて余計に体温が上がってしまいそうだ。

　俺は大したことなどしていないのに……と思っている俺の考えが読み取られたのか、山本さんは『そんなことないよ』と返すように優しい視線を送ってきた。

「私さ、こういうイベントってすぐに答えまで辿り着いちゃうから、人と合わせるのか苦手だったんだよね」

「なら、今日はどうして？」

「ソトミチくんとなら大丈夫かもって。なんとなく」

　山本さんはピースサインから指をチョキチョキと動かして、『その結果は大正解でした』と感謝のアピールをしてくれた。俺と他の男の何が違ったのか、そこが気になるところではあるけど、山本さんが喜んでくれたのならもう理由なぞ構うまい。

「俺は山本さんの立場が悪くならなければと思っただけだよ。ちなみに最後の鍵のやつも気づいてたの？」

「ううん。あれは本当に気づいてなかったよ」

　山本さんは嘘でないとわかる笑顔でそう答えた。たまには山本さんもミスすることはあるか。完璧なようでどこか抜けてるところもあるしな。

「ねえねえ、ソトミチくん。この後、ネットカフェでも行かない？」

「いいよ。読みたい漫画でもあるの？」

　山本さんと二人でネットカフェだなんて、エッチな雰囲気になってしまいそうだ。

「ストレス発散がしたいなぁって」

　山本さんが唇に指を乗せて物欲しそうな顔で俺を見つめてくる。──ああ、そうだったのか。最後の最後で山本さんが残された謎に気づかなかったのは、ミスをしたのではなくエッチなことしか考えていなかったからなのか。それほどのストレスだったなんて、平然と振る舞っているようで、ああいう輩に言い寄られるのは山本さんでもキツいんだな。

　エッチをしない予定にしたのは山本さんとの本番のために精力を溜めておきたかったから。その山本さんから直々にエッチのお願いされたとあっては断る理由はない。

　しかし、ラブホではなくネカフェなのは、まだ本番はしないという意思表示だと見ていいのかな。まあ学生である俺たちがラブホに入れるのかは知らないのだが。

「店のアテはある？」

「あるよ。とりあえず最寄駅まで戻ろ」

　俺たちは逆方面の電車に乗って、まだ明るいうちに地元に戻ってきた。山本さんに連れられてきたのは駅近くにあるネットカフェで、知り合いが周囲にいないことが気配のレベルでわかってしまう山本さんは俺と手を繋いで歩いていた。

「ここでエッチしよ」

　もはや誤解など生じようもない言葉の選び方だった。ネットカフェの中は、佐知子と来たときとは異なり、パーテーションタイプではなく完全個室だった。ここなら堂々とエッチをしていても誰かに咎められたりすることはない。もちろん規約には公序良俗に反する行為は禁止されている。でもする。しちゃいけない場所だからこそあえて山本さんはネットカフェを選んだのかもしれないからな。

　俺たちは受付を済ませてカップルシートに入り、荷物を下ろしたところで山本さんがもう待てないとばかりに距離を詰めてきた。

「ソトミチくんは裸になってもらっていい？」

　黒色のビニールシートに正座している山本さんは、パチンと手を叩いてニコニコとそんなことを言ってきた。まだ額の汗も乾かぬうちだというのに。

「山本さんは脱がないの？」

「ソトミチくんがどうしてもって言うなら脱ぐよ。でも私は今ソトミチくんを一方的に気持ちよくして射精させたい気分なの」

　畳み掛けてくる展開の速さが山本さんが抱えているストレスの大きさを物語っていた。その反動の分だけムラムラもするのか、発言にはオブラートのオの字もない。それは単に性欲が溜まっているからというだけでなく、本当は快楽責めというものをしてみたかったのに、どの男もすぐに射精してしまうからそれができなかったという積年の鬱憤もあったのだろう。瞳の奥にハートマークが散っている。

「なら、せめて脱がせてくれるか」

「はいっ、よろこんでお務めさせていただきます」

　山本さんは俺のＴシャツを正面から脱がせると、そのまま雪崩れ込むように前屈みになって、俺の乳首に吸いついてきた。突然のことに何をされたかわからなくて、ただその直後にやってきた凄まじい快楽に、俺は早くも我慢汁でパンツを濡らすのだった。

「っ……山本さん、気が早すぎ……！」

「はむっ……ぢゅるっ……だって、もう我慢できないだもん……」

　俺の胸をひとしきり舐め回してから、山本さんの口が首筋にまで上ってきて、貪りつくような舌捌きに首と耳が蹂躙されていく。右手はもうパンツの中に入ってきていた。勃起したペニスの硬さを確かめるように、亀頭から股座までまさぐられている。

「や、山本さん、ちょっ……っぐうっ……あっ……そんな、されたらっ……！」

　俺の体質でなければとっくに射精していた。過去の男たちは例外なくこの状態に至ることさえなく終わっていて、それが何年も続いて消化不良のエッチばかりをしてきた山本さんは、ついに見つけた俺という獲物を相手にまるで手加減をする様子がなかった。

「おっきいまま感じてくれてるの……嬉しい……むちゅ、はぁ……ソトミチくんとエッチするの、本当に好きだよ……あーむっ、ぢゅるるるっ、ぢゅぷっ、んっ、ぢゅぱっ……はぁ……んっむっ……」

　もはや愛の告白とさえ勘違いしてしまいそうなほどの切ない声に、俺の全身は感度を増幅させられていった。舌を伸ばして乳首が舐められる様子を俺に見せつけて、興奮に高潮した顔で俺の目を見つめてくる山本さんは、上半身の皮膚を余すところなく撫で回してきて、指先が通るたびにそこが性感帯となって快楽のあまりに声を漏らさずにはいられなかった。

　やがてパンツの中に戻された手で俺のペニスが我慢汁まみれになったことを確認した山本さんは、下半身の衣類も脱がせて俺を素っ裸にさせると、羽交い絞めするような体勢になった。後ろから首筋を舐めて、手コキをしながらも空いた手でふとももの裏を撫で上げてくる。触れるか触れないかの力で陰嚢の表面を擦って、そこから手の届く範囲の肌をつーっと指先でなぞっていく。そうやって俺の性感を高めるだけの愛撫がひたすら繰り返されていった。

　気が変になりそうなほどの快楽の中で、山本さんは言葉を発することもなく、文字通り貪るようにして俺の体中にディープキスをしてきた。その舌は再び乳首へと止まり、腕を伸ばしても届かなくなったその距離は足を使うことで補われた。腰の左右から山本さんの脚が伸びてきて、足コキによってペニスへの刺激は途切れることなく続けられた。

　山本さんはあえて音を立てて、ぢゅるっ、ぢゅぶっ、と乳首に吸いついてきて、その最中にも両足の指で器用に俺のペニスをシゴいてくる。上下に凄まじい性感が叩き込まれて、俺のペニスは負けを認めるように鈴口からどばどばとカウパー腺液を吐き出していた。

「うっ……ぐぅっ……んんっ……!!　あ、あああぅああっ……!!　も、もう……だめだっ、はあっ、あっ、あああっ……!!」

　ぬるぬると絡みつく山本さんの足指が、左右から俺のペニスを挟んで上下に絞り上げてくる。ときにはこねくり回して、倒れた竿を踏みつけて、緩急をつけるためのその動作が、ついには俺が美優とお風呂で致したあの記憶を掘り起こした。

「あっ、出るっ……あっ、あっ、あああっ……!!」

　びゅるるっ、びゅっ、びゅっ──と飛び出した精液が俺の腹部に飛び出して、後に漏れてきた粘液は山本さんの足に垂れていった。山本さんの許しもなくイッてしまった。部屋に入ってイクまでに十五分もかかっていない。

「わっ、あれ……？　出ちゃった？　そんなに気持ちよかった？」

「気持ちよかったは、気持ちよかったよ……今までないぐらいに……」

「また美優ちゃんとのことを思い出しちゃったの？」

　俺は山本さんに尋ねられて首を縦に振った。俺が我慢しきれずに射精してしまったのだから、それは俺がこれまで妹をオカズに致してきた妄想の一つにこのプレイが入っていたということだ。

「ソトミチくん、美優ちゃんにどんなエッチをしてもらえると思ってるの？」

「言わないでくれ……俺も申し訳なさでいっぱいなんだ……」

　美優がこんなドスケベな足コキをしてくれるはずがない。山本さんはそう思っているし、それは間違いではない。エッチをする目的以外でペニスを足で刺激するなんて、それこそ山本さんの想像の外のことだろう。あの妹があの歳で兄と一緒にお風呂に入っているとは誰も思うまい。

「ごめんな、勝手に射精しちゃって」

「んふふっ。別にダメとは言ってないんだから、好きなときに射精していいんだよ。今体をキレイにしてあげるからね」

　山本さんは自分の足についた精液をしゃぶり取ってから、俺のお腹に付着した精液を長い舌の腹を這わせながら舐め取っていく。それは俺が今朝に美優とやった精液の舐め取りそのものだった。俺のペニスは射精したばかりなのにギンギンになっていて、山本さんはひと回り大きくなった勃起を横目に体を隅々まで舐めてくれた。

「ソトミチくんってそんな性欲して、一日に何回オナニーしてるの？」

「ああいや、一人でしてるときはすぐ萎えるんだって……！」

「一人でしてるときは？」

　返答したときの語調がまずかった。一人でしてるとき、と限定したそのときに、俺が脳内で山本さんのことを思い描いていなかったことを、そのわずかな声の変化から感じ取られてしまった。

「え、えと……一時期は、彼女もいたから……美優をオカズにしないとイけないことは、最後まで話さなかったけど……」

「へー。なるほどね」

　山本さんは納得してくれた。あえて深く考えないようにしてくれたのかもしれない。俺の性欲旺盛さが美優とのエッチで培われたものであることは悟られてはならないのだ。

「とりあえず、お口で時間いっぱいまで気持ちよくしてあげるから……んっ、ぢゅるっ、ぐぢゅっ……」

　山本さんはフェラチオを中心にして、まだ服を着ることを許されない俺に、耳から足先まで丹念な愛撫をしてくれた。俺がたびたび誤魔化そうとしている、その何かを炙り出そうとするような小悪魔的な微笑みを浮かべて。

「じゅるるるっ……じゅるぱっ……ぐちゅるるっ……はぁ……射精だけはお預けにしておくから、続きはベッドの上でしようね」

　そうして俺は明日まで精液を溜めておくように命じられて、容赦のない山本さんの全身フェラに、一時間以上かけて声が嗄れるぐらいに喘ぎ悶えさせられまくった。











０３．一緒に寝ると落ち着く









　山本さんとのデートの最後に快楽責めされた挙句に射精をさせてもらえなかった俺は、帰りのバスでなんとか勃起を鎮めて家に帰った。

　今日は俺の料理当番。冷蔵庫の中身は心もとないが、あえて買い足すことはしなかった。

「お兄ちゃん。帰ってきたんだ。おかえり」

　キッチンでぼーっと突っ立っていると、玄関で荷物をまとめていた美優がリビングにやってきた。明日から美優は旅行に出かけるのだ。荷物をまとめるといっても、トートバッグに収まる程度のものだけ。服などは一式が宿泊先に用意されているらしい。いったいどんな豪華な旅行をするのやら。

「ただいま、美優。荷造りは終わったのか？」

「終わったよ。お腹が空いてきたから早めにご飯にしたいな」

「今から作るから少し待っててくれ」

　食材の残りはチーズと玉ねぎと肉がひとしきり。美優が親に買わせた高ワット数のオーブンレンジがあるので、炒めるものを炒めてグラタンにしてしまおう。

　俺が料理をしている間、美優はソファーでスマホをいじっていた。友達との連絡もそれほど頻繁に取らない美優がスマホの画面にかじりついているのは珍しい。

「何をやってるんだ？」

「マジョマル」

「まじょまる？　……って、俺がやってたアプリ？」

「そうそう。レアなやつが当たったから続けてるの」

　よくあるガチャゲーのハマりパターンだった。大手はどうだか知らないが、ユーザーのプレイの癖から性別や年齢を予測して、キャラを当てやすくしているところもあるんだとか。

　俺が料理を作り終えるまで美優はずっとゲームをやっていた。昔は俺がゲームをやるたびに文句を言うようなやつだったから、ゲームに夢中になっている美優なんて新鮮な絵面だ。

　美優は背筋をスッと伸ばしてソファーに座って、両手で丁寧にスマホを持ってゲームをしている。リスが餌を食べてるみたいで可愛い。

　進み具合はどれくらいだろうか。とても気になる。俺は手早く具材を耐熱皿に移してオーブンレンジに放り込むと、それとなくスマホを手にしてソファーに近づいた。その気配を察知した美優が、ハッと俺の顔を見上げる。

「お兄ちゃんお兄ちゃん」

　美優が俺にスマホの画面を見せてきた。そこに表示されていたのは、マジョマルのユーザＩＤだった。

「おトモダチになりましょう」

　おトモダチ──美優が言ったそれは、マジョマルのゲームシステムの一つだ。このトモダチ機能を使えば、トモダチになったユーザ同士が戦力を共有して助け合うことができる。申請が承認されるとトモダチになり、自分が育てたキャラを相手にも使ってもらえるようになる。

　俺が始めたのも美優より数日早い程度だが、鈴原から攻略法を教わっていたおかげで他のユーザーより進みが早い。序盤なら俺のキャラを使うだけで無双状態だ。それが美優にとって楽しいのかは、本人に判断してもらうしかないな。

　俺が美優のＩＤを検索すると、『Ｍｉｙｕ』という名前のユーザーがヒットした。

「レベル二十五か。意外と進んでるな」

「由佳を縛り上げた後とか、お兄ちゃんが来るまでずっとやってたからね」

　あれだけ怒ってたのに当事者がいないときは無心でいられるのか。我が妹ながら恐ろしいほどのアイスハートだな。

「お兄ちゃんも夜は暇でしょ。ご飯を食べたら一緒にやろ」

「はいよ」

　しばらく美優のプレイする姿を眺めてから、俺はできあがった夕飯をテーブルに並べて、美優をテーブルに呼んで向かい合わせに座った。明日から一週間はこうして二人で食事をすることもなくなる。山本さんとの妹離れの治療に専念できるのはいいことだけど、家に誰もいないのは寂しいな。

「今年はどこに行くんだ？」

「北海道。お花がキレイみたいだから散歩してくる。あとはひたすら食べる」

「それで一週間も滞在するのか？」

「他にも目的は色々とあるからね」

　グラタンをふーふーしながらスプーンで頬張る美優。淡々と答えているが、要するに丸一週間、遥とレズってくるんだよな。

「旅館に泊まるのか？」

「別荘らしいよ」

　別荘……。金持ちの用語だ。俺の知っている旅行と何もかもが違いすぎる。

「遥って金持ちなんだな」

「遥のとこは一般家庭だよ。遥が仕事で仲良くなったお姉様たちがお金持ちなだけ。……というかお金を余らせた変な人しか来ないけど。現地の運転手もその女の人がやってくれるみたい」

　北の広大な土地で方々回るなら車は必須か。美優の歳の女の子二人の旅行を支援するお姉様……いったいどんな変人なんだ……。

「遥の仕事って何なんだ？」

「うーん……モデル、かな。それ以上は言えない」

「別に調べたりはしないよ」

「そういう問題じゃないの。いいから遥には興味を持たないで」

　美優は俺が遥のことを知るのを頑なに拒む。これだけの関係になってもそこは変わらなかった。

　隠されると暴きたくなるのが人間のサガというもの。とはいえ、美優は俺の人生の恩人でもあるし、そこまで嫌がるなら聞かないでおくのが筋か。

「お兄ちゃんは夏休みはどうするの？」

　美優からの質問。流れとしては、やっぱりそうなるよな。

「バイトは入れたよ。明日からは、山本さんと過ごして……夏休みの後半に何をするかは、それ次第だな」

「いつも遊んでる男友達とは会わないの？」

「会うつもりはあるよ。あえて予定として挙げるほどのものではないだけで」

　オフ会の話は出ているけれど、こちらはまだ参加するか悩み中だ。

「休みに出かけたから偉いってわけでもないもんね」

　美優はグラタンを平らげると、そっとスプーンを置いた。

　それから食事を終えて、俺と美優は並んでソファーに座った。山本さんと過ごした後だけあって、こうして近くにいると美優の体の小ささがよくわかる。抱きしめたら包み込んでしまえる愛らしさ。性的な欲求とは無関係に触れたくなる。

　俺は背もたれに寄りかかって、姿勢よくゲームをする美優を後ろから眺めていた。背中と平行に伸びるキレイな黒髪。こういう後ろ姿って街中を歩いているときにふと目で追ってしまうんだよな。追い抜いて顔をチラッと覗くと好みじゃないことが多いけど。

　目の前にいるこの妹は、顔はもちろんボディの細部に至るまで整っている。ここまで自分を大切にしている女の子を俺が独占できるのは、ただ兄だったからという他に理由がない。今のように二人で暮らせるだけでも幸せなことは、忘れないようにしないと。

「お兄ちゃん。どれを育てればいい？」

　美優が俺に所持キャラクターの一覧を見せてきた。たしかにレアなキャラが揃っている。

「回復タイプと攻撃タイプをバランスよく育ててればまず負けないよ。アニマル進化が強いキャラばっかりだけど」

「えー。魔女っ子にしたいのに」

　美優はぶつくさと文句を垂れながら進化ボタンをタップする。進化画面を進んでいくと、分岐先である魔女っ子進化した姿を見ることができるのだ。どうやら狐アニマルの『ヨーコ』が美優のお気に入りらしい。

　マジョマルには魔法少女への進化と動物の姿のままの進化の二つがある。どちらも可愛くデフォルメされていることに違いはないが、やはり女の子には魔女っ子進化が人気だ。

　無理をすると続かないし、こうして美優と趣味を喋れる時間がなくなるのは惜しい。俺みたいな効率重視じゃなければ好きにやらせるのが一番だ。

「ならこのサイトに強いキャラの組み合わせが載ってるから、参考にしてみたらいいんじゃないか。ヨーコをサポートする部隊って決めて攻略を進めてくのも楽しいよ」

「ふむふむ。なるほどなるほど」

　美優は頭もいいし要領もいい。しかし、ことゲームにおいては、頭の回転だけでは補えない『ゲーム勘』というものが存在する。美優もコツは掴みかけているようだが、こればっかりは経験だけがものを言う。しばらくは先輩でいられそうだ。

　それからゲームを続けて、バッテリーがなくなったら電源コードを持ってきて、さらに続けること二時間。そろそろ疲れるのではと心配になるも、美優のやる気は衰えない。

「お兄ちゃんがいると難しいクエストがクリアできるからレベルがたくさん上がる……」

「序盤はレベルアップでスタミナ回復するから何度でもクエストに挑戦できるもんな」

　トモダチ機能には二つの側面があり、登録したユーザーのキャラを一体だけ利用できる機能と、近くにいるユーザーから複数体戦力を借りられる機能がある。

　いわゆるガチャでキャラを獲得するタイプのゲームは、プレイヤースキルでどうとでもなってしまうと一部のキャラしか使われなくなるため、どこかで必ず攻撃が当たるようにシステムが組まれている。これが回復や防御などのキャラの存在意義を与えていて、たった一体のキャラを借りるくらいでは、このマジョマルでは難易度の高いクエストまではクリアできないのだ。

「休憩はしなくていいのか？」

「じゃあ一旦お風呂にする。お兄ちゃんもその間に食器とか片付けといて」

「りょーかい」

　美優は足早に脱衣所に入っていった。小さい頃は俺がゲームをするとあれだけ不機嫌になったのに。歳を重ねると人は変わるものだな。

　俺は食器を片付けてから、美優の後に続いて風呂に入り、待たせると悪いのでそそくさと上がって髪を乾かしてからパジャマを着た。美優は部屋にいるようなので、コンコンとノックをしてみる。ドアはすぐに開けられた。

「歯は磨いた？」

「まだ」

「なら早く磨いてきて」

「はい」

　ガチャッ。

　無情にも閉じられたドア。俺は言われるがままに歯を磨いた。美優は準備万端で、あとはゲームをする以外に寝るしかない状態だった。俺にも同じようにしておけということだな。

　俺は今度こそ寝支度を終えて、再度美優の部屋を訪れた。

「歯磨きも終わったよ」

「なら部屋に戻ってて」

　続きは俺の部屋でやるようだ。どれだけ濃密なスキンシップを取る関係になろうと、男を部屋に入れるのは兄が相手でも抵抗があるよな。

　そう思って俺が自室のベッドに腰掛けていると、美優は俺の部屋にやってきて、当然のように横に座った。スマホと、枕を持って。

「なんで枕？」

「明日、起きるのが早いから」

　うん、それなら起床時間がズレるから、普通は別々に寝るもんだと思うけどね。

「前にお兄ちゃんと寝たとき、なんだかすごく寝入りがよかったの。だからこっちで寝る」

「そうか」

　許可を請うことすらしないあたり、俺が拒むとは思っていないんだろう。当然、拒否する理由なんてない。いやあるのだが。今の雰囲気においてはないのだ。

「お兄ちゃんはマジョマルやってると暇？」

「暇ってより、美優ほど行動ゲージが余るわけじゃないからな。パソコンのゲームでもやってるよ」

「エッチなゲーム？」

「それはもう美優が売っただろ」

「そうでした」

　単に売られただけなら我慢ならなくなって新しいゲームを買うこともありえたかもしれない。その一切が不要なほど、俺の性生活は充実している。美優以外をオカズにできなくなってからは、ネットでエロ画像を漁ることすらなくなった。

「マジョマルを始めたきっかけもそうなんだけどさ。鈴原にな、ゲームオフ会に参加しないかって誘われてるんだ。そんなに乗り気じゃないんだけど、趣味の幅が広がるならいいかと思ってとりあえずゲームは再開したんだよ」

　俺は元々、オンラインＲＰＧをメインにやっていた。ゲームが公開されたばかりのときは特定のキャラに強さのバランスが偏ることもあり、プレイヤースキルを磨いてランカーと渡り合ったこともあった。

　しかし、ゲームなんて結局は金がモノを言う世界。いつしかその溝を埋めるのに疲れてやらなくなった。それでもゲームに時間を費やしていた習慣は消えず、鈴原に勧められてからはエロゲばかりをやっていた。

「ならパソコンのゲームをやってるところも見てみたいな」

　ゲーム慣れが影響したのか、美優はパソコンにも興味を持ち始めた。俺としては語れる分野が広がるから嬉しい限りだ。

　美優は俺のスマホと自分の端末の二台を持って一人マルチモード。立派なゲーマーの姿だった。俺もオンラインゲームにログインして野良でパーティに参加する。会話が発生するわけでもなく、俺と美優は部屋だけを共有してそれぞれにゲームを進める。ネットの仲間でオフ会をやったらこんな感じになるんだろうな。

　しばらくすると美優が横にやってきた。とはいえ、それからはずっとディスプレイを眺めているだけで、やるかと聞いても美優は遠慮した。

　無機質な視線を背後に感じつつ、ストーリーパートとして用意されているクエストを消化していく。それも一時間ほどで片付くと、気づけば美優がベッドに座って枕を抱えていた。

「寝るのか？」

「寝る。お兄ちゃんもたまには早寝しよ」

　美優はベッドをポンポンと叩く。俺も疲れが溜まってるし、もう寝てしまうか。なによりこの妹に誘われたとあっては断れない。

　パソコンをシャットダウンしてから、俺がベッドの奥に入り、その横に美優が入る。リモコンで部屋を暗くして、目が慣れてくる頃には、一つの布団に二人分の体温があることがはっきりとわかった。

　内側を向くと美優と目が合う。白い肌が月明かりに照らされて、目鼻立ちの整った顔がより美しく映えていた。俺はこの妹と何度も性的なスキンシップをしてきたんだよな。そのどれもがお互いの体質によって引き起こされたハプニングだったとして、どうして俺はこんなにも可愛い女の子と同じ布団の中で寝ているのだろうか。

「くっついたら邪魔？」

「え!?　い、いや、全然……」

　美優は俺と距離を詰めて密着してきた。それも、以前のように下腹部に隙間を作った状態ではない。足まで絡めての完全密着だった。じわじわと全身に伝わる美優の体温。暖かい、そして、柔らかい。

　おかしい。いくらなんでも積極的すぎる。俺のせいで性欲が上手くコントロールできなくなっているのはもう理解しているけれど、これは、なんというか、恋人的すぎるというか。

　美優の頭がちょうど俺の鼻下にあって、髪の毛の匂いが否応なしに俺の鼻孔を刺激する。伸縮性のあるナイトブラと、生地の薄いパジャマは、服越しにでも乳房の肉感を損なわせていない。

　美優の体は、必要な脂肪は残しているけど、基本は痩せ型。抱きしめると美優の小さな体を形作っている骨格がありありとわかる。ギュッと抱き寄せると、美優がさらに体を寄せてきた。これはもう合意ってことだよな。

　そして、当然のように下半身に熱が集中してくる。お互いのパジャマの柔らかさのおかげで、俺の肉棒も、美優のアソコの溝も、それぞれが交わる感触がリアルにわかってしまう。俺はそれを腰を突き出すことで味わうことをやめられなかった。

　それでも美優はすやすやと寝息を立てていた。よほど俺に抱かれていると落ち着くらしい。以前に美優と寝たときは俺も不思議なくらいすんなりと寝入ったが、今日は寝る時間が早いせいか、まだ眠る気にならなかった。

　俺は美優を美優を抱きしめながら、浅ましくも美優の性感帯に自らの生殖器を擦りつけていく。下半身がどうなっているか詳しくはわからない。美優の胸が大きすぎて、多少の隙間を作ったくらいでは覗き込めないからだ。しかしその分だけ、俺が美優を抱きしめるほどに変形する乳房の形は服の上からでも見てわかった。

　俺のパジャマはシャツ一枚とハーフパンツだけ。気のせいかもしれないが、美優の乳首からも硬さが感じられる。上も、下も、美優の敏感な部分を擦っている。それでも文句を言わないのだから、美優はもう寝てしまっているのだろう。願い出るだけの睡眠導入効果はあるみたいだ。

　だが俺はもう欲求を制御できない。美優の股にペニスを押しつけるのをやめられない。山本さんに射精を禁じられた体で、妹を相手に陰茎を擦らずにはいられなかった。

「あぁ……美優……ッ」

　俺は美優の体を堪能して性欲を滾らせる。どんなに最低な行いでも、止める気にはならなかった。美優だって俺が我慢できるなんて思っていなかったはずだ。山本さんとの治療を前にまた堪え性がないと言われようと、ここまでされて手を出すなんて無理な話だった。

「ふぅ……はぁ……はぁ……」　

　服を着たまま、やわい肌と硬い肉を重ね続ける。無言の空間に響く衣擦れの音がまた淫靡だった。俺がペニスを擦りつけているのは、美優のアソコ。女の子の性感帯であり、クリトリスだ。これまで触れることを許されなかったその秘所に、勃起した肉棒をグリグリしている。その事実に最高に興奮する。

　もう射精しそうだ。このままだとまたパンツを汚すことになる。出してはいけないと、思う気持ちとは裏腹に、腰の動きは激しくなっていった。せめて最後の最後、射精だけは自分の手でやって処理しなければ。

「あぁっ、はぁ……美優っ……美優……あぁぁあっ！」

　俺は射精の寸前まで気を昂ぶらせた。まだ、射精を我慢できる。限界まで美優のアソコで擦ってから腰を離すんだ。

「んんっ……おにぃ、ちゃん……？　なに、して、あっ……んんっ、ふあ、ああっ……！」

　射精の限界で腰を止めようとした直前のこと。美優の意識が眠りから引き戻された。その瞬間に耳元で発せられた不意打ちの美優の艶声に、すんでのところでせき止められていた射精欲が一気に吹き出した。

「ああっ……ま、まずいっ……!!」

　俺は咄嗟に仰向けになって、上下の服に手を入れて精液がかからないように浮かした。反り立った肉棒から射出された精液は、ちょうど服の中に飛び散り、俺のお腹をべっとりと濡らした。

「お兄ちゃん……勝手に私で擦って出したでしょ……」

　どうにか服を汚さずに済んだが、美優はといえばご立腹な表情だった。最後には自分の股を使われていたことも自覚していたらしい。一瞬とはいえ喘ぎ声が漏れるくらいではあったからな。

　美優は事態がただの俺の暴走だとわかると、「ふんっ」とそっぽを向いて布団をかぶってしまった。

「あ、あの、美優さん」

　俺は精液がつかないように服を浮かせるので手が埋まってしまっている。このままだと服がベトベトになるのを諦めない限り身動きができない。

「もし、よろしければ、拭き取っていただきたいのですが」

「やだ。自業自得でしょ」

　美優はムスッとして、寝返りを打つとお仕置き代わりに俺の腕にしがみついてきた。そして目をつむって、またすやすやと寝息を立て始めた。

　まさかこのまま一晩を過ごせと言うつもりか。勝手に射精した俺が悪かったのは認める。だから、せめて腕を封印するのだけでもやめてもらいたい。

　そう願うだけをし続けて、美優が寝入ってから、五分近くが経過した。俺は身じろぎ一つできずに固まっている。どうしよう。布団さえかぶっていなければ、シャツをめくり上げてササッと精液を拭けるのに。

「んん……うーん……」

　美優は何度も唸りながら抱きつき方を変えた。どうやら熟睡までは至っていないらしい。それからまたしばらくして、美優はパチっと目を開けてから、俺を睨んできた。

「お兄ちゃんのせいで眠れなくなったじゃん」

「わ、悪い」

　どうやら股に硬いものを押しつけられた違和感が残っているらしく、美優は内ももをくねくねさせて不機嫌そうに口をすぼめていた。また怒らせてしまったかな、と思っていたら、美優は起き上がって布団をめくってから、俺の服を脱がせてくれた。

「もー。こんなに出して。奏さんの分がなくなっちゃうよ」

「す、すみません」

　美優に謝ってもしかたないことだけど。射精のしすぎでエッチできませんなんて、山本さんに言ったらさすがに怒られるよな。そのためにネットカフェでは射精を制限されていたわけだし。山本さんに会うまではもう射精しないようにしないと。

「お兄ちゃんが性欲馬鹿で妹は困ります」

　美優は「どれだけ私に精液を飲ませたいんですか」と文句を垂れながらも、髪の毛を片側にまとめて腕に抱えながら、もはや当たり前のように精液を舐め取ってくれた。精液を拭うのにティッシュを使うという選択肢がはなから頭にないようだった。

　美優の唇が人に触れられることのない体の部位を這って、敏感な神経が美優のザラザラした舌の細部まで感じてしまう。そんなことをされて、俺の肉欲が平静を保っていられるはずもなく、射精直前と変わらないくらいにペニスは勃起していた。

「んちゅ、ちゅぷっ……。ふう」

　美優は俺のお腹に飛び散っていた精液をキレイに舐めて飲み込むと、軽く口を押さえて息を吐いた。山本さんの方が丁寧に舐め回してくれたのに、妹のこの雑な処理に俺はより強い興奮を覚えてしまっている。

「こんなに出して、明日エッチできなかったらどう言い訳するつもりなの？」

　美優は呆れた声で尋ねながら、まだ血液でパンパンになっている亀頭を指先でイジってきた。

　夢精したときのこともあるから、舐められたこと自体には驚かなかった。でも、口で処理するにしたって精液をチュッと吸うだけだと思っていたのに、美優は俺を気持ちよくさせるみたいにペロペロと舐めてくれて、なんなら精液がかかっていたのと関係ない部分まで舐められていた気さえする。

「も、もう一回出したいって言ったら、怒る……？」

「むぅ」

　美優は俺の横に寝転んで、鋭い視線を向けてきた。

「実はもうすでに怒ってるんですけど」

「そ、そうか！　そうだよな！　それは、悪かった。ほんと、ごめん」

　無断で体を使ってエロいことをしてたんだもんな。怒って当然だ。

「お兄ちゃんはいつもそうやって好き勝手に射精して」

「すまん……」

「今度はお兄ちゃんが頑張ってねって言ったのに、結局は私がお世話してるじゃん。私が妹だってことはちゃんとわかってるんだよね？」

「わかってる、わかってるよ。本当に申し訳ない」

　今夜の添い寝だって、美優も俺と仲良くしてみたかっただけかもしれないのに。性欲に任せてまたひどい事をしてしまった。どうして俺はこう反省しないんだ。

「むー……」

　美優は不満顔で、それでも俺の腕にしがみついてくる。そしてまた、ふとももを内股気味にスリスリして、胸を押しつけてきた。

「美優？」

　美優が俺と一緒に寝ようと言ってきたのは、その方が落ち着いてすぐに眠れるからだ。ならこんな状態になってしまった今、美優が俺と一緒に寝ることに固執する理由はない。

　もちろん、俺としては美優にはいなくなってほしくないけど。ここまでされて、美優はどうしてまだ俺の側にいるのか。

「うぅー……」

　美優は中指を俺の胸骨の辺りで強くグリグリしてきた。痛いけど、それ以上に美優の様子が気になる。しきりにもぞもぞと体を動かして、落ち着きがない。この怒り方は、もしかしなくても、あの状態になってるってことだよな。

「なんでよりにもよってお股を使ったの……」

　美優は体をさらに密着させてきた。もし勘違いでないのなら、これは怒っているというより、発情してるってことだよな。

「私をこんなにして。自分は明日から別口で抜いてもらうとか、許せなくなってきた」

　美優の腕が俺の下半身に伸びてくる。その手は、躊躇なく俺の肉棒を掴んだ。

「あっ、美優、なにを……あっ、ああっ……！」

　美優が俺のペニスを握って上下に擦っている。竿の直径にギリギリ足りるぐらいの小さな手が、繊細な動きで俺の陰茎のツボを刺激しながら動いている。

「はあっ、ああっ……美優っ、そんなことしたら……あぐっ、あ、ああっ、あぁあっ……！」

　肉感とテクニックは山本さんの方が上。だが、断言できる。美優の手でされる方が圧倒的に気持ちいい。興奮の質がまるで違うのだ。この妹にエロいことをされている事実が、何よりも俺の性欲を湧き立たせている。

　というより、怒った美優に無理やり射精させられるというこのシチュエーションを、俺が好きになりすぎてしまっていた。

「はぁ、はぁ、美優、もう、で、出るっ……！」

　美優の手が俺の反応に合わせて速くなった。

　射精しろと美優が命じてくれているんだ。

「美優、ああぁつぅっ！　出る、出るっ、あっ、あっ、あああっ！」

　どぷっ、どぷっ、と、明日のことを考えない量の精液が、また俺のお腹に吐き出された。あまりの飛びっぷりに、俺の胸のところまで精液がつくほどだった。

「美優……？」

「なに」

　美優はぼーっと俺が射精するところを眺めているだけだった。反応は冷たいけど、それでも俺は、美優の手で射精させてもらったんだよな。今度こそは明確な手コキだった。

「そういえば、お兄ちゃんが出してるとこちゃんと見たの、だいぶ久しぶりかも」

「え、ああ、そうか」

　このところは俺が勝手に出したのを舐め取ってもらうばかりだったからな。こうして射精する瞬間まで俯瞰されるのは久しぶりだった。

　美優はまた起き上がって、髪を耳にかける。また精液を舐め取るつもりだ。どうしよう。せっかく射精させてもらったけど。またムラムラしちゃわないかな。

「はむっ……にゅむちゅ……ちゅぷっ……ぢゅっ……むっ……」

　予想は裏切られることなく、美優は俺の体を舐め始めた。精液を飲んでもらえるだけでも俺は興奮してしまうのに。こんな形でお掃除してもらっていたら、いつまでも性欲が収まらない。

「あ、あああっ！　あっ、そ、そこ！　そこは、だめだっ、あうっ!!」

　美優の口が、あろうことか乳首を吸ってきた。そこにも精液がかかっていたのなら仕方ないが、そんなところまで舐めて、俺の性欲を鎮める気なんてこれっぽっちもないみたいだ。

「そんなに敏感なの？」

「それも、ある…………ただ……」

　俺は正直に話してしまった。山本さんによって乳首がだいぶ開発されていることを。

「ふーん」

　美優はまた俺の胸に顔を近づけて、ちゅるちゅると俺の乳首を舐め始めた。

「あうっ、あんっ、あ、ああっ、あっ……！」

「喘ぎすぎ。奏さんとのエッチでもそんな声を出してたの？」

「いや、それはっ……んっ……くああっ……！」

　美優が女とエッチをし慣れているせいなのか、手コキより数倍乳首への責めは上手かった。俺はそれこそまな板の上に置かれた魚みたいに、ただ美優の舐りに翻弄されて、快感責めを続けられた。

「はぁ、はぁ、はぁ……っぐっ……あぁ……しぬ……ほど、きもちぃ……」

「はいはい。よかったね」

　美優はひとしきり舐めて満足すると、また俺の横に寝転んだ。

　その顔は、人を弄んだ後とは思えないくらい、ブスッとした不満顔だった。

「え、えっと……」

　こんだけされておいて、もう勘違いかもとか思っている場合じゃないよな。

「俺も、美優に、したほうがいい？」

「知らない」

　美優は俺のＴシャツを下ろして、ただコアラみたいに抱きつくだけになった。俺もズボンを穿いて、ひとまずは、美優の体勢に合わせる。

「寝る」

　美優はそう言い放つと、目を瞑った。さすがに、美優も俺に体を触られたいとまでは思わないのかもしれない。だが、それでも、誠に申し訳ないことに。俺の肉棒は、まだガチガチに勃起したままだった。

　それもそのはずだ。あれだけ乳首で快感を与えられて、まともでいられるわけがない。まだ美優に舐めたり吸われたりした感覚が残っている。あと一回だけでいいから、射精したい。

　明日の山本さんとのエッチのためには、きっと一晩も寝れば回復するはず。俺は美優さえいればいくらでも精力を蓄えられるんだ。今になってようやく自覚した。俺は妹を相手にすると人より数倍性欲が強くなり、同じだけ回復力も高くなるらしい。美優によって、そういう体質にさせられたんだ。

「美優……あと、一回だけ……」

　俺はまた、美優の股にペニスを押しつけた。最初に抱きしめたときより、ずっと熱い。美優の体が火照っている。発情してるんだ。男が興奮するのは、なにもしてもらっているときだけじゃない。オスとしての本能は、むしろメスを快楽で溺れさせることを求めている。

　美優はまだ起きている。あとでどれだけ怒られてもいい。美優の体を、俺のペニスを使って気持ちよくさせたい。

「んあっ、おにぃちゃ……んんっ……」

　美優の股間に肉棒を押しつけると、美優の口からも嬌声が漏れた。暴れて俺を振りほどこうともしない。俺がどれだけ下半身を押しつけても、美優は喘ぎ声を抑えようとするだけで、体を離そうとしない。

「あぁ、美優、美優っ……きもちいぃ……」

「ぅっ……ふぅ……んっ……ぁ……！」

　美優の割れ目にペニスが当たっている。俺の硬い肉棒が。美優がそれで感じているんだ。

　気が変になりそうだった。快感と幸福感が津波のように押し寄せてきて、頭の中が蒸発したみたいに漠然としてくる。

　俺が腰を入れると、美優はそれに合わせて足を上げて、俺を強く抱きしめてきた。下腹部は快楽を求めながら、その口は喘ぎ声を漏らさないよう、俺の首元に食いついている。そんな健気な姿が可愛い。なによりも愛おしい。

　美優が片脚を上げて、開かれたその股間部に、血液が限界以上に充満した海綿体が潜り込んでいく。剛直が美優の股にある溝にフィットして、素股とほぼ等しい行為を続けることに、俺の射精欲が耐えられるはずもなかった。

　下着を穿いたままの交わり。このまま擦り続けたら、お互いのパンツの中がぐちょぐちょになってしまう。

「美優、ごめん、俺……もう……!!」

「お兄ちゃん、出して、いいからっ、あと、ちょっと、だけっ、ん……つづ、けて……ああっ、んあああっ……!!」

「美優っ……あっ……はぁぁっ、うっ、あっ、美優、出るっ、出るっ……!!」

　びゅっ、びるゅっ、びゅっ、と肉棒から精液を垂れ流しながらも、美優の望み通り、俺は腰を激しく動かし続けた。やがて俺を抱きしめる美優の力が最大にまで高まって、それから、ふっと脱力するように、美優は力みを解放した。

　事後の呼吸を整える時間に、荒い息を吐き出すのは俺だけだった。美優は乱れた息遣いを聞かせることにさえ抵抗している。

「み、美優は、その、い、イッた……のか？」

　俺が聞くと、美優は口を押さえて、首を横に振った。

「そ、それは悪かった……！　えっと、も、もう一回、するか？」

　その問いに対しても、やはり美優は首を横に振る。

「いいのか？」

「いい。別に女の子はイかなくても満足できるから」

　美優は俺から布団を奪って体を隠した。

「今日のは忘れてね」

　美優は今までで一番無理な注文をしてきた。こんな出来事を忘れられるなら、俺の人生から悩みはなくなるだろう。

「私は歯を磨き直してくるから、お兄ちゃんは体をキレイにしてきて。戻ってきたら次こそは寝るんだからね」

　美優は服を直してから枕を抱えて俺に釘を刺すような視線を向けてきた。これだけのことをした後なのに、この妹は兄と一緒に寝ることだけは曲げないらしい。

　俺が風呂場から戻ると、もう眠そうな美優は瞼を擦りながら俺を待ってくれていた。俺が入りやすいように布団をめくって、怒るたびになぜか距離が縮まる謎の妹は再び俺の隣で横になって、さりげなく身を寄せてきた。

　エッチのしすぎで体力は尽きていたけれど、美優が撫でてほしそうに頭をグリグリと押しつけてくるので、美優が先に眠るまで俺は艶よくケアされたいい匂いのする長い髪を頭から毛先まで丁寧に何度も撫で続けた。











０４．妹がいると射精しすぎて困る









　朝、太陽の光に瞼を刺激されて、俺は目を覚ました。美優がアラームをセットしたちょうど一分前だ。昨日も美優に何度も射精させられてダルさは尋常ではないが、俺も山本さんとの予定があるので寝たままでいるわけにもいかない。

「美優、起きろ。もう時間だ」

　俺はアラームを解除してから美優を起こす。美優は俺の服を掴んだままぐっすりと寝ていた。そんなに俺と寝るのが落ち着くのか。

「うぅ……あと……いっぷん…………と五時間くらい……」

「欲張りすぎだって」

　二度寝しようとする美優を引き剥がしても、美優はすぐに隙間を詰めてくる。最高に幸せなこの時間を終わらせたくはないが、起こさなければ美優に怒られるからな。

「そんなに寝てると遅刻するぞ」

　俺が強めに力を入れて起こそうとしても、美優は頑として離れようとしない。ということで、押してダメなら、引いてみる。この場合はあえて積極的に迫るのはどうか。

　俺は美優と頬が触れるほど密着した。美優は嫌がって、俺を突き飛ばすかと思ったのに、眠りを深くするだけだった。なんだこの可愛い生き物は。まずいな、朝特有のアレが……。

「むっ」

　さすがにムラムラしていないときに勃起した肉棒が触れるのは不快感を覚えるのか、美優は絡めていた脚をすぐに解放した。密着しているとどうしてもペニスが美優の股に当たってしまう。

　美優は瞼を擦ってから、口を押さえて小さくあくびをした。

「おはよう、お兄ちゃん。今までの人生で一番ひどい目覚めだよ」

「悪かったな」

　男と一緒に寝ているなら、これは避けては通れない道だ。昨晩のエッチは俺が暴走した結果だったが、朝勃ちだけは許容してもらわないとどうにもならない。

「朝ごはんを作らなきゃ」

「あっ……悪い。朝食のことすっかり忘れてた」

「別にお兄ちゃんが作らなくてもいいよ？」

「いや、そうじゃなくて……」

　何を勘違いしたのか食材を使いきってしまった。朝には美優がいないものだと思い込んでいたんだ。一人分だけ作るのも面倒で、山本さんの家に行く前に外食で済ませるつもりだった。俺も次の日はバイトがあるわけだし、朝食用のパンぐらいは買ってくるべきだったな。

「食べるものないの？」

「すまん……」

「じゃあお兄ちゃんでいいや」

「……えっ？　美優……今日は……あっ、うっ……！」

　美優は俺にお尻を向けて布団に潜ったまま俺のパンツを脱がせてきた。小さな手が俺の肉棒を握ってきて、美優だって俺がこれから山本さんとエッチすることを知っているはずなのに、容赦なく手を上下に動かしてくる。

　美優が俺の精液を求めて男性器を刺激している。俺を興奮させて、その精液を飲むために、射精させようとしている。そんなことをされたら、出してあげたくなってしまう。

「美優……あぐっ……ああっ……それ……ダメだっ……て……はああ……あっ……！」

　頭ではこれ以上出したらいけないと思っていても、体が拒否することを許さない。俺に見えないところで、美優の手が俺のペニスをシゴいている。その感覚が伝わるだけで、射精に向けて睾丸がせり上がってきた。

　美優が俺の胸を跨いで、頭を布団に突っ込み、俺の肉棒をイジっている。艶かしいふとももの付け根が、捲れたショートパンツのパジャマからのぞいていた。手で裾を広げれば美優のＶラインまで見えてしまいそうで、それが俺に更なる燃料を投下していた。

「美優、エロすぎ……る……う、あ、はぁ……うくぅ……っ！」

　美優のアソコがすぐそばにある。指を突っ込んだら割れ目に触れてしまえるんだ。美優は濡れやすい体質みたいだし、蜜の滴るその奥にまで容易く指が入るかもしれない。

　美優の膣内はどれだけ気持ちいいのかな。まだ男が触れたことのない小さな穴に、このギチギチのペニスを挿し込んだら、美優とどれだけの一体感が生まれるのか。美優との、セックス……相手は実の妹なのに、俺は──。

「あっ、うあっ……み、ゆ、そんな、激しく……したらっ……！」

　美優がシゴくスピードを上げた。これはもう射精しろという命令。従う以外に道はない。

「はぁ、あぁ、あっ……美優……美優……っ!!」

　美優の手に肉棒を締め上げられて、射精に向かう脳が沸騰する。美優を感じたい。もっと美優に触れたい。その想いに体が応えるように、俺はほとんど無意識に美優のふとももを掴んでいた。

「美優……っ！」

　肌ツヤの輝くその滑らかな肉質に欲望はさらに膨れ上がって、射精の寸前に、俺は美優のふとももを手のひらで撫でた。

「んひゃああぁ……！　あっ、ああんっ、お兄ちゃん……！　そこ、ひゃっ、ダメ……！」

　布団の中から聞こえる美優の色声。俺は美優の言葉に逆らって、ふとももの内側にまで手を入れて、欲望のままに弄った。

「おにいちゃ、だめっ……ダメだってばぁ……！」

「美優！　もうごめん、出るっ、出るうぅあぁっ！　飲んでくれ、美優……！」

「ひあっ、こんな、状況で……んんっ、あ、ぐっ……もう……ばかっ……んくっ……ごきゅっ……！」

　美優はふとももに触れられることに抵抗しようとしたが、俺が射精を迎えたことで、飲む体勢を維持せざるを得なくなった。精液を吐き出している間、俺は美優のふとももの感触を堪能して、その分だけ美優は体をビクつかせた。

「はぁ……あうっ……うぅ……けほっ、けほっ」

　やがて射精が終わり、俺の手も止まると、美優は布団を床に落として体の向きを反転させた。

「お兄ちゃん……」

　恨みを視線に込める美優。だが、いつものようにドスの利いた声ではなかった。

「触っちゃダメでしょ」

　美優はふとももを自分の手でスリスリして、俺に触れられた感覚を上書きする。

「ごめん。あまりにエロくて、つい」

　あんな体勢で手コキをされて、まともでいられるわけがない。

「いいですかお兄ちゃん。変な妄想されたくなかったから黙ってたけど、これだけは覚えておいて」

　美優は自分の首を指差すと、俺にその部位を認識しているかを確認して、それに俺は小さく頷いた。

「首と、ふともも。それと胸。……特に先っぽのとこ。ここだけは、努めて触らないこと」

　美優は一言一句を強調して、俺に言い聞かせた。よほど触られたくないところらしい。それほど敏感なのか。あのエロい声、もう耳から離れそうにない。

「もし断りなく触ったら、お仕置きとかじゃなくて、普通にビンタするからね」

「触りません！　頑張ります！」

「うむ。ならよいですが。努力賞だけで終わらないように」

「がんばります……」

　美優は俺から降りると、自分の部屋に戻った。

　──そして数分後、また俺の部屋のドアが開かれた。

「お兄ちゃんには、これからは『あえて』を言うようにしますが。お兄ちゃんのせいで余計な洗濯物が増えてしまったので、私が出かけた後に使ったりしないように」

「え……ああ、はい」

　ごめんな、美優は濡れやすいのに、敏感なところを触ったりして。そのせいで下着がヨレヨレになったらお兄ちゃんが買ってやるからな。

「上下セットで八千円くらいするよ」

「嘘ぉっ!?」

　美優曰く、パンツはともかく、ブラのサイズがないんだとか。美優は上下セットじゃないと嫌だろうし。こんな理解の足らない兄を許しておくれ。

「……ん？　あれ。美優のやつ、枕を忘れてる」

　美優がドアを閉めた後、射精の疲れでぼんやりしていた俺は、ベッドにまだ枕が二つあることに気づいた。

「いい匂いだな……」

　鼻を埋めているわけでもないのに、風呂上がりの匂いが届くほど。俺も同じシャンプーを使っているのに、香りの強さがまるで違う。やっぱり、女の子だからか？　どうしよう。少しだけなら……。

　いや、冷静になれ。こんなレアアイテム、少しだけで満足できるわけがない。一度嗅いでしまったらまた抜くまで離れられなくなるに決まっている。何日分もの美優の匂いが染み込んでいるんだ。そんなもの、俺が耐えられるわけがない。

「はぁ……はぁ……くそっ……こんな……！」

　匂いを嗅ぐより先に勃起していた。勃起して、俺は美優の枕に顔を埋めた。

「すぅ……はぁぁ……ああっ……美優……ダメだっ……こんな……」

　美優の匂いがする。美優の寝汗と、お気に入りのシャンプーの匂いだ。肥大していく肉棒が痛い。股間の周辺はどこも筋肉痛で、勃起した竿からはヒビの入ったような痛みが走った。もう射精しちゃいけないんだ。俺はこれから山本さんとセックスするんだから。まさかセックスすることをわかってて「勃たなくなるまで射精してしまいました」なんて弁明が納得されるはずもないし。

　馬鹿だ俺は。すでに今ですら限界なのに。相手はあの山本さん。一回のセックスで満足させられるとは考えにくい。少なく見積もって後二回、いや三回は射精すると思っておかなければ。

　たしかに山本さんの願望は、セックスの相手が射精しないこと。だが、あんな快楽を与えるために生まれたような女の子と、射精をせずにセックスし続けて神経が持つはずがない。山本さんはきっと性欲も体力も無尽蔵だ。俺が射精をしなかったら、あるいは何時間も逆レイプされるかもしれない。あのエロボディに絞り続けられる快楽責め……確実に死に至る。

　フィニッシュは必須。スイッチが入った山本さんがどんな暴走をするかわからない以上、言葉ではなく体で止めなければならない。

　……無理だ。もうそんな精液は残ってない。美優があんなに出すから。俺が怒らせたことが原因なのか、今朝と昨晩の手コキは完全に意図的なものだった。妹離れを勧めておいて、俺と山本さんとのエッチが気に入らないから。

　くそう。こんなにも精液を消費してしまって、俺は山本さんに、なんて言い訳すればいいんだ。

「はぁ……あぁ……すうぅ……はぁぁ……美優……すごくいい匂いだ……あああっ……」

　美優の匂い。最高だ。竿だけじゃなくて、玉の奥までズキズキしてくる。そろそろ射精のしすぎで病院行きになるかもしれない。

「美優ぅ……美優……っ！」

　美優の匂いを嗅ぐほどに精液がグツグツと煮えたぎってくる。これだ、この感じ。生物としての適応能力。美優のために出す精子が足りないと判断すると、体がその場で精子を作り始める。いや、実際にはそんなことありえないだろうが、俺にはそう感じるんだ。

　だから美優が相手だといつまでも性欲が尽きない。美優をオカズにすると異常に精液が濃くなるのは、この体が美優を孕ませたがって、溜まった分をありったけ出そうとするからだ。

　ならばここはあえて踏み込むのが正着。精液をチャージして、射精するその直前まで興奮を高めれば、俺はまた精力を取り戻せる。理性的、かつ合理的な判断だ。美優が俺を射精させまくったことが原因でこうなったんだ。これはそれに対する純然たる処置。俺が性欲に負けているわけじゃない。

「はぁぁああっ！　美優っ……くはぁ……すうぅ……はぁ……すうぅぅ……うっ……うぅぅ……美優……！」

　美優の匂いが鼻腔から口いっぱいにまで広がって、脳内に幸福感が突き抜ける。体が宙に浮いた。夢見心地だ。まるで寝たまま温水にでも浸かっているよう。身体がトロける。意識までこの世の元素と混じり合って消えてしまう……。

「あっ……あっ……みゆ……ッ」

　──ガチャン。

　と鳴った、ドアが閉められる音に、俺は驚いて枕から飛び上がった。そのすぐ後に、物音が聞こえてきたのは美優の部屋からだった。どうやら美優が洗面所での準備を済ませて自分の部屋に戻ったらしい。

　危なかった。あのまま続けていたら、俺はもうこちら側の世界に戻ってこれなかったかもしれない。もうこんな危険なものは返却してしまおう。英気は充分に養えた。下半身は滾ったままだから小さくなるまで待ちたいけど、放置してるとまた誘惑に負けそうだし、枕だけ返してサッと戻ってこよう。

　俺は美優の部屋の前まで移動して、ドアをノックした。お互いの姿が見えないぐらいの半開きで、俺は美優に声をかける。

「美優。枕を忘れてたから、返しに来たよ」

「今手が離せないから入っていいよ」

　想定外の返答だった。部屋に入る気はなかったのに。手が埋まってるなんて間が悪い。この下半身を見せたら美優もゲンナリするだろうから、できればドア越しで渡したい。

「手が離せないって、なにをして──」

　俺はドアをもう少しだけ開けて美優の部屋の中を覗いた。その瞬間に、俺はまた、妹に惚れてしまった。

　美優は外行きの格好になって、コテで髪を巻いていた。ゆるりとカーブした髪が掛かった、制服モチーフの襟付きワンピース。そして、そんな清楚な雰囲気をぶち壊す、大ボリュームの胸部が、絞られたウエストとのコントラストを強調している。

「手を放すと巻き加減がわからなくなるから。枕はベッドに投げてくれればいいよ」

　いつもより紅いリップで紡ぐ言葉。目だけを動かして俺の姿を確認し、パッチリとまつ毛の潤う瞼で瞬きをする。

「おっ……おぁ……」

　俺の妹って、こんなに可愛かったっけ。

「どうしたの？」

　美優はフリーズした俺を見て怪訝な顔をする。

「ああ、いや、なんか。大人っぽい格好だなって……」

「大人っぽいかな？　うーん……ちょっとお化粧してるからかな……？」

　美優からすれば、これは大人がするような服装ではないらしい。言われてみるとたしかに、ロリータファッションに類する服ではある。俺はまだ世間で普通と言われてる女の子の外出着を知らないからな。

「珍しいな。そういう服を着るの」

「遥が甘めのコーデで来るからね。少しは合わせてあげないと」

　こんな可愛い格好の女の子二人で遊んでくるのか。写真の一枚でも取って額縁に飾りたい。

「で、お兄ちゃんはいつまでそうしてるの？」

　俺が部屋に入らないから美優は不審に思っている。勃起が収まるまで会話を長引かせたかったが、そろそろ潮時か。

　俺は変に思われるのを承知で、美優の視線の切れ目を狙って素早くドアを開け、大股を開いて枕をベッドに置いた。背中で勃起を隠し、美優の視界に入らないように部屋を出てドアを閉める。美優は何も言わなかった。

　ミッションコンプリート。もう美優が家を出るまで部屋にこもっていよう。あと数分もすれば美優が旅行に出かける。それからは、一週間は戻らない。

「はぁ……」

　俺は部屋に戻り、ベッドの縁にうつ伏せて項垂れていた。

「あぁ……美優の匂い……まだ残ってる……」

　美優が寝ていたシーツに、枕ほどではないが甘い匂いが残っていた。あと少ししたらこの残り香も消えてしまう。あの仏頂面も拝めなくなるし、何より美優の声が聞けないのは気が滅入る。そのうえ、もし山本さんで妹離れをしてしまったら、俺はもう美優と今朝のようなスキンシップはできないのだ。

　虚しい。絶望してしまいそうだ。このポッカリと胸に空いた寂しさを埋めておかないと、俺は陰茎もろとも二度と立ち上がれなくなってしまうかもしれない。

「だから……しょうがないよな……」

　俺は自分に言い訳して、せっかく小さくなりかけていたペニスをギンギンに屹立させながら、美優が寝ていたベッドに頬を擦りつけた。夢中になって、肉棒をビクビクさせながら頬ずりする。

　そうして、どれくらい経っただろう。ふと目を開けたとき、俺の部屋のドアをわずかに開けて、中を覗いている美優と目が合った。

「あっ……いや……これは……」

　言葉に詰まっていた俺を、美優は責めるでも怒るでもなく。そっと、何事もなかったかのようにドアを閉めた。

「おぉぉおおお！　待てっ！　待て待て待て待てっ！　違うんだ！　美優！」

　俺は無言で階段を下りていく美優を必死に追いかけ、転びそうになりながら玄関に追いついた。

「美優、聞いてくれ。さっきのは、その……」

　美優は靴を履いてトートバッグを腕に掛ける。そして、緩くふんわりとした髪を揺らしながら、振り返る、その姿が実に可憐だった。

「お兄ちゃん……元気でね……」

　その言葉を残し、美優は家を出た。

　まさか最後の最後がこんなザマとは。旅行中も俺は、ずっと残念で変態な兄として思われ続けるんだろうか。

「はぁ……俺も支度しよう……」

　俺は着替えを持って脱衣所に入った。山本さんのマンションまでは自転車を飛ばせばすぐだが、外は暑いから汗かくだろうし、制汗剤はしっかり使っておかないとな。部屋に入った瞬間に汗臭いと思われたくはない。

　パジャマは端に避けて、シャツを脱ぐ。パンツは昨日の夜に、中で射精してから変えたばかりだが、いっそもう一度シャワーを浴びてしまうか。今朝美優に抜いてもらったときの精液のニオイが残ってるかもしれないし。股間の部分って、射精した後はまったく精液がかかってなくても、汗をかくだけで精液臭がするんだよな。

　美優みたいにいい匂いをさせてたほうが山本さんも喜ぶだろうと、俺はシャワーを浴びるべく服を脱いで洗濯機に投げ入れた。そのとき、ふと見えてしまった三セット分の美優の下着。昨日の日中に着ていた分が一セット目、寝る前にエロいことをした後が二セット目、今朝ふとももを触ってしまった分が三セット目か。ずいぶん使わせてしまったな。

　上にあるのが今朝の分だな。まだ美優の温もりが残っているだろうか。あるいは、クロッチはまだしっとりとしているかもしれない。俺は美優のパンツを手に取った。その右手を、ガシッと左手で掴んだ。

　待て、それだけはやめろ。使うなって注意されただろ。そうでなくても、妹のパンツを無断で使うなんて許されないんだから。右手には妹の愛液で濡れたパンツ。股間にはギンギンに屹立したイチモツ。被せたら死ぬほど気持ちよさそうだ。

　だが、俺はやらない。これはネットに入れて洗濯機に戻す。少なくとも、妹のいないところでこっそり、なんてことはしない。妹がいない寂しさが、俺の体をわがままにしていようとだ。

「ん……？」

　そんな寂しさが俺をおかしくしたのか、ふと視線を感じた俺は脱衣所のドアを振り返った。

　そこには、美優が立っていた。家を出た姿そのままの美優が、俺と目を合わせるでもなくこちらを見ている。

　おかしい。俺は幻覚でも見ているのか？　美優の格好は、出かける前と同じワンピース。実に清楚で可愛い。そんな美優の瞳に映るのは、全裸で、妹のパンツを片手に、勃起する兄の姿だった。

「そっかぁ……」

　美優は意味深な言葉を呟いて、ドアを閉めた。

「ま、まっ……」

　幻覚なんかじゃない。正真正銘の大ピンチだ。

「待てっ!!　美優!!」

　俺は大急ぎで外出用に持ってきていた服を着て、リビングに駆け込んだ。

　美優はスッと背を伸ばしてソファーに座っていた。

「美優、勘違いだ。俺は美優の下着を使おうとしていたわけじゃない。たしかに、全裸だったのは怪しいし、今も痛いくらいに勃起してる。それまでにもたくさん前科があるのも認めるよ。だけど、これだけは本当なんだ。俺はあの下着を洗濯するつもりだったんだ」

　言い訳がましいことこの上ないが、こればっかりは信じてもらわないと、さすがに今後の兄妹としての関係にさえヒビが入る。

「お兄ちゃん」

　美優はソファーの隣を空けて、そこに座るように指示してきた。

　言いたいことは言ったし、後は美優が信じてくれることを祈るしかない。

「妹はお兄ちゃんが心配です」

　それはそうだろうな。

「私がいないとそんなに寂しい？」

「寂しいことは、寂しいよ。でも、下着を持ってたのは、ただの偶然で」

　ほんの一瞬だけ、邪心が芽生えたことは事実だが。美優のパンツでオナニーをする気なんて欠片もなかった。

「これは？」

　美優は不自然に股間部が盛り上がったズボンを指差す。

「これは、あれだ。枕と、シーツがな。やたらと甘い匂いがして、それでこう……なった」

　寝具についていた美優の匂いを嗅ぎまくったことだけは否定ができない。

「トリートメント、洗い流さないやつをつけてたからかな。ごめんね。匂いが移っちゃってた？」

「へ、へーきへーき。むしろ平気というか」

　言い訳ができなさすぎて言葉が上手く選べない。謝られることなんてないのに。むしろ全身の匂いをベッド中にマーキングしてほしいくらいだ。

「……というか。なんで美優は家にいるんだ？」

　美優が俺を責める気がないようなので、話題を変えてみる。

「遥がね、急に、車で迎えに行くって言うから。三十分くらい暇になっちゃった」

　そうだったのか。美優が長くいてくれるのは嬉しいけど、こういう事故だけは勘弁願いたい。

「お兄ちゃんは何時に出かけるの？」

「十一時に山本さんの家に行くことになったよ」

　時刻は朝の八時になろうというところ。いつもの俺ならまだ二時間はぐだぐだ寝ているけど、美優との夜を思い出すだけでまた変なことをしでかしてしまいそうだから起きていることにした。

「……怒ってないのか？」

「怒ってないよ。叱りたい気持ちはないでもないけど」

「そうなのか」

　怒っては、いないのか。たしかにそんな雰囲気は感じない。いつもなら目くじらを立ててお仕置きコースなのに。

「もちろん、こっそり下着を使うのはダメだよ？　でもほら。勝手に部屋を覗いたのは、私が悪いわけだし。むしろ、私の方こそ、お兄ちゃんのプライバシーを侵害してしまって、申し訳ないです」

「そんな律儀にしてないで、美優はもっと怒っていいと思うぞ？」

　あんなに不審な行動を取られたら、誰だって心配になるだろうし。もしこれが俺を監視するための罠だったとしても、俺は自分の行動を省みていただろう。

「そう？　ならお詫びはなしでいいのかな？」

「えっ、お詫び？　それって、その、エッチな、方のやつ……？」

「お兄ちゃんが望むならそうなるだろうけど。まだしたいの？」

　この勃起は、山本さんのために精力を蓄えたもの。美優に抜いてもらったりなんかしたら本末転倒だ。でも、しばらくは、してもらえないしな……。

「してほしいって言ったら、引く？」

「引くけど。するのはいいよ」

　そうか、そうだよな、うん。

「お、お願い、します……」

「はいはい」

　美優は承諾すると、まずはトイレに入って、一分もしないうちにすぐに戻ってきた。

「トイレ、しなくていいのか？」

「ナプキンを敷いてきただけ」

「あっ……はい」

　美優はソファに座る俺の前に膝をついてから、ズボンに手をかけてチャックを下ろした。俺もそれに合わせて腰を上げると、一気にパンツまでが下ろされて、ブルンと勢いよく肉棒が立ち上がる。美優はそれを真顔で見つめていた。この恥ずかしさはいつになったら慣れるんだろう。

「奏さんへの言い訳は自分で考えてね」

　美優は両手で俺のペニスを包み込むと、上下に擦り始めた。

「おっ、あああぁ……温かい……はぁ……」

　やっぱりいい。最高だ。美優の手はちっちゃくて、夏前より二回りは大きくなったペニスを握る姿が一生懸命で可愛い。

「うぐっ……あぁ、やばい、幸せすぎる……」

　見慣れた制服や室内着とは違う、可愛く仕上げられた服装と髪型。俺の肉棒に絡む指は、毎日ハンドクリームで保湿されて、白く輝くような美しさを保っている。ネイルは艶々に磨かれて、先端の丸みまでヤスリを使って丁寧に整えられていた。そのうちの一つ、右手の薬指だけに、ピンク色のコーティングとデコレーションが施されている。

「んっ、うっ……はぁ、美優っ……いいよ……あぐっ……んん、んんっ……！」

　今朝までの射精がなかったかのように、ペニスは元気いっぱいに勃起して、妹に手コキしてもらっている事実を喜んでいる。お仕置き手コキも気持ちよかったが、それがご奉仕になるだけでここまで性感の質が変わるなんて。

　気持ちよさのあまりに背中まで反り上がって、俺は顎を引いて目線を落とすと、下半身裸の股の間で美優がなんとも言えない表情でペニスの裏筋を眺めていた。

「み、美優、どう、したんだ……？」

　俺が尋ねると、美優は小さくため息をついた。

「ついにお兄ちゃんの性欲を処理するようになってしまったなぁと」

　美優は俺の肉棒をシゴきながら、そんなことを言う。

「今までも、してもらったような気が、するんだけど……」

　こうして兄妹でエロいことをするのに慣れてしまってはいけないことはわかっている。でも、もう何ヶ月も前からしていることだし、感想としては今さらだった。

「お兄ちゃんからしたらどうか知らないけど。私は精液の処理をしてただけで、性欲の処理をしてたつもりはないので」

　美優は語りながら淡々と手淫を続ける。

　精液の処理と、性欲の処理か。

「なにが、違うんだ？」

　俺が尋ねると、美優は俺を睨みつけて、ペニスを握る力を強くした。その圧力で、乱暴に俺の肉棒を絞り上げてくる。

「これが同じだと思うの」

「あ、ああっ、ぐぅ、ち、違う、全然違う！　おおっ、あっ、今のほうが、断然、いいっ……！」

　そうか、今までは、出したものを飲んでもらっていただけ。俺は射精するために美優をオカズにしていたが、美優が行為として関わってたのは最後だけだった。美優がお仕置きに俺を射精させてきたのだって、俺がマゾみたいに興奮して勝手に射精していたにすぎない。

「こんなに大きくして。そんなに寂しいの？」

　この二日の暴走気味な射精量に加えて、山本さんとのセックスを目前に控えての射精のお願い。寂しさからくるものであることは、間違いない。

　ただ一週間いなくなるだけと考えればなんてことだが、コミュ障だった俺がこの数ヶ月で美優との生活が急に濃くなって、会えなくなるのも急となると、また話が違う。

　寝て起きればそこにいる、部屋を出れば当たり前のように顔を合わせていた、そんな関係だ。大切なものはなくなってからわかるというのは、こういうことなんだな。

「美優、あの、ひとつ、お願いが……」

　そろそろ射精の限界も近い。フィニッシュする前に、一つだけ、美優にしてもらいたいことがあった。

　美優は手をストロークさせる速度を緩やかに落として、俺の言葉の続きを待った。

「もし、よければ、その……先っぽを、昨日みたいに、吸ってくれると……」

　もはやそれは、フェラでないと言えるのかわからないマウスサポートだった。それでも美優としては、精液が射出される穴に口をつけるだけの行為と、肉棒を咥え入れることは、明確に違うものと区別している。一度はそう定義してしまったので、逆に言えば断る理由もないのだ。

「むー……」

　美優の不満顔。これは、まずい方向だ。

　美優は返事をする代わりに、俺のペニスを激しくシゴいてきた。

「あ、あっ、わ、悪かった！　嘘嘘嘘！　やっぱりいいから！　頼む！　雑にだけは出さないでくれ……！」

　これが美優にしてもらえる本当に最後の射精なんだ。

　こんな中途半端には終わらせたくない。

「はぁ、もう。お兄ちゃんはすぐそうやって調子に乗るんだから」

　もう射精するかと思った直前、美優は手の動きを止めた。

「腰を浮かせたりしたら本気で噛みちぎるからね」

　美優は改めて居住まいを正して、少し高い位置から、ペニスの先端に視線を落とす。その言葉、その所作を見て、まさかと思った。その予想はそのまま実現して、美優は握力を弱めた手で俺にペニスをさすって、口紅で綺麗に色付けた唇を近づけてきた。

「あああっ！　はぅ、うぅ、ううああっ！」

　美優が俺のペニスの先っぽだけを吸いながら竿を擦っている。クーラーで乾いた空気に晒された敏感な部分を、湿った温かさが包んでいた。鈴口とキスをして、そこから漏れてくる我慢汁を少し強めに吸って、唇との隙間からチロチロと見える美優の舌が、亀頭の先にある割れ目を広げるように這い回っている。

　視覚と触覚がかつてない刺激に襲われて、眩暈さえ起こしてしまいそうなほどの快楽の中で、俺は美優に初めて射精を見られたときのことを走馬灯のように思い出していた。あの頃に許されていたのは、俺がただ射精をして、美優はその精液を口で受け止めることだけ。それが今となっては、こんなにも優しく手コキと亀頭舐めをしてもらえるようになった。

　怒ったり、無表情だったり、ちょっと照れたり。脳裏に流れていく美優の、これまで俺に見せてくれたあらゆる表情に、愛を感じてしまう。

「ああっ、美優、もうダメだ、あぅ、ぐぁはあ、出る、出るっ!!」

　最大まで膨張したペニスに、射精の瞬間を悟った美優が、上目遣いで俺を見つめてきた。美優のぱっちりとした目と視線を交えたまま、俺はギュッとペニスを絞る力で精液を押し出して、そのタイミングが、ちゅぶっ、と音を立てて亀頭を吸う美優の刺激と重なった。

「あっ、イクッ、イッ……ぅ、あぁあああっッ!!」

　どぷっ、びゅるっ、びゅるるっ、びゅぶっ、どぷんっ、ぴゅっ、びゅるっ──!!

　朝イチにも射精をしたとは思えないほどの精液が飛び出して、そのすべてが美優の口が吸い上げる力に飲まれていった。そのあまりの快感に、爆弾を投げられたみたいにキーンと耳鳴りする世界の中で、俺は美優がペニスにキスをして射精を受け止める姿をただ眺めていた。

　まるで睾丸を割って、そのままぶちまけたような量。尿道を通る感触だけで、今までで一番濃いものが出たことがわかる。美優はその精液の一滴さえ残すことなく尿道から吸い出して、最後に唇に垂れたカウパー腺液を中指の腹で拭い去り、何かを呟いてから立ち上がった。

　それから、美優は洗面所に行った。しばらくしてリビングに戻ってきて、その間も俺は茫然としたままだった。

「お兄ちゃん、私、もう行くからね」

　玄関から聞こえてくるエンジン音。遥が迎えに来たようだ。

　元気よく見送ってあげたいが、体が言うことを聞かない。

「聞いてる？　奏さんとエッチする前に、シャワーを浴びておくんだよ？　じゃないと、バレるからね」

　美優は去り際に俺に忠告した。それに対して俺は、頷くだけして返した。

「じゃあ行ってくるから。奏さんと仲良くね」

　俺は薄目で美優の後ろ姿を目で追って、車の音が遠くなるまでは、気持ちだけで見送っていた。

　すっかり静まり返った、一人きりの家。

　俺は暗闇に吸い込まれるように、深い眠りへと落ちていった。











０５．嘘下手の攻防戦









　ソファーで俺が目覚めると、蚊が飛ぶような音が鳴っていた。不快さに手を振ってみるが、張りついた振動音がいつまでも俺を苛む。体を起こすと、頭がクラっとして、ふとももの内側から膀胱まで裂けるような痛みが走った。

「痛っ……！」

　射精をしすぎた。これはもう泌尿器科に行ったほうがいいかもな。

「あれ……」

　起きたら音が止んだ。虫がどこかに行ったのか。

　ぼんやりした意識の中で、俺は手元に硬い物が当たっていることに気づいた。さきほどの振動音の音源はどうやらこのスマホだったらしい。アラームでもセットしてたかな、とスイッチを入れてみると、そのディスプレイには三件の着信履歴が残っていた。

　着信はメッセージアプリを介して掛けられてきたもので、その差出人は山本さん。それとは別に五件ほどメッセージが溜まっている。

「……えっ」

　俺は十一時に山本さんの家に行く約束をしている。どれだけ寝ていたんだろう。感覚としては、一瞬うとうとしていたくらいだけど。俺が無意識に視界から外していた時間の表示部に目をやると、心臓が爆音を鳴らし始めた。時刻はすでに、十三時を回るところだった。

「やばっ──!!」

　俺はソファーから飛び跳ねて、急いで山本さんに電話をかけた。張り上げる心臓の音が耳に押し当てたスマホから跳ね返ってきて、緊張が増幅する。

　服を整え、寝癖を直しながら、待つこと七コール。嫌われたかと恐怖に怯えながら慌ただしく出かける支度をしていると、山本さんが応答してくれた。

「ごめん!!」

　開口一番。山本さんが何か言う前に謝罪した。

『あっ、うん。大丈夫？』

　山本さんは意外にもケロッとしていた。普段の性格を考えれば当然なのか。

「今すぐ行くから！　十分だけ待ってて！」

『ソトミチくんは平気なの？　他に用があるなら日を改めても……』

「大丈夫！」

『そうなんだ。なら、待ってるね』

　俺は家の鍵を掛けて飛び出した。山本さんの部屋番号は事前に教えてもらっているから、エントランスに着いたら山本さんが対応してくれる。

　ジリジリと太陽の照りつける中、それでも自転車が作る風のおかげで歩いているよりは涼しかった。マンションについて自転車を置き、エントランスに駆け込む。それなりにお高いマンションだからか、この時点ですでに冷房が効いていて、息を切らしているほどには汗は出てこなかった。

　俺は山本さんに自動ドアを開けてもらって、エレベーターに乗り込んだ。山本さんの部屋は八階。ドアの前に立って、俺は見苦しくないくらいに息を整えてから、インターホンを押す。山本さんはすぐに出迎えてくれた。

「いらっしゃいませ。暑いから入って入って」

「お、お邪魔します」

　部屋はよくある縦長のタイプ。全体の樹脂感やキッチンの広さが、一人用の住居としての高級感を醸し出してる。

　俺は玄関に入って、ドアを閉めた。その直後、振り返った山本さんが、おっぱいで俺をドアに押しつけてきた。山本さんはブラが透けて見えるほど薄いＴシャツ一枚を着て、豊満な弾力で俺を圧迫してくる。

「さて、どういうことか説明してもらえるかな」

　独身部屋の玄関で、俺は靴を脱ぐことさえ許されずに追い詰められている。山本さんのおっぱいが大きいせいで、とても狭い。

「申し訳ない！　寝坊しちゃって……！」

　こんな昼間まで寝ていたのは不自然かもしれないけど、嘘はついてないわけだし、ボロが出ることはないはず。

「さっきまで寝てたの？」

「ああ、疲れが溜まってて、ついな。ほんと、申し訳ない」

　これも事実だ。美優があんなに俺を射精させてこなければ、俺だって元気いっぱいにスキップでもしながら時間通りにここまで来れたんだ。

　……いや、わかっている。エッチの半分は俺から始めたことだし、美優は悪くない。責めるつもりはないんだ。だが、あの妹に一緒に寝ようなんて言われたら、変な気を起こしてしまうのも無理からぬ事。俺だけが一方的に悪いわけではないと信じたい。美優自身も、俺に妹離れをしなければならないと言った張本人でありながら、手放しには俺を山本さんのところへ行かせられないと今朝まで積極的にスキンシップを取ってきたのだから。

「ソトミチくんって私にとことん興味が薄いよね。こんなに蔑ろにされたのって人生で初めて」

　山本さんは俺と目線の高さを合わせて、ぐいんぐいんとおっぱいを押し上げてくる。

「そんなつもりはないんだ。めちゃくちゃ楽しみにしてたけど、色々あって」

「色々って？」

　あ、やばい。早速ボロを出してしまった。くそう、どうすれば。

「いやぁ、その、言いにくいことで……」

「言いにくいことって。今まで以上のものがあるの？」

　そりゃあもう、とんでもない爆弾を抱えている。実の妹と、すでにエッチなことをしているなんて、言えるわけがないし。

「楽しみすぎて、夜中は興奮しちゃって……」

「寝れなかったの？」

「そういうこと」

　セックスの約束に興奮して寝れなかったなんて、わざわざ口にしたら、普通はドン引きされるだろうけど。

「もー。しょうがないなぁ」

　山本さんはニヤニヤして俺を解放した。そうだ、山本さんはそういう性格なのだ。簡単に怒ったりしないし、人の感情は好意的に取ってくれる。山本さんくらいの美人なら、男の性欲なんて街を歩くだけで浴びるほど感じてきただろう。それでも、褒められることに対して斜に構えて反発することはしない。

　しかし、その純心を裏切っていると思うと、罪悪感で息苦しくなる。美優に迷惑がかかりさえしなければ、腹を割って全部を話すのに。

「なら、ソトミチくんも、準備ができてるってことでいいんだよね」

　山本さんはさりげなく俺の腰に手を回して、その意思をアピールしてくる。

「あ、ああ」

　こんなところで、即フェラしてもらえるという、男として理想のシチュエーション。自分で言うのもなんだが、山本さんは俺とのセックスを楽しみにしてくれていたんだ。

　山本さんは相手が早くイキすぎるせいで上手くエッチができなくて、言ってみれば中学生の頃からずっと欲求不満なんだ。そんな中、ようやくまともにセックスできる希望を持った俺が、約束の時間に遅れてきて、相当に溜まっているはず。

　山本さんが俺のズボンに指をかけた。そして、パンツごとずり下ろされそうになったとき、俺は美優が出かける前に言った忠告を思い出した。

　──山本さんとエッチする前に、シャワーを浴びておくんだよ？　じゃないと、バレるからね。

「あっ!!　ちょ、ストップ!!」

　俺は山本さんの手を掴んで脱がせるのを止めた。急いで飛び出してきたからシャワーを浴び忘れていた。俺の体には、今朝に二回も出してきた精液の残り香と、俺の精液を舐め取った美優の唾液、そして香りの強いトリートメントのニオイがついている。これらすべてに気づかれたとして、俺が美優とエッチしたことを指し示す決定的な証拠にはならないが、詰問されたら上手く対処できる自信がない。

「どうしたの？」

「シャワーを浴びたいんだ。汗かいたし」

　男としてはそのまましゃぶってもらうほうが気持ちいい。だが、今回だけはダメだ。美優とのエッチがバレる可能性は洗い流してしまわないと。

「そんなに？　シャツもパンツも濡れてないみたいだけど。ちょっと汗臭いぐらいなら私は気にしないよ？」

　山本さんはズボンの腰辺りが湿っていないことを確かめて、首をかしげる。

　誤算だった。山本さんに格好つけるためにできるだけ汗をかかないようにしたのが逆効果だった。もっと汗だくになってから家にくれば、山本さんもシャワーを勧めてくれていたはずなのに。

「お、俺、昨日から風呂入っていなくて！　たぶん、かなり臭いと思う」

　自分でもこんなこと言いたくはないが、背に腹は変えられない。

「うーん……」

　俺をジロジロと見上げる山本さん。疑いの眼差しだった。

「なんか、うそっぽい」

　さすがに雑に嘘を重ねすぎたか。慌てて何も考えずに飛び出してきてしまったからな。電話を掛ける前に思いとどまっておけば、シャワーくらいは浴びてこれたのに。

「いつもはちゃんとお風呂に入ってるんだよね？　臭いのは美優ちゃんが許さなそうだし」

「うん、まあ、そうだけど」

「今日は私とエッチするのがわかってたはずでしょ？　それでも、あえてお風呂に入ってないのを咥えさせたいならわかるけど。今になってシャワーを浴びたいってどういうことなのかな？」

　ドキッとする質問だった。言い逃れする道を塞がれている。「エッチするのわかってたはずでしょ？」と聞かれることは予測していたのに、どうしてここまで説明しづらい嘘をついてしまったんだ。

　もはや口に出した言葉は修正できない。ならば、新情報で対抗するしかない。

「お、オフ会！　に、参加しようとしてて。徹夜でどうしてもやらなきゃならないゲームがあったから、つい夢中になっちゃって」

「じゃあ私とするのが楽しみで寝れなかったっていうのは嘘？」

　うぐっ、こ、心が、痛い。山本さんを傷つけたくはないけれど、いまさらひっくり返すわけにもいかない。

「ごめん！　本当にごめんっ！　こっちの方が先約だったんだ！　少しでも体力を回復させようと思って寝てたら、昼過ぎになってて。風呂は入るつもりだったのにその余裕もなくて」

　上手く繋がった。これなら前後の文脈に不自然さもない。

「嘘だよね」

「え、あ、いや……」

　一瞬で看破された。山本さんの眼がどんどん鋭くなっていく。山本さんは普段は何も考えてなさそうなぽわぽわした顔をしてるのに、たまに本気っぽい雰囲気になる。こうなるともう嘘が通じる気がしない。

「これだけ男をとっかえひっかえしてるとね。その人のひととなりっていうのが、嫌でもわかるようになるものなんだよ」

　山本さんは俺なんかよりよっぽどコミュ力がある。男性経験も豊富で交友関係も広く、おまけに頭もいい。もとより俺みたいに鈍い男が敵う相手ではなかった。

「ソトミチくん、私に悩みを打ち明けたときと同じ喋り方してる。それにいくら先約があるからって、私との約束を放り投げてゲームする人じゃないよね？」

　核心を衝く一言だった。悩みが美優に関係することだから、隠し方も同じになってしまう。

　緊張で埋められた、俺と山本さんの距離。冷や汗を流す俺に、山本さんは、その表情をカラッと明るくさせた。

「さて。それでは、嘘を吐き通せない小心者で優しい優しいソトミチくんに、一番効果的なお願いをしてみましょう」

　俺の腰を押さえてしゃがんだまま、山本さんは誘うように目元をなだらかにした。

「どれが本当か教えて」

　無邪気に本音を求めてくる山本さん。たしかに、こう言われると、嘘はつけない。

「疲れて寝坊したのと、今日を楽しみにしてたのは、本当で」

「ふむふむ」

「オフ会があるのは事実だけど、ゲームは遅くまでしてはいなくて、本件とは無関係です」

「やっぱり」

「昨日の夜は風呂に入って……でも今シャワーを浴びたいのも本音で……」

　全部言ってしまった。これだけ情報を開示しても、美優には辿り着かないだろうけど。

「じゃあここには疲れた理由と洗い流したいニオイがあるわけだね。脱がしたら困る？」

「困る、といえば、困るけど……」

　そもそもが深く考えすぎだったか。美優に忠告されたから慌てて嘘をついちゃったけど、ニオイを嗅がれたくらいではバレるはずがないし。

「まあ、あの……ちょっと……精液臭いかもしれないんだが……」

「あのぉ、ソトミチくん？」

　山本さんの呆れ顔。ああ、この表情、美優にもよくされたな。

「もしかして、あれから自分でも出しちゃったの？」

「はい……」

　出しちゃったとかではないレベルで射精してしまいました。出したのは妹だけど。

「たしかにね、これまでソトミチくんとエッチをしてきて、すごく性欲が強いんだなとは思ったよ？　だから、私が無理に射精を我慢させたせいで何かあったのなら、謝るけどさ。……一日ぐらいはどうにかならない？」

　子供を諭すような声に、俺の男の部分に対しての憐れみを感じる。一時間ものフェラ責めで性欲を高められていたとはいえ、俺はその前に山本さんに足コキで射精をさせてもらっていたから、たったの一日もオナ禁ができないなんて山本さんも思わなかったのだろう。

　美優のせいで性欲が強くなった俺は、美優とスキンシップをすると射精せずにはいられなくなった。ペニスだって前はもっと小さかったし、オスとしての機能がこれほど高まったのは、妹物のエロゲで抜いているところを見られたあの日からだ。いったい、どこからが俺の責任なんだろう。

「疲れて昼まで寝てたのって、もしかして朝してたの？」

「……はい」

「もー。どうしてここに来るまで我慢できなかったの。これはお仕置き案件じゃないかな」

「その通りだと思います……」

　まずい、これだけ出した状態で山本さんからのお仕置きとか。いよいよ腹上死も覚悟しなければならない。

「いくら私がお願いしてる立場とはいえ、限度があるんだからね。今日は美優ちゃんのことを考えるのは禁止です」

「そ、それは死ぬ!!」

「だーめ。ソトミチくんのこと、玩具みたいに扱ってやるんだから」

　山本さんは問答無用で俺のパンツを脱がせてきた。そこにはまだ柔らかいままのペニスが垂れ下がっていて、山本さんはそれを指で摘んでふにふにすると、鼻を近づけてニオイを嗅いだ。

「ほんとに精液のニオイがする。ソトミチくんは美優ちゃんをオカズにしないと射精できないんだよね？　私とするより先に美優ちゃんで抜いちゃったの？　妹離れする気はあるのかな？」

「すみません……」

　俺だって今朝は射精なんてしたくなかった。寝坊したのは二回目の射精のせいで。それは、自分からお願いしたんだけど。

　やっぱり、俺が悪いのか。

「でも、なんか、いい匂いもするね」

「いい匂い？　なんでだろ」

　昨日はパンツの中に射精してしまったせいで、二回もシャワーを浴びたからな。ボディーソープの匂いでも残ってるんだろうか。

「この匂い、知ってるかも……はむっ」

「おっ、ああっ……！」

　パクっとまだ小さいままの肉棒がまるごと山本さんの口に飲み込まれた。不意打ちの快感に、ビクッと腰が引けてドアにぶつかる。高温の口内に包皮を被ったままのペニスが溶けてしまいそうだった。

「んぐっ……むちゅ…………ちゅぱっ……んっ」

　山本さんはしばらく舌で俺のペニスを転がすと、すぐに口を解放した。

「んー……」

　そしてまた、俺を睨む山本さん。

「やっぱりシャワーを浴びてもらおうかな」

「うえっ!?　そんなに臭かったか!?　ごめん……普段はそんなことないとんだけど……！」

「いいのいいの。さ、上がって」

　俺はズボンを穿き直して、部屋に上がった。山本さんからはすぐに浴室を案内されて、服の置き場所などを指示される。

「化粧水とか乳液は使ったりする？」

「保湿は夜だけにしてるから、またシャワーを浴びることになったら使うよ」

「ハンドクリームは？」

「それはいい。つけたことないし」

　手がベタベタするのは好かない。スマホをいじるときに気になるからな。美優は洗い物のたびに塗っているけど、俺はキーボードとかもすぐに触るし、汚れやすくなりそうだからつけたくない。

「タオルは置いておくから、お湯もボディーソープも好きなだけ使っていいよ。それと……これ」

　山本さんは端に設置された洗濯かごを指さした。蓋がされていて、中身が見えないようになっている。

「脱いだ服は、洗濯カゴの蓋の上に置いてね。下着を漁ったらさすがの私も怒るから」

「わかってるって……！」

　俺ってそんなに下着関係に信用がないのか。男のひととなりがわかるって言ってたけど、まさか今朝みたいなことまで見透かされてないよな。あれは事故であって、邪な気持ちがあったわけじゃないんだ。万が一のときのために強く念じておこう。

　山本さんが脱衣所を出てから、俺は服を脱いだ。人の家で裸になるのって初めてだ。外で露出してるみたいでそわそわする。

　浴室もモダンでキレイなところだった。この建物も建てられてから日が浅いんだろう。クレンジングオイルやヘアバンドなどがケースの中に設置されていて、いよいよ女の子の家にやってきたという実感が湧いてきた。

　体はしつこいくらいに洗っておく。首元なんかは美優の匂いがまだ残ってそうだし。なんとか、乗りきったんだよな。あそこで質問を追加されてたら、もう白状するしかなかった。あとは山本さんとのエッチを無事に完遂するだけ。下半身はかなりしんどいけど、今日を乗りきれば次からは楽しいエッチができる。

　俺は浴室から出て体を拭き、要所を手で擦って、ニオイが残っていないかを確かめた。

「よし。問題ないな」

　服を着て、居室に入った。山本さんの部屋は、物は少なめ、色はカラフル、かといって統一感がないわけでもなく、その白基調の部屋を家具の配置でうまい具合にセパレートしていた。テーブルの下にクッションが二つ置いてあり、山本さんはその一つに座って体育座りをしている。

　なんとも嫌な予感がするな。あれは美優が胸のサイズに悩んでいた時と同じ姿勢だ。

「シャワー、ありがとう。さっぱりしたよ」

「いえいえ。さ、ここに座って」

　隣のクッションに誘導されて、俺はそこに腰を落とした。椅子に慣れているせいでやや関節が疲れる。

「あのね、ソトミチくん」

　改めまして、という切り出し。これは何か言われるな。

「誘惑した私も、悪かったんだけどさ」

　早速不穏な言葉が飛び出した。

　お叱りを受けるのか。いったい、何について叱られるんだろう。

「ソトミチくん、浮気してるでしょ」

　まさかの一言だった。

「えっ。いや、えっと……」

　どうしてそこで浮気という単語が出てくるのか。浮気というのはパートナーがいないと成り立たないわけで。俺には彼女なんていないのだが。

「あれ……？　俺と、山本さんって、その……」

　もしかして、これって恋人関係なのか？　俺と山本さんはこれからセックスをする。これが恋人じゃないのだとしたら、山本さんとはいわゆるセフレになるわけだ。たしかに山本さんをセフレとして扱うのは抵抗があるけど、セックスすることを承諾した時点で恋人になっていたのなら、それなりにわかりやすい雰囲気を出してほしかった。

「そうじゃなくて。ソトミチくん、彼女いるよね？　今朝はその子とエッチをして、それで遅れたんだよね？」

　山本さんは確信めいた語調で俺を問い詰めてきた。俺に彼女がいると誤解されている。玄関でのやりとりで、山本さんは女のニオイに勘づいたが、その相手が美優だとは思っていない。それはそうだよな。普通はエッチの相手が実の妹だなんて考えない。

「私はね、この体質にずっと悩んできて……。だから、ソトミチくんとエッチはしたいよ？　そうでなくても、この前は楽しかったし」

　山本さんは怒りきれず喜びきれずの表情で、さりげなく照れ顔をのぞかせる。嬉しいお言葉をいただいてしまった。

「でもね。私は誰かを不幸にしてまで、自分が幸せになろうとは思わないの。私は、私の魅力を自覚してるつもりだし、最初にソトミチくんを誘惑したのは私だから、別に怒ってるわけじゃなくて。今日までのことも含めて、私も一緒に謝りに行くから。正直に話してほしいな」

　山本さんは真剣な眼差しで俺に語りかけてきた。

　これは参ったな。山本さんの誤解を解くには美優のことを話さなければならない。美優に確認を取れば、あるいは許してもらえるかもしれないけど。

　そもそも、こんな状況で相手が妹でしたと暴露して、山本さんがそれを信じてくれるのか？　余計に議論がややこしくなるだけじゃないのか？

　どうすればいい。どうすれば二人を傷つけずにこの窮地を乗り越えられる。

「しゃ、シャワーを浴びてるうちに、なんかあったのか!?　玄関でのことは、抜いてきたのがバレたくなくて、ニオイを嗅がれたくなかったって言ったつもりだけど……！」

　俺に彼女がいるという勘違い。とにかくそれを正すしかない。山本さんはただ、家に来たときの俺の態度が不審で、違和感を抱いているにすぎないんだ。

「あの段階ではね。さっきも言った通り、男の人のことはわかるつもりだから。ソトミチくん、彼女もいなさそうで、浮気もしなそうだなって、思ってた。だから、昨日だってデートもしたし」

「でもほら、浮気の根拠って、俺がニオイを嗅がれるのを拒んだってだけだろ？　たまには、山本さんの予想だって外れるよ」

　実際は半分くらい当たっている。というより、恋人でもないのにあんなエロいことをしてるってほうがおかしいわけで、山本さんの推測はほぼ正解と言っていい。

「だとしても、反応が怪しすぎるもん。私、嫌だよ。私のせいで誰かが不幸になるなんて」

　俺がもっと上手く嘘をついていれば、理論的には説き伏せられたはず。だが俺のこの慌てっぷりが、それを嘘だと山本さんに教えてしまっている。

「怒ってないし、怒らないよ？　ソトミチくんは素敵な人だと思うし、それはこれからも変わらない」

　山本さんは俺の手を両手で包んで、目を見つめてくる。星空を眺めているような澄んだ瞳だった。

「いいんだよ。自然なことだもん。彼女さんとのエッチが上手くいかないから、それを解消したくて私の誘いを受けてくれたんだよね？　それまで、ずっとずっとしないようにしてくれてたの、私は知ってるから。だから、お願い、ソトミチくん。ちゃんとここにあるものを教えて」

　山本さんは俺の胸に手を当てて、ゆっくりと唇を動かす。

　色のよい艶肌。凛々しさと愛らしさを兼ね備えた目。およそ敵う者のない才知の結晶。この女神に、俺はどう立ち向かえばいい。

「た、たとえばだ」

　目を合わせたまま口を開く。胸に置かれた手には、俺の心音まで伝わっているはずだ。もう一度動揺したら、それ以上は取り繕えない。

「俺に彼女がいないことが事実だとしたら。俺はその『ないこと』をどう証明すればいい？」

　いわゆる、悪魔の証明。ないものを在ると断じられては、その空想が可能性の拠り所になってしまう。

　山本さんは、俺に彼女がいて、妹をオカズにしなければ射精できない悩みを解決するために、やむなく山本さんとセックスをする決断をしたと思い込んでいる。しかし、そこに確たる証拠はない。だとしたら、やはりつけ入るべきはその論拠だ。

「じゃあ、逆に聞くけどさ」

　山本さんの目が鋭くなる。観察されている。

　来る。俺の嘘に大打撃を与えるひとことが。

　予測しろ。あらゆる質問を。決して動揺するな。

「さっき、口でしてたとき」

　山本さんは、俺の手に添えていた自分の手を離す。

　そして、さきほど数秒だけ咥えた、俺のペニスを、ズボンの上から指で押し込んできた。

「ここにハンドクリームがついてたのはなんで？」

　問われたとき、俺は意外にも冷静だった。俺の肉棒にハンドクリームがついていたなんて、そんなことは俺も知らなかったからだ。

　山本さんは俺のペニスの精液臭さを指摘した後に、いい匂いがするとも言っていた。ハンドクリームがついていたのなら、いい匂いがするのも頷ける。

　でも、俺はハンドクリームなんて使ったことがない。

「はっ──!!」

　答えに至った瞬間、思いきり息を呑んでしまった。心臓が早鐘を打って、絶望が胃の底から這い上がってくる。

　導き出された三つの答え。それがリンクしたときの、三重の納得。かつてない閃きの、その衝撃が、俺に気づきの反応をさせた。

　詰んでいたんだ。最初から。俺はシャワーを浴びる前に、山本さんからハンドクリームを使うかと聞かれて、使ったことがないとまで言ってしまった。あの質問は、ここに来る前に俺が自分の手でしていなかったことを確認するのが目的だったんだ。

　俺のペニスについていたハンドクリームは、美優が出かける直前に使っていたもの。まだ乾燥しきっていなかったハンドクリームが、俺に肉棒の熱で溶け出して、擦り込まれた。

　だから美優は俺にシャワーを浴びるよう忠告したんだ。他でもない、この山本さんなら、自分以外の女の子に手淫をさせていたことに勘づいてしまうから。

「そそそ、それが、ハンドクリームだっていう確証は!?」

「はい、もう無駄。わかってるよね？　覆らないって」

　山本さんは人差し指で俺の唇を封じた。ハンドクリームの匂いが問題なんじゃない。俺がここまで動揺してしまったことが、最大の敗因だった。

「どうしてそこまでして隠すの？」

　山本さんは純粋に不思議がった。ここまで追い詰められたら、誰だって白状する。山本さんはすべてを許して、最善の形で終わらせてくれることを約束している。この状況になったら、どれだけ意固地になったところで、浮気を疑っている山本さんがセックスをしてくれるわけがないんだし。そもそも、今日のセックスを提案したのは山本さんだ。俺が躍起になってセックスをすることに固執する理由は、山本さんからすれば何一つとしてない。

「いやぁ、だから、ほら。言えないことも、あるだろ……？」

　俺だって本当は話したいんだ。部分的に真実を教えるんじゃなくて、もうありのままの俺を知っていてほしい。

「言えないことって？　たとえば、終業式の後に話した、美優ちゃんをオカズにしないとイけない、みたいな……」

　そこまで言った時点で、山本さんが固まった。

　ああ、もう、隠せない。ついに山本さんもその結論に至ってしまった。

　いや、本当は、最初からわかっていたんだ。あらゆるヒントがその答えに向かっている中で、それでも絶対にありえないと思っていたからこそ、その一番尤もらしい答えを候補から除外していた。

「えっ……!?」

　瞠目し、体を引く山本さん。今頃山本さんの脳内では、何度も繰り返し論理が構築され、倫理という障害にぶつかっていることだろう。

「えぇぇぇぇええっ!?」

　ついには壁際まで後ずさってしまった。

　驚くのも無理はない。実の妹が、俺の性欲を処理していたなんて。

「えっ、えっ？　ええっ？　うーんと、んと、んん？　そうなの？　そういう、ことなの？」

　誰に尋ねるでもなく混乱する山本さん。ここまで慌てている山本さんを見たのは俺が初めてだろうな。

「事情があるんだ。あと、言っておくが、セックスはしていない。セックスはしてないし、山本さんが思ってるほどの深い関係では、決してない」

「ああ、うん。うん……」

　そして山本さんは、自分の常識で作り上げていた論理を放棄した。消去法というシラミ潰しの戦略で、あらゆる想像を否定しなければ導けなかった答え。

「美優ちゃん、なんだ……」

　そう、それしかない。俺の挙動不審な言動と、これまでのやりとりを符合させるものは、美優しかいないんだ。

「ごめん」

　秘密がバレて、最初に出た言葉がそれだった。誰に対して謝りたかったのかは、俺にもわからない。

「それは私に嘘をついたことへのごめん？」

「そういう意味もあるけど。現実にそういうことしてる兄妹がいるって、山本さんにとっては気分のいい話じゃなかったかなって」

　男なら羨ましがるやつもいるかもしれないが、近親者との性行為なんて、誰だって軽蔑する。

「別に美優ちゃんとしてること自体は、私はいいんだけど……」

　山本さんはモジモジしながら続ける。

「結局のところ、浮気なのでは……？」

　ああ、そこか。山本さんが気にしてたのは。

「浮気ではないよ。美優とは、付き合ってるわけじゃないし」

「でも、美優ちゃんとソトミチくんは、ラブなんでしょ？」

「俺はともかく、美優は好きではないと思う」

「なんで!?」

　なんで？

　なんでだろう。

　言われてみれば、一回目のときから謎のままなんだ。

　お兄ちゃんとしては好きと言われているが、男としてはダメな甲斐性なしでしかないとまで言われてしまっている。

「俺にもわからないんだよ」

「うーん。ソトミチくんが鈍感なだけで、実はお兄ちゃん大好きだったりして」

「だと嬉しいけどな。もうずっと彼女を作れって言われてるし」

　美優が俺を好きなら、苦労することなんてなかった。毎日いちゃいちゃして、間違いなく、本番行為までしていたはずだ。

「ショッピングモールでのことも、そういうこと？」

「そういうこと。あのときは、美優以外で抜けなくなったって相談してて」

　美優が山本さんに更衣室で俺を勃起させるように命令したのは、俺が美優以外で興奮することで、その性欲から恋心が芽生えて、真人間に戻るのではないかと期待したからだ。俺に彼女を紹介してくれたのだって、妹を好きになるのは由々しき事態だと判断されたからだしな。

「美優ちゃんは知ってたんだね。おかしいと思ってたんだよ。美優ちゃんをオカズにしてるのは美優ちゃん本人にも秘密だって風だったのに、その美優ちゃんはソトミチくんが勃たないからって同級生である私にあんなお願いをするなんて」

　美優のやることがいつも過激なせいで感覚が麻痺していたが、更衣室での命令もやりすぎだった。相手が山本さんでなければ、もっと前から破綻していただろう。美優のことだから、山本さんの内情を掌握した上で、踏みきったのかもしれないけど。

「あのさ、ソトミチくん」

　一旦会話が落ち着いて、山本さんは、また俺の隣に座ってくれた。

「美優ちゃんとエッチしてたら、いつまでも美優ちゃん以外で射精できるようにはならないんだよ？」

　あまりの正論に目眩がしそうだった。

「というより、美優ちゃんはソトミチくんのことが好きじゃなくて、ソトミチくんは美優ちゃん以外とエッチできるようにしたくて、どうして二人でエッチなことしてるの？」

　それがわからないんだ。俺でも答えられない。半分は俺の性欲が原因だろうけど、美優にはその性欲に付き合う理由がない。

　美優の態度が軟化したのは、トイレでお仕置きをされてから。あのとき、美優は何かを諦めて、それから段々とスキンシップを許すようになっていった。俺にとっては好ましい変化だが、美優は怒っていたはずなのに、どうして俺が喜ぶ方向に転んでいるのか。

　山本さんの言う通り、実は俺のことが好きなのだろうか。エッチなことをしているうちに好きになってしまって、今までのは全部、照れ隠しだったとか。

　だいたい、どうして俺の精液をあれほど平然と飲めるのか、まだ答えてもらっていない。精液が美味しすぎてハマってしまったなら理解のしようもあるが、死ぬほど不味いと扱き下ろされたほどだ。

　美優にも性欲はあるようだし、それを満たしたいだけなら、遥という最高のパートナーがいる。レズなのを認めたくないから俺と関係を持つようになったのだとしたら、それは俺じゃなくてもいい。美優はモテる女だ。俺なんかよりいい男はいくらでもいる。

　その男たちも、美優はこっぴどく振った。美優が極端な男嫌いなのは由佳から聞いた情報だが、あの可愛さにしてあの男っ気のなさは、事実として男嫌いなんだろう。俺と性的な行為には及んでいることにはまた別の目的があって、本当に俺を含めた男そのものが好きでないのだとしたら、レズであることを否定する理由がない。

　仮に俺だけが好きだったとして、俺の想いにも応えず、絶対に成功する告白もしないのは、兄妹の恋愛を禁断のものとして忌避しているからになる。これは何度も美優が口にしていること。俺のことが好きだという時点でだいぶありえない仮定だけど、これが最も美優の言動に説明がつく。

　でも、だとしたら、問題なのは一番最初だ。どうして美優は俺のオナニーを手伝うことにしたんだ。せっかく喋らない距離感を保てていたのに、兄妹の恋は許されないと口にしながら、美優は俺が美優を好きになるように仕向けてきた。俺にとってはゼロからイチが生まれたようなもの。きっかけが存在しない。

　全部が噛み合わないんだ。当事者の俺が何一つ整理できていないんだから、誰かに真実を教えられるわけがない。

「俺と美優の関係については、本当にどうしてこうなってるのかわからないんだ。俺も知りたいくらいで。美優は何も教えてくれないし」

　どうにもならない状況に、誰が悪いわけでもなく嘆きの声が混じった。嘘をつかずにいられるなら、この優しい女神を騙すことなんてしなかったのに。

「ソトミチくんの事情も複雑なんだね」

　山本さんは何かを悟ったのか、疑問を重ねることをやめてくれた。その代わりに、山本さんの手が俺の頭に置かれて、髪を梳くように撫でてくる。山本さんは手も大きくて体温も高くて、美優とは違った意味で落ち着く。

「一つ言えるのは、選択肢は多いほうがいいんだ。美優が妹離れさせようとしてるのは間違いない。場合によっては、美優が実は聖人並みに優しくて、美優でしか抜けなくなった俺と心中するつもりでエッチなことをするようになったのかもしれないし」

「それはまた豪気だね」

　山本さんは顔を綻ばせながら撫で続けてくれた。幼い頃、母親にあやされてたときって、こんな感じだったんだろうな。

「とにかく俺は美優にとっての最善を選んでやりたいんだ。もし、妹離れをするのがベストなら、美優がなんの気兼ねなく離れられるように、他の子と問題なくセックスできる体にしておきたい」

　俺は、美優が好きだ。美優が俺を好きでいてくれるなら嬉しい。でも、俺の性欲に付き合わせるだけにはしたくない。

「だから、あの、こんな雰囲気にはなっちゃったけど……」

　山本さんとできるなら、したい。

「ふふっ。そうだなぁ。じゃあ、最後に一つ、正直に答えてもらっていい？」

「俺にわかることなら、なんでも」

　山本さんは正座して居住まいを正し、俺もそれに合わせて正面を向く。

　真面目な表情が一転して、ニッコリと笑みをこぼす。

「私としたあと、何回美優ちゃんとエッチしたの？」

　まさかの質問に、俺は思わず咳き込んだ。俺が腹筋を引きつらせて苦しそうにしている間も、山本さんはずっとニコニコしていた。

「それは、あの、出した回数で、いいんでしょうか」

「そうだね。お昼まで寝過ごすくらいなんだから、きっと相当な量なんだろうなって、思うわけですよ」

　くそう、楽しそうにしやがって。こっちは深刻だっていうのに。

「多くても、引かない？」

「いまさら何を聞くんですか」

「まあそうか。じゃあ、言うけど……えっと……夜と朝で……回だから……」

　数えてみると、自分でも酷い回数だった。

「ご、五回……かな……」

　山本さんとエッチをした後は。

「今誤魔化した分もカウントして」

「うっ……いや、あの、実は……」

　俺は隠しきれずに言ってしまった。山本さんとのデートの前に、美優に三回抜いてもらっていたことを。

「おおー。らぶらぶだね？」

　半分は美優に嫌な顔をされながら無理やり射精させられたんだけどな。

「ソトミチくんは、まだ余裕なの？」

「いや、正直、かなりキツい」

　夢精した日の分も含めれば二日で八回だ。俺の体、大丈夫なんだろうか。

「なら、まずはお昼を食べて寝よっか」

「俺はありがたいけど、山本さんはいいの？」

「私だけが楽しくてもしょうがないでしょ。ちゃちゃっと料理してくるから、待っててね」

　山本さんはそう言ってキッチンに立った。ラップしてあった食材を冷蔵庫から取り出して、電子レンジとフライパンでそれぞれ温め直す。お昼、用意してくれてたのか。

　寝過ごした罪悪感がさらに重くのしかかってくる。男とのきちんとしたセックスは山本さんのかねてよりの願い。そっちで頑張って挽回するしかないな。

「精のつくものを食べないとね」

　ほどなくして、山本さんがテーブルに料理を持ってきた。そのお品書きはといえば、鶏肉とナッツの炒めもの。トマトとモッツァレラのカプレーゼ。ホタテとアボカドのチーズ焼き。鰻入り炊き込みご飯。おまけにスイカのデザート付き。

　食べ合わせとか度外視にして完全に殺しに来ている。そしてそれは同時に、山本さんの俺へのセックスの期待値を表すものでもある。

「いただきます」

　食べるごとに元気が全身に行き渡った。この丁寧に切り整えられた具材と火加減、愛が伝わってくる。俺個人ではなく、普遍的な人間に対する愛ではあるが。これが山本さんの優しさなんだな。

「んふふ。お夕飯にも元気になるものをたくさん用意してあるから、いっぱい食べてね」

　その分だけ絞り取られるわけだな。俺はこれからはバイトと睡眠とセックスのローテーションか。夏休みの宿題、どうしようかな。山本さんと一緒にやらせてもらえないかな。セックスが上手くいったらお願いしてみるか。

　山本さんの美味しい料理をたらふくご馳走になって、もうそのまんまいけちゃいそうな気分の中、俺は寝間着を受け取った。レディースだけあって部分的な違和感はあるが、山本さんも自分が持っている中で一番大きいやつを貸してくれたから伸びるようなことはなさそうだ。

　ベッドはやや大きめだった。一般的なものより数センチほど幅が広いセミダブル。山本さんが先にベッドに入って、手を広げて俺を呼び込む。俺が布団の中に入ると、山本さんはおっぱいを俺の顔に押しつけてきた。凄まじい夜への熱意を感じる。

「ムラムラしてもちゃんと寝るんだよ」

　山本さんは、早速大きくなり始めた俺の肉棒に苦笑しながら、また頭を撫でてくる。

「起きたらいっぱいエッチしようね」

　その母性に抱かれたまま、俺は今日までの疲れを吐き出すように、昼間とは思えないくらいに安らかな眠りへとついたのだった。











０６．幸せで優しい時間









　目が覚めると、おっぱいの中だった。山本さんの腕に抱かれたまま、顔をいっぱいに圧迫してくるその豊かな実りを堪能して、よく窒息死しなかったものだと振り返る。あるいは幸福死というものがあったら、俺は死亡寸前の致命傷だったかもしれない。

「んっ……ソトミチくん……起きたんだね」

　俺の呼吸と体温の変化を感じたのか、山本さんも一緒に目を覚ました。そのうっとりした顔と目が合ったかと思ったら、俺はすさまじい力でおっぱいの深くへと埋められた。隙間などできようはずもない脂肪の密度に呼吸ができなくなって、俺がモゴモゴ言っていると「うんうん、私もよく眠れたよ」とよくわからない答えが返ってきた。

「むぐっ……ぉっ…………し、しぬ……」

「あ、ごめん。この前うちに弟が来たものだから、つい」

　そこでどうして「つい」になるのかはわからないが、どうにも弟たちは毎度このおっぱいプレスを受けているらしい。小さいうちからこんなことをされていたら、将来は苦労するだろうな。

「五時間くらいは寝たかな。調子はどう？」

　山本さんは片腕で俺の頭を抱えたまま時計を確認する。苦しくないぐらいには力を抜いてくれたが、なかなかおっぱいから俺を放そうとしない。なんだか子供扱いされているみたいで……悪くない。

「元気にはなったよ」

　俺は平静を装って、寝起きからギンギンに勃起している愚息を山本さんから遠ざける。しかし、そんなわずかな腰の動きも山本さんが見逃してくれるはずもなく、布団の中ですぐさま山本さんの手が追いついてきた。

「元気いっぱいだね」

　山本さんはパンツに手を入れて直にペニスを握ってきた。

「あんなことをされると仕方ないというか」

　起き抜けにおっぱいがあったら勃起するしかない。昨晩からの美優との触れ合いといい、寝て起きたら隣に美少女がいるなんて、俺の人生はいつの間にこんな恵まれてたんだ。

「おっぱい好き？」

　山本さんは横向きでも形のいい胸を両肘で挟んで強調する。学校でパイズリしてもらった記憶が蘇ってきて、俺の勃起は一段と硬さを増した。

「おっぱいは……」

　好きじゃない男なんていない。学校であれだけ大量に乳内射精させてもらったのだから、好きであることは山本さんだってわかりきっているはず。だが、俺のおっぱいへの「好き」は、そこら辺の「好き」とは少しばかり事情が違う。なにせあの巨乳の妹に、その胸の膨らみを見せつけられながらこれまで毎日を暮らしてきたんだ。しかも、最近ではお風呂やベッドにまで入ってくるし。

　それでも胸だけは触るなと禁欲を強いられてきた。山本さんがセックスができなくて悩んでいたように、俺にも長年溜まったフラストレーションがある。佐知子もある方だったけど、まだ年相応だったというか、とにかく美優と山本さんのおっぱいは次元が違う。心ゆくまで味わわせてくれるなら、俺は寿命が縮んだっていい。

「おっぱいは……その……かなり……好きな方……ではある……」

「ふーん。そっか」

　山本さんは俺のペニスを握る手の握力を強くして、ところ構わず勃起してしまう卑しさを責めるように、海綿体への血流を止めてきた。自分の手とは違う肌感が竿全体を包んで、手首で脈拍を測るような血管のパルス運動を感じる。

　他人の手にペニスを掴まれる感覚はいつもゾクゾクする。美優のことを考えていたことも手伝ってか、俺は完全に発情してしまっていた。兄として申し開きのしようがないけど、これは山本さんのおっぱい効果もあるんだ。美少女二人分のエロスに、男が性欲を抑えられるわけがない。

「そんなに好きなんだ」

　山本さんは俺のペニスを掴んでいた手を動かし始めた。ただの手コキだというのに、山本さんの体は手のひらでさえ凄まじい肉感だ。

　それから俺の反応をひとしきり楽しんだ後に、山本さんはパンツを脱ぐように催促してきて、俺は山本さんの手の動きに合わせて腰を上げると、あっけなく下を裸にされてしまった。

「っ……あぁ……気持ちいい……」

「ねえ、ソトミチくん」

　山本さんは俺の肉棒をシゴきながら、自分のＴシャツを鳩尾近くまでめくり上げた。そこからは白桃のように輝く下乳が美しい丸みをのぞかせている。

「おっぱいは好きですか？」

「あっ……おっ……ぁぁあ……す、好きです……！」

　見た瞬間に体の熱が跳ね上がった。山本さんも俺の肉棒を擦る手を速くしてきて、いよいよ本格的にエッチな雰囲気になってくる。

　女の子にリードしてもらってばかりで情けなくもなるが、俺なんかがこの美貌に好き勝手触れていいものか、迷ってしまう。山本さんなら何をしても許してくれるとわかっていても、ずっと美優にあれこれ制限されてエッチをしてきたせいか、踏み込む勇気を出せなかった。

「ソトミチくんは正直でいい子だね」

　山本さんが亀頭を撫でてくる。褒められた経験が少ないせいで、心臓がくすぐられるみたいに嬉しい。

「あっ……あの……」

　やっぱり俺ばっかりが気持ちよくなってちゃダメだ。俺だってもう童貞ではないんだし、いつまでも山本さんの手淫に身を任せていられない。前戯をしてあげないと。

「お……おっぱい……触ってもいい……？」

　口にしてみると、欲望を吐き出しただけみたいになった。乳首責めして気持ちよくしてあげるのは前戯の常套手段ではある。でも、おっぱいを触らせるのは、山本さんからしたら男側へのご褒美だしな。

「んー……そうだなぁ……」

　山本さんは少し悩んでから、下乳をチラ見せしていたＴシャツを下ろした。切り出し方に失敗したか、と気落ちしていると、山本さんが俺の手を引っ張ってくる。

「入れていいよ」

　山本さんはわざわざ下ろしたＴシャツの裾をパタパタさせた。

　そこから手を入れろということか。

「山本さんのおっぱい…………ほんと、おっきいな……」

　俺はときおり手を迷子にしながらも、山本さんの腹部からＴシャツに手を差し入れた。俺と山本さんは、もうとっくにエロいことをしてる間柄なのに、こうして服の中に手を忍び込ませると、いけないことをしているみたいで興奮する。その間にも、山本さんは俺に手コキをしていた。

　薄いＴシャツに、山本さんのおっぱいの形と、それを掴む俺の手の形だけが浮かび上がっている。鷲掴みにした山本さんのおっぱいは柔らかかった。切りたてのメロンみたいなハリツヤがあるにもかかわらず、マシュマロのような感触をしている。弾力を残したままだった美優のおっぱいよりも、指の溝にまで肉が絡みついてくる。俺はこんな肉感にペニスを挟ませてもらったのか。

「はぁ……はぁ……山本さん……あの……」

　もっと先までいかないと。胸を揉んでいるだけでは、山本さんが気持ちよくならない。

「さ、先っぽの方も、触っていい……？」

　性感帯は、普段は決して触れることの許されない、デリケートな部分。だがセックスとなれば、その性感帯を触らなければ始まらない。いけないことをするから、それが許されるから、セックスは気持ちいいんだ。

　このゼロか百かこそが、性交渉の難しいところ。とはいえ、美優の繊細さに比べれば、山本さんは真逆の温厚さを持った仏のような存在だ。怖がることなんてない。なにせ俺は、あの美優を相手に、あれだけのことをしているんだから。

「先っぽも触りたいの？」

　山本さんはクスッと笑って顔を近づけてきた。

「気持ちよくしてね」

　山本さんの息にゾワッとすると同時に、やる気がふつふつと湧いてきた。山本さんにお願いをしてもらえた。身体を触って、快楽を与えてほしいと頼まれたんだ。男としてこれ以上の喜びはない。

「んっ……」

　乳首に触れると、山本さんが体を強張らせた。美優のおっぱいに比べて乳房も大きい分だけ乳首も少し大きい。摘めば指の腹でしっかり摘めるくらいのサイズだ。この硬さ、山本さんも興奮してるのかな。

「どんな感じに触ったらいいかな……？」

　前戯に関しては、俺はほとんど童貞みたいなものだ。佐知子とのセックスは、美優をオカズにしないで射精することばかりに夢中になっていたし、労りも思いやりも足りなかったように思う。たまたまあの激しいセックスを佐知子が気に入ってくれていたからよかったけど。男として、女の子にきちんとしたプレイをしてあげた経験はまだない。

　それに比べて山本さんは真逆。経験豊富な床上手だ。この経験の差を埋めるだけの器用さは、俺にはない。鈍いと思われようが、どうしてほしいのか教えてもらうしかなかった。美優に何度も情けない姿を晒してきたせいか、今になって男としての意地なんてものはなくなっていた。

「ソフトタッチが嬉しいかな」

「……わかった」

　俺は乳首を指でコリコリするのをやめ、柔肌をさするように優しく転がした。

「ふっ……んんっ……はぁ……いい感じ、だよ、ソトミチくん……」

　乳房への愛撫も忘れず、ときには乳首の周りを指先で擦って焦らす。

　美優に舐められてたとき、たしかこんな感じにされると気持ちよかった。

「ふぁっ……んっ……きもちぃ……あっ……」

　山本さんが喘いでいる。

　俺が山本さんを感じさせているんだ。

「山本さん……あっ……うっ……俺も……気持ちいいよ……」

　山本さんも手の動きを激しくして俺の性感を煽ってきた。二人で感じさせ合って、挿入しているわけでもないのに気分が高まってくる。

「んあっ……あ……ソトミチくんの……とってもぬるぬるしてる……いつ触ってもこの硬さと先走りの量はすごいね……」

　山本さんは俺の我慢汁を掬ってペニスに塗りたくる。その滑りを利用して、山本さんは根元から先端までを丁寧に長いストロークで擦ってくれた。飽きることもなく、何度も、その硬さを確かめるように。

　山本さんにとっても、前戯で手コキをこんなにも続けたことは初めてのはずだ。俺以外の男は、山本さんの色気に当てられるだけで射精してしまう。山本さんにとっては、俺が勃起していること自体が悦びなんだ。

「はぁ……あの……こ、これ……」

　俺は山本さんの乳首を軽く引っ張って、そこに意識を向けさせる。

「す……すっ……吸っても……いいかな……？」

　言ってしまった。山本さんのおっぱいに、触るだけじゃなくて、むしゃぶりつきたい。手を伸ばす距離なんかじゃなく、密着して山本さんを感じたい。

「んっ……どうしよう、かな……」

　山本さんは微笑みながらも迷っていた。もう空気も成熟して、いい感じに脳内がピンク色になる頃合いのはずだ。

「うーん……まあ……ソトミチくんなら……」

　山本さんは片手でＴシャツをめくり上げると、片乳だけを俺の前に露出させた。

「ほら、ここだよ」

　山本さんは恥ずかしそうにはにかんで、それでもＴシャツの裾を握った。いいのか、俺がこの魅惑の果実を、口にしてしまっても。いや、今さらやめるなんて無理だ。ずっと巨乳の乳首にしゃぶりついてみたかったんだ。こんな子供をあやすみたいに誘われたら、逆らえるわけがない。

「山本さん……んむっ……」

　俺は本能のままに山本さんのおっぱいに吸いついた。舌に乗る確かな硬さ。突起部を口に含むと、母乳が出ているわけでもないのに、喉元から何かが満たされていく。

「あっ……んっ……！」

　山本さんの嬌声に一層のツヤがかかる。山本さんが優しく触ってほしいと言ったのはしゃぶりつくときだって同じはずで、俺は舌を脱力させたままで乳首を舐めて転がしていく。

「はぁ……あんんっ…………気持ちいい……ソトミチくんにおっぱい吸われるの、すっごくいい……っ」

　山本さんは体をビクつかせておっぱいを口に押しつけてきた。演技なんかじゃなくて、本気で感じてくれているんだ。山本さんに気持ちよくなってもらえるなら何時間でもこうしていたい。

　しかし、そんな気持ちとは裏腹に、俺の中では別の欲望も生まれていた。思いきり、乳首に吸いつきたい。甘噛みしたり、舌を尖らせてグリグリしたり、乳輪ごと食べてしまいたい。そんな、欲望のままにおっぱいを貪りたい欲求と、山本さんを気持ちよくしたい想いが、俺の中でせめぎ合っていた。

「んっ……もう……ソトミチくんたら……そんなに夢中になって…………こっちは……どうなってるかな……」

　山本さんは俺の肉棒を根元から絞り上げると、鈴口に指を滑らせて先走りを掬い取る。

「うふふっ……私のお乳の代わりに……ソトミチくんのエッチなお汁がたくさん出てる……」

　山本さんが再開した手コキは、まるでローションをつけているように滑らかだった。カリに引っかかる山本さんの指が肉ひだのようで、オナホにペニスを突っ込んでいるような錯覚さえ覚える。

　腰を動かして剛直を突き立てると、山本さんの手の中でニュルッと快感が生まれた。オナホどころの気持ちよさじゃない。由佳と極薄のコンドームでセックスしていたときより、ずっと生々しい快感がある。

「ふあ……あっ、んんっ……なんだか……手にズボズボされてるの……私も気持ちよくなってきちゃった……」

　山本さんは手を固定して、俺の挿入を歓迎した。それどころか、俺の頭にもう片方の手を置いて、おっぱいを寄せてくる。手のひら全体を使って、頭の先から後頭部まで、じんわりと手の体温を伝えながら、山本さんは俺の頭を撫でてくれた。

　思考力が徐々に失われていって、おっぱいを吸うことと腰を動かすことしか考えられなくなってくる。山本さんの手は、どんなに激しくペニスを擦りつけても穴の形を保ってくれた。そんな献身的な山本さんに、俺はペニスを根元まで突き刺しては引き抜いて、ひたすらに性欲を剥き出しにしていた。

「ソトミチくん、一生懸命でかわいい」

　頭を撫でられて、おっぱいの柔らかさを堪能して。そこに山本さんの優しい声が届くと、脳が溶けるみたいにじんわりと麻痺してくる。おっぱいを舐めて勃起をすると、山本さんが喜んでくれる。それが嬉しい。

「あっ……んんっ……ソトミチくん……おっぱいを吸うのも上手……。いいんだよ、ソトミチくんの好きなようにして。思いっきり吸って、腰もいっぱい動かして」

　山本さんの許しを聞いて、俺は母乳を求める赤ん坊みたいに乳首を強く吸った。果肉も潰れるくらいにいっぱい揉んだ。脚を広げて、山本さんが手で作ってくれた肉穴に、ペニスの全部が貫通するように腰を振った。

「これから、たくさんエッチするんだもん。いっぱい練習しないとね」

　山本さんは布団をベッドから落として、俺が欲望に溺れるサマを見守ってくれた。俺は山本さんのおっぱいに甘えて、精子を出しても孕ませられないその穴に、性器を擦りつける。

「ほら、前と後ろに動かして」

「ふあっ……んむっ……んっ……」

「いち、に。いち、に。ふふふっ。上手上手」

　美優としたときとも、由佳を犯したときとも違う。成長の過程で築き上げてきた大事な何かが、急速に失われていく。山本さんは「本当に赤ちゃんみたいになっちゃったね」と俺の頭をヨシヨシしてくれた。何をしても褒めてもらえる。その安心感に、俺は心をとろかされていた。

「甘えたさんのソトミチくん。妹とのエッチのあとは、ママとエッチがしたくなっちゃったのかな」

　実の妹に射精させられて。同級生に赤ん坊のように甘えて。俺はシスコンでマザコンのどうしようもない男だ。

　でも、仕方ないんだ。そんな残念な俺を二人は受け入れてくれる。どんなに無様でも、エッチをしてくれる。痛いぐらい射精させられることになっても、この幸せから離れられない。もしかしたら、俺はこれから美優とも、こうしておっぱいを……。

「あっ、んんっ、ああぁっ、や、ばい、あ、出ちゃう……!!」

　おっぱいの感触と手淫の快楽を、美優の想像と錯覚して、急速に射精欲が膨らんでいく。

「あらあら、どうしよう…………しょうがない、えいっ」

　山本さんは俺に密着すると、肉棒をふとももで挟み込んだ。まだ味わったことのない肉感に性器を刺激されて、俺の射精への抵抗は瞬殺された。

「あうっ、ぐはぁ、あっ、出る、出るっ──！」

　びゅくっ、びゅるるっ、どぷっ──！　と、山本さんのふとももの間に、俺は大量の精液を吐き出した。口の中に出したとき以上に、女の子を汚してしまった感覚が強くて、その罪悪感がさらに射精を後押しする。

「や、やばい、めっちゃ出ちゃった、どうしよう」

「大丈夫じゃないかな。多分ベッドは汚れてないと思う」

　山本さんは仰向けになって体を畳んだ。Ｔシャツは首元まで上げて、肌が露わになったお腹の上空で、ふとももを開く。ぬちゃっと糸を引いて、おびただしい量の精液が、山本さんのおへそに落ちていった。

「この調子だと、私のパンツにはかかってるかも」

「うっ……ごめん……」

「いいのいいの。気にしないで」

　山本さんはベッドに備え付けていたティッシュで精液を拭いた。何枚ものティッシュを使ってようやく拭き取れるほどの量だった。

「美優ちゃんを思い出すようなことを言ったら出ちゃうんだもんね」

「なんとか抵抗はしてみたんだけど、このザマで……」

「うふふ。わかりやすくて面白い」

　山本さんは硬いまま抜け殻になった俺のペニスを小突く。

　そして、しばらくそうやって遊んでから、顔を上げてニコッとした。

「お夕飯にしよっか」

「いいのか？　俺は、その、挿れるくらいなら、どうにかできると思うし。暴発しっぱなしで悪いから、頑張る、けど……」

　下手をしたら、今日はこのまま本番をせずにお開きということもありえる。山本さんはセックスをしたくて俺を呼んだのに、これでは俺ばっかりが得しただけだ。

「むう……」

　しかし、そんな提案をした俺を、山本さんは不満顔で睨んできた。

　なんだろう。ものすごいデジャブだ。

「さっきまでのかわいいソトミチくんはどこに行ったのかな？」

　山本さんはいきなり俺を抱きしめてきて、引きずり込むようにベッドに倒れ込んだ。

「うぉあ!?」

　そして、起き抜けのときみたいに、おっぱいで俺を窒息させてくる。

「うぐっ……うっ……うううっ……！」

「こーらー。そーとーみーちーくーん」

　山本さんのマシュマロおっぱいが、ぴったりと俺の口と鼻を塞いで、呼吸を許してくれない。

「う……うぅ……」

「反省した？」

　山本さんは俺を解放してベッドに転がした。

　死ぬかと思った。

「ゲホッ、ぐふっ……わ、悪かったって。でも、いい加減、山本さんもできないと、不満かなって」

「そう？　私、そんなにつまんなそうだった？」

「そんなことはないけど」

　とても楽しそうではあった。でも、前戯とセックスはまた別だろうし。俺が勝手にイっちゃったからな。

　でも、そういえば美優も、女の子はイクことだけが満足じゃないって言ってたか。山本さんは本当にあれで精神的にも満たされたのかもしれない。

「まあ、そういうことなら、飯にするか」

「そうそう。それでいいのです。精をつければまたエッチはできるし。さっきのエッチも楽しかったし」

　山本さんは服を整えると、俺を跨いで先にベッドから降りた。

「ソトミチくんは楽しかった？」

　山本さんは、どこか照れ隠しをするように手で髪を梳いて、横目で俺に訊く。

「そうだな……」

　まさか現実であんなことをしてもらえるとは思わなかったし。

「人生で、一番楽しかったかも」

　かも、は余計だった。

　絶対にあれより楽しかったことなんてない。

「えへへ。いいお言葉をいただきました」

　山本さんはスキップをするようにキッチンに戻った。あれだけ気分がよさそうなんだから、俺の選択に間違いはなかったんだよな。

「料理、俺も手伝うか？」

　俺もベッドに座って服を着てから、エプロンを着けている山本さんに声をかける。

「二人で立つと狭いからいいよ。ありがと」

　山本さんの料理の手際のよさは、美優と同じくらい。どちらを上とするかは難しいところだ。断っておくが、俺と美優を比べると、美優のほうが圧倒的に料理が上手い。

「あのさ、ご飯の後だけど」

　俺には山本さんに聞かなければならないことがあった。俺と山本さんの目的は、セックスをすることだけ。なら、夕飯を食べた後も、エッチをする方向に話が進んでいくはず。

「今日は、どこまでする？」

　セックスのタイミングを女の子に尋ねるなんて、男にあるまじき行為だが、ここまで延びてしまったからには山本さんの気分を最大限に尊重したい。

「エッチはしたいけど、そんなに焦ることはないかなって」

　山本さんは野菜の皮を剥きながら答えた。エッチはしたいけど焦ることはない、とはまた難解だ。じっくり落ち着いた状態でしたいから、俺の精力が衰えている今はエッチは保留するということなのか。それとも、夕食の後にエッチはするが、本番はしなくても構わないということなのか。

　山本さんはずっとセックスをしたくて溜め込んでいたはずなのに、そこまで本番への熱意を感じない。昼間もあっさり寝ちゃったしな。よくよく考えてみれば、山本さんは本番に関してはただ寸止めされてたからツラかったってだけで、それ以外のエッチだってきちんとしたことはなかったんどよな。

　だとすると、どんな流れになるにせよエッチをすることにはなりそうだし、俺は中途半端に手伝いをするよりも休憩をしていたほうがよさそうだ。これだけ積極的にお世話しますって意気込んでいる人は往々にして、自分が尽くしたいままに尽くさせてもらうことが喜びだったりする。

「そしたら、俺はご飯ができるまで寝てるから。用があったら呼んでくれ」

　場合によっては、俺は身の回りの一切を山本さんに任せてしまったほうが、喜ばれるのかもしれない。そう思っての発言に、山本さんは手を止めて、ニヤリと口元を緩めた。

「ソトミチくん、わかってきたね」

　ああ、やっぱりそういうタイプだよな。

　なら俺がすべきことは、山本さんの献身を全力で受けることだ。

　頑張ろう。頑張って、楽しもう。

「あ、でも、ソトミチくん。一応は私からも聞いておくんだけどさ」

　今度は、やや緊張した声音だった。俺の耳もピンと鋭くなる。

「ソトミチくんは、早く本番エッチしたい？」

　どうやら、俺が本番をしないのかと聞きすぎたせいで、俺がセックスを熱望しているのかもと心配されたらしい。

「俺は早くしたいとかは全然ないよ」

　妹離れのためにセックスがしたいのは変わらないが、セックスそのものに興味があるわけではない。セックスの経験はあるし、普段から美優に「イヤ」と言われまくっている俺にとっては、エッチに本番がないのが当たり前みたいになっている。

「ならよかった。私も私で、ソトミチくんに喜んでもらえるように、考えてるから」

　再開された料理の下処理。その鮮やかな手さばきに、鼻歌が混じっていた。

「楽しい夜にしようね」

　山本さんの言葉に、俺は「うん」と簡単な返事だけをして。

　ベッドで横になり、エッチの余韻に浸りながら、食事が出てくるまでゲームをしながら休んでいるだけという極めて堕落した時間を過ごすのだった。
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　夕食の後、食器洗いの申し出すら断られた俺は、スマホを手にベッドで寝転び、鈴原とメッセージアプリでオフ会について話していた。着々と準備が進んでいるらしく、夏休みの中頃には開催できるよう、具体的なスケジュール立てが行われている。

　主催者として鈴原の友人が幹事となり、鈴原と女の子一人が副幹事をやるようだ。友人といっても全員ネットで知り合った仲で、俺はまだオンラインゲーム上でも挨拶をしたことがない。

「何してるの？」

　洗い物が終わって山本さんがベッドまで戻ってきた。俺も体を起こして、二人並んでベッドの縁に座る。

「オフ会が本格的に始まりそうだから、バイトの調整しようって相談されてる」

「オフ会ってどんなことするの？」

「カラオケルームに集まって談笑したりゲームしたりじゃないかな。で、ご飯を食べて解散……とかが一般的だと思う」

　ＳＮＳのゲームオフ会の報告などを聞いていると、ほとんど喋らずにゲームだけやって解散になることも多くある。

「ネットだけでお喋りしてる人と会うって新鮮な感じだね」

「ゲームとかアニメ関係でネットをやってる人は現実の人格とまったく違うキャラの人もいるからな。俺はどちらかといえば怖いよ」

「考え方の問題だよ。ソトミチくんは失敗したらどうしようとか、相手が変な人しかいなさそうとかばっかり考えてるでしょ」

　山本さんは指で俺の肩をグイッと押す。俺の顔を覗き込むように首を傾げる山本さんが可愛い。

「目標でも立ててみたら？　その一つが成功したら、他が上手くいかなくても、その日が無駄だったとは思わなくなるよ」

　オフ会の目標か。彼女ができたらいいなとは思っていたけど、山本さんを相手に妹離れが上手くいかなかったら、もう彼女を作っても意味がない気がする。熱血化した鈴原の誘いにダラダラと付き合ってたせいで、もう引くこともできなくなったが。

　ともすれば、もう女の子に固執する理由もない。ゲーム自体は好きだし、これからそういう趣味のツテで知り合いが増えていくことを考えれば、オフ会はその入り口でもあるか。

「友達を一人作るとか？」

　口にしてみて、若干の後悔。友達がたくさんいる山本さんの前で、安易にダサいことを言ってしまった。

「いいねそれ！　同じ趣味の人で集まるんでしょ？　何かのいいきっかけになるよ！」

　山本さんは俺の手を取って微笑んでくれた。気恥ずかしいけど、心底嬉しい。そうだよな。山本さんはこういう人だ。

　美優の場合だったら「そんなことで悩んでバカじゃないのお兄ちゃん」とか言って、説教を垂れながら俺に正解を教えてくれたのかもしれない。どっちもタイプが違うだけで、世話焼きなんだよな。優しさが身に染みる。

「友達って定義が難しいところだから、連絡先が交換できたら成功だーって感じで決めとこうよ」

「連絡先は鈴原のやつが全員交換のタイミングを作るよ」

「それでいーの。絶対に成功するオフ会だよ？　楽しくない？」

　なんという話の丸め方か。たしかに、連絡先を交換するという目標があって、残りはお喋りしながらゲームをするだけって考えると、気楽なもんだな。

「ありがとう。なんか、行く気になってきた」

「いえいえ。せっかくの機会なんだから、話題作りとでも思ってドンと構えとけばいいんだよ」

　成功も失敗も人生の糧ってことか。考え方次第ってのは、こういう意味なんだな。　

「そういえば、プリントを配ってるときも似たような話をされた気がする」

「あれからちょっとずつ喋るようになったよね」

「まさか本当におっぱいが揉めるとは思ってなかったよ」

「んふふ。もう一度、お触りになりますか？」

　山本さんは先端がぷくっと浮いたＴシャツの胸部を引っ張る。シャワーを浴びてからはブラジャーをつけていない。触ればまた、生の感触を味わえる。

「いいの？」

「いいよ」

　さりげなく耳元で息を吐くように、山本さんは許しの言葉を口にした。エッチの勢いで触ったときよりドキドキする。

　俺は息を押し殺して、Ｔシャツの上から山本さんの胸を鷲掴みにした。何度触っても、本当に柔らかい。美優も山本さんも、この大きさでどうやってこのハリを維持しているんだろう。

「手を入れてもいいかな？」

「うん…………うっふふ。うん、いいよ」

　山本さんは急に吹き出して、口角を上げっぱなしにしながら胸にかかっていた髪を肩の後ろに退ける。

「えっ、なんか、変なこと言った？」

「そうじゃなくて。最初から直に触られると思ってたから」

　なるほどそういうことか。布越しにおっぱいを触るのもまた違った味わいがあるから、肌の感触を味わいたい気分にでもならなければそれで満足するつもりだった。でも、この状況でおっぱいを触るって、普通なら直で触ることまで許されてるはずだよな。

「ソトミチくんさ、さっきエッチしてるときも思ったんだけど」

　山本さんは喋りながら、両手でＴシャツの裾をつまんで隙間を開ける。まずはどうぞということらしいので、俺は遠慮なく手を入れて山本さんのおっぱいを揉んだ。温かくて指先から癒しが伝わってくる。

「んっ……触るときに、毎回許可を取ろうとするのは、美優ちゃんの影響？」

　指摘をされて、俺は思わず硬直する。

「そうかもしれない。そんなに気になったか？」

　美優はどこまで触っていいのか、その基準がわからなすぎて、すっかり許可をもらうことが癖になっていた。まさかのタイミングでの「それはイヤ」と「別にいいけど」の繰り返しが、俺の記憶の中で蓄積されていたようだ。

「だって。おっぱい触っていいよって言ってるのに、乳首に触るときも許可を取る人なんて、初めて見た」

　山本さんはまた思い出したように笑う。

「ああ……なるほど……」

　乳首を触るときに、山本さんがクスッとしていた理由はそれか。舐めるのはともかく、いちいち乳房と乳首で許容範囲を分ける人はいないよな。

「美優は基本的にお触り禁止だから。判断基準もワケわかんないんだよ」

「お触り禁止なの？　おっぱいも？」

「首とふとももと胸は絶対不可侵領域らしい」

「敏感になりやすいところだもんね」

　美優が接触を禁止したその三ヶ所は、軽く刺激するだけで喘ぎ声が漏れるほど感じるらしい。男性経験が皆無の美優がそこまで開発されているとなると、遥とそれはもうすごいことをやっているんだろうな。今頃も、旅行先で乳繰り合ってるんだろうか。……と、いかん。女の子のおっぱいを揉みながらする想像としては低俗すぎた。

「いつもは手でしてもらってるだけなの？」

「まあ……うん」

　手でしてもらうようになったのは最近で、それまでは俺が一方的に美優の口に射精してただけなんだよな。そんな背景をどう説明しようか迷っていると、山本さんがハッとしたように発言を訂正した。

「あんまり聞かないほうがよかった？」

「俺も隠したいわけじゃないんだ。ただ、美優の尊厳にも関わってくることだから、全部を教えるのは難しくて」

　あれだけ不味いと言われた精液を、美優が平然と、むしろ率先して飲んでいると聞いたら、山本さんはどんな反応をするだろうか。俺だってそういうところが気になったりはする。山本さんが別の誰かに話したりすることはないと信じているけど、それと美優の尊厳を無視するのとはまた別の話だ。

「了解です。さっきの話もだけどさ、ソトミチくんのそういうところ、いいと思うよ」

「許可を取ること？」

「そう。大事にされてる感じがして、嬉しい」

　山本さんは俺の手を両手で押さえて、控えめに揉んでいた俺にもっと鷲掴みにしていいと暗に伝えてくる。

「だから、うちにいるときは、いつでもおっぱいに触っていいよ」

「いつでも？　エッチが終わった後とか、お喋りしてるときでも？」

「寝てるときでも、お風呂に入ってるときでも、料理をしてるときでも、テレビを観てるときでも。ブラを着けてるときは外していいから」

「そんなに!?　ま、まあ、そういうことなら、覚えてはおくよ」

「別におっぱい以外も好きにしていいけどね」

　山本さんは俺の空いている手を取って、ふとももの、鼠径部の近くまで誘導する。山本さんの家にいるときはこの体の隅々まで好き勝手にしていいということか。山本さんなら本当に怒らないんだろうな。美優が相手なら絶対に考えられない。

「そういえばテレビとソファーもあるんだな」

「あるよ。一緒に観よっか」

　俺と山本さんはソファーに並んで座った。といっても、うちにあるような立派なものではなく、脚付きで簡単に運べる小型のソファーだ。

　夕方過ぎのこの時間帯は、バラエティ番組がたくさんやっている。俺はゲームとアニメばっかりで、芸能人の名前がわからないから、話題についていけるか心配だ。

「山本さんはテレビはよく観るの？」

「休みのときには、大抵はテレビを観ながらダラダラしてるよ」

　意外だな。もっと毎日がキャピキャピしてるものだと思っていた。でも、こうして二人で過ごしてみると、山本さんも家でゆっくりしている方が好きなのかもしれない。

「旅行はしないの？」

「旅行は考えてないかな。友達とお祭りに行くくらい？　それと、バイト先の人たちと釣りに行ったり……あ、キャンプの予定があったや」

　結構あるんだな。とはいえ、それも想像とは違っていた。海外のでっかい塔をバックにして写真を撮ってるイメージなのに。

「山本さんのバイトっていうと、モデルとか……？」

「ふふっ。なあに、それ。居酒屋だよ。時給八二十円」

「い、居酒屋？」

　山本さんのハツラツさならピッタリの職業ではあるか。家庭教師とか旅館の手伝いとか、もっと割のいい仕事がありそうなのにな。なんでそんなに普通のバイトをしているんだ。

「時給八二十円だと稼ぎ少なくない？」

「そう？　ソトミチくんのイベントスタッフはどれくらい？」

「事務系なら時給千円。設営ならもっとするな。拘束時間で計算されるから、長い日は日当で一万円近く出るよ」

「いっぱいもらえるんだねぇ」

　山本さんはさして興味もなさそうに、俺の腕に体を寄せてぼーっとテレビを眺めている。ソファーには二人でどっしり構えても余裕で座れるだけのスペースはあるのに、スキンシップが好きな人と一緒にいるとこんな感じになるのか。

「ソトミチくんのバイトの予定は？」　

「今のところは明日と四日後かな」

「そかそか。私は明日と明後日のお昼だから、明後日の夜にはまた会えるかな」

　また会える、か。山本さんと俺って、ただのセフレなんだよな。しかも悩みを解決するためにセックスをすることにした特別限定の。こんな恋人みたいな時間を過ごしてていいんだろうか。

　家にいる間は好きなタイミングで体のどんな場所にも触っていいサービスまでついている。たとえば、こうしてテレビに意識を向けている山本さんのふとももを、スリスリしてもいいわけだ。

（お、おぉ……たまらない肉感だ……）

　美優も必要な脂肪は残しているとはいえ、この体格差とムチムチ具合には破壊的な違いがある。甚だ失礼な形容をするならば、これはもはやセックスをするために生まれたような肉体だ。下手をしたら山本さんの体に触っているだけで射精してしまう人もいそうだな。

「気持ちいい？」

　山本さんはまるで嫌がる素振りも見せず、俺の体に密着してくる。また股間が窮屈になってきた。

「ねえ、ソトミチくん」

　山本さんが、なにか思いついたように俺に耳打ちする。

「な、なに？」

「んふふ」

　チラと目をやれば、そこには山本さんの蠱惑的な顔がある。山本さんの清楚なイメージから繰り出されるこの淫乱な雌顔は、男の生殖器に与えるインパクトが強すぎる。

「私もソトミチくんの、お口に咥えてもいいですか？」

　まさかの山本さん側からのフェラをさせてほしいとの要望だった。山本さんは髪を片方にまとめて、目尻を煌めかせながら見つめてくる。

「あ、ああ、う、うん」

　これが意趣返しというやつなのか。山本さんは許可を取った後も、ジレジレと俺の膝を擦ってくるだけで、直に触れようとはしてこない。

「こ、ここ、これを、舐めてもらえると……」

　男は射精させてもらいたい生き物なのだから、堂々とペニスを晒して射精を催促しろと言われた気がした。尽くしたがりの山本さんは、関係さえ成熟すれば性処理の命令をされることにも喜びを感じるのかもしれない。俺は恐る恐るパンツごとズボンを脱ぎ、山本さんが咥えやすいように軽く脚を広げる。

「わあ……」

　山本さんは指で俺の肉棒をスススッとなぞる。

「ソトミチくんのエッチ」

　山本さんはちょっぴり理不尽なセリフを吐いてから、手すりまで腰を引いて俺の肉棒を舐め始めた。カリから亀頭までを舐めて、パクっと唇と舌で挟むと、奥までは咥え込まずに先端だけを舐め続ける。

「ああうっ……っ……はぁ……！」

　口内の濡れ方、唾液の粘り気、そして舌の感触までが完成されている。これ以上のフェラなんて、この世の中には存在しないと断言できる。

「はむっ……むにゅ……ソトミチくん……はぁ……これでもう……何回目だっけ……ぐちゅ……むちゅ……」

「ぐっ……ん、はぁ……ああぁ……そ、それは……」

　これを出せば、昨日と今日を合わせて、もう十回目の射精になる。相手が美優と山本さんじゃなかったら、きっとここまで性欲旺盛にはならなかっただろう。女の子の力は凄まじいものだ。

「ぷはぁ……。ソトミチくん、エッチ好きすぎ」

「え、いやぁ……男なら普通じゃないかなぁ……」

「十回も出すのが普通なわけないでしょー」

　山本さんは俺の肉棒を手でいじって、反り返りによってお腹の方に戻ろうとする動きを楽しんでいる。

「あっ。マリーヤが歌番に出てる」

「最近よく動画が流れてる人？」

「そうそう。ミュージックビデオが面白いんだ。生歌を聞くの初めて」

　山本さんはテレビのリモコンで音量を上げる。そして、俺のお腹を枕みたいにして、ペニスを咥えながらテレビに顔を向けた。

「見づらくない？」

「咥えてたい」

「そっか」

　山本さんからしたら、数分咥えるだけでも長時間のフェラだもんな。女の子はイキッぱなしでもセックスはできるけど、男は射精したらほとんどの人がそこで終わりだし、触っただけで相手がイッちゃう体質って本当に不便だ。

　山本さんはフェラをしながら、俺が広げた脚に手を伸ばして、ときおり睾丸をマッサージしてくる。その快感に、俺は呼吸を止めて喘ぐのを耐えた。俺が声を出したら、山本さんが歌を聴けなくなってしまう。

「んふふ」

　山本さんはニヤニヤするだけで手の動きを止めない。俺が声を抑えているのを楽しんでいる。山本さんは優しい人だけど、たまにこうして小悪魔的なところが出てくるのがまた、らしいというか。学校で愛嬌を振りまいてるあの山本さんも、本性の一部なんだよな。

「はむっ……んぐ、むちゅ……じゅぶっ……ずじゅっ……じゅぶぶっ……！」

「っ……んふ……ぐっ……んん……！」

　次第に激しくなっていく山本さんのフェラ。明らかに視線が画面に向いてない。歌を聴いてるんだろうか。

「ぐちゅ、むちゅ……ぷは。えへへ」

「はぁ、はぁ、ほんと、山本さんのフェラ、すごすぎ」

「そりゃあ私がしてるんだもん」

　数々の男を秒でイカセてきた山本さん。そもそも、フェラまでたどり着いた男って、何人いるんだ。よくよく考えてみると、男がすぐイッちゃうのに経験豊富って、変な話だよな。

「ソトミチくんのも美味しいよ。チュッ」

「おっ、ああ。そ、それは、よかった」

　山本さんは亀頭を吸うように口づけした。俺はまだ、キスをしたことがないのに。ムスコが先にキスをされるなんて。美優ともして、山本さんともして、なんて羨ましいやつなんだ。

「味って人によって変わるものなの？」

「どうだろ。中学生の頃にしてそれっきりだから、記憶ないや」

　ああ、なるほど……と納得しかけた俺だったが、どうにも腑に落ちずに「なんで？」と重ねて尋ねた。

「ん？　だって、悔しいし？」

　山本さんはあっさりとそう答えた。お付き合いが条件付きになったのは鈴原が最初ではないらしい。山本さんにも男に射精ばかりされたら悔しいと思う感情はあったんだな。俺みたいな男にこれだけご奉仕をしてるものだから、てっきりこれまで付き合ってきた男たちにはもっと尽くしているものだと思っていた。

「ソトミチくんの精液はものっすごく不味いよ」

「それはもう全員に言われております……」

　俺の精液ってなんでそんなに不味いんだろう。こんなにたくさん出るんだから、美味しければそれだけ喜んでもらえたのに。精液が美味しいっていうのも怖い話だけど。

「ソトミチくんっていつ彼女いたの？」

「夏前に、少しだけ。数週間で別れちゃったけど」

「それも妹依存症のせい？」

「まさしくそれだな」

　佐知子もすごくいい子だったよ。あっちもあっちで美優の指でしてもらった快感が忘れられずにずっと悶々としていたらしいし、美優の周りの人間は誰も彼も影響されすぎだ。あのロクでなしツインテールも然り……。

「美優ちゃんにも不味いって言われてるんだ？」

「イカ刺しの何倍も生臭くて粘っこいとかなんとか」

「ほう……それはそれは」

　山本さんはなぜだかシタリ顔。

　そしてまたフェラを再開する。

「もし出そうになったら、お口に出していいからね」

「わ、わかった」

　山本さんも俺の精液はかなり苦手なはずなのに、飲んでいるうちに慣れてしまったのかな。美優も今となっては平然と飲んでいるし、飲み続けるとクセになる味なのかもしれない。

　俺はパンツを脱いで、脚を広げて、ソファーにどっしりと座っている。そこに女の子が横から覆いかぶさって、ペニスを咥えている。数ヶ月前の俺に、こんな光景が考えられただろうか。

「はむっ……ちゅぶっ……じゅるるっ……っはぁ、あっ……この芸人さん、ＣＤも出したんだ」

「この人は……っ……知らないな……」

「えーっとね、ムキムキで、高学歴で、歌が上手くて、運動音痴で有名になったモンちゃんって人」

　山本さんはスマホで人気動画を見せてくれた。漫才をやっているシーンだが、申し訳ないことに欠片も面白いとは思わない。

「この人が、人気なんだ」

「トークが上手いのにお笑いのネタがつまらないのをずっとイジられてた人なの。知識人だから色んな番組で長続きしてるんだよ」

「頭がいいってやっぱ大事なんだな」

　女の子はこういうところに詳しいよな。美優も芸能人とかは把握しているんだろうか。あいつもあいつで引きこもり体質なところがあるし、人に話題を合わせるための知識は持っていなくても不思議ではないけどな。

「というわけでそろそろテレビを消しますか」

　山本さんはテレビの電源をオフにして、着ていた服を脱いでまた同じ姿勢になった。俺は下半身裸、山本さんは上半身裸で、ソファーの上で重なる。

「おぉ……」

　ふっくらした丸みが、重力によってその迫力を増す。まさか、これって。

「どうしたの。そんなにジロジロ見て」

　山本さんはおっぱいで俺の肉棒を挟むと、先端だけが露わになった俺の肉棒を、舌を伸ばしてペロペロと舐めた。

「おっ、おっ、ああぁ……」

　しかし、あくまでも舐めるだけ。ときおり唇を使って軽いフェラをしてくれるが、肝心のおっぱいはまったく動かしてくれない。

「ん……あぁ……きも、ちぃ……」

　気持ちいいけど、足りない。おっぱいの柔らかさは感じても、俺の肉棒が熱すぎるせいで、山本さんの体温までは感じられなかった。ただそこに、景色としておっぱいがあるだけ。これじゃ生殺しだ。

「むちゅ……ちゅっ……ちゅぶ……んっ……」

　山本さんは俺の肉棒に何度もキスをしてくる。亀頭には何度も山本さんの愛が込められて、俺は山本さんのおっぱいを堪能できずに悶えている。

　エッチをしてもらっているのは他でもない俺なのに、目の前で別の男に寝取られているような悔しさがあった。あんなに愛おしそうにたくさんキスをしてもらえて羨ましい。まさか自分の肉棒に嫉妬する日が来るなんて。

　腰を動かして、乳房の肉肌を堪能したい。でも、俺が腰を動かすと、俺のペニスとのベロチューを楽しんでいる山本さんを邪魔することになる。

「んはっ……うぐっ……あぁ……」

　気持ちいい。気持ちいいのに、もどかしい。

「んふ。ソトミチくん、舐めても舐めてもお汁が出てくるよ。口の中がぐちょぐちょになっちゃった」

　山本さんは唾液を垂らして、谷間にたっぷりと粘性を仕込む。今度こそ、今度こそ、パイズリを、してもらえる──。

　そう思っても、山本さんはフェラを続けるばかりで、いつまでも焦らしてくる。

「あ、あっぐ……うぅ……や、山本さん……！」

　もう、我慢できない。こんなにお預けをされて、耐えられるわけがない。

「お、おっぱい、で、挟んでほしいんだけど……」

「んー？　もう挟んでるでしょ？」

　山本さんはニヤニヤしながら、おっぱいでギュッと肉棒に圧をかける。それでも、動かすことはしてくれなかった。もはや疑いようもなく、わざと焦らしている。

「そうじゃなくて、その、上下に、動かして……あの……パイ……ズリを……」

「へー。パイズリしてほしいんだ」

　山本さんは「パイズリ」を強調して繰り返す。

「学校ではあんな乱暴に使ったくせに、こういうときはとんと受け身だよね、ソトミチくんって。これだけ焦らしてるんだから、私を襲うようにしておっぱいを使っていいんだよ？」

　どうやら俺におっぱいを犯されることが望みだったらしい。なんたる淫乱巨乳だろうか。さすがの俺も悔しくなってくる。

「だったら、前みたいに俺が腰を動かすんじゃなくて……手でパイズリをしてもいてもいいかな……？」

「私はおっぱいを貸すだけで、持ち上げて擦るのはソトミチくんがしたいってこと？」

　山本さんはソファーから降りると、俺の股間にその重たい卑乳を置いてから「いいよ、好きなだけ使って」と自分からのご奉仕を止めて俺に身を預けてくれた。もうその献身的な姿を見ているだけで射精してしまえるほどエッチだった。

　俺は自ら望んだままに山本さんのおっぱいを持ち上げて、ペニスを包み込む。そして、それを上下に動かした。乳房は竿に絡みついてくるほどの柔らかさだった。勃起した肉棒に擦りつける速度を上げるほどに、水いっぱいのペットボトルを振っているような質量感が両手にのしかかってくる。上半身の衣服を脱ぎ去った山本さんの美麗な生肌に、その巨大な乳房がついているのは反則的に淫らだった。

「はぁ、はぁ、はぁ、あぁっ……きもちぃ……うっ……はぁ……」

　山本さんの巨乳で、パイズリをしている。いや、それはもはや、オナニーだった。山本さんはうっとりした表情で俺のことを見ていて、一人でしているところを観察されるのは美優とのエッチを俺に思い出させてくる。

　乳房をペニスの根元まで下ろすたびに、谷間から亀頭が出たり隠れたりして、俺の劣情が膨張した肉棒の形になって山本さんの目に晒されていく。それを自ら見せつけているのだと思うと、自分のしている行為が酷く惨めだった。

「あぅ……あああっ……や、ばい……」

　もうイッてしまいそうだった。俺はマゾなんかじゃないはずなのに。可哀想なものを見つめるその瞳が、たまらなく興奮する。おっぱいで自分のペニスをシゴく手を止められない。自分勝手に陰茎を刺激している浅ましさを見られることに、性欲が昂ぶるのを抑えられない。

「ああああっ……ああっ、はぁ……うぐあぁぁっ……ダメだ……うっ……気持ちよすぎる……うっぐ……!!　で、でる、でるっ……!!　ごめん、山本さんっ……あっ、あああっ……!!」

　生の肉棒がぐちょぐちょになったおっぱいの圧に包まれたまま弾けた。びゅっ、びゅっ、と二回目の発射までは、おっぱいの中で射精した感覚だけがあって、三度目からは乳圧に押し出された白濁液が谷間に滲み出してきた。

「わっ、すっごい量。明らかにここの体積を超えてるよね。どうやって出してるの？」

　山本さんは縮こまった玉袋をさすって、その小ささと射精の量とのギャップに驚いていた。

「でも、いっぱい精液が出るところ、とってもステキだよ」

　山本さんはおっぱいをクパッと開けたり閉じたりして、俺の精液でどろどろになった感触を楽しんでいた。そして、まだ芯が残ったままの俺の肉棒は、いたずら心いっぱいの山本さんにイジメられるように、精液まみれの乳房で再び挟み込まれたのだった。

「おっ、あ、あぁ……っ!!」

　山本さんの、パイズリだ。さっきのはおっぱいを使っただけのオナニーだったけど、それは間違いなくパイズリだった。山本さんが自分の手でおっぱいを持ち上げて俺の肉棒を刺激してくれている。

「もっと激しく使ってもよかったのに」

「だって……あんまりやると、山本さんも痛いだろうし……っ」

「平気だって言ったでしょ？　挟むときも、こうやって、これぐらい……」

　山本さんは俺の足を引っ張って、膝に乗っかれるぐらいの位置まで腰を突き出させると、肉棒を谷間の深いところに入れておっぱいごと抱きしめた。それを万力で潰すぐらいの勢いで挟み込んで、ニヤリと微笑った山本さんは、その脂肪の塊を股間に打ちつけるぐらいの勢いでパイズリを始めた。

「おっ、うっ、あぁっ……ヤバイ、それ……っ、あっ、ああっ……!!　俺、さっき出したばっかりだから……!!　ああっ、んぐっ……はあっ、ぅあああっ……!!」

　快楽のあまりに意識が遠のきそうだった。もうわけがわからないぐらいに射精もしている。いくらご飯と睡眠で休憩を取ったとはいえ、一日もしないうちに回復しきるはずもないんだ。射精をするたびにシャトルランをするような負荷が心臓にかかっていて、もうこれ以上は血管が耐えられそうにない。

「んふっ。女の子みたいに可愛い声を出しちゃってまぁ……ソトミチくんはここに来るまでにもたくさん美優ちゃんに出してもらったんだよね？」

「うっ、ああっ、ぐぅっ……それは……っ……そうだけどぉ……！」

　俺は美優が相手となると抗いようなく精液を搾り取られてしまう。そのときに何回射精していようと、妹に勃たせろと言われれば大きくなり、出せと命ぜられれば射精する。そんなどうしようもない体を蹂躙されているときが、どうしようもないほど幸せだった。

「ソトミチくんは、美優ちゃんに……ふぅ……んっ……この、敏感なとこをイジメてもらうのが、好きなのかな？」

「え、あ、ああっ……いや、そ、そんなこと……!!」

　山本さんは上下するたびに変形するおっぱいを大きく揺らして、俺が快感に苦しむ姿を見てさらに肉棒を激しくシゴいてくる。さきほど出した精液がローション代わりになって、濡れた膣に挿入しているようでありながら、膣ではありえないほどの圧力が俺のペニスを包んでいた。

「も、もう無理っ!!　無理だって……あっ、ああっ……射精……できない……ッ!!」

　俺がいくら言葉にしても、山本さんはパイズリを止めない。それどころか、俺が感じやすい乳の動かし方を学習して、力を込める箇所を少しずつ最適化してくる。

「あああっ、がぁ、はぁ、はあぁぅ……しぬ、しぬぅ……!!」

　本気になった山本さんのパイズリが、気持ちよすぎて、もうやめてほしくない。次に射精したら死ぬかもしれないのに、もうこの快楽から離れたくなくなっていた。

「はぁぁぅ……そんあ……あ、やば、い、で、出そう……!!　ああっ、あああっ……で、でる……出るっ……!!」

　これ、もうだめだ。本当に我慢できない。射精する。

　美優のことを考えてもいないのに、精子が出てしまう。

「ほらっ、また、ビクンビクン……ってしてきたよ？　出したい？」

「あう、うぅ、あぁあ……出したい……ッ!!　でも、もう……うっ、ぁあ、むり、死ぬっ、あっ……!!　ああっ……あぁああっ……!!」

　びぐっ、びゅっ、びゅるるっ、どびゅっ、びゅっ──！

　射精をして、さらに白濁していく山本さんのおっぱいは、それでもまだ止まらなかった。

「あああああっ!!　ああっ、ぐっあぁあ！　死ぬ死ぬ死ぬ!!　死ぬうぁああうっ、もう、射精できないっ……！」

「んー？　射精したくないなら、美優ちゃんのこと考えなければいいんじゃないのかな？」

「はあ、あぐっ、あっ、我慢、できなくて、あうぅあっ!!」

　おっぱいを股間に叩きつけられて、そのたびに精液が弾けて、俺の性器が犯される。次第に視界が白んで、山本さんの声が、少しずつ遠くなっていった。

　どうして射精が止まらないんだ。このままパイズリされていたら、俺は精液どころか生気そのものを奪い取られてしまう。

「あっぐ、あっ、またでそう……もう、むり……アッ、アッ、あアァアッ!!」

「うふふっ。こんなに精液まみれにして……おっぱいに射精しても、赤ちゃんはできないんだよ？」

　脚がガクガクと震え出して、いよいよ生命の危機を感じ始めた。

　俺は、今日、山本さんのパイズリで死ぬんだ。

「そろそろ死んじゃいそう？」

「あふ……う……もう……死んでる……」

　山本さんは緩やかにパイズリの速度を落としていった。おびただしい量の精液が山本さんの体にかかっている。山本さんは俺がマーキングした雄のニオイまみれになってしまった。

「ソトミチくん、美優ちゃんともこういうエッチをしたんだね」

　山本さんはパイズリを止めて、俺の肉棒を解放した。精液が床に落ちて液だまりを作っている。俺が美優のことを考えていないのに射精してしまったのは、美優に強制射精させられた経験を体が覚えてしまっていたからだったんだ。俺と美優のヤバイ関係が、また一つ暴かれてしまった。

「こ、こういうエッチをしてるっていうのは……気になったりするかな……？」

　美優のことは踏み込まないと言っていたのに、あえてその事実確認をしたのには、なにか意味があるんだろうか。

「……まあ、ちょっとね」

　山本さんは、必要以上に精液が垂れないように、体についた精液をすくい上げると、浴室へと歩いていく。

「ソトミチくんも、軽く流して行ったら？」

　俺も一緒にと誘われて、しばらく休んで体が動くようになってから、俺は浴室に入った。垂れ落ちた精液がシャワーで流せるように、浴室内で服を脱いで、山本さんと二人で裸になる。エッチをした後に初めて両方が裸になるって、珍しい状況だよな。

「今日はお疲れ様。さすがにやりすぎだったかな？」

「まあ、その、ああいうのは嫌いでは、ないから」

「そっか。ならよかった」

　山本さんは精液を流してから、ボディソープをスポンジで泡にして俺の体に乗せて、マッサージをするようにごくごく弱い力で全身を洗ってくれた。その極楽のマッサージが終わると、先に体を洗っていた山本さんと一緒に浴室を出た。居間に戻って、隣で着替えをする山本さんを横目に、俺は迷いながらも服を着た。結局、セックスまではしなかったけど、これでよかったんだよな。二日後の夜にはまた会う約束になってるし。

「ふぅ。さっぱりした。ソトミチくん、体は大丈夫？」

「なんとか家には帰れそうだよ」

　山本さんは乾かすのに時間がかかるからと、濡れた髪にドライヤーをかけずにタオルを首にかけて水気を防いでいた。

　明日はバイトだ。早朝組ではないが、起きれるかが心配だな。

「掃除は……しなくていいのか？」

「言うと思った。へーきだよ。二人で分担するような量でもないし」

　山本さんは「気にしない気にしない」と俺の背中を押して玄関へと向かわせる。そして、俺が自転車の鍵を確認している最中に、コップに水を入れて運んできた。

「えっと……。今日は、すごく楽しかったです」

　山本さんが述べてくれた感想に、俺は気恥ずかしさを覚えながらもコップを受け取る。喉を通る水分のおかげで目も冴えた。

「俺も楽しかったよ」

　俺がコップを返すと、山本さんはそれをシンクに置いて、また戻ってきた。

「また、会えるよね？」

「二日後の夜でいいんだよな」

「うん。こっちの準備ができたら連絡するから、それまでお家で休んでて」

「わかったよ。スマホを握りしめて待ってるから」

　明日からはようやく休精日とでも呼ぶべき休息期間だ。山本さんのためにも、今度こそきちんと精液を溜めておこう。二日間のオナニー禁止。射精なんてもうする気も起きないけど。

「じゃあ、またね」

「ああ。また」

　俺は山本さんの部屋を出て、駐輪場に向かった。夏の夜の湿った空気が、今日は冷たく感じる。自転車に跨ったところで、スマホのバイブが鳴った。山本さんからのメッセージが届いていた。

『今日は夜遅くまでありがとう。明後日は、最後までエッチしようね』

　ちょっぴりドキドキする文面に、どんなメッセージを返そうかと俺が迷っていると、再びメッセージ受信のポップアップが表示された。

『ソトミチくんとセックスがしたいです』

　追い打ちをかけるように送られてきた山本さんの想いに、ドキリと心臓をやられて。思考回路がパンクした俺は、スマホをカゴに投げ込むと、流れ星のように移動する衛星を眺めながら自転車を漕いでいった。











０８．女の子だってエッチが好き









　コンサートホールには五百人近い観客が行列を作っていた。俺はアリーナに区画整理用の柵を設置してから、チラシ折りを済ませ、今度はエントランスで物販列の整理に回る。設営有りなので時給が高いのは嬉しいことだが、昨日の山本さんとのエッチに引き続いての労働はさすがに堪える。

　外は快晴。球形の屋根が陽を反射して煌めいている。俺は屋外に溢れてしまった客に、一本ずつミネラルウォーターとうちわを配布して回った。

「あちぃ……」

　このクソ暑い中で、俺たちイベントスタッフはスーツ姿で仕事をしている。これをやってるだけで将来は営業職には就きたくないと強く思ってしまう。

　熱中症対策の後はエントランスに戻り、物販列を数十人単位で区切る仕事を手伝った。人数をカウントして、「ここの人まで進んでください」とお願いをし、先頭のロープを解放して物販スペースに人を流す作業を繰り返していく。

　俺の対応列には、去年も一緒に仕事をした知り合いがついていた。大学生の先輩が男女で一人ずつ。高校生のうちからイベントスタッフをやっているのは珍しいため、俺はこの二人に顔を覚えられていた。

「ソトっち。これが掃けたら本番中の配置説明だよ。西口Ａドアに集合して」

　大学生にしてはちんまい背丈の女性、阿形さんが声をかけてきた。もうお酒も飲める歳なのに、美優とさして身長が変わらないくらいだ。

「喫煙所前に集合じゃなかったですか？」

「列整備してる人はドア番に変更だって言われて、呼びかけしてるの。啓太郎も一緒だよ」

　ドア番か。ライブ中に人の出入りを監視するだけの役だからかなり楽だ。今回はスタンディングの男性アイドルライブだし、暴れる女性客たちの足元で柵を押さえる役にならなくてよかった。

「チーフ、全員集まりました」

　俺は阿形さんと一緒に集合場所にやってきた。バイトのまとめ役であるチーフの説明を聞いて、各自の配置を確認する。二十人ほどが密集したその中で、金髪の男が控えめに手を振っていた。

「よう阿形。そいつはソトミチ……だよな？」

　説明が終わり、金髪頭の啓太郎さんが声を掛けてきた。俺たちはまとまって近い場所に配置されることとなり、三人で移動している。

「ソトっちだよ。なんか様変わりしたけど」

「高校生デビューってやつ？　ちょい遅くね？」

「啓太郎だって染めたの二年からでしょ」

　阿形さんと啓太郎さんは同じ大学でバンドをやっているらしい。当時声を掛けられたときは疎外感が凄まじかったが、今は不思議と緊張せずにいられる。

「あの筋肉バカはもう来ないのか？」

　啓太郎さんが俺に尋ねたのは、高波のことだ。あいつは去年、一度だけイベントスタッフのバイトに来たことがあった。

「高波は部活が忙しいみたいなので」

　サボり魔ではあるが、実力はあるやつだし、二年と三年の夏は忙しくしているはずだ。

　俺たちは所定の場所に着くと、ライブ開始までは休憩時間となった。通路に設置されたベンチに並んで座っている。客が入る前の会場は静かだ。

「で、ソトっちは彼女できたの？」

　阿形さんから唐突な切り出し。女の子の考えることってみんな同じなのだろうか。

「今はいないですね」

「ほほう。今はってことは、前はいたんだ？」

「短い期間でしたけど」

「えー。いいじゃんいいじゃん。どんな子だったの？」

　阿形さんは楽しげに身を乗り出してくる。以前も積極的に話してはくれたけど、女の子は恋バナとなると勢いが違うな。

「フラれてんだからあんまり探ってやんなよ」

　啓太郎さんが満足げな顔で俺の肩に手を乗せる。この人は彼女がいてもおかしくない顔をしてるのに、女っ気はゼロなんだよな。

「悪い別れ方とは限んないじゃん？　こんなにいい感じに変わったんだし」

「んー、たしかにな。前に会ったときはもっと根暗なやつかと思ってたよ」

「はっきり言いすぎ。私もびっくりしたけど」

　何を隠そう俺が一番驚いている。二次元を相手に一生を過ごすのだと思っていた俺が、すでに四人もの女性と性的な関係を持ってしまっている。

　女など信用できない、どうせどいつもこいつもロクなやつじゃないんだって、そう決め込んでいた俺は、今となってはこうして年に数回しか会わないような人ともきちんと話せるようになっている。

「詳しく話すのは難しいですが、ツラい別れではなかったですよ」

「うんうん。いい女の子に出会ったんだね。しっかり前進してるのはよいことだ」

「あー俺も阿形がいい女の子だったらよかったのになー」

「うっさい」

　阿形さんから啓太郎に容赦なく腹パンが見舞われる。

「痛って！　お前、暴力を振るう女はモテないぞ！」

「やられたらやり返せがうちの家訓なので」

「阿形のこの姿を見てなぜその教育方針が失敗だとわからなかったのか……」

「あんたはそれ、殴られたくて言ってるのよね」

　そこから阿形さんと啓太郎さんの喧嘩──阿形さんの一方的なバイオレンスだけど──が始まり、俺はその慣れたやり取りをぼんやりと眺めていた。

　心が落ち着いている。前までは、こんな男女のやり取りを見ると、羨ましくて仕方なかったのに。

「おいお前ら、もう客が入る時間だ！　静かにしてろ！」

　見回りに来たチーフに怒られて、俺たちはようやく仕事に戻った。

　それから、バイトが終わったのは、夏の陽が傾く前ぐらいの頃だった。規模がデカイだけあって片付け作業も長引き、俺は初日から設営込みのバイトにしたことに若干の後悔を覚えた。とはいえ、稼がないと遊ぶこともできないし、ＰＣのパーツも買えないからな。

　働かざるもの食うべからず。何も苦労しない人間に、楽しく自由な人生を謳歌できるわけがないんだ。

「ソトっち、おつかれー！」

「お疲れ様です」

　帰り際、俺は阿形さんに呼び止められた。啓太郎さんも後ろからやってきている。

「ねえねえソトっち。飲みに行こうよ」

「え？　俺、未成年ですよ？」

「もちろんソトっちはソフドリね。いやー私さ、この歳になって飲み始めたらハマっちゃって。普段は友達と飲みに行ってるんだけど、せっかくだし、今回はソトっちと行こうかなって」

「ああ、なるほど」

　これは迷うな。自分でも不思議なことに、行きたくないわけではない。今日はもう疲れてるから早く寝たいし、そもそも俺はバイト終わりに残ってまで人と話したいとは思わないタイプだったから、直感的にはお断りしたい気持ちがあるのだが。

「持ち合わせがなくて」

　失礼な断り方ではあるが、お金を無駄遣いしたくないのが本音だ。だが、意外なことに、ご飯を一緒にするのは構わないとは思える。これはきっと、美優以外の女の子と付き合わなければという想いで、色んな人と関わろうとし続けてきたからなんだろうな。

「ダイジョーブだって！　飲めない後輩からお金は取らないよ」

　そこまでして誘ってくれるのか。夕食費分の小遣いを使わなくて済むと考えれば、むしろお得だし、悪くないかな。

「では、ほどほどにご馳走になります」

　昔の俺からしたら信じられないような返事をして、俺は阿形さんたちと飲み屋に行くことになった。

「うーむ……このお酒は微妙だなぁ。甘いばかりでこう、噛み締められるものがない」

　阿形さんは日本酒とカクテルとウィスキーを順に注文し、つまみは枝豆だけという謎のテイスティングを続けていた。

「お前な、こんな安居酒屋で味比べしてもしょうがないだろ」

　啓太郎さんはずっとビールを飲んでいた。不味い不味いと言いながら、サークルでしこたま飲まされているうちに慣れてしまったのだとか。

「安くないよー！　グラスで八百円もするんだよ？　それなのにドリンクを持ってくるのは遅いし年齢確認はされるし」

　阿形さんは啓太郎さんの背中をバシバシ叩きながらボヤいていた。いい具合に酔いが回っている。人間ってお酒を飲むとこんなに変わるものなんだな。今のうちに学んでおこう。

「でソトっちはさ、新しい恋は始めないわけ？」

　そして俺にキラーパスがやってきた。酒のつまみである枝豆がなくなってきて、次は俺ということか。

「頑張ってはいるんですが、色々と苦労があって」

　今の俺の状況を、どう説明するべきか。美優のこともそうだが、山本さんとの関係もそう簡単に話せるものじゃないし。

　でも、そうだな。俺は美優以外の女の子とエッチができるようになるために、健全な恋をしたいと思ってここまでやってきたんだ。だとすると、山本さんとの関係の終着点はつまり、付き合うことになる。どうして今まで考えてこなかったんだろう。

「苦労って？　ソトっちの好きな人が別の誰かに恋をしてるとか？」

「ソトミチが好きでもない女にアプローチをかけられてるとかじゃね」

「複数の女の子を好きになっちゃって選べないとか」

「元カノにフラれた影響でＥＤになってるとかな」

　阿形さんと啓太郎さんが交互に喋る。

「啓太郎はマイナス思考すぎ。啓太郎こそもっとアプローチかけなよ」

「あ？　男が女を追いかけるとかダサいだろ？」

「その考え方がダサいっての！」

　また阿形さんが啓太郎さんの膝をバシッと叩いて、啓太郎さんが暴力反対アピールをする。

「で、ソトっち、どうなの」

　阿形さんがふくれっ面で訊いてくる。啓太郎さんもジョッキをドンとテーブルに置いて、追加で注文を取った。

「ずっと片思いしてる人がいて、その人が考えてることがよくわからないので、足踏みしてる……って感じですかね」

　これはあくまでも、たとえ話。俺の美優に対するこの想いを恋と呼ぶのは、少なからず問題があるのはわかっている。

　俺が美優に一方的に欲情して、それがたまたま受け入れられてエロい関係が続いているだけであって、男として美優に何かをしてやれたことはない。とはいえ、美優の女の子としての一挙手一投足に心を奪われてしまっているのも事実で、これを恋心以外で表現することもまた難しい。

　美優のあべこべな態度は、結局なんなんだろうな。男として迫れば気持ち悪いと言われ、オナホのような扱いをすれば「別にいいのに」と呟かれる。エッチそのものが好きで、恋はしたくないという可能性は、ないよな。だとしたら俺なんかを選ばずにもっとカッコよくて立派なモノを持った男とすればいい。

「へー。ま、お前がフラれるまでの経緯をまず話せよ」

　それからはニタニタと楽しそうな啓太郎さんに促され、阿形さんが啓太郎さんの失言を物理的に反省させながら、俺はどうにかうまい具合に話をつなげていった。

　ちょっとした事件が起こったのは居酒屋の帰りだった。まだ社会人が帰るには早く、学生が残るには遅いくらいの時間帯。居酒屋を出て駅に向かっていると、啓太郎さんがツンツンと俺の肩を突いて、とある居酒屋の脇道に注意を引いた。

「おい、あの子、めっちゃ可愛いくない？」

　ワンテンポ遅れて俺が目をやったその場所では、居酒屋の店員さんがお店の裏でビール瓶の運搬をしていた。

　ポニーテールで長身の女性。そのお店の制服であるＴシャツが、遠目から見ても豊かな双丘に押し上げられている。

「俺、アドレス聞いちゃおっかなぁ」

　酔った勢いなのか、いきなりナンパ宣言をする啓太郎さん。お酒の力は本当にすごいな。

「あんた、さっきは女を追いかけるなんてダサいって言ってなかったっけ？」

「あれだけの上玉ともなれば話は別だって」

「ふーん。なら、話しかけてみたら？」

　足取りのおぼつかない阿形さんは、不機嫌そうに啓太郎さんを睨む。

「声はかけたいけど、相手も仕事中みたいだし」

「うっわ。ヘタレすぎ。ダサっ」

「んだよ。業務中に声かけて成功するかっての。迷惑になるだけだろ」

　二人がまた喧嘩をおっぱじめると、店員さんもその声が自分に向いていることに気づいたのか、こちらに視線を移した。

　そしてあろうことかその店員さんは、店の奥からこちらに歩いてきた。客だと勘違いされたのかもしれないと思い、どう説明するか迷っているうちに、その女性店員は脇道の暗がりから出てきてしまった。

　店員さんの顔が街の明かりに照らされると、俺はまさかの見知った顔に声を漏らした。

「や、山本さん!?」

「やっぱりソトミチくんだ。お仕事は終わったの？」

「ああ……うん……」

　心臓が一気に冷えた。この状況、啓太郎さんの見ている前で、かなり気まずい。

「え？　なに？　ソトっち、この子の知り合い？」

「は……？　おい、ソトミチ。どういうことだこれは」

　阿形さんと啓太郎さんの二人がぐいぐい迫ってくる。さっき居酒屋でボカしながら喋ってた子がこの山本さんとバレたら、次に会うときが非常に面倒だ。

「えっと、友達、です」

　ひとまず無難な回答で切り抜ける。山本さんも仕事中だ。どうせ長くは喋っていられないだろう。……俺と山本さんって、友達関係でいいんだよな。

「マジかよソトミチ！　お前、ちょっと俺と学校とっかえろ！」

「無理を言わないでくださいよ」

「無理って言うから無理になるんだ！　てか、本当に友達？　この子と普段から遊んでるの？　山本さんだっけ？　マジなの？」

　友達の定義が遊ぶ相手を指すものかはさておくとして、啓太郎さんがあまりのショックに発狂しそうになってるから、早くこの場から離れたい。

「はい、ソトミチくんとは友達です」

　山本さんは俺に目配せして、軽くウインクする。

「と言っても、セのつく関係ですが」

　そして、とんでもない爆弾を置いて、山本さんは「ふふふ」と口元を手で押さえながら店の中に消えてしまった。

　阿形さんは口をあんぐりと開けてフリーズ中。啓太郎さんは真顔で突っ立っていた。

「おい」

　俺はガシッと啓太郎さんに肩を掴まれる。正確にはまだセのつく行為はしていないが、まあそんなことを言っても収まりはつかないだろうな。

「二次会、行くよな!?」

　般若を泣かせたような顔でせがまれて、俺は再び居酒屋に連行されることとなった。

　それからガチ泣きが終わらない啓太郎さんがテキーラをショットで入れまくり、完全に潰れたところで二次会はお開きになった。阿形さんの家が近いらしいので、二人が一緒に帰ることになり、啓太郎さんは肩を担がれてタクシーに運び込まれた。車内がゲロまみれにならなければいいけど。

　駅に向かうと、そのあまりの人の多さに驚いた。時刻は二十一時になろうかという頃。停車する電車が混みすぎて、ホームにいる人が乗りきれずにいるのが問題のようだった。

　車内を覗いてみると、浴衣姿の女性がちらほらと見えた。どうやら近くで花火大会があったらしく、ちょうどその帰りのラッシュに巻き込まれてしまったようだ。

　地元まではそう遠くないのに、電車自体が遅延してしまっているせいで帰宅時間は予想もつかない。加えて、急行を使えばすぐのところを、本日のみ各駅停車で運行されている。花火大会の混雑くらいではこれほど大掛かりな対応にはならないはずだが、どうやら別件での遅延が要因として重なっているらしい。

　俺はただでさえ汗まみれのスーツがもみくちゃになることも覚悟して、電車の混雑に突っ込んだ。ギュウギュウに押し込まれて、手すりにつかまることもできず、俺は周囲からの圧力で突っ立っている。荷物は前に、痴漢に間違えられないように手を揃えて、できるだけドア側に移動した。

　しかし、これだけの満員電車になると、ドア際に来たのが正解だったのかは疑問だ。二駅を過ぎて壁際にやってきたが、壁の硬さに挟まれるのは人間に挟まれるよりも痛い。気合で空間をあけてみても、ベルトなどの硬いものが当たる痛みが和らぐだけで、肩から腕にかけては動かせそうになかった。

　蒸し暑いし、痛いし、おまけに電車が急停車を繰り返すせいで、足が疲れてしまう。早く家に帰って、次の日には山本さんの部屋に行って癒やされていたい。

「ん……？」

　そんな中、思いもよらぬ出来事が俺を襲った。背後からもぞもぞと、尻を触られるような感覚があったのだ。荷物でも持ち上げたくて、無理やり手を突っ込んでるのかなと思っていたら、あろうことかそいつは両手を使って俺の尻を撫で回してきた。

　これは、痴漢だよな。どうしよう。なにかの勘違いであってほしい。俺、男だし。でも、こんなにあからさまに触られると、もう痴漢としか思えない。

　しかし、どう対処したものか。遅延している電車が俺のせいで余計に遅れると考えると、乗客からの文句が怖くて、自分が犠牲になっていればいいとさえ思えてしまう。

　あと数駅我慢すれば降りられるんだ。ケツを触られるぐらいは我慢しないと。

「っ──!?」

　せっかくそう覚悟した直後に、痴漢は俺の腰に手を回してきた。俺の両腕の分だけ空いたギリギリのスペースに手を忍び込ませ、今度はズボンのチャックの上に手を重ねてくる。スリスリと指先で俺の肉棒の位置を探して、その形を確かめているようだった。その感触に、嫌悪感が沸き上がる。

　──と、思っていたのに。あろうことか、俺はこの事態を、不快に感じてはいなかった。それどころか、優しく撫でてくるその手を、気持ちいいとさえ思ってしまう。

　ダメだ、こんなプレイに呑まれては。いくら俺の性癖が歪んでいても、見ず知らずの、男かもしれない相手に痴漢されて興奮するなんて、あってはならない。

　そう思うのに、俺の体は窮屈なのとは無関係に動かなかった。恐怖の中にほのかに混じる好奇心。今まで知り合った誰でもない人間に秘部をイジられたら、どれくらい気持ちいいのか。そんな考えが、「怖くて動けない」と言い訳する自分を本当に動けなくしている。

　痴漢の手は止まらなかった。俺のズボンのチャックを下ろし、トランクスのボタンまで開けて、完全にモノを狙いに来ている。周囲に悟られないように、指と手首の可動域だけを使って、その手が俺の肉棒に触れてきた。

「ぅっ……ふぅ……」

　生のペニスに触られている。片方の指で竿を摘んで、もう片方の指で亀頭を擦ってくる。これは本当にマズい。勃起しかけている。肉棒を撫でるその手が、その体温が、その柔らかさが、俺に抗いようのない快楽を与えてくる。

　痴漢は俺のパンツの奥に手を入れてきた。俺のイチモツの全体を確かめている。手のひら全体で、指の一本一本を使って、玉の下から亀頭の先までを撫で回してくる。

「……ぅっ……！」

　気持ちよすぎて、声が漏れそうだった。これが男なら、俺はもう今まで知らなかった世界の扉を開いてしまったことになる。でも、俺の少ない経験から考えても、このスラリと伸びた手の形、肌の柔らかさは、到底男とは思えない。なんとなくだが、背中に柔らかい感触が当たっているような気もするし。これって、女の人のおっぱいなんじゃないか。

　てか、冷静に考えろ。ありえないだろ、ここまでする痴漢なんて。この混雑の中、わざわざ俺の背後に張りついて、躊躇なく肉棒を触ってきた。しかもその手は、すでに俺の愚息をシゴき始めている。

「ぁぐっ……ぃ……！」

　気持ちいい。周囲にバレない程度の、わずかな手首の動きで、俺は感じてしまっている。これが男の所業のはずがない。というか、こんなことをする人は、あの人以外に考えられない。

「はぁ……はぁ……！」

　山本さんが見知らぬ痴漢を装っているんだ。思えば俺が山本さんにエッチなイタズラをされたときも、学校でいきなり背後からだったし、ショッピングモールの試着室でのエッチにもノリノリだった。

　山本さん、こういう外でのプレイ、好きすぎないか？　清純派のように見えて、経験豊富。かと思えば、純情な面もあって、でもプレイは変態的。山本さんの性嗜好がまったくわからない。ただ、一つ言えることは、

「あぁ……いい……っ！」

　とにかく股間が快楽に満たされている。山本さんの手が、鈴口からあふれる先走り汁を全体に塗りたくり、カリから裏筋までを丁寧にマッサージしてくる。すぐにでも射精してしまいそうだった。この快感こそが、山本さんである証拠だった。

『お待たせいたしました。間もなく──』

　ようやく次の停車駅。このさらに次が俺の降りる駅だ。痴漢はひとまず俺の肉棒を引っ込めて、それでも離れようとはしなかった。

　反対側のドアから乗客がぞろぞろと降りていって、超満員だった電車が満員電車くらいにまで緩和される。それでも、幸か不幸か、車内に入ってきて奥に進まない連中のせいで、ドア付近だけは人口密度が高いままだった。

　もちろん、痴漢、もとい山本さんからの快楽責めは続いた。ドアに擦りつける勢いで俺の肉棒をズボンから外へと引きずりだして、刺激を与え続けてくる。

　下手をすれば俺たちは、公然わいせつで御用になる。そのあたりはさすがに山本さんのことだから、きちんと周囲の状況を把握した上でやっているのだろうが、満足に首を動かすこともできない俺にはただただ恐怖だった。

　そして、その恐怖と罪悪感が、俺の性的興奮を高めてくる。こんな人の多い中で、堂々と手コキをされてるなんて。

　俺が射精できないってわかってるから、ここまでしてるんだろうけど。もしこの場で俺が我慢できなくなって、精液をドアにぶっかけてしまったら、山本さんはどうするつもりなんだ。

「ぁぅっ……はぁ……！」

　山本さんが肉棒を握る力を強くしてきた。手首とのスナップと合わせて、手コキを激しくしてくる。

「ふぅっ……ぅぅぐっ……!!」

　声が、出てしまう。気持ちよすぎて、頭が変になりそうだ。

『間もなく──』

　車掌からのアナウンスが流れる。ガチガチに勃起して、電車の中で蹂躙されていた肉棒は、その瞬間にようやく解放された。

　電車が緩やかにスピードを落としていって、そろそろ駅のホームに入ろうかという頃。気づいてしまった第二の問題。こんな最大まで勃起した状態で駅に降りたら、股間が目立つ。下手をしたら、その時点で別の痴漢容疑で捕まるかもしれない。

　俺は乗客の流れに合わせて降り、改札を目指す人々に股間が見えないように柱の陰に立って、ホームから人が捌けるまで待った。

「あら、ソトミチくんだ。奇遇だね、こんなところで」

「奇遇ってなぁ……もうほんと、びっくりしたよ」

　予想していた通りに山本さんが俺の前に現れた。これで相手が山本さんじゃなかったら、俺はもうなんというか、人生の半分を投げ出していた気がする。

「凄いことになってるね」

　山本さんはパンパンに張ったスラックスを見て、クスリと笑う。

「誰かさんが変態プレイをするから」

「えー。ソトミチくんだって喜んでたじゃない？　お汁いっぱい垂らしてたし」

「うっ……」

　そこを突かれると反論できない。俺も楽しんでいた部分はあるし、お互い様か。

「ソトミチくんは帰りは自転車？」

「今日はバスだよ。スーツだと乗りにくいしな」

「なら一緒に帰れるね」

　山本さんは俺の横に並んで歩いた。隣を歩いている男は、勃起を隠すためにカバンを前に抱えているような人間なんだが、そのあたりも気にしないんだな。

「山本さんは、ああいうの、好きなの？」

　バス停に向かう道すがら、俺は山本さんに聞いてみることにした。これから性的な関係がもっと深まるのであれば、互いの性嗜好を理解しておくのは大事なことだ。

「お家以外でエッチなことをしたのは、ソトミチくんだけだからね？　まあ、しようと思ったことが、ないわけではなくて。実際、お外なのに出ちゃった人はいるし」

　そうか。しようとしても、プレイに至る前にみんな射精してしまうから、結果的にできなかったのか。

「だから……好き、だよ？」

「そっか。まあ、俺も、好きだけど」

「んふふ。だと思った」

　山本さんは楽しげに笑う。この笑顔にはいつも癒やされる。

「バス、並んでるな」

　バス停までたどり着いたのはいいものの、少なくない人数が行列を作っていた。俺の肉棒の硬さも抜けていないのに、この集団に混じって移動するのは怖いものがある。

「少し手前にはなるけど、別の終点のやつならあんまり人は乗らないよ」

「そうなんだ。なら、それに乗ろうか」

　山本さんに提案をしてもらった通り、俺は山本さんと二人でそのバスに乗り込んだ。乗客は先頭側の椅子に座っている人が何人かいるだけ。股間の盛り上がりをバックで隠しているようなこの状況では、人はいないに越したことはない。

　俺たちは一番後ろの座席の端に二人で並んだ。バスから家までは、交通状況にもよるが十五分程度で着くことができる。

「それにしても、あんなメッセージを送った後にこうしてばったり会っちゃうのは、ちょっぴり恥ずかしいね」

　そういや、次に会うのは二日後って言ってたもんな。恥ずかしがるポイントが若干ズレているような気もするが、まあいいか。

「俺としては、会えるのは嬉しいよ」

「お、照れることを言う」

　山本さんはポニーテールを口元まで引っ張って横顔を半分隠す。こういうわざとらしい仕草も山本さんの可愛いところだよな。

　定刻になってバスは出発したが、俺たちの後から人は入ってこなかった。人寂しいバスの中は、夜らしい静かさに包まれていて、私語をすることさえためらわれた。

「ところで、ソトミチくんはいつまでそうしてるのかな？」

　山本さんはヒソヒソ声で話しかけてきて、俺の張りっぱなしのテントを突いた。

「これは……自然には、収まりがつかないというか……」

　あんなことをされた後だし、かなりムラムラしてしまっている。バスに乗っている間に少しは縮まるだろうが、完全にガス抜きするためには射精するしかない。

「出したい？」

　山本さんは顔を隠したまま、小さな声で訊いてくる。

「えっ、ど、どう、やって……？」

「知らない。でも、もしするなら、ソトミチくんのしたいようにするしかないと思う」

　俺のしたいようにか。それはどこまでが許される範囲なんだ。

「それって……その……今……してもらえるとか……？」

「ソトミチくんが今って言うなら、今じゃないかな」

　山本さんは俺を煽るように見つめてくる。しかし、体は動かさない。俺の命令を待っている。

「なら、口でって言ったら、してもらえる……？」

「こんなバスの中でフェラチオしてほしいの？」

「そ、そういう、ことになる、かな」

　言ってしまった。一般のお客さんも乗っているのに。

「いいよ」

　山本さんは両手を座面に突いて俺に身を寄せてくる。腕を曲げて身を伏せれば俺の股に口をつけられる状態で、山本さんはまた動きを止めた。これは俺が脱ぐのを待ってるんだよな。公共の場で、また秘部を露出することになるなんて。

「こ、これで……」

　俺はチャックを下げて、開けっ放しだったトランクスのスリットから亀頭を覗かせた。バスの冷房で股間がスースーする。

「これを咥えればいいの？」

　山本さんが息を抜くだけのような微かな声で尋ねてくる。

「今日はすごく汗かいたから、あんまりキレイじゃないけど……」

　今の俺の体は、お世辞にも清潔とは言えない。長時間の労働で汗まみれになり、さきほど電車で手コキをされて先走りが塗りたくられたこの陰部には、汗と精液のニオイが充満している。

「でもソトミチくんは、それを私に咥えさせたいんでしょ？」

　心がズキッとすると同時に、ペニスがビクンと跳ねた。汗で汚れた肉棒を咥えさせることが好きなわけではないが、改めて言葉にされると、させたくなってしまう。

「山本さんとしては、いいの？」

「ソトミチくんがやれって言うならするよ」

　山本さんはあくまでも受け身の姿勢だった。誘ってきたのは山本さんなのに、これでは俺が悪いことをしているみたいだ。

　でも、ここまできてやっぱり止めるなんて、空気が台無しになる。山本さんだってきっとそんなことは望んでいない。

「じゃあ、これ、咥えて」

「はい。わかりました」

　山本さんはまるで従順な下僕のように俺の命令に従った。首を下げ、バスの中で露出させた性器に、唇を近づける。

「っ──！」

　その湿った粘性が、外に解放された俺のイチモツを包み込んでいく。

　バスのエンジン音と、隣を走る車の騒音だけが不規則に流れる車内で、山本さんは俺のペニスを咥え込んだ。口を大きめに開けて、わざと舌を長く出し、陰茎を舐る様をまざまざと見せつけてくる。

　あまりにも卑猥なフェラに、俺の目は山本さんに釘付けになっていた。山本さんは唇を軽く窄めて、口でコンドームをつけるように、俺のペニスの表皮についた汚れを舐め取っていく。

　山本さんもまた、俺を見ていた。横目で俺を睨むようにして、どこまでも俺を悪者に仕立ててくる。無理やりフェラをさせている感覚が、ゾクゾクして堪らない。

「んっ……ちゅぷっ」

　バスの停車に合わせて、山本さんは顔を上げた。バス停に立っていた人が車内に乗り込んでくる。山本さんは目を細めて、俺を睨む視線を強くしていた。

「ひっどい精液のニオイ」

「うっ……ご、ごめん……」

　男はどれだけＶラインを丹念に洗っていても、特に連日射精している男の場合、汗をかくと謎の精液臭がするようになる。射精の習慣が汗腺に影響を及ぼしているのか定かではないが、この暑い時期に蒸れた陰部は、かなりのオス臭さになっているはずだった。それでも、山本さんが欲しそうな目をしているから、俺もここでやめる気にはならなかった。

「また、咥えてって言ったら、してもらえる？」

　乗車してきた老婆は前方の優先席に座った。後部座席が視界に入るような位置には、まだ誰もいない。

「フェラチオ、続けてほしい？」

　山本さんの問いに、俺は前方の席から人が移動してこないことを確認してから頷いた。

「んふ。しょうがないなぁ」

　山本さんは、おそらく意味のなかった問答を挟んで、俺の肉棒への奉仕を再開した。俺のズボンを根元に押さえつけて、ペニスの竿全体を完全に外に出してしまう。そして、それを口には含まずに、舌で撫で回してきた。

「はぁ……ぁっ……うっ……！」

　刺激は減ったが、露出感が高まったことで、快感はむしろ増していた。三席前の二人がけの椅子では、新社会人らしき若いスーツの男がゲームをしている。イヤホンをつけているから、多少声が漏れてしまっても聞こえることはないだろうが、油断したら大声で喘いでしまいそうで背中がヒリつく。

「んっ……んくっ……ちゅっ……じゅぶっ……」

　山本さんはたまに、バスのエンジンがかかった瞬間に合わせて、あえて空気を含ませてペニスを吸った。じゅぼじゅぼと音が耳に響いて、集中によって大きく感じるその音に、心拍数が一気に上昇していく。

「うぁ……んっ……山本……さん……！」

　俺はついに我慢しきれなくなって、山本さんのおっぱいに手を触れた。あろうことかＴシャツの下にはブラジャーしか身に着けていない。指をカップの間に入れたら、乳首にさえ触れてしまえる。

「ぢゅっ、じゅるっ、ちゅぷっ……。んふっ。スケベ」

　山本さんは頬を緩めながら俺を睨んでくる。

「そんなに触りたいなら外したら？」

　悪魔的な誘惑だった。駅前の短い渋滞を抜けてスピードを上げるバスは、もう五分もしないうちに最寄りのバス停まで着いてしまうだろう。謎の焦りに背中を押された俺は、山本さんのブラのホックをすぐに外した。そして、それに合わせるように、山本さんは器用にＴシャツの中で腕を回して、ブラジャーだけを取り出した。

　二つに折り畳まれたブラジャーが、手持ち無沙汰な左手に預けられた。美優のブラを見慣れている俺でも、このサイズ感には驚愕する。だがもっと驚くべきはそのカップが支える中身の方だ。Ｔシャツがおっぱいの重みでたわみ、乳首の在り処を指し示すように先っぽだけがぷっくりと膨らんでいた。

　エロすぎる。もう我慢なんてできない。俺は山本さんが半裸になるのも構わずＴシャツの裾から手を入れておっぱいを揉みしだいた。

　山本さんは文句も言わず、身じろぎもせず、ただ、俺に蔑むような目だけを向けてペニスを舐め続けている。傍から見たら、俺は女の子から下着を取り上げて、フェラを強要しながら乳房を揉みしだいている男なのだろう。服を乱され、汚らしい棒を咥えさせられ、公共の場で辱められる山本さんの姿に、俺の興奮は最高潮に達した。

「っ……ぁっ……あぁっ……！」

　エロいことをしながら睨まれている。その状況が、まるで、美優とエッチをしているようで。それを自覚した瞬間に、俺の射精欲が一気に弾けた。

「うっ…………っ……！」

　それが、次のバス停に着く直前のことだった。喋ろうとすると喘ぎ声が出てしまいそうで、俺は山本さんに射精する宣言もできず、無断で山本さんの口腔内に精液を射出した。ドクッ、ドクッと、何度も濃い精液が山本さんの口の中に送り込まれていき、山本さんは驚いて顔を顰めているが、口を離せば座席を汚すことになってしまうため、乗客が入り込んでいるその最中でもずっと俺のペニスを咥えていた。

　俺の射精が終わるまで、ブラジャーをつけ直すことも許されず、後部座席に歩いてくる乗客の足音に怯えながらそのときを待つ。やがて俺の肉棒が筋肉の収縮を止めると、山本さんは急いで体を起こした。

　乗り込んできたカップルは、最後部のひとつ前の席に座り、仲良く並んでいる。俺は前の座席の背もたれに上手く隠れながら、ズボンのチャックを上げ、ブラジャーを背後に隠した。

「むうぅ…………ううっ……！」

　山本さんは俺の精液を口に含んだまま、泣きそうな顔になっていた。ただでさえ吐き捨てたくなるほど不味い俺の精液を、あろうことか無断で大量射精させられたのだ。さすがの山本さんでも、それを無表情で飲み込むのは無理だったらしい。

　しかし、だからといって怒っている様子もなく。背後でイチャつき始めたカップルたちをよそに、山本さんは口を開けて俺にどれだけの精液を出されたのかをアピールしてきた。ぬちゃっと口蓋から滴り落ちる白い液体が、喉の奥まで満たされている。

「ご、ごめん。なにか、吐き出すものを……」

　俺が急いでカバンの中をガサゴソと漁っていると、山本さんは俺の手を止めて、ごきゅっと喉を鳴らしてそれを飲み込んだ。

「うっ……ふぅ……はぁ…………の……飲んだ」

　山本さんはなぜか得意げな顔をして、今度は空っぽになった口内を見せてくる。

「えっと……水いる……？」

　俺がカバンから出しかけていたペットボトルをチラと見せると、山本さんは「いる」と即答だった。渡して数秒もしないうちに、半分以上水があったペットボトルがすっからかんになって戻ってきた。やはり俺の精液を飲み慣れることはないらしい。

「ありがとう。気持ちよかったよ」

「いえいえ。どういたしまして」

　山本さんはお辞儀をしてニッコリと笑う。気づけばいつもの山本さんに戻っていた。

「もう、次だね」

　山本さんは俺の前で腕を伸ばして、降車ボタンを押す。Ｔシャツの胸元から、ブラジャーをつけていない山本さんの谷間が見えて、俺は思わず視線を奪われた。

「ソトミチくんのえっち」

　山本さんは片腕で胸を抱いておっぱいを隠す。もっと近くにボタンがあったはずだけど、俺がエッチなのは否定できないので謝っておこう。

　そんなやり取りを経て、俺たちは山本さんの住むマンションまでやってきた。自動ドアが感知するギリギリ手前で、俺はカバンにしまっていた山本さんのブラジャーを取り出す。

　電車で痴漢プレイをした上に、カバンに女性モノの下着を入れているなんて、俺はいつの間にこれほどの変態になったのだろうか。悪いのは、全部山本さんだけど。

「これ、返すよ」

「ありがとう。持って帰られたら、美優ちゃんのと間違えられてどっかいっちゃいそう」

「さすがに山本さんほどではないよ」

　あの小さな体とのギャップで考えれば、山本さん以上ではあるんだけどな。

「そしたら、今日はもう遅いから、また明日な」

「うんっ！　あのさ。せっかくだし、何日かお泊りエッチしない？」

「それは……アリだな。次のバイトまで日があるから、着替えを持ってくるよ」

　そこで山本さんとは解散することにした。そういえば、俺はこれまでコンドームを持たずに山本さんの部屋に行っていたんだよな。前回だって流れになればするつもりだったのに忘れていた。今のうちに買っておかないと。

「あれ？　ソトミチくんの帰り道、そっちだったっけ？」

　俺が近くのコンビニに寄ろうと、普段とは違う道に進んでしまったため、山本さんに不審がられてしまった。

「ああ、それはだな……」

　前回もゴムを持参していなかったことを、正直に言うべきかな。中出しを強要するつもりは毛頭なかったのだが、印象はよくないだろうし。とはいえ、上手く凌げるだけの言い訳も思い浮かばない。

「ゴム、買っておこうと思って。前回は持ってなくて申し訳なかった。また忘れそうだから、今のうちに買っておくよ」

「おー……なるほど……」

　山本さんは俺の言葉を聞いて、しばらく考え込んだ。

「実は私、自分で買ったことってないんだよね」

　山本さんはルンルンと俺に近づいてきた。

「……売り場、見てみるか？」

　そんな山本さんに感化されて、つい誘ってしまった。コンビニの日用品棚に陳列されているものだし、珍しいものでもなんでもないとは思うが、カップルでコンドームを見に行く経験なんてこの先もないことだろう。山本さんが相手だから言えることだった。

「うん。見てみたい。ソトミチくんと一緒に」

　山本さんはポーチにブラジャーを詰め込むと、俺の隣まで近寄ってきて、そして、手を繋いできた。

「じゃあ、二人で行こうか」

　それから俺たちは、手を繋いだままコンビニに行って。

　買い物袋を下げて店を出てくるまで、繋いでいた手を離すことはなかった。











０９．処女みたいなセックス









　夏休み真っ只中の午後。俺はコンドームの箱を眺めながらベッドで横になっていた。

　箱に書かれている数字は『０．０１』。美優が以前、俺に使わせた、最もリアルな挿入感を得られるという最薄のコンドームだ。しかし、これは俺が選んだわけではない。

　昨晩、山本さんと手を繋いだままコンドームを買いに行った俺は、背後からどのゴムを選ぶのかを山本さんに見られていた。もちろん、俺だって最初からこの一番薄いやつを選びたかったが、それだと変な期待をしていると思われそうで、俺はもう一段階厚いコンドームを選んでレジまで持っていった。

　しかし、会計の直前、山本さんが俺の背中をつついて待ったをかけてきたのだ。そして、「これにしよ」と、頬を赤らめながら、この最薄のコンドームを提案してきた。あのときの山本さんの少女的な可愛らしさと、店員の殺意に満ちた視線は今でも忘れられない。

『ソトミチくん、準備ができたからおいで』

　外が暗くなる前に山本さんから連絡がきた。どうやら今日はランチの片づけでバイトが終わったようだ。

　俺は支度を済ませて家を出た。宿泊用の荷物をカゴに入れて、俺は自転車をフラつかせながら山本さんのマンションに向かった。まだ数回しか通っていないのに、すっかりこの道にも慣れてしまったな。

　今日はいよいよ、山本さんとセックスをする日だ。なんでもできる山本さんが、長年叶えられなかった唯一の望みである、山本さんも満足できるセックスを実現してあげたい。

　マンションにたどり着いた俺は、山本さんの部屋番号を入力して、エントランスからインターホンを押した。夏の暑さとは関係なく喉が渇く。脈も自転車を漕いできたのとは無関係に速いように感じる。

『ドア開けるねー。部屋の鍵も開けておくから、着いたら入ってきていいよ』

　自動ドアを開けてもらい、エレベーターに乗り込んで、山本さんの部屋を目指す。ボーッと空調の音だけが響く密室で、俺は一つずつ増加していく階数表示を眺めていた。

（俺はこうして体を捧げているだけでいいんだろうか……）

　ふと、そんなことを考えた。山本さんが一番に求めていることは、自分の体でもすぐに射精をしない男と挿入行為に至り、短くない時間のセックスで気持ちよくなること。そのはずなのに、何かが引っかかる。山本さんの「セックスがしたい」を、「気持ちよくなりたい」と解釈するのは、どうにもしっくりこない。

　もちろん、俺は山本さんに満足してもらえるよう、丁寧に時間をかけてセックスをするつもりだ。あるいは山本さんのことだから、何十分も腰を激しく振り続けることを求められるかもしれない。今日のために筋トレは控えめにしておいたから、最初くらいはそうした望みにも応えてあげられるはず。

　しかし、そこまでしても、山本さんが満足する姿が思い描けない。長時間の挿入だけではダメなんだ。美優はイかなくても満足できると言っていたけど、やっぱり女の子だって、セックスをしたらイきたいに決まっている。

　山本さんは、イッた経験があるのだろうか。よくよく考えてみると、俺って女の子をイかせたことはないんだよな。佐知子をイかせていたのは、結局は美優の記憶だったわけだし。由佳としたときも──あいつはイってたみたいだけど、あれは状況が特殊だし、何より美優が無理やりさせたという影響の方が強かった。

　そんなことをうだうだと考えているうちに、山本さんの部屋の前にたどり着いた。鍵は開いていると告げられているので、俺がこのドアを開ければ、山本さんとの時間がスタートする。こうなったら、なるようになれだ。

「お邪魔します」

　ドアを開けてすぐ、縦長な廊下の左側に、キッチンが見える。玄関に入ると、香ばしいスパイスの匂いが俺の嗅覚を刺激した。

「いらっしゃいませ、ソトミチくん」

　山本さんが鍋をかき混ぜながら俺を出迎えてくれた。サマーニットにエプロン姿で、胸の膨らみがくっきりと出ている。その所帯感のある姿がエロすぎて、さっきまで考えていたことを忘れてしまいそうだった。

「この匂いは……ビーフシチュー？」

　俺が尋ねると、山本さんはニッコリしてＯＫマークを作った。

「がっつりと固形のご飯にすると、エッチのときにお腹がツラいからね。冷めてもパンと一緒に温めるだけですぐに食べられるし、今から用意してるの」

　ビーフシチューか。いつだか美優に焦らしプレイをされたときもシチューだったな。美優はいつもドライで、山本さんと違って直接的なエッチはしてこないけど、不意にパーソナルスペースに踏み込ませてくれるから、当然のことに思考停止しておかしなことまでしてしまうんだよな。あのときからスキンシップがさらに濃密になって、抱きつくことだって許されるようになった。俺がお願いをすれば手コキだってしてもらえる。

　……っと、今は美優のことを考えてる場合じゃない。俺はこれから、こんなにエロくて可愛い女の子と、思う存分セックスができるんだ。まずはそれを喜ばなくてどうする。

「お腹が空いてるなら、今食べちゃってもいいけどね」

　山本さんは鍋の火を止めて、俺の手を塞いでいる荷物を受け取った。

「ご飯にしてもいいし、お風呂にしてもいいし」

　そして、俺の荷物を手近な床に置いて、至近距離まで近づいてくる山本さん。しなやかな指が俺の体をなぞり、その指先は、ズボンのチャックに止まった。

「それとも、フェラする？」

　いきなりのエッチの提案に、俺の股間が、むくむくと盛り上がる。もはや恒例となりつつある即フェラ。期待を裏切らない山本さんの快楽責めを、もう体が覚えてしまっているからこそ抗えない。

「フェラがいいかも」

「んふふー。かしこまりました」

　山本さんは窮屈になったズボンから、俺の肉棒を外へと解放した。今度は自分で出せとは言わない。完全にご奉仕モードの山本さんだ。

　玄関で靴を履いたままペニスを引っ張り出されて、膝立ちになる山本さんの、下から仰がれる目線と見つめ合う。ニットに表れている胸のラインが、俺の劣情をこれでもかと刺激してくる。

「はーむっ」

　山本さんは迷うことなく俺のペニスを咥え込んだ。じゅぶっ、じゅぶっ、と音を立てて、美味しそうに根元まで舐めてくれる。

「あっ……うっ……山本さんの口の中……すごいっ……！」

　フェラをしてくれる山本さんの口はいつも温かくて、唾液に溢れている。俺がまだエロゲで抜いていた頃、オナホを温めてローションをたっぷりに満たせば、最高の肉穴になると聞いて試したことがあったけど。山本さんのフェラは、そんな道具なんて子供のオモチャだと思わせるぐらいの肉感をしていた。

「んふ。きもひぃ？」

　山本さんはフェラをするときにまったく嫌な顔をしない。それどころか、美味しそうに味わいながら隅々まで舐めてくれる。

「気持ちいいよ……フェラだけで満足できちゃいそう……」

　山本さんに初めて口でしてもらったのは学校の資料室、その次がソファーでのパイズリフェラで、昨日はバスの車中。そして、来宅からの即フェラであるこれが四度目。

「あっ……あの……山本さんって……洗う前の方が好きなの……？」

　山本さんは準備万端の状態でフェラをするより、屋外でフェラをしている時の方が楽しそうにしている。精液や汗のニオイはもちろん、おしっこの味までしているかもしれないのに、山本さんは率先してそれらを舐め取ってくれる。

「んー、ちゅっ……別に汚いのを舐めるのが……好きなわけじゃないけど……んぢゅっ、ちゅる……」

　山本さんはペニスを咥えたまま、舌を竿全体にべろべろと擦りつけて、ズズッと唾液を吸い取った。

「そのままのやつ舐めると、ソトミチくんが喜んでくれるから好き」

　山本さんは微笑んで、またフェラを再開した。

　俺が喜ぶからって、そんな、嬉しすぎる。その幸福感だけで射精してしまいそうだ。

「んむ……ちゅぶっ……んちゅ……あっ……。でも、この荷物にスーツも入ってるんだっけ。シワになっちゃうかな」

　山本さんは俺の肉棒から口を離して、床に置いた俺の荷物に意識を移した。そのバッグの中にはバイトに使うスーツと泊まり用の服が一式入っている。

「そんなに気にしなくてもいいよ。イベントスタッフはスーツが制服だけど、ほとんど肉体労働だから、使い潰すつもりで着てるし」

「それでも。女が男の子をみっともない姿でお仕事には送れません」

　山本さんは俺のペニスをパンツに押し込んで、「お預けです」と言ってチャックを閉じた。

　それから俺は風呂場に送られて、山本さんがバッグの中身を整理している間に、シャワーを浴びる。

「はぁ」

　また快楽に負けて、エロいことしか考えられなくなってしまった。山本さんのフェラが気持ちよすぎるのもそうだけど、あんだけ楽しそうにされると、もうそれだけでいいんじゃないかなって思ってしまうんだよな。

　俺が汗をシャワーで流している間も、股間には硬さの変わらない屹立が存在を主張している。セックスをしにきたのだから、こんな状態でもなんら不誠実ではないのだが、四六時中セックスをすることしか考えていないと思われるのも、それはそれで問題だ。俺は美優とも山本さんとも、女の子としての側面をよく知らないままに性行為に及んでしまっている。もっと山本さんが何を求めているのかを考えないと。

　俺は浴室から出て、体を拭く。服が湿っているとベッドを使わせてもらう山本さんに失礼なので、着る前にドライヤーで髪を乾かした。美容院できちんと切ってもらっているからなのか、ワックスをつけなくても風呂上がりの髪はそれなりにまとまった。

　鏡に映る自分の姿は、数ヶ月前からすると信じられないくらいに、まともだ。筋肉もついて、姿勢もよくなって、妹の美優があの可愛さである通り、俺の顔のパーツだってそれほど悪くはない。

　……とは思うのだが。それでも地味で根暗に見えるのは、やはりこの野暮ったい一重が原因か。いっそ目の余分な肉と皮をごっそり削いでしまえば、そこそこいい顔になるのかもしれない。なんてことを素っ裸のまま考えていたら、あろうことか山本さんがドアを開けてこちらを覗いていた。

「や、山本さん……何を……」

「鏡で自分の顔を見つめながらギンギンにしてる全裸のお兄さんを眺めてる」

　自分の顔を眺めながらもペニスは勃起したままだった。死にたいほど恥ずかしい。

「心配しなくても、ソトミチくんはかっこいいよ」

　山本さんは脱衣所に入ってきて、俺の背後に回った。そして、裸体の俺に背後から手を回して、優しく抱きしめてくる。もこもこしたニットの温かさと、山本さん自身の柔らかさが心地いい。

「ここ、元気なままだね。エッチなこと考えながらシャワーを浴びてたの？」

「それが……最近は、一度硬くなると……っ……なかなか萎えなくて……」

「へえ、そうなんだ」

　山本さんが俺の上向きの剛直を撫でてくる。もう片方の手で俺の下半身を触りながら、指の腹がギリギリ浮かないぐらいの弱い力で、太ももから陰嚢、陰茎の先まで刺激されて、そこからゾワゾワと快感が這い上がってきた。

「んっ、ふっ、ぁぐっ…………ちょっ、それ……ああっ……」

　快感に背中まで反り上がりそうだった。金玉もビクビクと反応して、他の男たちならきっとこの時点でイッてしまうのだろうとわかるくらい、強烈な射精感が尿道を突き抜けていく。

「最近っていうのは、美優ちゃんとエッチするようになってからだよね。いけないお兄ちゃんだ」

　山本さんは手の動きを愛撫から手コキへと切り替える。右手で竿を握り、左手は陰嚢の下側に添えられて、上と下から同時に快感がやってきた。

　享楽に高揚する体が、性感によるパルスを流し込まれて、ビクン、ビクン、と跳ね上がる。その様子が、俺の目の前の鏡に映されていた。一人だけ裸になり、女の子に快楽責めをされて喘ぐ、情けない男の姿。それを俺に見せつけようと、山本さんは両腕で俺をガッチリとホールドして逃さない。

「さっきはソトミチくんのこと、かっこいいって言ったけど」

　山本さんの手の動きが激しくなる。ストロークするごとに指を波打たせて、俺が一番に感じるところをピンポイントで刺激してくる。

「あっぐ、あ、ああぁっ！」

　俺が腰を引いて快感を受け流そうとしても、山本さんはそれに合わせて腕を深くまで突っ込んできた。股下から玉袋の表面への刺激までも、寸分狂わず欲しいところを狙い撃ってきて、俺の性感帯としての機能をより強力なものにしていく。

「私は情けない声で喘ぐソトミチくんの方が好きだよ」

　ズチュ、ズチュ、と知らずのうちに先走りで濡れていた亀頭に、集中して刺激が与えられる。俺は足も腰もガクつかせて、逃れることのできない山本さんの手淫に、ただひたすら耐えることしかできなかった。

「電車の中でもこんな感じにイジられてたんだよ？　気持ちよかった？」

　耳の裏から山本さんの淫靡な声が伝わってくる。鼓膜を揺らし、蝸牛から伝わる信号が、性的な刺激として脳にインプットされていく。

「はぁ、あぅっ、ぎも、ちぃ……はぁ、あぁぁっ……！」

　山本さんが頬と頬を擦るように顔を近づけてきて、俺は正面の鏡へと顔を向けさせられた。そこには女の子の手でトロけさせられた情けない男の姿が映っていた。

「せっかくだからフェラチオされてる自分も見る？」

　そう尋ねてから、山本さんは俺の返事も待たずに、体を横向きにして膝をついた。

　激しい手コキで鈴口に気泡が残った俺の肉棒に、山本さんがむしゃぶりつく。硬く反り上がった肉棒が、山本さんの唇から口の中に消えて、喉近くまで突き刺さった。フェラの音が立てられるたびに、山本さんの頬が膨らんだり凹んだりして、俺の肉棒が口内の深くにまで達すると、山本さんがゴクリと嚥下する動きで喉を締めて、先端まで絞り尽くしているのがはっきりと見えた。

「ああぁっぐ……ぅぅああぁ、うっ、あぁっ!!」

　声を抑えられない。ただでさえ山本さんの口は瑞々しいほどの肉感をしているのに、そのすべてを使ったフェラをされて、平静を保っていられるはずがなかった。

「んふふ。私も脱いじゃお」

　山本さんはフェラチオのストロークを大きくしてリズムを緩やかにし、快感が途切れないように服を脱いだ。着衣状態でのフェラも充分にエロかったが、やはり山本さんの肉々しい体を見ると興奮の猛り方が違う。

　横から見える山本さんのおっぱいは、重力などものともせず、俺の肉棒を咥え込むたびにぷるんと揺れる。肌の色白さが、膨張色として肉体の柔らかさを強調して、口元が見えるように髪を耳にかける姿も艶かしく鏡に映っている。

「ああ、うっ……山本さん……出したい……！」

　こうして山本さんの顔を俯瞰で眺めている状態で、山本さんの口に精液が注がれる瞬間まで見ていたい。

「んー……ちゅぶっ。それは、また今度ね」

　残念ながら口内に射精をさせてはもらえなかった。勝手に出していいと言われているのだから、出したら出したで受け入れてくれたんだろうけど、今日はセックスが主目的だし、ここで射精するわけにはいかないか。

「だいぶ唾液でべちゃべちゃにしちゃったから、軽く流してからベッドに来て。服は、着なくていいよね」

「ああ……そう、だな……」

　山本さんは自分が脱いだ服と、俺がシャワーを浴びた後に着るつもりだった服を持って、居室へと向かった。裸のままベッドに行くってことは、そのままセックスになるってことだよな。シャワーを浴びているうちに心の準備をしないと。

　俺はシャワーで下半身を洗い直し、山本さんのいるベッドへと向かった。ドアを開けると、十畳ほどの部屋の右手にベッドがある。そこでは布団を被った山本さんが横向きに寝ていた。

「ふぅ、んっ……ソトミチくん、お疲れさま」

「山本さんも、バイトお疲れさま。ご飯とか、スーツとか、ありがとうな」

「ううん……っ……いいんだよ」

　山本さんの視線が、勃起したままの俺の肉棒に集中している。内心では「やっぱりまだ硬いんだ」とか思われていそうだ。恥ずかしいけど、これが収まるまで待っていたら気分が冷めてしまうし、覚悟を決めるしかない。

「あっ……んんっ……はぁ……」

　裸で布団に入っている山本さんは、体をモゾモゾさせて、顔を赤くしていた。呼吸もいつもより深くて、吐き出す息が熱そうだった。

「山本さん……なにをしてるの……？」

　山本さんが何をしているのか。聞いてはみたものの、それが何かは俺にもわかっていた。女の子がしてる姿なんてネット上でしか見たことがないが、これは間違いなく、オナニーをしてるんだよな。どうして、このタイミングで。

「ん、とね……ふぅ……エッチの……準備してる……」

　俺が目の前に現れてなお、オナニーを続ける山本さん。その姿に股間のイチモツが、ピク、ピク、と反応してしまって、なんだかこっちが恥ずかしくなってきた。

　俺は前戯ってものをほとんどしたことがないから、自分でしてくれるのは助かるけど。美優といい山本さんといい、男の側からされるのは好きではないのかな。

「んあっ……あっ、ん……ソトミチくんがしてるのも……見たいな……」

　山本さんは控えめな口調で、しかし、目では強くおねだりをしてきた。じーっと俺のことを見つめて、俺がオナニーをするのを待っている。

　それが山本さんの目的だったのか。こう誘われては断れない。しかし、山本さんは布団を被ってるのに、俺だけ全裸で立ったままなんてアンフェアだ。

「それなら、俺も山本さんがしてるとこ、ちゃんと見たい」

　女の子の生オナニーなんて、彼女がいる男でも見られる機会は少ない。山本さんがお互いにしてるところを見せ合おうと言うのなら、俺だってオナニーをしている山本さんの全身を見たい。

「……わかった。オナニー、続けてるから、布団取って」

　山本さんはアソコをイジるのを止めずに、俺にお願いをしてきた。布団に隠れて秘部を弄っているその姿を、俺に暴けというのか。いけないことをしている気分になるけど、これも山本さんのしたいことの一環なんだよな。ならば俺が期待を裏切るわけにはいかない。

　ベッドに近づき、布団に手をかける。ギンギンに勃起したままのペニスが山本さんの顔に近づいて、申し訳ない気分になりつつも、俺は山本さんのオナニー姿を隠している布団を取り去った。

「うぅ……はぁ……恥ずかしい……」

　山本さんは自分から布団を取れと言ったにもかかわらず、秘所をイジることもやめないで羞恥にその身を縮こまらせた。清楚なのか淫らなのかわからないその反応に、得も言われぬ興奮がふつふつと湧いてくる。

「あんっ……うぅ……ソトミチくんも……早くして……」

　山本さんは切羽詰まった声で俺にオナニーを懇願してくる。股が蝶つがいのように開かれて、クリトリスを弄る指の動きが淫靡だった。

「っ、くっ……山本……さん……」

　俺も自らのイチモツを握ってオナニーを始めた。一擦り、二擦りと、シゴくたびに血液が海綿体に送り込まれていく。突っ立ったまま惨めに自分のモノをシゴいている俺の姿を、山本さんは瞬きも惜しんで熟視していた。俺の情けない姿を見るのがそんなにも興奮するのか。山本さんも山本さんで、変わった性癖をしているよな。

「はぁ、ああっ……山本さん……気持ちいい……！」

　山本さんに見られているだけで、オナニーの感度は段違いに上がった。

　しかし、これが、まずかった。

「うっ、あっ、あっ……！」

　一分も経たないうちに、俺は我慢できないほどの射精欲に襲われたのだ。俺は慌ててオナニーを中断してペニスの根元を強く握った。下半身の筋肉が射精と同じ動きを繰り返し、精液は発射されないまま、ようやく射精感が収まる。

「ん……？　ソトミチくん、どうしたの……？」

　イチモツをいじり始めてすぐに手を止めた俺を、山本さんが不思議そうに眺めていた。

　どうしよう。オナニーは、できそうにない。

　それもそのはずだ。女の子の目の前でのオナニーなんて、俺が美優と一番多くしてきたエッチなんだから。

　限界まで肥大化したこの怒張の前には、山本さんの顔がある。この状態で射精をすると宣言したら、きっと山本さんは口を開けて精液を飲んでくれる。それは俺と美優がずっと続けてきた行為と同じ。この体が射精を躊躇するわけがない。

「あ、いや、やっぱりちょっと、恥ずかしいかなって」

　俺は苦し紛れに言い訳をした。雰囲気を台無しにしてしまうけど、見られながらのオナニーだけは、どんなに頑張っても射精を我慢できなかった。

「そうなの？　まあ、恥ずかしいって言うのは、わからなくはないんだけどさ」

　山本さんもオナニーを止めて、自らの愛液で濡れた指で、そっと俺の肉棒をつまんできた。

「その割には、血管が浮くぐらいバキバキになってない……？」

「うっ……これは……！」

　もう限界だと思っていた勃起が、無理やり血液をねじ込まれてまたひと回り肥大化していた。明らかに今まで山本さんとエッチしてきたものを超える膨張。自分でも「アツい」と感じるほどの熱を宿している。

「ふーん。そうなんだ」

　山本さんが目を細めて俺を観察してくる。ほんわかモードの山本さんなら騙せたかもしれないけど、こうなったらもう難しい。

「美優ちゃんとこういうエッチしてるんだ」

　山本さんはご満悦の表情でその答えを導く。

　ついに言われてしまった。もう、取り繕えない。

「これは……あっ……その……」

　俺がまごついているうちに、山本さんは俺の肉棒を握って、表面を軽く擦ってきた。まだオナニーの反動が残っていて、その刺激だけでも射精してしまいそうになる。

「ソトミチくんは、妹の目の前でオナニーばっかりしてる変態さんだ」

　山本さんが目を細めて俺を責めるように見つめてくる。その言葉の通りでしかない俺は、なんの反論もできない。

「フェラもセックスもしてないって言うから、どんな状況でエッチしてるのか疑問だったんだけど。ソトミチくん、美優ちゃんに見られながらオナニーするのが好きなんだね」

　俺の性癖が次々と暴かれていく。山本さんには、いまさら知られて困ることではないけど、改めて口にされると羞恥と罪悪感で胸がズキズキしてくる。

「い、色々あって……」

「ふふっ。まあ、そんなに詮索するつもりはないけどさ」

　山本さんは楽しそうに、俺の肉棒を射精しない程度にシゴいてくる。印象は悪くなってないようだ。山本さんは俺がどれくらい変態だったら嫌いになるんだろう。

「出したくなっちゃう？」

「それはまあ……出したくはなるけど……」

　山本さんにバスで精液を飲んでもらったときは、俺が口内射精した後に水を飲み干すぐらい苦そうにしていた。いつも美優としてるようなオナニーで出た精液なんかを飲ませたら、その濃さに今度こそ吐いてしまうかもしれない。

「でも、山本さんは、本番したいよね？」

　俺も今では複数回の射精をできるようにはなっている。でも、出した後すぐに勃起させるにはそれなりの興奮が必要で、山本さんからまた奉仕的なエッチをしてもらわなければいけなくなる。本番を急かすつもりはないけど、確実にできるときにしておきたい。

「うーん……私は、どっちでもいいけど……」

　山本さんはそう呟いて、俺の肉棒から手を放した。

　どっちでもいいのか。でも、流れ的には今しかないよな。本番をしないとなったら、俺はさすがにどこかで射精したくなっちゃうし。

「え、あの、そろそろ……する……？」

「うん。そうだね。しよっか」

　山本さんは俺の言葉に流された感じでベッドに仰向けになった。俺はクローゼットの近くに置かれていたバッグからコンドームの箱を取り出す。箱を開けると、斜めになった底に三つのコンドームが並べられていた。

　俺はゴムが傷つかないように包装を破いて、上下が反対になっていないかを確かめる。ぷっくりと膨らんだ精液溜めを上にして、ベッドに寝ながら山本さんのおっぱいを触っているうちに、勃起したペニスが根元までしっかりとゴムに覆われるようにコンドームの巻き付けを解いていった。

　山本さんは秘部が見えないように脚を畳んで膝を立てている。それでも、俺がその前で腰を落として山本さんの膝に手を置くと、山本さんもセックスを受け入れるように股を開いてくれた。

　さきほどまでの和気あいあいとした空気から一転、静まり返った室内。

「挿れて、いい？」

「……いいよ」

　山本さんは返事だけをして、顔は横向きに壁をジッと見つめている。

　俺は山本さんの脚を持ち上げて、腰を近づけた。たっぷりと淫汁が溜まっている山本さんの蜜壺に、あと数センチ動けば挿入できる。

「えっ……と……」

　何かがおかしい。山本さんの口数が少なすぎる。俺はそんなに雰囲気を壊すようなことを言っただろうか。あのタイミングでセックスを提案したのがマズかったのか？

　いや、待て、そもそも、「どっちでもいい」ってどういう意味だ。俺だって山本さんとのエッチを楽しんでいるとはいえ、元々この関係は、山本さんが俺にセックスをしたいと頼んできたから始まったものだ。昨日までだって、次こそはしようねって、あれだけ意気込んでいたのに。

　前回この部屋に来たときも、本当はセックスをするはずだった。それなのに山本さんにはまったくその気配がなくて、俺が手コキとパイズリだけで精液を出しきった後は、それで充分だってくらいに満足げだった。

　このよくわからない、不思議な感じ。身に覚えがある。それこそ美優を相手にしているような感覚だ。女の子特有の難しさと割りきってしまえばそれまでだけど、山本さんだって人間なわけだし、こうして黙っている間も何かを考えているはず。

　この状況は、美優が風呂場に押しかけてきたときと少し似ている。あのときの美優の理不尽な言動にも、お仕置きをする目的があった。なら、この山本さんの静かさは、いったい何を意味している？

「ソトミチくん……？　どうしたの？」

　なかなか挿入しない俺に、山本さんが首をかしげた。山本さんが黙ってるから挿れられない、なんて言ったら、それはそれで山本さんに気を遣わせてしまうかもしれないし。どうやって俺の混乱を伝えるのがいいのかな。

「あー……その……、何か雰囲気の出ることを、言ったほうがいいのかなって……」

　俺は考えがまとまりきらなくて、それこそ雰囲気のない発言をしてしまった。

「んー？　ふふっ。何か言ってくれるの？」

　山本さんは微かに笑ってくれた。少しは表情の固さがなくなったような気がする。

「その……なんというか……だな……」

　考えなしだったから、いざ求められると言葉に詰まる。とにかくこの妙な空気が和らげばなんでもよかった。

「……うん。そっか」

　山本さんは俺が答える前に何かを納得して、おもむろに腕を伸ばしてきた。その手が俺の後頭部に回されて、山本さんはそっと、自らの胸に俺の顔を抱き寄せた。

　山本さんのおっぱいが、とっても柔らかい。そして、熱い。耳を澄ませるまでもなく、ドクンドクンと激しい鼓動が響いてくる。山本さんの脈が異常に早くて、運動の後みたいに体が火照っていた。まさか、これって。

「山本さん……緊張してる……？」

　急に口数が減ったのも、今まで本番を先延ばしにしていたのも、単に緊張して上手く始められなかっただけだったのか。

「お恥ずかしながら……」

　考えてみれば、緊張するのも当然なのか。今日まで何度もセックスに失敗してきたのは、山本さんからしたら深刻な悩みなんだし、絶対に俺が射精しないとわかっていても心配になるよな。

　俺もひとまずはセックスを中止して、山本さんと抱き合うだけにすることにした。お互いの膝の付け根が重なり合って、挿入はすることなく、秘部と秘部が当たるだけの状態。山本さんのアソコが思っているより濡れていて、ペニスがクリトリスに触れているだけでも気持ちいい。

「ソトミチくんの、ほんと、硬いね。体温は同じくらいのはずなのに、熱も感じる。なんか……すごい……」

　平均と比べれば、俺の男性器はそれほどすごいものではない。美優や山本さんが魅力的すぎるせいで、俺のオスとしての本能が覚醒しているのだ。

「んっ……あの、そんなにおっきいのを、ビクビクされると……ふぅ……んんっ……なんか、気持ちよくなっちゃう……」

　俺の肉棒が山本さんのエロスに影響されて、節操なくセックスの準備を始めている。このイチモツのビクつきは、男の意思では制御しきれない。っていうか、どうしよう。体が疼いてきた。

「山本さん……俺……セックス、したくなってきた……」

　山本さんの裸体に包まれているだけで気が昂ぶってくる。抱きついた直後はそれほどでもなかったのに。さっきからリビドーが溢れて止まらない。

「ソトミチくん」

　山本さんは一度強く俺を抱きしめて、すぐに腕から解放した。

「私も、挿れてほしい」

　山本さんの潤んだ瞳。

　ようやく、その言葉が聞けた。

「山本さん……いくよ……」

　俺は亀頭を山本さんの膣口にあてがい、ゆっくりとペニスを挿入した。

「んっ……ああっ……ソトミチくん……!!」

　ズブズブと肉壁を押しのけてペニスが侵入していく。山本さんの膣内は想像していたよりもずっと狭くて、でもまったく抵抗感がないくらいに柔らかかった。

「うぐっ……はぁ、山本さん……！　あぁ、これ、気持ちよすぎる……!!」

　ペニスが最奥まで到達した瞬間、俺の体がガクッと震えた。引き抜こうとするカリ首に山本さんの膣襞が絡みついて、俺の肉棒を絞り上げてくる。腰を動かすほどに山本さんの膣内がほぐれていって、挿しても抜いても、竿のあらゆる箇所に淫肉が絡みついてきた。

「ああぐっ……や、やばい、出そう……!!」

　まさかの事態だった。美優以外は絶対に射精できないと思っていたのに、本当に出てしまいそうなぐらいにギリギリまで精液がせり上がってきている。

「ん……いいよ……出して……！」

　山本さんは俺を抱きしめて、射精を迎えてくれた。俺が出してしまったら、その他の男たちと同じになってしまうはずなのに。

「あああっ……山本さん……山本さん……ッ！」

　俺は一心不乱に腰を動かした。俺の肉棒が卑猥な音を立てて蜜をかき乱していく。鉄のような硬さが山本さんの体内に入っていることを感じるたびに、脳内が歓喜に満ち溢れていく。そして、十数秒ほどの後、俺は緩やかにピストンの速度を落としていった。

「はぁ……はぁ……で、出なかった……」

「ふぅ……そっか……それは残念」

　山本さんも息を乱していて、俺はまた山本さんの胸に抱きつく体勢になった。絶対にイクと思っていたのに、やはりこの体は、そう簡単に美優以外には出させてくれないらしい。

「でも、これでまだ続けられるから」

　俺は徐々にピストン運動を再開した。さっきは美優以外で射精できるかもしれないと思っていきなり激しくしてしまったが、男に挿入されたことのある時間で考えれば一般的な女の子よりずっと経験の少ない山本さんに、あんな乱暴なセックスをするべきではなかった。

「痛くなかった？」

「平気だよ。でも、そうやってゆっくりしてくれる方が、嬉しいかも」

　山本さんは全身から力を抜いて、俺の肉棒を受け入れてくれた。

「んっ……あっ……」

　心なしか、この速さの方が山本さんの感度がいいようだ。俺としても、激しくしない方が、山本さんの膣内を深くまで感じられて気持ちいい。

「山本さん……いつまで……ゆっくりにしてたほうがいい……？」

「うっ、あ、はんっ……そ、ソトミチくんが、よければ……あっ、あんっ、はぁ……ずっとこれがいい……」

　山本さんの嬌声が次第に上擦っていく。リズムも変えずに腰を動かしているだけなのに。

「ああんっ、あっ、そこっ……きもちいとこ……あたってる……っっ……ふぅ……んんっ……!!」　

　ペニスで突く深さによって、山本さんのビクつきと声の艶やかさが変わる。山本さんが感じるほど膣の具合もよくなった。俺はピストンの速度は一定に保ったまま、肉棒の先端を押しつける位置だけを微調整していく。

「はぅっ、んあぁっ、それ、いいっ……あああんっ……！　ソトミチくんの硬いの、気持ちいいっ……あぐっ……あぅ……んっ、んんっ、んんぅぅんっ！」

　こんなに緩慢な動きなのに、山本さんの反応はどんどんよくなっていった。山本さんは肉棒が気持ちいいところに当たるとわかりやすく喘いでくれて、俺はそこを刺激し続けられるように、より動きを単純化していった。

「はぁ……山本さん……！　さっきより、もっと気持ちよくなってる……！」

　自分が気持ちよくなるように動くより、相手を気持ちよくさせた方が、結果的に得られる快感が大きかった。それを知ってから、俺は山本さんをひたすら感じさせることだけに集中した。そんな俺のピストンに、山本さんは俺にしがみついてきて放そうとしてくれない。それだけ俺のセックスが求められているんだ。その男としての精神的な悦びが、物理的な快楽として上乗せされていく。

「あうっ……あっ……！　ソトミチ……くん……っ」

　やがて山本さんの嬌声が小さくなっていった。そして、それに反比例するように、俺に抱きつく力は強くなっていく。肉棒が子宮の近くを突くたびに、山本さんの体が跳ねて、その力みの分だけ俺への抱擁をキツくしてきた。その山本さんの動きから体の跳ね上がりもなくなって、しばらく俺に抱きつくだけになったと思ったら、それまでの力みを一気に解放するように、山本さんの全身が、ビクン、ビクン、と大きく痙攣した。

「あっ……ふぅ…………んっ──！　……っ、はぁ、はぁ……うぅ……ごめん……」

　山本さんの異変を察して、俺は動きを止めた。

　山本さんは気まずそうに目を伏せて、小さく声をこぼした。

「勝手に、イッちゃった」

　それから山本さんは、傍らの布団を引っ張ってきて、顔を隠した。

「うぅ……すごく恥ずかしい……」

　とても悶々としている。俺にエロいことをしてくるときはあんなに余裕綽々としているのに、いざ自分がイクとなるとここまでウブになるのか。

「全然開発されてなかったのに……こんなあっさりイッちゃって……はしたないよぉ……」

　これまでしてきたエッチのほうが大分はしたなかった気がするが。それほどまでに自分が感じている姿を見られるのは羞恥に耐えかねるのか。いつもはＳっぽい山本さんが恥ずかしがって小さくなってるの、なんだか可愛いな。

　俺は山本さんの気が落ち着くのを待った。山本さんは顔を隠したまま、体をくねくねさせて、いつまでも恥ずかしそうにしている。それが収まったのが、五分ほどしてから。山本さんは布団から目だけを出して、睨むように俺と目を合わせた。そして、すぐに目をそらした。

「ソトミチくんのセックス、気持ちよすぎ」

　まさか女の子からそんな言葉をいただけるなんて。山本さんって、男とまともにセックスができたのは、これが初めてなんだよな。だとすると……。

「イッたの、初めてだったりする？」

「うん」

　山本さんとセックスをした誰もが数秒と保たなかったんだ。初めてなのが、当然なんだよな。俺は山本さんをイかせることができた。これだけは、上手くできたって、自信を持っていいはずだ。

「ソトミチくんの、これさ」

　山本さんはまだ連結されたままの俺のペニスに手を触れた。

「立派だね」

　はちきれんばかりに勃起した俺のペニス。この硬さだけは、他の男のと比べても立派と言えるだろうけど。

「そう……かな？　サイズも、そんなにないし。美優とする前は……こんなに勃たなかったし……精液の量も……ずっと少なかったし……」

　この数ヶ月で変わったんだ。エロゲでオナニーばかりをしていたころは、酷いときなんて勃ちきらずに射精してしまったこともあるくらいだった。

「やっぱりそうなんだ。じゃあこの立派なのは、美優ちゃんに育ててもらったんだね」

　山本さんは俺のペニスの根元をさすって、慈しむような目でその連結部に視線を落とす。

「美優ちゃん、旅行してるんだよね。いつ帰ってくるんだっけ？」

　まったりとした空気の中、始まったのは世間話。山本さんもイッたことだし、一旦休憩にするか。

「一週間って言ってたから、四日後の夜には帰ってくると思う」

　俺は山本さんの膣からペニスを引き抜いて、割れ目から愛液が垂れてお尻に流れていくのを眺めながら答えた。さすがの山本さんも恥ずかしそうにして脚を内股にする。

「ソトミチくんは明後日がバイトなんだよね？　その後は？」

「五日後にもう一件だけ入ってる」

「じゃあ美優ちゃんが帰ってくるまでは、明後日のバイトだけなんだね」

「そうなるな」

　もっと入れてもよかったんだけど、初っ端から飛ばすと体力的にキツイからな。夏休みの前半はバイトを詰め込まないようにしていた。

「あのさ、ソトミチくん」

　山本さんが話を仕切り直して、俺の目を見つめてくる。

「美優ちゃん以外でエッチできるようにする必要、ないと思う」

　山本さんが、そう言って。俺がその言葉を正確に聞き取れたのは、その数秒後だった。

「えっ。な、なんで？」

　俺は上手くセックスができたはずだ。さっきの挿入では射精直前までいったし、この調子なら山本さんとのエッチで射精することにだって希望は持てる。それなのに、美優以外で抜けるようにするのを諦めるってことは、俺はこれからも美優とエッチをし続けたほうがいいってことだよな。

「今日までしてて思ったんだ。ソトミチくんの中にさ、いつも美優ちゃんを感じるんだよ」

　山本さんは穏やかな口調で話を続けた。

「ソトミチくんは、美優ちゃんはソトミチくんのことを好きじゃないって言うけど。……今は、そうなのかもしれないけど。でも、こうやってソトミチくんが変わってきたのは、愛がないと無理だったと思う」

　俺と美優の間にある愛か。たしかに、いくら俺が美優のことを好きだったとはいえ、そもそも美優が俺のことを受け入れてくれてなかったら、何も始まらなかったんだよな。

　そしたら俺はきっと、根暗な童貞のままだった。鈴原や高波たちに嫉妬ばかりして、いつかは孤独になっていたかもしれない。

「ソトミチくんに挿れてもらって、確信した。ソトミチくんはこれからも、美優ちゃんを大切にしてあげた方がいいよ」

　最後は悪戯っぽく、山本さんは微笑んだ。

「それで、いいのかな」

「大丈夫だよ。こんなに立派になったんだし。もっと自信を持って」

　山本さんはまだ硬いままの俺の肉棒を撫でる。

　結局、山本さんを以ってしても、俺は射精をすることができなかった。でも、問題なのは、たぶんそこじゃないんだよな。

　昨日の阿形さんたちとの飲み会でも疑問に思ったこと。山本さんとこんなに楽しいエッチをして、俺がまだ恋心を抱かないのは、きっと美優以上に相性のよい人はいないと本能が悟っているからだ。

「というわけで、私は残りの四日間、ソトミチくんとのエッチを楽しむことにします」

　山本さんの表情がカラッと明るくなった。美優の帰ってくる日を聞いたのはそういうことか。

「山本さんはそれでいいの？」

　俺の都合だけを言えば、美優とエッチを続ける道しかなくなったのだから、今後は美優との関係を考えていくだけだ。しかし、山本さんは俺以外とはまともにエッチができないわけだし、これで終わってしまったらその後がツラい気がする。

「へーきへーき。これもさっき気づいたんだけどさ、ソトミチくん、勘違いしてる」

「勘違い？」

　俺が山本さんの悩みについて、何か思い違いをしているということか。

「たしかに私はずっと、セックスしたいって言ってきたけど。元々は、セックスそのものに憧れてたわけではないから」

　男と付き合って、健全な関係が育まれて、セックスという深い関係に至る。その周囲にとっての当たり前ができなかったからこそ、山本さんは苦悩していた。ならそれは、セックスへの憧れと言えるんじゃないのか。

「今の私が、ソトミチくんとセックスしたいって言ってるのは、ソトミチくんとのエッチが楽しいから、セックスもしたいなって思ってるんだよ」

　山本さんは、ハニカミながらそれを口にする。

「そう言ってもらえるのは、嬉しいけど……」

　エッチをして楽しかったから挿入までしてほしいと望まれているなんて、男としてはこれ以上ないほどの誉れだ。でも、セックスができなくて悩んでたんじゃないとしたら、今までの山本さんのお願いはなんだったのか。

「まあまあ、ちゃんとお話しますから。まずは、その……もう一回、しません？」

　山本さんは宙にぶら下がった俺の勃起を軽く引っ張って、続きを要求してくる。

「今度はソトミチくんに下になってほしいな」

　山本さんは体を起こすと女豹のようなポーズになって、俺に寝るように指示をしてきた。こんなに楽しそうにしてるなら、山本さんが俺に美優を選ぶべきだと言ったのも、いい方向に転んだ結果なんだよな。なら、もうそれでいい。

「寝てるだけでいいの？」

「できればマグロになってほしい」

「マジか……」

　まさか女の子にマグロになってとお願いされる日が来ようとは。相手が山本さんなら、それもアリか。

　俺はベッドで仰向けになって、全身の力を抜いた。山本さんは俺の腰の上に跨って、俺の肉棒を自らの手で膣口へと誘う。そして、間を置くことなく、ズブッと腰を下ろして根元まで体内に咥え込んだ。

「あぐっ……ううっ……これ……あんっ、あっ……好きっ……！」

　山本さんは体を大きく動かすことはせず、腰を前後させて肉筒の奥にグリグリと俺のペニスを押し当てた。

「ああっ……山本さん……！　そんな……されたら……っあぁぁっ！」

　俺の肉棒の硬さを存分に使って、山本さんは自らの快感スポットにひたすら俺のペニスを擦りつけていく。山本さんの膣内がかき回されて、そのたびに愛液が溢れてきた。その竿全体に伝わる山本さんの体温が悦びとして伝わってくる。それが俺の脳にも伝播して、二人の快楽が共鳴して高まっていった。

「ソトミチくん……うぅ……これ……頭が真っ白になっちゃう……」

「俺も……気持ちいい……はぁ……山本さん……ああっ……！」

　思わず腰を動かしたくなるのをグッと堪えて、俺は山本さんが膣でシゴき上げてくれる快感に身を委ねた。女の子が自分の体を精いっぱいに使って気持ちよくしてくれているのに、ここで動くのはその奉仕にケチをつけるようなもの。俺は山本さんの想いのままに気持ちよくされていたい。

「はぁ……はぁ……ソトミチくんの……ほんと硬くてステキ……」

　山本さんは俺の肉棒の硬さをとても気に入ってくれているようだった。今までは挿入されてもすぐに出されてしまって、みんなそこで萎えてしまっていたんだろう。山本さんに好きなように動いてもらって、二人の間には快楽による共通意識だけが満ちて、この瞬間だけは、俺と山本さんは完全に感情を一つにしていた。

「ふぅ……んっ……セックスがこんなにイイなんて知らなかった……。やっぱり、ギリギリまでソトミチくんと一緒にいようかな」

　山本さんは動きを止めて、ベッドの近くに置いてあった自分のスマホを手に取った。

「やまもと……さん……？」

　コツ、コツ、コツ、と画面を数回タップして、山本さんは、スマホのスピーカーを耳に当てた。

　それは疑いようもない。山本さんは、俺の肉棒を膣内に入れた状態で、誰かに電話をかけている。

「──こんばんは、お世話になっております。山本です。今週のシフトについて相談をさせていただきたいのですが」

　山本さんが電話を掛けたのはバイト先のようだった。今日から四日後、つまり、俺とセックスを続けようとした最終日に、バイトのシフトが入っていたらしい。

「はい、申し訳ございません。とても大切な予定が、入ってしまいまして……」

　山本さんはお腹をさすり、恍惚とした表情で連結部に目を落とす。そして、ピンと伸ばした人差し指を唇に当てると、グジュッと音が出るように腰を深く沈めた。

「っ……や、山本さん……！」

　緊張感のせいか、感度が高まっていた。山本さんの膣壁の蠢動だけで声が出てしまいそうになる。

「えぇ……そうですね……来週は、出られると思います。ふぅ……んっ……はい、ありがとう、ございます。よろしくお願いします」

　山本さんは電話を切ると、ソファーにスマホを放り投げて、その勢いのままに正面から覆いかぶさってきた。

「バイト、休んでよかったの？」

「よくないよ」

「えっ」

　なにしてるんですか山本さん。

「だっていきなりの電話でシフトに穴を空けちゃったし。フルタイムで入ってたから、ヘルプを探すのも大変かも。この時期は人が減ったら大忙しだよ」

　山本さんは他人事みたいに自分の悪事を口にした。そして、頬を緩めて、スケベな顔で俺を見下ろしてくる。

「どうしよう。ソトミチくんとのエッチが気持ちよすぎて、悪い子になっちゃった」

　その山本さんの表情は、困ったようでもあり、喜んでいるようでもあり、とにかく今は、山本さんにとってエッチをする以外に優先することはないようだった。

「んっ……ああっ……ソトミチくん……！」

　山本さんがまた動き始めて、セックスが再開される。

「山本さん……うぐっ…………膣内がトロトロして……わけわからないくらい気持ちいいよ……！」

　名器と言うほかないぐらいに仕上がった山本さんの体内で、俺は射精をせずに肉棒の硬さを維持し続けている。これは我慢強いとか早漏とか関係なく、俺にしかできないことなんだ。山本さんのために、この体が役に立っている。俺が男として山本さんの助けになっているんだ。

「んふふ。もっと気持ちよくしてあげる」

　山本さんは少しだけ体を丸めると、舌を出して俺の胸の周りを舐め始めた。

「あっ……そ、それは、マズい！　んっ、んあぁっ、それだけは、ダメ……だ……ッ！」

　山本さんの行動の意味はわかっていた。乳首を舐めて俺の性感をさらに高めようとする気だ。

「何がダメなのかなー？　前にだってしたでしょ」

　先端部分に舌が触れるのを避け、焦らすように乳輪の外側を舐めてくる山本さん。俺が「ダメ」と言った言葉の意味が、山本さんの脳内で「射精しそう」という解釈になるまでに、そう時間はかからなかった。

「あの後に美優ちゃんにも乳首をイジってもらったんだ。仲のいい兄妹だね」

　山本さんは、俺が美優とエッチなことをしていることに、もう驚くこともない。仮に俺のアナルが開発されていたとしても、山本さんはそれを愛情の証としか考えないだろう。

「そっかぁ。ここがソトミチくんの射精スイッチなんだ」

　山本さんは上機嫌に、俺の胸の周りだけを舐めてくる。

「う、ぐはぁ……あああっ……それは……あっ、でも、も、もう、イキたい……！」

　俺も山本さんに責められ続けて、我慢も限界だった。

「イキたい？　じゃあ、『イカせてください、お願いします』って言えたら、出させてあげる」

「はぁ、あぁっ……い、イカせて……くださ……あぐっ、むっ……!?」

　俺が言いきる直前、山本さんはおっぱいで口を塞いできた。マシュマロのように柔らかいその肉質に、口全体が覆われて、呼吸をすることも苦しくなる。

「ん、うぐ……ぅぅうっ……！」

「はぁ、んんっ……あっ、あんっ、ああぁっ……ソトミチくんの、気持ちいい……ふんっ、んぁ、あぁぁっ……！」

「んんんっ！　んんっ！　んあぁ、あっ、ん、ふぁあっ、あぁああっ！」

　ようやくイケると思ったその寸前でお預けを食らって、その間にも、俺の肉棒は山本さんの肉壁に何度も擦られる。イカせてくださいとおっぱいの中で懇願しても、山本さんはいつまでもセックスを止めてくれない。快楽と呼吸困難で意識が希薄になって、俺はその両方を悦びに感じながら、必死に射精させてくださいと許しを願った。

「あんっ、はぁ……ふふっ。ソトミチくん、涙が出てるよ。そんなにおっぱいが好きなんだ……はぁ、あぁ……んんっ、ぁあぁっ、ん、んんっ……い、イッ、あ、私、また、イッちゃいそう……！」

　山本さんは俺とのセックスで見つけた快感スポットに、肉棒を深くまで挿し込んで、一心不乱に腰を振った。その分だけ俺に伝わる性感も増大して、もう射精をすること以外の何も考えられなくなる。

「ソトミチくんも、一緒にイこ……っ!!　じゅっ、じゅぶっ、ぢゅるるっ……！」

　おっぱいが口から離れたと思うと、山本さんは俺の懇願を聞くまでもなく俺の乳首に吸いついてきた。胸の小さな突起が山本さんの舌に蹂躙されて、下半身は絶頂に向かう山本さんの腰の動きにシゴき上げられて、肢体のすべてに快感が走り抜ける。

「んちゅ、ソトミチくん、んんっ！　いひょ、イこ、ん、んんンンっ──!!」

「山本さん……あぅぁあっ、あっ、山本さん……！　あああっ、あっ、ううっ、あぁぁあああっ!!」

　どびゅ、どくっ、どぶっ、どびゅるっ、びゅくびゅくびゅくっ、びゅびゅっ、びゅるっ──!!

　絶頂する山本さんの膣の収縮に絞られて俺は精液を吐き出した。今まで快楽にごまかされて張りきっていた体が、射精が終わると倦怠感に包まれる。膣内から引き抜かれた肉棒には、パンパンに精液が詰め込まれて逆流寸前のコンドームが着いていた。

　山本さんはそれを外して口を結ぶと、近くのゴミ箱に投げて、ぐったりと俺に体重を預けてきた。体力を消耗しきったわけではないだろうけど、オーガズムという初めての体験に、精神的な疲れもあったみたいだ。高身長で肉付きのいい山本さんには相応の重さがあって、その感覚が山本さんとセックスをしたのだという実感を俺に与えてくれる。

「はぁ……ふぅ……なんというか……イッたらスッキリするものかと思ってたけど……ぼーっとするね……」

　息を乱して、上に重なったまま動かない山本さん。額に薄っすらと汗が滲んでいて、張りつく髪が色っぽい。

「あのさ、ソトミチくん」

　山本さんは俺の頭の後ろに腕を回して、ギュッと抱きついてくる。

「一瞬だけ、重たい女になってもいい？」

　山本さんは小さな声で呟いた。重たいって、悩みについての話だよな。

「いいよ。聞いてるから」

　すでに解決していることなら、俺が身構えることはない。話す気になってくれたってことは、それだけ山本さんの心に整理がついたってことだ。

「私ね、エッチが好きなの。二人きりでエッチなことをしてると、普段は表に出すことがない、性格の根っこの部分で触れ合えるでしょ？　そういうのが、楽しくて」

　それは今までも感じていたことだった。山本さんはご奉仕精神で相手の懐に入り込んで、本性を探りながら、好みに合う言葉やプレイを選んでくれる。

「ご飯を作ったり、ハグしたり、膝枕をしたり。その人が望むことを私がして、相手がそれを喜んでくれて。エッチのときだって、私はただその人の笑顔を見てるだけで幸せだった」

　まるで聖女のような台詞。でも、この山本さんになら、素直に似合うと思える言葉だ。

「でもね、いつもいつも、楽しいのは最初だけだった」

　声のトーンが下がり、山本さんの呼吸にもため息が混じる。

「服を着たまま、ソファーでベタベタしたり、脚を触り合ったり、くすぐりをしたり。そうやって、ゆっくり、ゆっくりエッチして、それで相手が我慢できなくなって、出してあげて……。そういう流れのときは、みんな喜んでくれて、私も楽しかったんだ」

　山本さんは目を伏して「でも」と続ける。

「もっと直接的な、手でするのとか、口でするのとか、求められるようになると、みんな余裕がなくなっていって。エッチもすぐに終わっちゃって、だんだん気まずくなるし、でもみんな、私とエッチするのは気持ちいいから……」

　息苦しそうに語る山本さんが、俺を抱きしめる力を強くして、ひと呼吸置いた。

「早くヤらせてって、最後はみんなそう言うんだ。前戯もなしに、酷いときは襲われるみたいに体を求められた。……どうしてだろうね。それまでずっと楽しくエッチしてたのに。すぐにイッちゃうから、本番が上手にできなくて、私にフラれるとでも思ったのかな」

　山本さんの瞳が、潤んでいる。きっと言葉で聞いている以上に、山本さんにとってはツラい過去だったんだろう。俺は何も言えなくて、それでも、聞いていることは伝えたくて、俺からも山本さんを、そっと抱き寄せた。

「私はセックスができないことなんてどうでもよかったのに。ただ、気持ちよくなってもらって、喜んでもらって。それで、ちょっとだけ褒めてもらえたら、私は幸せだったの」

　山本さんの悩みは、セックスができないことではあった。でも、それは山本さんが気持ちよくなりたいからではなかった。山本さんは気も利くし、器量もあるし、どんなことをしても相手を喜ばせることができた。そんな中で、自分の好きなエッチという行為だけは、恋人を喜ばせることができなかった。それが山本さんにとっては、なによりもツラかったんだ。

「だからね、私の気持ちが落ち着くまでソトミチくんが待ってくれたときは、すごく嬉しかったよ」

　山本さんが緊張で黙り込んだあのとき、立ち止まったのは正解だったんだな。気づいてあげられてよかった。

「資料室でソトミチくんにセックスがしたいってお願いをしたときは、まだトラウマみたいなものがあって、少し焦ってたんだけど。ソトミチくんとエッチしてる間になくなっちゃった」

　山本さんと最初にエッチをしたときには、セックスに対する必死さがまだあった。それが、知らずのうちに、同じ言葉でも違う意味になっていたらしい。『悪いイメージを払拭するためにセックスがしたい』から、『エッチが楽しいからセックスもしたい』へと。

「ソトミチくん、ありがとう」

　チュッ、と、山本さんの唇が触れたのは、俺の左の頬だった。

「お、おう。どう、いたしまして」

　動揺が隠しきれず、せっかく褒めてもらえたのにキマらない。このあたりはもう、経験を積まないとどうにもならないよな。女の子からこれほど明確な好意を感じたのは、人生で初めてかもしれない。

「でも、自信が持てないだけで山本さんに酷いことをするなんて、俺には考えられないな」

　山本さんは、優しくて、献身的で、思いやりのある女性だ。こんな素敵な人に危害を加えるなんて、まともな精神状態とは思えない。

「ふふっ。まあ、ソトミチくんは、今の私しか知らないからね」

　山本さんの話を聞いて俺の脳内に浮かんだイメージは、優しい山本さんが男たちに裏切られる姿だけ。でも、山本さんだって最初からこんなに素敵な女性だったわけじゃなくて、様々な困難を乗り越えてここまで魅力的な女性に変わってきたんだよな。数年前までは中学生だったわけだし、難しい時期もあったんだろう。

「それに、ソトミチくんは大事なことを忘れています」

「え？　何か約束でもしてたっけ？」

　俺と山本さんとの約束なんて、これから美優が帰ってくるまでエッチしようってことくらいだと思ってた。

「そうじゃなくて。やっぱりソトミチくんってそういう人だ。勘違いとか思い込みとか激しいタイプでしょ」

「それは美優にも言われたけど……」

　女の子二人から同じ注意をされるなんて。よっぽど気をつけた方がいいことなんだろうな。

「なら自分で気づきなさい」

　山本さんは指でコツンと俺の額を小突いた。

「はい……」

　叱られてしまった。でも、山本さんはどうしてだかニヤケ顔を表情の奥に隠しているし、人に迷惑をかけるほど悪いことじゃないんだよな。

「それじゃあこの話は終わりっ！　ソトミチくん、セックスしよ、セックス」

　山本さんは弾みのある声で鼻唄を歌いながら、新品のコンドームを箱から取り出す。

「あの……ついさっき、終わったばかりなんですけど……？」

　ボソッと俺がそう溢すと、山本さんは俺の上に跨ったまま指を咥えてモジモジとする。山本さんは『セックスで気持ちよくなることなんてどうでもいい、相手が喜ぶのが最優先だ』って言っていたはずじゃなかったかな。

「それはそうなのですが……その……もっと欲しくなってしまいました……」

　声だけは申し訳なさそうに、山本さんは容赦なくコンドームの包装を破いて、俺の肉棒を指で詰ってきた。

「お相手していただけますでしょうか……？」

　山本さんは俺ではなく、俺のペニスにそう尋ねた。

　視線がどう考えても真下を向いていた。

　そして、俺のペニスはむくむくと大きくなり、俺の体力的な都合など構うことなく勝手に「イエス」の返事をする。

「うふふ。そういうところ、ステキですよ」

　偉そうにふんぞり返るペニスと山本さんがしばらくイチャイチャして、ついには竿にコンドームが被せられる。山本さんは再び俺のペニスを手で支えると、すっかり出来上がった状態の膣内に、ズブッと根元までペニスを挿入した。

「うぐっ……ああっ……！」

「はうぅあっ……ふぅ……いい…………これ……好き……！」

　山本さんはしばらく肉棒を膣内で堪能して、気持ちが落ち着いたところで、ようやく俺と顔を合わせてくれた。

「ねえ、ソトミチくん」

　山本さんは俺の胸板をイジイジしながら語りかけてくる。

「せっかくだから、美優ちゃんが絶対にしてくれないような、下品なセックスをしてみませんか……？」

　控えめな口調から、とんでもない発言が飛び出してきた。

「げ、下品って……？」

「恋人みたいに、相手を思いやるセックスじゃなくて」

　トン、と肋の中心に置かれた山本さんの指が、首元にまで迫ってくる。

「お互いの本能をぶつけるだけの、すごいやつ」

　頚動脈に手を添えながら「うふっ」と妖しく微笑む山本さん。

　緋色に滲む瞳に、俺は死の運命を垣間見た。
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　チュッ、チュッ、とキスの雨が降り注いでいた。薄暗い部屋の中、ベッドに仰向けになった俺の片脚に抱きつくようにして、山本さんは俺のふとももを舐っていく。

「っ……はぁ……！」

　ひと舐めされるごとに、内腿の筋がキツく縮んだ。山本さんはそのたわわな胸で俺の肢体を挟み込んで、その肉厚な舌、唇を、俺の肌に這わせてくる。

「んふっ」

　涎みたいに我慢汁を垂らす肉棒越しに、山本さんが目線を上げて俺を見つめてくる。こうして全身に愛撫を受けて、かれこれ一時間。陰部には直接刺激を与えてもらえず、俺はずっと生殺しの状態だった。

「山本さん……俺……もう……！」

　ペニスに刺激が欲しい。腕から始まった、このおっぱいで挟んでの全身愛撫は、俺の性感をひたすらに高めていって、今では舌先が触れるだけで喘ぎ声が出てしまうほどだった。

「またセックスできるようになった？」

　山本さんは俺の肉棒を弄って、その硬さを確かめてくる。指で確認してからは、竿の先端をパクッと口で咥えて、口内の全体で勃起の具合を感じていった。

「あああっ……ぐっ……、く、口……気持ちいい……！」

　いつもより口の湿りや舌のザラつきがリアルに感じられた。その口内のトロけるような気持ちよさに、しばらく放心して天井を見上げていた俺は、ついに生で山本さんとセックスをしてしまったのかと錯覚さえしていた。

「ソトミチくんって全身が敏感だから、どこをイジってても楽しい」

　元々敏感だった俺の体は、山本さんの愛撫によって極端に性感に弱くなっていた。山本さんは俺のペニスを咥えながら、二の腕やふとももなどの敏感なところを指先で撫でてきて、俺が快感に悶えるサマを楽しんでいた。

「山本さん……もう、セックス……したい……！」

「んー？　したいのー？　さっきは私がしよって言ってもしてくれなかったのに」

　山本さんは意地悪に笑って、俺の頬を指でグイグイと押し上げてくる。

　こんなことになっているのも、すべては俺の体質が原因だった。

　昨晩、山本さんとの初めてを終えてから、次の日の夜である今に至るまで、俺はすでに山本さんと四回ものセックスに及んでいた。その間にも何度か仮眠や食事を挟んで、追加のコンドームは、俺が眠っている間に山本さんが買ってきた。そして、一時間前に夕食を済ませて、さてもう一回戦となったところで、俺のペニスはふにゃっとしたまま勃たなくなったのだ。それからは、俺は精力回復のため、ずっと山本さんからこの焦らしプレイを受けている。

　ここで問題なのは、俺が一日に複数回できないことではなく──

「美優ちゃんとのエッチでは二日で八回も出してたよね？　しかも私とのエッチとは別に」

　という山本さんの謎の対抗意識だった。

　俺があれだけの回復力を保っていたのは、この体が美優に対して無意識に生殖本能を高ぶらせて、通常では考えられない速度で精液と精力を生み出していたからだ。どれだけ山本さんが体もプレイも魅力的であっても、この根本的な体質だけはどうにもならない。山本さんはその差異を料理やマッサージなどで埋めようとしてくれていたが、やはりどうあってもこの体は妹のためにあるようであった。

「ここさ、タマタマのところ舐めると、精液が増えるらしいよ」

　山本さんは体勢を変えて、俺の股間が頭に来るように方向転換した。その代わりに山本さんのお尻が俺のすぐ前に来て、ピンク色の秘穴の淫猥さに思わず見惚れてしまう。しかし、そうして鼻の穴を広げて興奮していられるのも、短い間のことだった。

「んっ……山本さん……それ……アアッ……！」

　山本さんは俺の玉袋にベタッと舌を這わせながら、おっぱいで肉棒を挟んできた。男の最も弱い部位である陰嚢、その表面を舐め回されて、ときには口に含むだけのマッサージを受けている。おっぱいはその柔らかさで亀頭から根元までをすっぽりと覆い尽くし、睾丸を揉む舌の動きに合わせて、ゆっさゆっさと俺の肉棒をシゴいてきた。どちらの動きも緩慢で、俺の感覚が誤魔化されないように、それこそ俺の肉棒が山本さんの肌のキメ細やかさを感じるくらいに繊細な刺激を与えてくれる。

「うっっぐっ……それ、ほんと、やばい……ああ、あぁあぁっ……きもちぃ……はぁ……ぁぁあぁぁあ…………!!」

　こんなにわずかな動きなのに、膣肉で絞り上げられるよりも強い刺激が体を駆け巡っていた。見なくてもわかるくらいに先走りが溢れて、もはやそれは微細な射精を繰り返しているようなものだった。

「はぁ、はぁ……山本さん……出したい……あぁっッ……出したい……！」

「へろっ……むちゅっ……んっ。……出したいなら、私の体を自由に使っていいんだよ」

　山本さんは枕の横に置かれたコンドームを一瞥して玉舐めを再開する。山本さんとは、互いの体は好きにしていいということを事前に決めてある。結局は、山本さんが攻め好きで、俺が受けに回ることが多いのだが。

「うっ……こうなったら…………！」

　俺は自分で腰を動かして、山本さんのおっぱいで肉棒の硬さを感じながら、コンドームの包装をビッと破いた。そして、下半身をおっぱいで押しつぶしている山本さんから股の間をすり抜けるように抜け出して、眼前に鎮座している臀部を鷲掴みにする。

「あんっ……ソトミチくんったら、乱暴なんだから……」

　山本さんはうっとりとした表情でおしりを突き出してきた。こうして女の子を見下ろすのは初めてで、戸惑いはするがまごついていたらせっかくの空気が台無しになる。

　俺は膝立ちでコンドームをつけると、すぐにペニスを山本さんの膣内に挿入した。　

「んっ……ああんっ……硬いの……入ってくる……！」

　バックからの挿入は、根元までずっぷり体内に入る騎乗位より刺激は少なかった。だが上から女の子の裸体が見下ろせるのは、実に壮観だ。俺が腰を前後させるごとに山本さんのおっぱいが揺れて、四つん這いの山本さんが挿入の刺激に喘ぎながら、徐々に腕の力を失っていく。そうして屈服していく格好は、オスとしては最高の興奮材料だった。

　膣の入り口がはっきりと見えるこの体勢は、ペニスのカリまで引き抜くと山本さんの膣壁が引っ張られているのがわかって、その淫靡な光景が相乗的に興奮を高めてくる。突けば女の子を蹂躙している感覚が湧いてきて、おしりの肉を揉みしだいているだけで俺は全能感を味わうことができた。

「んあぁっ……ソトミチくんの……あっ、ああんっ……奥まで、きてるぅ……あっ……ンんっ……ああああっ……！」

「山本さんの体…………ほんと最高…………！」

「ん、はぁ……あぁあっ、んあっ、もっと、もっと使って……！」

　俺はひたすらに腰を動かし続けた。激しく、とにかく激しく、今は山本さんを俺が好きにしているのだと、そう示すために。

　こんな力任せのセックスが、山本さんにとって本当に気持ちいいのかはわからない。でもその表情を見ると、演技とも思えなかった。むしろ乱暴にすればするほど、山本さんの表情は蕩けていくようにさえ見える。

　俺は両手を山本さんのおっぱいに回して、犬の交尾のような体勢になった。弾力のあるお尻とは対極に柔らかいおっぱいを揉みしだいて、盛り狂ったように、パンッ、パンッ、と腰を打ちつけて山本さんをバックで犯した。

「山本さん…………山本さん……っ！」

「んんっ、ひゃぁんっ、ああっ……！　あっ、ああッ……ひょと、みち、くん……ひゅご……これぇ……すきぃ……！」

　ペニスを杭のように打ちつけるたびに山本さんのアソコから愛液が弾け飛んで、俺たちは狂ったように互いの肉欲を貪っていく。

　セックスというより、肉穴にただ男性器を擦りつけているだけのようなものだ。そうして激しく腰を動かし続けて、やがて俺の体力が尽きかけた頃、動きが止まりそうになった俺に山本さんが体を起こして襲いかかってきた。

「止めちゃヤダ」

　山本さんは可愛らしくそう言うと、俺を仰向けにベッドに押し倒し、今度は騎乗位の体勢になった。そして、山本さんは俺の腰に手を回すと、それを持ち上げるようにして自分の体内にペニスを迎え入れた。

「んぐっ……んんっ……あぁ……ソトミチくん……！」

「うがぁっ……山本さん……ああっ……！」

　山本さんはひと休みも許さずに、俺のペニスを膣肉で咥え込んでいく。山本さんも俺が犬みたいになっていたときと同じくらいに恥ずかしい体勢になって、ガニ股で腰を上下させた。その卑猥さすら、山本さんの肉体を以ってすれば美しく映えてしまう。しばらく俺のペニスを貪ったあとは、山本さんは俺にのしかかってきて、お尻を大きな振り幅で上下させる卑猥な動きで何度もペニスを咥え込んできた。

　山本さんの膣の蠢動に吸い上げられて、止めどなく続くスタンピングに、散々焦らされてきた俺は射精への欲望に耐えられなくなっていた。

　もうイキたい。それと一緒に山本さんもイカせたい。そうした想いが俺の体を動かして、二人の共同作業で腰を打ちつけ合った。何度も本能をぶつけ合って、そして、やがて二人の肉欲が、同時に弾けた。

「あんっ、んんぐぅぁあっ……あ、ああっ、ソトミチ、くん……いひゃ……うっ……!!」

「山本さん……山本さん……俺も、もう……!!」

　最大まで高ぶった興奮を、二人で同時にイクことで解放した。山本さんが俺の胸にむしゃぶりついてきて、すっかり射精のためのスイッチとなったその行為によって、俺はイキっぱなしで収縮を繰り返している山本さんの膣の中で、袋いっぱいのクリームを握り潰したように射精をして果てたのだった。

「はぁ……はぁ…………山本さん……すごくよかった……」

「ふぅ……えへへ……やっぱりソトミチくんとのセックス、気持ちいい……」

　二人で息を乱して、ベッドに横たわる。

「乱暴すぎた？」

「ううん。もっとあんな感じに使ってほしい」

「使うって、なんか道具みたいだけど……いいの？　山本さんは無理やりされるのは嫌いだったんじゃ？」

　あまり強引にしていると、トラウマを掘り返してしまいそうで心配だ。

「大丈夫だよ。前までの人たちとは違うし」

「違う？」

「うん、全然違う。使ってほしいなーって思ってるときに使ってもらえるのと、そうでないときじゃ、全然違うんだよ」

「ああ、なるほど」

「だから、いっぱい使ってください……」

「は、はい」

　山本さんのこういうところ、エロいんだよな。ドキッとしてしまう。

　山本さんはピロートークが終わると、俺を抱き寄せてきて、眠りへと誘ってくる。風呂に入る必要があれば入り、ご飯の時間になれば食べ、それ以外は休憩とセックスを繰り返す。俺と山本さんの生活はそうやって爛れていった。

　バイトの日には山本さんにスーツを用意してもらい、何から何まで至れり尽くせりで俺は家を出た。山本さんは実家にいるときにも、当たり前のようにこの水準で父親や弟たちの世話をしているらしく、やらなくても大丈夫だと言われるほうがむしろストレスになるらしい。俺は俺で美優と家事分担をする生活を続けてきたため、されっぱなしだと落ち着かないのだが、ここは山本さんのためだと割りきることにした。

　バイトのリマインドメールをチェックして、俺は電車で移動をする。バイトの前日には、最終確認も兼ねて、会社から詳細連絡がやってくるのだ。俺もこのメールのおかげで忘れずにいられた仕事があってとても助かっている。

　夏休み二回目のバイトは、吹奏楽団のためのセレモニーホール整備だ。アリーナと違って立ち席がないために、設営が行われることはない。

　アイドルのライブのように物販列に長蛇の列ができることもないし。かなり楽な仕事だが、俺にはもうこれが限界だった。山本さんとエッチを繰り返ししているときは、山本さんが主体になってくれていることと、なんだかんだと食事やマッサージで英気を養えているのでいいのだが、家から出てみると精力関係の疲れがドサッとやってきて倒れてしまいそうなほどだった。

　例によって、俺のライブ中の仕事は、ドア近くに立ってトイレや喫煙室を使う人たちを誘導するというものだった。空調の効いただだっ広い廊下で一人、俺は手を後ろに組んで、魂が抜けたように突っ立っていた。

　そうやってボーッとしていると、浮かんでくる、山本さんの微笑みと優しい声。何をしても褒めてくれて、よしよしと頭を撫でてくれて、あの甘やかしが中毒になってしまいそうだ。

　セレモニーホールは市営の施設だが、楽団が公演をやるときは夜遅くまで開場している。俺の仕事が終わるのも夜が更けてからだった。山本さんは俺より先にバイトから帰っているようで、家に直接おいでとメッセージが来ていた。

　すべての公演が終わってからは、矢印マークが描かれた下敷きとテプラで作成された標識案内板を回収する作業をやって、今日のバイトも終わりだと思った矢先のこと。さすがに今回は違う現場だろうと思っていた阿形さんと、ばったり鉢合わせたのである。

「ソトっち、いたんだ。全然気づかなかったよー」

「阿形さんこそ」

　このイベントスタッフの作業の割り当ては、その場で決められることが多く、近くに固まっているだけで同じ仕事が割り振られることがほとんどだ。逆に言えば、最初から互いの存在を認知していないと、最後まで知り合いに気づかずに仕事を終えてしまうこともある。

「啓太郎さんはいないんですね」

「あいつは今日はいないよ。別に、いつも一緒ってわけじゃないし」

　阿形さんは話しづらそうに顔を反らした。その耳元に、微かに煌めく一粒の金属。髪の毛に隠されてはいるが、間違いない。ピアスをつけている。

「阿形さんってピアスとかするタイプでしたっけ？」

　無論、イベントスタッフのバイトはアクセサリー禁止である。とはいえ、このルールは形骸化されている部分もあって、さり気なくアクセサリーをつけてきているバイトはそこそこいるわけだが。少なくとも阿形さんがつけているのを見たことはなかった。

「うえっ!?　ば、バレちゃった!?　あはは」

　阿形さんはどうしてだか嬉しそうにしながらも、恥ずかしがって耳を隠す。

　阿形さんがどうしてこういう反応をしたのか。それがわかったのは、バイトが終わった帰りのことだった。

「──啓太郎さんからのプレゼントなんですか？」

　簡単に言ってしまえば、阿形さんと啓太郎さんは付き合うことになったのだとか。二人は元から惹かれ合う部分があって、それがあの山本さんによって与えられた刺激により表面化したらしい。

「そ、そう。付き合った記念としてね。まあ、あいつも初めての彼女らしいし？　浮かれてるんじゃないかな」

　言われてみれば少し大人っぽくなった。そして、比較的真面目だった阿形さんが、アクセサリー禁止のバイトにまで身につけてくるなんて。人間はちょっとしたきっかけで変わるものなんだな。

　阿形さんと啓太郎さんのバイトでの仲のよさからしたら、付き合うことになったことにはなんら不思議なことはない。しかし、あの泥酔事件の後に付き合うことになったってことは、邪推はしたくはないけれど、つまりそういうことなんだよな。

「ま、まあ、そういうことも、なくはなかったよ!?　でも、あくまでも啓太郎とは健全な関係であって、そりゃ、その、お互いにそういうのに興味がないでもなかったし、昨日と今日と、ちょっぴりペースが早かったりはしてるけど……」

　否定をしながらもちゃっかりと現状を暴露する阿形さんだった。大学だと相談できる相手もいないだろうし、こういう身の上話は、俺みたいな付き合いの少ない人間のほうが話しやすいよな。

　俺は今日も居酒屋に誘われたが、山本さんを待たせるわけにはいかないので断った。外食するより山本さんの料理のほうが美味いのもあるし。その代わりとして、帰り道は途中まで同行することに。

　そこで切り出されたのは、やはりというか性の悩みであった。

「ソトっちは、ほら、そういう……経験、豊富でしょ？」

　俺が性経験がいかほどかと聞かれると、歴の長さで考えれば豊富とは言えない。しかし、山本さんがあんなに堂々とセフレ関係を暴露してしまったせいで、俺は阿形さんにプレイボーイだと思われている。まさかあの爆弾発言がセックスの相談という形で波及してくるとは。

「へ、変な話をするつもりはなくて！　ただ、女の子としては、男の子の記憶に残るような……のを、したいじゃない？」

「そうなんですか。女の子ってそもそも、そこまでエッチに積極的にはならないものだと思ってました」

「え、そう!?　私、変かな!?」

「ああいえ、素晴らしい心がけだとは思います。でも、どうしてそんなことを？」

　長く付き合ってそれなりの関係を持てば、記憶に残らないはずはないと思うのだが。

「だって、ほら。男の子って、よく、一人でするんでしょ？　彼女がいてもするって聞くし。そのときに、できれば……ね？　そういうこと!!」

　ああ、なるほど、オナニーするときのオカズを、他の女ではなく自分にしてほしいから、記憶に残るエッチがしたいと。それなら納得はできる。とはいえ、恋人としての好みと性的な視点での好みは別だしな。

「同じオカズで抜き続けるのは難しいと思いますよ」

　俺のように妹をオカズにしないと抜けない特殊体質でなければ。

「その上で言わせてもらうと、ＡＶを観て勉強をするのが一番だと思います」

「ＡＶで勉強しちゃいけないってネットに書いてあったけど？」

「それは男側の話であって、要するに、男が現実のセックスの参考にしちゃいけないくらいの理想が詰め込まれているので、女の子が男の性欲を知るにはいい資料になるんですよ」

「ふむふむ。でも、あのグロいのを何度も見るのはなぁ……うぅ……でも頑張らないと……」

　こんなに健気な彼女さんができて、啓太郎さんは幸せものだな。きっと啓太郎さん本人が気づくことはないだろうけど。この関係が上手くいくかは、阿形さんが啓太郎さんの自由をどこまで認められるかがポイントになるな。

　と、ろくに恋愛経験もない俺は一人でぐるぐると無駄なことを考えながら、阿形さんへのアドバイスを終えて帰宅をしたのだった。帰宅、といっても山本さんの部屋だが。

「おかえりなさい、ソトミチくん」

　語尾にハートマークでもつきそうな甘ったるい声で、山本さんは俺を出迎えてくれた。エプロンを着た山本さんの人妻っぽいエロスは反則だな。体は疲れてるのに、睾丸としては休憩時間だったため、股間がもりもりと元気になってくる。

「ソトミチくん、私のエプロン姿、好きすぎ」

　山本さんは楽しげに俺の股間に目を落として、クスクスと笑う。

「その反応を見るためだけに毎日ソトミチくんをお出迎えするのもアリかもしれない」

　男の勃起を見るために夕食を用意する女の子なんて聞いたことがない。でも山本さんが相手なら俺もそれはアリだと思う。

　山本さんのこの癒やしパワーは堪らないな。こうして股間が膨らむのも、山本さんが与えてくれるリラックスがあってのことだ。

　山本さんは俺からポーチとジャケットを受け取って、居室へと姿を消す。こんな暑いときにわざわざ大きな鞄なんて持ち歩く必要はないだろうと、山本さんが軽登山者やライダーも使うような便利ポーチを貸してくれたのだ。実際、バイト先の若者はリュックなどで来ることがほとんどで、堅苦しいカバンを持っているとかえって浮いてしまう。

　俺は靴を脱いでから、早速お風呂場へ移動した。シャワー中に考えることがあるとすれば、出た後に服が用意されているかどうかだ。非常にいいご身分で申し訳ないのだが、山本さんは俺がシャワーを浴びると必ず着替えを用意してくれる。ここには『必要があれば』という注釈がついていて、着替えがないときは、そのまま裸で寝ましょうという山本さんからの意思表示になる。これで山本さんの準備状況を計り知ることができるのだ。

　今回は山本さんが服を用意してくれていた。まずはお夕飯にしましょうということらしい。俺が脱衣所を出ると、山本さんはご飯をテーブルに並べて待っててくれていた。山本さんと結婚する人は、毎日こんな生活を送ることになるんだろうか。自律ができなかったらダメ男一直線だろうな。

　俺は山本さんと、横に並んでご飯を食べる。美優とのときとは違い、きっちり姿勢よく、行儀よく食べるご飯ではない。二人で肩を並べて、お椀を持って、同じ皿のオカズをつつく。山本さんはベッドの縁を背に膝を立てて、俺はあぐらをかいて、仲良く食事をするのだ。

「ソトミチくんは、薄味が好きでしょ。苦手な食べ物は特にないけど、苦味のある食べ物は好きじゃない」

　山本さんは今日までの食卓で、俺から割り出した好みについてまとめる。

「でも精液はとても苦い」

　とても申し訳ございません。

「ていうか、あれは苦いって言うのかな？　なんて表現をすればいいんだろう。あの生温かいドロッとしたものを口の中に出されると、反射的にえづいちゃうんだよね」

「オタマジャクシがどうとか言ってたもんな。実際どうかはわからないけど」

「やっぱり飲んでみる？」

「心から遠慮しておく」

　山本さんだけならまだしも、由佳も佐知子もあんだけ不味いって言ってたし、美優だって味は最悪っぽいようなことを言っていたしな。それを自分で飲む勇気は俺にはない。

「いつか一度くらい味わっておくといいよ」

　山本さんはニヤニヤして食べ終わった食器をテーブルに置く。美優にも似たようなことを言われたな。女の子に飲ませるからには、自分でもその不味さを知っておくべきなんだろうか。

　いや、知ってしまったら今以上に気が引けてもう頼めなくなってしまう気がする。

「山本さんって嫌いな食べ物とかあるの？」

「ポテトサラダとか、コールスローとか、マヨネーズ系の和え物かな」

「理由は？」

「弟たちがめちゃくちゃに入れまくるから」

「それはなんとも……風評被害のような」

「まあね。ふふっ」

　こんな感じに他愛のない話を交えて、食事を片付ける。山本さんが洗い物をするので俺は運ぶだけだが。何往復かしているうちに、見慣れないスマホが充電されていることに気づいた。普段山本さんが使っているものとは違うタイプだ。

「山本さん、スマホ二台持ちしてるの？」

　俺が尋ねると、山本さんは水道の水を止めて、スポンジを泡立てながらこちらを向いた。

「ああ、それね。下取りしても大したお金にならなかったから、データを残してあるの。前に使ってたアプリとか、写真とか。今までは引き継ぎをしてたんだけど、面倒になっちゃって」

　機種変更をする前に使っていたものか。最近ではクラウドでデータが保存されるようになったとはいえ、移行作業は面倒だよな。

「気になる？」

　山本さんは食器を洗い終えて居室に戻ってくると、スマホの充電器を外して、写真アプリを起動した。

「お父さんがね、昔の写真をパソコンに入れててくれたから、それを送ってもらったのが結構あるよ」

「えっ、なにそれ。めっちゃ見たい」

　山本さんの小さい頃の写真か。さぞ可愛いんだろうな。これだけのプロポーションになる前は、どんな姿をしていたんだろう。

「これが小学生の私」

「こ、これは。なんというか、やんちゃだね」

「でしょー」

　小学生の山本さんは、髪の毛を派手にアレンジして、ちょっぴりヤンキーっぽい面構えだった。前髪を上げてちょんまげ型に髪を結って、俺が普段かかわらなそうな陽キャの同級生と机を囲んでいる。いくつか写真を見せてもらったが、服装はスニーカーとジャージのような簡素な場合と、化粧をバリバリにキメてブーツに足を通しているときとで二極化していた。

「この頃が一番気合いれてたんだけどね。ぜんっぜんモテなかった！」

「それは意外だな」

　いやでも、この山本さん、かなり強そうだしな。小学六年生って言ったら、ギリギリ女の子のほうが体格がデカいくらいの時期だし、この山本さんにガン飛ばされたら俺もビビって動けなくなるだろう。

「奥の方で手を振ってる子がいるでしょ？　この子がほとんどの男をガメててね。でもミニバスのキャプテンもやってた肉体派だったから、誰も逆らえなかったんだよ」

　子供ってイジメの対象にするのはわかりやすく特徴のあるやつだからな。でもなんとなくだけど、この男好きの子がイジメられずにいたのは山本さんの影響があったからだと思う。

「そして私は、ここから清楚系へと転向するのでした」

　それから見せてもらったのは、中学二年生の山本さん。このあたりから黒髪ストレートになって、これと同一人物が机にしゃがみこんでいたとは思えないくらいに清楚になっている。

　そして、かなりタイプだった。死ぬほど可愛い。

「ソトミチくん、この頃の私好きそう」

「ドンピシャです……」

「どことなく美優ちゃんっぽい雰囲気ある？」

「かなり、似てるな」

　そう、美優に似ているのである。中学二年生の山本さんは、まだ美優より少し背が高いくらいだった。女の子は早熟らしいので、ある程度の歳で身長が決まると聞いていたが、どうやら山本さんは中学二年生になってもまだまだ伸びしろを持っていたらしい。

　胸の大きさは今の美優の方があるくらい。美優も山本さんぐらいのグラマーになる可能性があるんだな。

「ずいぶんとお気に召したようで」

　山本さんに股間をツンツンされて、俺はようやくテントを張っていたことに気づいた。昔の写真を楽しんでいたはずなのに、この体は美優のことになると本当に堪え性がない。

「も、申し訳ない……」

「エッチなお兄ちゃんだね。美優ちゃん本人の写真を見ても、同じ反応になるのかな？」

「その可能性は大いにある……かな……」

　悲しいサガだ。せっかく山本さんが可愛い写真を見せてくれているのに、俺はそこに妹の陰を見出して勃起してしまっている。

「まあまあ、そんなに落ち込まないで。ソトミチくんが美優ちゃんのことになるとすぐ発情しちゃうダメなお兄ちゃんなのは、今にわかったことじゃないでしょ？」

　山本さんは精いっぱいのフォローのつもりなのか、俺の股間をポンポンしながらそんなことを言ってくれた。

　その罵倒がとても心地よかった。マゾとしてではなく、山本さんが俺の必要としている叱咤をくれることが嬉しかった。

　そうだよな。ここで俺が落ち込んでしまったら、それこそ空気が悪くなる。

「なんならその画像フォルダ、好きに見てていいよ」

　見られて困るものはないし、と続けて、山本さんはズボンを引っ張ってくる。どうやら脱げということらしい。それはつまり、抜いてくれるってことなんだよな。しかもこの写真は見続けたままでいいと。

　もう山本さんに陰部を晒すことには慣れている。だが、そこに羞恥がないかと聞かれれば、そんなことはない。女の子の前でペニスを晒すのは、いつだって緊張するものだ。

　俺は山本さんのスマホを持ったまま、パンツを脱ぐ。ぶるんっと肉棒が上向いて、山本さんがそこに口をつける。チュルチュルと美味しそうに、唇で亀頭をしゃぶってくれる。

　山本さんのフェラはいつも温かく湿っている。キスのときでも、口内が冷たいと相手が不快に感じると聞いたことがあったけど、山本さんとしたらそんなことは絶対にないんだろうな。山本さんからは、キスされる素振りはないし、俺もしようとはしてないけど。山本さんに舌を入れられたら、気持ちいいだろうな。

「んむっ……むちゅっ……ぶっちゅるっ……んくっ……」

　山本さんのフェラチオに俺は股間に快感を覚えながら、写真に視線を戻す。美優とそっくりの、山本さんの昔の姿がいくつもあった。たまにはパンチラしているようなキワどいものまで。

　このオカズは、マズいかもしれない。かなり濃いのが出てしまいそうだ。俺の精液は、さきほど山本さんにも不味いと言われたばかりだし、それを口に出すのもな。

　でも、出したい。最近はゴムに射精してばっかりだったから、たまには口の中に射精したい。

「山本さん……あぁっ……もう……出そう……！」

　俺の手元にはオカズがある。美優そっくりのその姿を見ていれば、自分の意思で射精することができる。

「んふっ。ソトミチくん、口でしてるとすぐ出したがるんだから。はーむっ……ちゅぶっ……」

　山本さんに指摘されて、少しヒヤッとした。たしかに、フェラされてるときはすぐに射精したいって言ってたかも。美優とのエッチが基本的に口内射精だったから、どうしてもこのシチュエーションだけには射精を堪えられない。

「んっ……んんっ……ちゅぷっ……」

「ああぁっ、ああっ……！　山本さん、ごめん……！　もう出る、出る……ッ!!」

「ん!?　ん、んんっ……！　んーむぅ……！」

　びゅっ、どびゅっ、びゅる、びゅくびゅびゅっ、びゅるるっ──！

　俺は山本さんの口内に勢いよく射精した。この尿道をドロッとしたものが駆け抜ける感じ、久々にかなり濃いのが出た気がする。

「うっ……うぐっ…………うぅ……！」

　案の定、山本さんは涙目でえづいていた。わかっていたことだけど、罪悪感は拭えない。

「ご、ごめん！　さすがに、今回のは、吐き出してもらっても……！」

「ん、うっ……んくっ…………はぁ。うぅ、の、飲んだ……」

　山本さんは鼻をズビズビさせて、目尻に涙を溜めてそう報告してくれた。精液を飲ませるのは支配欲が最高に昂ぶるから好きではあるけど、そこまで無理することないのに。

「あ、ありがとう。でも、無理はしなくても、いいからな？」

「うーん……ソトミチくんは、飲んだ方が喜んでくれるかなって……思ってるから……飲んでるんだけど。もしかして、意外とそうでもない？」

　山本さんの表情が、明るくなったり陰ったりを繰り返す。

「い、いや、すっごい嬉しいよ!?　俺、飲んでもらえるのめちゃめちゃ好きだし。でも、苦しい顔をされてまでってのは、ちょっと違うというか……」

「ううっ、ごめんなさい。私がもっと美味しそうに飲んであげればいいんだよね」

　山本さんは言葉以上に申し訳なさそうにしていた。精液なんてそもそも飲めない女の子の方が多いんだから、ただでさえ不味い俺の精液が飲めなくたって悪く思うことなんてないのに。

「俺の精液の苦さじゃ仕方ないよ」

「うんうん。だから、せめて私くらいは飲んであげようかなって」

「……えっ？」

　言われた瞬間、ポカンとした。

　その反応に、山本さんも目を丸くする。

「だってほら。美優ちゃんは、飲んでくれないでしょ？」

「あ……ああ……！　そう、だな」

　なるほどそういうことだったのか。山本さんが吐きそうになるのを必死に堪えてまで精液を飲んでくれていたのは、他の誰も飲むことができないと思っていたからだったんだ。

　俺としかまともにセックスができない山本さんを、俺がどうにかして気持ちよくしてあげたいと思ったように。山本さんも、あまりの不味さにこの先誰にもしてもらえないであろう飲精を、自分がやってあげようと身を捧げてくれていた。

　どうしよう。こんな俺を相手にそこまで頑張ってもらって、涙が出そうだ。

「なので……してみたのですが。ソトミチくん……？」

「うん……あ……あの……。ごめん！」

　山本さんと、美優に対して。俺は必要以上に謝罪の言葉を繰り返しながら、本当のことを山本さんに告げた。これまで美優とエッチをしてきた経緯や、もちろん、飲んでもらっていることまで。

「つまり、美優ちゃんは平然とこの精液を飲んでいると。むしろ、率先して」

「その通りだな」

　最初はただ、口で受け止めてくれていただけだった。それが山本さんの家にくる直前には、自分の手で絞って飲んでくれさえした。あれだけ不味いと言っておきながら、実は俺の精液の味が好きなんじゃないかとすら思えてくる。

「つまり……美優ちゃんはもっと、ソトミチくんの精液を美味しそうに飲んでいると……！」

「は、はい、はい」

　山本さんは強い語調でそう言った。そして、しゅんと小さく身を丸めた。

「それはそれで……なんだか凄まじい敗北感が……」

「体質の問題だと思うから、気にすることないと思うぞ」

　別に美味しく飲めることが偉いわけじゃないし、由佳や佐知子の反応を見る限りでは、美優がああして飲める方が異常なんだ。

「でも、なんか悔しい」

　山本さんは膨れっ面になって、年相応の少女らしい不満顔をする。なかなかお目にかかれないレアな表情だ。

「残り三日あるんだし、私だって一つくらい……」

　山本さんがそんなことブツブツ言い出してから、俺たちは──。

　とにかく、ダラダラした。それはもうダラけた。正確に言えば、俺はセックスと食事とゲームしかすることはなくなった。最初は、たまにはこんな日があってもいいかな、ぐらいの気持ちで怠けていただけだったのに。

「ソトミチくん、そのゲームはオンラインでバトルするの？」

「不特定の人とマッチングすることもあれば、ギルドの人とクエストに行くこともあるよ」

「オフ会で集まるのもこの人たち？」

「そうそう」

　ソファーで横になってイチャついたり、カーペットに前後ろで座って、おっぱいまくらをしてもらいながらゲームをしたり。

「はい、これ新しい味のやつ。食べて食べて」

「ん、ありがとう」

　いつも傍に山本さんがいて、お菓子などは山本さんが食べさせてくれた。

「ああっ、あっ、山本さん……！」

「んふふー。ソトミチくん、クエスト中だよ」

　アプリをやっている最中に、山本さんが俺の肉棒をいじってくることもあった。しばらくイチャイチャしているうちに、溜まった性欲を山本さんがつぶさに察知してくれて、仲間たちが戦闘に勤しんでいるのに、俺はエッチの気持ちよさに浸りながらプレイを続けていた。

「ゲームも長く続けてたら疲れちゃうよね。じゃあそろそろ寝よっか」

「ああ……」

　俺は山本さんのおっぱいを堪能しながら、眠りについた。食欲も性欲も満たされて、アプリゲームの行動ゲージを気にすることもない。バイトの疲れもあって、俺はぐっすりと深い眠りについた。

　それから、目が覚めたときには、なんだか視界がぼやけるような気がした。それでも確かに山本さんは隣にいて、俺と一緒に寝てくれている。

「んー？　起きたの？」

「うん、起きたよ。おはよう」

「おはよう、ソトミチくん。今日もゆっくりしようね」

　山本さんに頭をナデナデされて、まだ意識がはっきりしないところで、山本さんは廊下に出た。それから、料理を作ってくれて、それと共に持ってきたのは洗面器と歯ブラシだった。

「先にお口をキレイにしましょうか」

　山本さんから水入りのコップを渡されて、口をゆすいで、歯を磨いてもらう。シュコシュコと優しく口内が清掃されると、それだけでもムズムズと性欲が湧き上がってきた。

「もう元気になっちゃったの？」

　山本さんは当たり前のように俺の肉棒をシゴいてくれた。

「あ、ああっ……！」

　俺は山本さんと向かい合わせになって、山本さんにペニスを擦ってもらいながら、服をめくり上げて露出してくれたおっぱいにしゃぶりついた。

「んー……んんっー……！」

「遠慮しないでいいんだよ。いっぱい吸って」

「うん……んむ……」

　俺は山本さんに下半身をいっぱいに気持ちよくしてもらった。そして、また射精スイッチを刺激してもらって、精液を出して、再び眠気がやってくる。

　山本さんの胸に抱かれて、俺はまた深い眠りについた。

「──ソトミチくん、またゲームができるようになってるよ。クエストを進めよっか」

「ん、ああ、うん……」

　俺は山本さんに、何時間寝たかわからないけれど、起こされて、それからしばらくゲームをやっていた。さっきまで朝だった気もするけれど、周囲は暗くなっているし、まだ何度も寝ていないはずなのに、もう数日くらいこうして横になっていたような気さえする。

　そうやって俺が思考をまとめられずにいる間に、山本さんがまたご飯を作ってくれて、それを食べて、トイレなどを済ませて、マッサージついでのお風呂に入って、それから、またベッドで横になった。

　今が何時なのか、正確な感覚がわからなかった。スマホにはデジタルで時計が表示されているのに、それをぼんやりと眺めていても、何時なのかがなぜかわからない。しかし、必要だとも思わなかったので、俺は気にしなかった。

　次にベッドで横になるときはお互い裸になっていた。生肌で抱き合っていると、性欲にまた肉棒が硬くなり始める。

「ソトミチくん、運動の時間だよ」

　山本さんがそう言って、コンドームを着けてくれる。すぐ横のテーブルには、八個ほど使用済みのコンドームが並べられていて、あれがいつどのようにして使われたものなのか、俺にはわからなかった。

　ただ、このセックスという行為は、とにかく気持ちいいことを俺は知っていた。そして、セックスをすると、山本さんが俺をいっぱいに幸せにしてくれることも体が覚えていた。

　仰向けになっている山本さんに、俺が覆いかぶさって、コンドームを着けてもらったペニスを膣内に挿入する。

「山本さん……ふむっ……んっ……山本さん……あ、ああっ……！」

「あんっ……ふぁああっ……ソトミチ……くん……！」

　俺は山本さんのおっぱいに吸いつき、空いた手でその豊満を揉みしだいて、懸命に腰を振った。山本さんの膣肉にペニスをいっぱい擦りつけて、俺は腰が動く限りピストンに没頭した。

「ああっ……ああぅあっ……！　山本さん……はぁ……あぁああぁっ……きもちぃ……山本さん……ああ……あぁぅああぁっ!!」

　セックスをするごとに山本さんの体は気持ちよくなっていった。ひと突きするだけで、射精と同等の快感が脳に流れていく。

「んふっ、ああんっ！　はぁ、あっ……そろそろ、頃合いかな……あっ、んっ……えいっ」

　山本さんは俺を仰向けに倒して馬乗りになった。

「今日こそスイッチなしで出しちゃうからね」

　ズブッ、ズブッ、ズブッ、ズブッ──。肉棒が山本さんの膣に挿入されていく。俺は快楽に悶え、その様子を眺める山本さんが妖しく微笑んだ。それは今までのエッチな表情とは違う、捕食者的でサディスティックな笑みだった。

「──っ……ぐあぁっ……あっ……あああっ……!!」

　山本さんがペニスの根元まで腰を落とした。山本さんの膣内のひだの一つ一つが、濃厚なフェラをしてくるようで、ひとつストロークさせて絞り上げられるたびに、俺は悲鳴にも似た喘ぎ声を上げていた。

　山本さんはそんな俺を相手に満足げで、グネグネと腰を器用に動かして俺が気持ちいい以外の何も考えられないくらいに快感を与え続けてきた。

「はぁ……いぃ……山本さん……イィッ……あアアッ……アッ……うぐぁがぁああッ……!!」

「あんっ、はんっ、ん……。ふふっ。そんなにいいなら、そのまま出しちゃえ」

　山本さんの淫肉に愛液が溶け込んで、俺のペニスもそれと一体となって膣奥へと吸い込まれていく。もうこのままずっと一つになっていたいと、そんな感情が俺の心を支配していた。

「出してくれたら、もっとイイこと、してあげる」

「アッ、アッ、イイ、こと……はあぁああうぅぅ……アッああああっアアッ……!!」

　ビクッ、ビクッ、と陰嚢が引き締まって、精液がせり上がってくる。

　出したい。射精してしまいたい。今なら出せると、そうした確信がどこかにあった。

　ただ、心の奥底で何かが引っかかって、それだけが邪魔している状態。俺は射精できるんだ。射精をしたら、もっと山本さんと幸せな時間を過ごしていられる──。

　ヴヴヴ、とスマホのバイブレーションが鳴ったのが、ちょうどその瞬間だった。

　ベッドボードに置いてあったその俺のスマホを、山本さんが手に取る。

「んふふっ。あらあら。どうしようかな」

　山本さんはディスプレイを見て、ニンマリと口元を緩めた。そして、画面を数回タップすると、それを俺の頭の横に置いた。

　その行為が何を意味しているのか。その声を聞くまで、俺には考えを巡らせている余裕もなかった。

『──お兄ちゃん？　今どこにいるの？』

　久しぶりに聞く、その声。

　間違えようもない、美優のものだった。

「っ……っっ……あっ……うっ……!!」

　そんな状況で山本さんは容赦なく腰をストロークさせて俺の性感を刺激してきた。声を出してはいけないという唯一の思考が防波堤となって、山本さんの膣にペニスを蹂躙されながらも俺はどうにか声だけは抑えた。

　しかし、黙り続けているわけにもいかなかった。返事をしなければ。あくまでも自然に。こんなセックスに溺れている姿を知られることだけは、あってはならない。

『もしもーし。美優だけど。聞こえてる？』

　美優が俺を呼んでくれている。でもそれに応えることができない。

「あっ……みっ……んんんっ……！」

　声を出せば喘ぎ声になってしまう。山本さんの膣コキに抗うことはできなかった。そして、この抵抗そのものが、すでに無意味なものだった。

「うふふ。頑張るね、ソトミチくん」

　山本さんは、パンッ、パンッ、と腰を打ちつけて、明らかにスマホの向こうで聞いている美優に届くぐらいの音を、室内に響かせた。

「んっ、あっ……。もしもし、美優ちゃん？　ソトミチくんなら借りてるよ」

『あ、奏さん。こんばんは。お取り込み中でした？』

「ううん。へーきへーき。で、ソトミチくんに急ぎの用なんでしょ？」

『そうですね。……お兄ちゃーん。聞こえてるー？』

　山本さんと美優は、スピーカーモードのスマホで至って普通の会話をしていた。こんな状況で、この二人はどういう神経をしているんだ。

「はあっ、あ、み、美優……うっ……ごめん……今は……！」

『うん。いますぐじゃなくていいんだけどさ。今夜中にメッセージを返してもらっていい？　明日のバイトの予定を聞きたくて』

　美優からの連絡は、まさかのバイトの日程を知りたいというものだった。たったそれだけのためにセックス中に電話をしてくるなんて。あの口ぶりだと、俺が美優からのメッセージを無視していたらしいのだが、それにしたってこんなタイミングで電話してくるようなものか。

「わ、わかった、はあっ、うっ、わかったから……！」

　今日が何日かわからないせいで、明日の予定もわからない。最終日だとしたら次の日がバイトだけど、そんなに日が経っている感覚はないし、でも美優が電話をしてくるってことはもうそれぐらい時間が経っているのかもしれない。

『よろしくね、お兄ちゃん』

　そうして、美優との通話が終わりかけたところで、山本さんがぐっと顔を近づけてきた。

「んふふ。ねえ、ソトミチくん」

　山本さんの含みのある声。それを感じ取ってか、美優も通話を切らない。

「美優ちゃんとのエッチと、私とのエッチ、どっちが気持ちいい？」

　とんでもない質問だった。本人が聞いている前で、どっちのエッチが気持ちいいかなんて、答えられるわけがない。

「それは……ああっ……！」

　山本さんの快楽責めはなおも続き、そして、顔のすぐ横に置かれたスマホからは、思いがけない言葉が飛んでくる。

『──どっちが気持ちいいの？　お兄ちゃん』

　ついでのように便乗して美優の口から発せられた、山本さんからのトンデモ質問への催促。もはやなあなあにして誤魔化すこともできない。

　答えなんてものは単純だ。答えることそのものは難しいことではなかった。

　だって、そうだ。俺は今日まで山本さんにたくさん尽くしてもらって、たくさんセックスをして、褒めてもらって、気持ちよくしてもらって。今日だって、ご飯もお風呂も歯磨きも、全部山本さんがやってくれた。この愛液で水音が響くほどの激しいセックスだって、美優が相手では絶対にありえないこと。おっぱいを好きなときに吸わせてもらえて、性欲が溜まればいつでもフェラをしてもらえて、そんな欲望まみれの俺の頭を山本さんはナデナデして受け入れてくれるんだ。

「ねえ、ソトミチくん」

　山本さんの膣肉が俺のペニスを締め上げる。愉しそうに微笑む山本さんの表情が、艶めかしくて美しい。

「エッチが気持ちいいのは、私と、美優ちゃんと、どっちかな」

　パンッ、パンッ、パンッ、と一定のリズムで腰を上下させて、俺は触手のように絡みつく山本さんの膣襞に、全神経を持っていかれていた。

「あっ……あああっ……アアアッ……！」

　今までの、献身を想えば。

　その思い出を遡れば、考えるまでもない。

　俺が、誰よりも、エッチをするのが好きなのは──

「み…………美優……っ！」

　電話越しの声を聞いて思い出した。俺がこのマンションにやってくるまでの美優とのエッチを。あの仏頂面で雑に抜くだけの手コキと、ムッとした表情をしながらも一滴も溢さずに俺の精液を飲んでくれた、美優の兄妹としての深愛を。

「はぁ、ううっ……ああっ……美優と、するほうが……っ……気持ちいい……！」

「んあっ、ふぇ!?　そんな……んっ……！」

　美優の声を聞いてひと回り大きくなったペニスが、俺を襲っていたはずの山本さんの膣肉を押し返していた。これまで調子よく動いていた山本さんの腰の動きは止まっていて、そこに逆襲するように俺からのピストンが開始される。もはやそれは、美優の声をオカズに山本さんの膣をオナホにするような蛮行だった。

「うっ……んんっ……！　あっ、ふぁっ……なんでっ……あっ……してるのは、私なのに……！　こんな……目の前で……寝取られた気分……っ！」

『まあ、お兄ちゃんはダメなシスコンなので、仕方ないですよ』

　スピーカーから美優の声が続いている。美優も最後まで聞いていたみたいだ。

『ということで、お兄ちゃん。何か難儀してるみたいだけど、奏さんのことをイカせてあげて、そしたらお兄ちゃんも好きに出して』

　美優のその一言で、俺の怒張は最大以上に膨れ上がった。ただでさえ鉄のように硬化していた肉棒に、限界を超えて血液が込められていく。その剛直で俺は山本さんの膣内をグチョグチョにかき混ぜるように突きまくった。膣穴から子宮口までの肉道を俺のペニスでマーキングするように、肥大化しきった勃起をズボズボと出し入れする。

「ん、ひょな、アッ、ああアンっ、あんっ、アッ、しゅご、あああっ！　ひょとみひ、くん、の、しゅごいこと、なっへぇ……あああんっ……ああっ……ひょな、らめえぇ……!!」

　山本さんの反応が明らかに変質して、全身の痙攣と共に本気の喘ぎ声が漏れ出ていた。山本さんをイかせられる。俺のこのペニスで、山本さんをイキまくらせてやるんだ。

「山本さん……っ!!　あああっ……はぁ……あああああっ……山本さん……!!」

「はふっ、ふにゅ、うぅぅあぁあっ、あっ、あんっ、らめぇ、はぅ……そと、みひ、くん……もう、あっ、い、いひゃ、イッヒャう……んんッッ……!!」

　山本さんがイッてもなお、俺は腰を振り続けた。何度も、何度も、山本さんの声が掠れるまで、力の限り山本さんの膣を突き上げる。山本さんの意識がトびそうになって、その間にも俺はピストンの速度を上げ続け、山本さんをイかせたら俺も射精していいという美優の言葉通りに、俺は陰茎で山本さんの子宮を突くたびに射精をした。そして、射精をしながらも俺は、精子の貯蔵が尽きるまで山本さんを犯し続けた。

「あぐっ……あっ……あぁ……」

　やがて二人して力尽きて、俺は崩れるように倒れ込んできた山本さんとベッドで横になった。ゴム内に精液が溜まりすぎて、山本さんの膣に入ったままゴムからペニスが抜けてしまいそうだった。

　しばらくは、二人して肩で息をする時間が続いて、その荒い吐息が止む頃に、ようやく俺の催眠状態も解かれたのだった。

「うっ…………うぅ……完全敗北してしまった……」

　山本さんはため息をひとつ溢した。

「なんか……悪いな」

「えへへ。いいのいいの。美優ちゃんに敵わないのは、最初からわかってたことだし」

　その顔はまたいつもの明るさを取り戻していた。俺の知っている山本さんの姿だ。

「それと、最後、思いきり激しくしちゃって、ごめんな」

「それも大丈夫だよ。この先もうないってくらい気持ちよく犯されちゃった」

　山本さんの危ないワードチョイスにドキッとしながら、俺は最後まで抱擁を求めてくる山本さんに応えるように距離を詰めた。ペニスからコンドームを取り外して、ティッシュで精液を拭ってからは、互いを労るように抱きしめ合って密着した。

「楽しい一週間でした」

「あ、もう、一週間も経ってたんだ」

「そうだよ。私がソトミチくんをダメにしてたから気づかなかっただろうけど」

「なぜそんなことを……」

　いやしかし、ああして怠惰を貪るだけの生活は至福だったな。家に帰ったら、美優には厳しくされそうだし、まだ終わってもいないのにもう山本さんの甘やかしが恋しくなってしまっている。

「まあほら、ソトミチくんと、ご飯を食べたりゲームしてるだけでも、楽しかったし」

　俺にとっては、この三日間はあっという間に過ぎてしまったけど。その毎秒を山本さんと過ごしていたのだと思うと、嬉しくもあり、切なくもあった。

　残りの時間は、せめて、少しでも多くを山本さんとの思い出にしておきたい。そう思いながらも、俺の意識は、山本さんの胸の中で、眠りの深層へと誘われ始めていた。

　抗えない眠気と、起きていたい気持ちの、二つの想いが相反して、ギリギリの状態で意識を保って。何分かが過ぎた、その微睡みの中で。

　山本さんが、ごくごく小さな声で、その言葉を呟いた。

　俺には、その声が届いていたけれど。

　指をピクリとも、反応させることもできずに。

　そっと、その言葉を胸に抱いたまま、俺は深い眠りの底へと落ちていくのだった。







「本当はちょっとだけ、悔しかったけどね」











１１．クローゼットの秘密









「それじゃあ、ソトミチくん。美優ちゃんと仲良くね」

　玄関に立つ山本さんが、パジャマ姿で太陽に照らされる。満面の笑顔で小さく手を振ってくれて、この女神はどんな格好をしていても美しい。

「ありがとう。なんというか、山本さんも……お幸せに」

「んふふ。はい、了解です」

　山本さんは最後まで優しい声で見送ってくれた。

　俺は一週間の幸せな時間を過ごした部屋に別れを告げる。もっとくつろいでいたかったが、残念ながらスマホのスケジュールアプリからは今日がバイトだと告げられていた。

　しかし、気が重いということはない。むしろスッキリとさえしている。山本さんにスーツもビシッとキメてもらって、心まで背筋が伸びるようだ。

　俺はこのまま仕事場へ。といきたいところだが、宿泊用の荷物があるので一旦は家に帰らなければならない。

　自転車に跨って、また重たい荷物にフラつきながら家に帰り、玄関に荷物を置いた。それから、財布など貴重品などを小さなカバンに移し替えていると、階段の上から、顔だけが見えるように美優が出迎えてくれた。

「あれ……おかえり？　お兄ちゃん、今日は夕方までバイトじゃなかったの？」

「山本さんの家に泊まってたから、荷物を置きにきたんだよ。時間もないしこのまますぐ出ちゃうけど」

「そうなんだ。行ってらっしゃい。気をつけてね」

　美優はそれだけ言って、自室へと戻ってしまった。一週間ぶりなわけだし、出迎えと共に北海道土産でも渡してくれるかと思ったが、予想以上にドライだった。

　俺は一抹の寂しさを背中に負いながらも、バス停に向かった。よくよく考えてみれば、あの美優の態度が普通なんだよな。今日まで山本さんに甘やかされてきたせいで、笑顔でお出迎えしてもらえるのが当たり前みたいになっていた。

　これではダメだ。俺だってまともな男になってきたんだし、また美優にガッカリされないようにデキるお兄ちゃんになるんだ。

　乗り込んだバスに揺られながら、俺は美優とこれからどうやって付き合っていくかを考えた。これまで俺は性欲を最優先にして、その性欲を──美優が言うには精液の処理を、してもらってきた。美優はどれも嫌がらなかったし、なにより俺が理性を抑えきれなかったから、流れのままにしてもらっていたけど。

　わからないものをわからないままにして、ズルズルと半端な関係を続けていくのはよくないよな。いくら美優が秘密主義とはいえ、まずは兄妹としての接し方と、男女としての接し方を、どう割りきっていくかを話し合わないと。

　バスが最寄り駅に着いて、俺は電子カードを手に持ったまま駅に向かう。バイトが始まるのは十一時から。今日はパンフレットの詰め込みなどの簡単な作業を済ませてから、昼過ぎに支給の弁当を食べて、ライブ会場の整備を行うことになる。

　……で、合ってるんだよな。俺は不安に駆られてスマホを取り出した。そういえば、前日に送信されてくるはずのリマインドメールがまだ来ていない。スケジュールアプリには確かに今日がバイトだと記載されているが、これはあくまで俺が入力したものだし、合っているか自信がなくなってきた。

　ピコン──とメールの受信通知が来たのが、ちょうどそのタイミングだった。どうやらリマインドの配信遅れだったらしい。俺はそう納得して、悠長にしていると電車を逃してしまうこともあり、そそくさと電車に乗り込んだ。

（当日にリマインドメールが送られてくることなんて、本当にあり得るか……？）

　電車が発車してから、俺は再び不安になってメールを見返した。会場名も合っているし、開始時間も合っている。

　それを見て、俺はなぜか安堵していた。どう考えても、日付が一つズレていたのに。思い込みというのは厄介なもので、今日のバイトの内容が想定していたものと合っていたことと、明日の日付を意識しすぎたことが、そのズレた内容を正しいものと俺に誤認させたのだ。

　そのミスに気づいたのは目的地までの乗り換え線に乗った後だった。冷静になって見返してみれば、スケジュールアプリには今日がバイトだと書かれているし、リマインドメールには明日がバイトだと書いてある。

　このときの俺は混乱していて、もしかしたら二日間バイトを入れたのではという謎の恐怖に襲われていた。そのせいですぐに電車を降りることもできず、ライブ会場の最寄り駅に着いてから、俺はようやく派遣会社に確認の電話をしたのだった。

「──はい、スタッフＩＤの確認ができました。ご登録されているお仕事は、明日の十一時からのもので、本日の予定はありません。詳細のメールを再送いたしますか？」

「あ、いいえ……！　大丈夫です。ありがとうございました。失礼します」

　切れた通話に、大きなため息。やはり俺のスケジュール入力ミスだった。リマインドメールも来てなかったわけだし、こんな間違いはもっと早く気づいておくべきだった。

　とはいえ、昨日は無理だったよな。山本さんと一分一秒でもあの幸せな時間を共有していたかったんだ。そのせいで、美優に今日の予定を連絡するときも『明日夕方までバイト』なんて簡素なメッセージで済ませてしまったくらいだし。

「はぁ……」

　俺はまだ降り口の改札を通ってない。駅員に事情を説明すれば配慮してもらえるかもしれないけど、バスの交通費は無駄にしてしまった。そして、ここに来るまでの時間も。

　しかし、考えようによっては、救われたよな。バイトをすっぽかしたわけじゃないんだ。一日後に気づくより、一日前に気づくほうがよっぽどいい。

　それに、俺なんて家にいたらどうせゲームしかしていなかったんだ。気分転換のために外出したと考えれば、健康的な時間だったといえる。バイトの時間に迫られていなければ、山本さんの家を出るタイミングもわからなかったしな。思ったより、悪くないか。

　俺は反対側のホームに移動して、実家の最寄り駅までとんぼ返りした。目的地が遠かったこともあり、さすがに無料で改札を通してもらうことはできなかったが、支払いを要求されたのは入場料だけだった。

　無駄足だったけど、気分はいい。しかし、それとは関係なく、家を出てからこんなにすぐ家に帰ってしまうと、美優と顔を合わせるのが気まずいので、俺はお昼を外食してから帰ることにした。

　せっかくだから普段は行かないようなところにしようかなと思いつつ、一人飯にお金を使うことをもったいなくも感じて、俺はファミレスの近くをうろうろしていた。

　すると、後方から聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「でさー。優花里のやつが夏休みに遊ぼって言ってて。夏休み後半しか空いてないらしいけど、遥もそれくらいになったら暇でしょ？　どう？」

「いいけど」

「じゃあグループに招待するね。優花里はカラオケに行きたいって言ってたけど、まあ私はさして興味ないし、一時間くらいでちゃちゃっと済ませて服屋を回ろっか」

「そこは優花里に合わせなさいよ」

　その声に、俺は振り返った。そこにいたのは、人形のように恐ろしく容姿の整った少女と、宙に踊る茶髪ツインテールが元気印の女の子だった。

「あっ……」

「げっ」

　俺の姿を認めた瞬間、ツインテールの少女が隣を歩いていた少女の背中に隠れる。そこにいたのは、美優の友人である遥と由佳だった。

「……レイプ魔」

　由佳は遥の背後から俺を睨んでくる。美優のやつ、もう由佳に話してたのか。たしかに秘密にするつもりはないと言っていたけど。

「あの件は……なんだ、悪かった」

「悪かったじゃないでしょーが」

　由佳が不機嫌顔で俺を射すくめてきた。たしかに俺は無理やり由佳の処女を奪ったわけだし、謝って済む話でもない。しかし、俺の言葉にそれほどの謝意が含まれていないのも事実だった。由佳には大量の前科があって、そのほとんどが美優にとんでもない迷惑をかけるものだったからだ。

「どうしたの」

　遥は服を引っ張る由佳の様子を、鬱陶しそうにうかがった。

「前に話したでしょ。こいつ、私のことレイプしたの」

「ああ、美優が言ってた。お兄さんだったんだっけ」

「そう。サイテーの男よ」

　由佳も遥も、俺と面識はある。俺が美優の兄だということは知っているのだ。

　由佳は遥の背中にギュッと抱きついて、俺に恨みのこもった目を向ける。

　そして、遥はその由佳の頭を、鷲掴みにして親指でこめかみを強く押した。

「痛づづづづづ!!」

「私もあんたの嫌がらせの被害者なんだけど」

　由佳が迷惑をかけたのは、美優だけじゃない。そもそもあの出来事は、由佳が遥の裸を盗撮したのが発端だったんだ。

「それは謝ったでしょうが！　それとこれとは、別の話よ」

　由佳はしゃがみ込んで両手で頭を押さえながら、なおも俺を睨んでくる。

　そんな由佳をよそに、遥が俺に話しかけてきた。

「お兄さんは何をされているんですか？」

「え、俺？　今？」

「はい」

　周囲の往来を気にしてか、遥が俺に一歩近づいてくる。完璧な造形ながらもまだあどけなさの残る丸っとしたパーツが、ドキッとするほど愛らしい。

「ああ、えーっとな……」

　バイトの日を間違えたと言うのは恥ずかしい。とはいえ、スーツまで着込んで街をふらついてただけなどと言い訳をすることもできない。

「これから仕事だから、腹ごしらえをしようと思ってな」

「ここでお昼を食べるんですか？」

　遥は隣にあるファミレスを指差す。

「そういうことだ」

　俺が答えると、遥に叱られて頭を抱えていた由佳が口を開いた。

「あらそうなの。私たちも今からご飯なの。詫びとして奢りなさいよ」

　由佳は威勢よく俺に怒気を飛ばす。

　その頭を、遥はポンポンと撫でた。

「ファミレスでレイプが許されるなんて安い体ね」

「う、うるさい！　サーロインステーキを頼んでやるんだから……！」

　こうして俺は由佳にお昼を奢ることになった。

　店に入ると、俺たちは店の奥に案内され、対面に由佳と遥が並ぶ。

「サーロインステーキ二百グラム！　ドリンクバー付きで！　あと食後にパフェも！」

「全部食べなさいよ」

「トーゼンでしょ！　おかわりしてやるわ！」

　由佳は憂さ晴らしをするように豪快に注文した。それだけ食べても五千円にもならないが、レイプの代価がそれでいいんだろうか。

「本当に、悪かったな」

　ひとまず、きちんと謝っておく。互いに様々な都合があったとはいえ、酷いことをしたのには変わりないし。

「ほんとよ。あんなバカみたいに出して」

　由佳は眉間にシワを寄せて、頬杖をつきながら窓の外を眺める。

　コンドーム五つ分、いっぱいになるまで出してしまったからな。しかも、最後に由佳はそれをすべて飲まされた。あのときは完全に心が壊れてしまったと思ったが、意外と元気にしているな。

「だいたい、お兄さんが相手なら、なんでゴムなんてつけたのよ」

　由佳は苛立たしげに俺に視線を刺した。横には遥がいるんだが、まあ事情は知っているからいいのか。

「生でしてくれてたら、今頃、私のお腹には美優の赤ちゃんが……」

　由佳は慈しむように自分のお腹を撫でた。

「いやそれできたとしても俺の子なんだが」

　そうか、壊れるも何も最初からこいつは狂っていたんだな。今にして思えば、あのときの美優とのやり取りからしてそれは明らかだった。もうこいつをまともな神経で理解しようとはすまい。

「遥ちゃんは、昨日まで美優と旅行してたんだよね？」

「呼び捨てでいいですよ。北海道に行ってました。聞いてません？」

「ああ、そう聞いてる。二人は、一週間、滞在してたんだよな？」

「そうですけど」

「旅行はさ、どんな感じだったのかな、と」

　二人で何をしていたのか、大体の予想はつくけれど、直接美優の口からは聞いていない。

「どうせエロいことしてたんでしょ。まったく、私を除け者にして」

　由佳がぶつくさと横槍を入れる。そういえば、普段は三人で仲良くしているはずなのに、旅行は遥と二人だけなんだよな。エロいことをするだけなら、三人のままでもいいような気もするけど。

「エロいことだけじゃないの。少なくとも、表面上の主目的は」

　遥はツンとした表情で水を口にする。美優と遥は、やはりそのようなことはしていたようだ。しかし、それが主目的ではなかったらしい。表面上ってところに含みを感じるけど。

「またまた、そんなこと言って。スケベ心満載のクセに」

　由佳はニヤついた顔で遥に寄り掛かり、あろうことか俺の目の前で遥のスカートをめくって、その露わになったふとももをさすった。純白のパンティが視界をかすめて、俺は思わず目をそらした。

「今日はローターは仕込んでいませんの？　お嬢様」

　楽しげにすり寄る由佳だったが、遥はまるで相手をしない。そして、おもむろにポーチを手に取ると、その中でカチャカチャと何かをやり始めた。由佳が不思議そうにそれを眺めていると、遥はテーブルの下でそのポーチの中の何かを取り出し、ガバッと由佳に覆いかぶさった。

「ちょっ、遥！　バカッ、こんなところで、なにしてっ……んっ……あっ……！」

　由佳の口から漏れる、色っぽい声。この二人、こんな公共の場でいったい何をやってるんだ。

「やめなさいよ、こら、ふんっ、んあっ……ダメ、そんなとこ……んんっ……はぁ、ああっ……こ、こらぁ……」

　ファミレスの奥の、その端っこで、嬌声を上げながら組み合う少女たち。これはこれで俺には刺激が強すぎるんだが、俺はどうしていればいいんだろう。

「えっ、な、なに……んはっ……ひょっ……な、なんか、当たってる……！　ダメッ……そんなの……挿れたら……アッ……！」

　遥はポーチから取り出した何かを由佳のスカートの中に入れた。

　俺は横にある手洗い場に客が通らないことを祈りながら、無心で二人のやり取りを目端で見守っていた。

「んっ、んんっ……！　ひゃっ、は、はいって……きちゃ……ひゃんっ……！　あっ……奥……きひゃ……あっ、ああっ……！」

　遥は由佳に何かを挿れているようだ。状況からして、遥が由佳の膣内に大人のオモチャを挿入しているとしか考えられないけど。

　遥は普段からそんなものを持ち歩いているのか。こんなに可愛いのに、学校のテスト中に自身を含めて女子生徒にローターを仕込んでるっていうのは事実なんだろうな。

「うぅっ……これ……なに……」

　二人のイチャイチャが終わると、最後に『カチッ』と音がして、遥は何事もなかったかのように正面を向いた。

「はっ……ふぅ……うぅ……抜けない……」

　由佳は自分のスカートの中に手を入れて、何かを引き抜こうとしているが、どうやら自分では取れないらしい。

「無理やり引き抜くと、死ぬほど痛いからね」

　再びポーチを手にした遥。その人差し指と中指の間には、小さな鍵が挟まっていた。どうやらその鍵によって、由佳に挿し込んだであろうディルドのようなものに細工をし、抜けなくしているようだ。

「あんた、その鍵、寄越しなさっ……んっ……んぐっ……ンンんッ……!!」

　由佳が遥から鍵を強奪しようと腕を伸ばした直後、ごく小さな振動音が低く響いて、由佳は悶え苦しみながら背中を丸くした。声が漏れないように必死に口を押さえて、ビクビクと震えている。

「はんっ……やっ……んんんんっ……！　ん、だめ……止めて……お願い……！」

　掠れ声で息を荒らげ、そう懇願する由佳に、遥は冷ややかな視線を送っている。明らかにリモコンバイブが挿入されてるよな。どうしよう。そろそろ店員が料理を持ってきそうなんだけど、トイレにでも逃げておくべきか。

「はぁ……はひゅ……ふぃ……あうぅ……お願いひまひゅ……遥ひゃま……うっ……ぐぅ……！」

「もう外でセクハラするのはやめてね」

「はひぃ……はひぃ……もうひまひぇん……」

　遥からお情けをもらってバイブを止めてもらった由佳は、テーブルにぐったりと突っ伏した。

　俺はこの子たちの将来が心配でならない。

「お見苦しいものを、すみません」

「お、おう。ほどほどにな」

　俺は大きくなりかけていたイチモツを、精神集中してどうにか抑えつけた。女子中学生二人を相手にフル勃起している男なんて、どう考えても補導案件だからな。今はスーツ姿だし、下手をしたら留置所に送られるかもしれない。

　それから静かになったテーブルに、店員が料理を持ってきて、俺はらしくもなく脚を組んで股間の盛り上がりをごまかし、店員が去ったのを見計らって食事を始めた。せっかく肉厚なサーロインステーキが目の前にサーブされたというのに、由佳の表情は浮かない。

「遥、これ、抜いてくれない？　お腹が、苦しくて……」

「イタズラ防止のために今日はそのまま挿しとくわ」

「ふぇ!?　こんなの挿れてたら、歩いているだけで、変になっちゃうよぉ」

「自業自得。言っておくけど、ご飯を残したりしたらそれを挿れたまま近くのコンビニでエロ本を買わせるから。逃げたら鍵は渡さない」

　うら若き少女たちの間で交わされる言葉がこれである。まったく股間によろしくないのでそろそろやめてほしい。

「私、まだエッチな本とか買えないから！　歳を考えなさいよ」

「なんでもするから買わせてくださいってお願いすればいいでしょ」

「こ、こんなの挿れたままそんなお願いしたら、それこそレイプされちゃうってば……！」

「そしたらまたファミレスのランチでも奢ってもらいなさいよ」

　遥は噂に違わぬ鬼畜っぷりだった。こんなことを素知らぬ顔で口にできるのだから、美優に負けず劣らずの氷の女王様だ。

「そんな……遥ぁ……」

「いいから黙って食べてなさい」

　遥がまたポーチに手を入れると、由佳の体がビクンと跳ね上がった。

「うっ……！　は、はい……！」

　それから、由佳はようやく大人しくなった。果たしてこのやりとりはどちらが悪者だったのか。いや、そんな次元で考えるようなことではないか。

「いつもこんな感じなのか？」

「いいえ。たぶん、お兄さんの手前、由佳もはしゃいでしまったのだと思います」

　その発言に、由佳はステーキをナイフで切り分けながら何か言いたげな顔をしていたが、声には出さなかった。

　俺と遥が注文したのは和風パスタ。遥が音も立てずにキレイにフォークで巻き取って食べる姿を見て、俺も負けじと行儀よくパスタをいただく。俺も長いこと美優と食事を共にして、それを真似してきたから、食べ方はキレイなはずだ。

「えーっと、どういう言い方をすれば適切なのかわからないんだけど。旅行は、エロ方面……っていうのかな。そっちがメインじゃないんだとしたら、他に何をしてたんだ？」

「残念ですが、むしろそちらが言えない範囲なんです」

「肉体関係より知られたくないものなのか……」

「それはもう。美優の一番の秘密ですからね」

　遥が得意げに語るその横で、由佳も興味津々に話を聞いている。が、由佳は頻繁に内ももをスリスリしたり、息を荒らげたりして、どうにも膣内の異物に気を取られて集中できないらしい。

　女の子二人でエッチしてることより教えられない秘密って、なんなんだ。いやまあ、この子たちの間では、むしろ女の子同士のスキンシップは隠すべくもないありふれたものなのかもしれないけど。現に今目の前で似たようなことをやってたし。

「でも、お兄さんになら、美優もいずれ話すんじゃないですか？」

「俺になら、話す……？」

「最近はずいぶんと仲良くなってるみたいですし」

　遥は含みのある笑みを俺に向けた。この様子だと、俺が美優としてることは知ってるんだよな。

　改めて考えると、いいんだろうか。美優は遥にとっても大切なパートナーだ。以前、由佳は「遥と美優はラブな関係ではない」とは言っていたけど、遥に美優への固執がないとはとても思えない。

「遥は、俺が美優と仲良くしてても、気にしないのか？」

「気にしませんよ。その方が、美優にとっても幸せですから。もちろん、最近の話を聞いたときは少しびっくりしましたけどね。でも、いずれこうなるとは思っていたので、納得感はありました」

　核心となる部分を意図的に隠しているせいで、その発言は言葉通りでは理解するのは難しかった。それでも、遥の声に陰りはない。俺と美優が仲良くすることを、本心から喜ばしく思っている感じだ。

「遥はそれでいいんだな」

「ええ。美優が特別なのは変わりありませんが、私は他にもお相手がいますので」

　遥は紙ナプキンで口を押さえながら淡々と答える。そういえばこっちはガチなレズっ娘だったな。おそらくは、美優と遥の旅行を援助している謎のお姉さまたちもそのお相手に含まれている。

「ということで、どうかご遠慮なく。美優もそれを望んでいるはずなので」

　遥は得意げにそう語った。美優が俺と仲良くなることを望んでるなんて、そんな情報を信じていいのだろうか。

「正確には、いずれ望むようになる、ですけどね。あくまでもお兄さんの配慮があってのことなので、いきなりはダメですよ？」

「な、なるほど」

　この遥の言葉は、無視してはいけない気がする。この話の流れからすると、仲良くするってのは、性的な意味だよな。それをいずれ望むようになるってことは、美優は、もしかして、本当に俺のことを……？

「あ、あの。さっきから、なんの話してるの」

　さすがに孤独感に耐えきれなくなってか、由佳は遥の服の裾を引っ張って詳細をねだった。さきほどのお仕置きが効いたのか、かなり控えめな口調だ。

「由佳も早く新しい相手を見つけないとねって話」

「が、頑張ってるっての」

「まるでその気配はないけど？」

「中学の間くらいはいいって言われてるもん」

　由佳は少しだけ寂しそうに口を窄ませる。なるほど、そういう話になっているのか。なんだかんだあったけど、この三人には仲良くしていてもらいたいんだがな。

「そ、それで。頑張って食べたので、そろそろ鍵をお渡しいただけないでしょうか……」

　気づけば由佳がステーキを食べ終わっていた。一物を腹に抱えた状態でよく頑張ったものだ。

　その由佳の申し出に、遥も反省の色を感じ取ったのか、素直に鍵を渡した。そして、その場で抜こうとする由佳に、遥は待ったをかけ、トイレで抜いて洗ってくるよう命令する。由佳はそれに従い、覚束ない足取りで手洗い場に入っていった。

「今のうちに確かめておきたいんだけど、さっきの話は、性的な意味でいいんだよな……？」

「そうですね。言ってしまうとですね、お兄さんと美優がエッチなことをしているのはもう知っているので、私には隠さなくても大丈夫です」

「お、おう。そうか」

　この澄ました態度、見栄を張ってるわけではないよな。パートナーが他の男とエロいことをしていても気にならないっていうのは、俺にはわからない感覚だ。

「そもそも、私のお相手は人妻さんも多いので、そういうのは気にならないんです。ノープロブレムですよ」

「そうか。それは……よかった」

　遥はそれでいいんだろうけど、既婚者の側からしたら未成年との淫行は犯罪なわけだし、問題はありまくりなんだけどな。

「で、由佳が戻ってくる前に、私から一つだけ。お兄さんに教えておきたいことがあります」

　遥は話を仕切り直して、ピンと人差し指を立てる。

「美優には私から聞いたって言わないでくださいね？　これは個人的なプレゼントなので」

「わかった。絶対に言わない……と約束するのは、難しいけど。肝に銘じておく」　

　あの美優が相手じゃ嘘はつけないからな。ふとした会話の拍子にバレてしまうかもしれない。

「それくらいで構いません。いいですか、一度しか言いませんよ？」

　遥はテーブルに身を乗り出して顔を近づけてくる。それに合わせて、俺もテーブルに腕をついて前のめりになった。

　真剣な眼差しで俺を見つめてくる遥。

　その表情が一転、ニッコリと朗らかなものになった。

「旅行中の美優は、笑顔がいっぱいで、とっても可愛かったですよ」

　それを聞いて、俺は、しばしの沈黙。

「そ、そうか」

　ただの惚気じゃねえか。くそう。由佳じゃないが、さすがの俺もそんな話を聞かされると悔しくなってくる。

「それだけ？」

「はい」

　遥はスッキリした顔で、背もたれに寄りかかった。それから由佳が戻ってきて、やはりというか卑猥な形状をしたオモチャと、なぜかビロンビロンに伸びたコンドームをセットにしてそれを遥に渡した。

「なんでゴムまで洗ってきたの」

「う、うんと、何かに使うかなって」

「使いません。なんのために被せるものだと思ってるの」

　遥は渋々とディルドと使用済みコンドームをポーチにしまった。

　オモチャを共有するためにゴムを使っていたのか。美優が部屋にコンドームを常備させていた理由がようやくわかった。きっと俺の部屋の隣でも、今日みたいなやり取りが日常的に行われていたんだろうな。

　そうして、遥から謎ヒントを得た俺は、最後にやってきたパフェを女の子二人が食べ終わるのを見守り、会計を済ませて解散した。二人はこれからまた街中に繰り出すようで、俺は仕事だと嘘をついた手前、バス停に戻るのを見られないようにこっそりと帰路についた。

　こんなに早く家に戻ってきて「バイトの日を間違えた」なんて言ったら美優はどんな反応をするかな。呆れ顔で「バカじゃないの」と叱られるか、「そっか」だけで済まされるのか、どっちにしてもドライな対応になりそうだ。

　俺はそんな埒の明かない思考を脳内に垂れ流して、恐る恐る家に入ると、そこに美優の姿はなく、汗に湿った体には寒すぎるほどの空調が効いていた。使いもしない部屋の冷房を美優が入れたままにするなんて珍しいな。しかも設定温度二十二度って、さすがに低すぎるだろ。

　ひとまず俺は冷蔵庫のお茶で喉を潤して、体の熱を落ち着かせる。美優が冷房を消し忘れたとも考えられるが、リビングも脱衣所もドアが開けっ放しになっていて、夏場は止めない決まりになっている浴室の換気扇も止まっている。一階はリビングしか使う用がないはずなのに、家の全体を涼しくしておきたくてあえて美優がつけっぱなしにしたようにしか思えなかった。

　そんな些細な違和感に、俺の頭は嫌でも回ってしまっていた。原因は、昨晩に美優が俺にかけてきた電話。わざわざ俺を催促してまでスケジュールを聞いておきたかった訳はなんだったのか。今朝に一時帰宅したときの美優の反応も怪しかった。階段まで出てきておきながら、はっきりとは姿を見せず、まずなにより俺のバイトの予定を聞くことを優先した。

　それは、つまり。……っと、い、いけない。疑心暗鬼だ。それだけは考えちゃダメだ。まさか、まさかではあるが、俺が出かけているうちに、美優がこっそりといかがわしいことを──なんて。

　出迎えがないぐらいで何を不安になっているんだ。大きな声で「ただいま」って言って、それで、何も返事がなければ、出かけたのだと判断すればいい。

　そう思って俺が階段に足をかけた瞬間、ゾワッと、何かエアコンの冷気とは違う寒気を感じた。直感、というのとは違う。この静かな家の中で、俺は明瞭には認識できない、しかし確かな音を聞いた気がした。それが、このおかしな家の状況と合わせて、俺に無意識的な危険を悟らせたのだ。

（何も、ないよな。なにを緊張してるんだ俺は。美優も旅行で疲れて寝てるだけだろうし）

　ジッと身を静止させて、物音一つしないことを確認してから、俺は不安を振りきって階段を上がっていった。そして、二階の床に足をかけた、そのときのこと。

「──んっ……はぁ……はんっ……！」

　俺の耳に嬌声が届いた。ドクン、と心臓が大きく跳ねて、息が苦しくなる。鋭くなった聴覚は、心の内で叫ぶ「聞くな」の声を無視して、その遠くから聞こえてくる音に集中した。

　声は続かなかった。俺はまるで階段を駆け上がってきたみたいに息を乱して、深呼吸を繰り返す。幻聴を聞いてしまったのか、あるいは、俺が帰ってきたことに気づいて美優が行為を止めたのか。まだ拍動は収まらない。気が抜けない。もう声は聞こえないのに、俺は固まったまま動けずにいた。

（ふぅ……。馬鹿なことを考えるな。落ち着け、落ち着くんだ）

　少なくとも美優が男を連れ込むことなんてありえないし、遥でも由佳でもない女の子とエッチをしているなんてことも考えられない。さっきの嬌声はただの幻聴。不埒な脳みそが作り出した存在しない声なんだ。

「よしっ」

　俺は何食わぬ顔を作って、廊下を進んでいった。そして、自分の部屋に入るべく、ドアノブに手をかける。

　ガチャッ。

　と、隣の部屋のドアが開いたのが、それとほぼ同時だった。

「っ──!!」

　俺は爆発しそうな心臓をどうにか押さえつけて、ゆっくりと美優の部屋に視線を移した。そこに立っていたのは、美優の──いや、美優なのかどうかすらわからないほど、信じられないような格好をした女の子だった。

　首元に装着された十字シルバーつきのチョーカーに、ウエストをキツく締め上げるジャンパースカート。手首にフリルをあしらったシャツを着て、あのレースをヒラヒラさせた薄い生地のニーハイは、きっとガーターベルトだろう。唇は紅く、長い黒髪にはふわっとパーマが掛けられている。まるで絵本から飛び出してきたかのような、可憐な少女。その手には毛並みのよいテディベアが抱えられていた。

　それは、完璧に作り込まれた、ゴリゴリのロリータファッションだった。

「み……ゆ……？」

　俺は絞り出す声で、どうにかその言葉を口にする。

　顔立ちからして、この子が美優であることは間違いなかった。

「お兄ちゃん。帰ってたんだ」

　美優は意外にも、普段どおりの反応だった。

「あ、ああ。ただいま」

　お互いに、特別なことを言うでもなく、俺は廊下を歩いてくる美優に道を譲る。ふんわりと甘い香水のつけられた美優の、その芳しい匂いが俺の鼻腔をくすぐった。──その直後。俺の腹部に、内臓が破裂したかのような激痛が走った。

「がはっ──!!」

　その衝撃に引き伸ばされた意識の中で、俺は事の一部始終を脳内で整理していた。俺の鳩尾に、まっすぐに伸びた美優の右ストレートが見舞われている。それも、寸分違わずに俺のストマックを叩く、見事な一撃だった。俺の意識を数瞬切断するには充分なほど。

　美優は軽量で、かつ筋力は少ない。ならばあの一瞬で、このゼロ距離で、俺にこれほどの打撃を与えるのは不可能──と、思われた。だが、引き伸ばされた意識が、さらに事細かく、視界の端で捉えていた映像を再生する。

　一見すると、ニュートラルな歩行から放たれたように思えるこのパンチ。だがその実、そこには充分な加速が存在していた。かぼちゃのように内部を膨らませたスカートに誤魔化されていたが、美優は俺の横を通った時点で腰を捻っていたのだ。紐で編み込まれたハイウエストが先に回転を始め、歩行の慣性でワンテンポ遅れたスカートが翻っている。この溜めを作った形こそが、美優の拳の発射地点。だとすれば、その打撃はゼロからの一撃ではない。少なくともスカートの中で、一歩踏み出す分に相当するだけのエネルギーが溜められていた。美優はその渾身の一撃を、完全に油断しきった俺の鳩尾に放ったのだった。

　俺は最後に後頭部がドアにぶつかったことだけを認識して、暫く昏睡していた。そして、俺の体は、肩を揺らす刺激に気付けされる。まるで今までの出来事が夢だったのだと錯覚するような目覚めだった。

「痛ッ──!!」

　頭部と腹部から激しい痛みが走った。夢ではなかった。ダメージは確かにそこにあったのだ。そして、スイートなロリータ服に身を包んだ、美優の姿も。

「ご、ごめん。なんか、完璧に入っちゃった。痛かったよね……頭は、大丈夫？　コブとかできてない？　ほんとに、ゴメンね」

「だ、大丈夫だから。死ぬほど痛いけど、そんなに騒ぐような怪我ではないから」

「ほんと？　なら、いいんだけど……」

　俺の言葉を聞いて、美優はシュンと大人しくなった。

「あぅ……お、お詫びは、ちゃんとしますので。どうか許してください……」

「ああ、うん。本当に元気だから。美優のほうこそ、大丈夫か？」

「大丈夫です。ごめんなさい」

　美優は何度も謝罪しながら、口を真一文に結んで、何かを堪えている。

「言いたいことがあるなら、教えてくれないかな」

　美優が堪えているのは羞恥だけではない。いくら秘密を隠すためとはいえ、むやみに人を殴るようなやつじゃないんだ。俺を殴ったとき、そこには恥ずかしさとは別の、もっと衝動的な、殺意に近いものがあった。

「では、言わせていただきますが」

　美優のしょんぼりしていた顔が、俺を睨みつけながら強張っていく。

「い、いくらなんでも、妹の……オナ……ひ、ひとりエッチを、盗み聞きするのは、どうかと思うのですが」

　美優の頭頂に達した怒りは、爆発することなく、シュルシュルと空気のように抜けていった。その感情をなんともやりきれない表情に変えて、美優は目を伏せる。両手の人差し指を合わせて、いじらしくモジモジしていた。

「あー……えーっと……」

　あの声は、幻聴じゃなかったのか。

「俺は、バイト先の近くで、スケジュールのミスに気づいて……。帰ってきたの、ついさっきだから。美優が一人でしてたのは…………知らなかったんだけど」

　これはイジワルな答えだったかもしれないし、男として配慮に欠けていたかもしれない。だが、ここで嘘をつくのは、美優のためにもならない気がした。

「は……はわ……」

「あ、いや、でも、静かに帰ってきちゃったのは事実だし！　そこは俺が悪かったというか……！」

　美優の長い睫毛が小刻みに震えて、瞳が揺れ始める。と、思ったのも束の間。

　美優は大粒の涙を流して、俺の膝に泣きついてきた。

「ごめんなざい……うぐっ……本件は、誠心誠意お詫びいだじまず……！」

「い、いいって！　そんな無理するな！　美優はいつもそういう割りきりに細かすぎなんだって！　こんなの俺が悪いに決まってるんだから、もっと怒っていいんだぞ？　むしろ、その、記憶をなくすために階段から突き落とされても、俺は納得できるし！」

「うぐぅ……ヒクッ……ううっ……」

　俺が必死に励まそうとしても、美優は聞く耳を持ってくれない。

　本気で美優を泣かせてしまった。

　これはやばい。本格的に兄としての威厳が試されようとしている。

「聞いてくれ！　俺は、いいと思うぞ！　そういうの、めちゃくちゃ好きだし、ロリ服を着てエッチな気分になっちゃうのも、すっげーわかるから！　なにより、美優はそういう服が似合うよ！　ぜっっったいに似合うと思ってたんだ！!」

　俺は美優の肩を掴んで、必死に語りかけた。美優は特に反応を示してくれなかったが、それでも声は届いたようで。

「ふぅ……うぅ……お兄ちゃんのばか……」

　少しずつ調子が戻っていく美優。いや、どういう状態が正しいのかはわからないが、自分への呵責に追い詰められているよりは、こうして悪態をつける方がよっぽど健全なはずだ。

「俺は馬鹿で変態の兄だからな。なんならその格好を見てだいぶ興奮してる」

「そういうのは別にいい」

「あ、はい」

「でもありがとう」

　美優は指で涙を拭って、微笑んで、気恥ずかしさに一拍の間が空く。

「とりあえず、部屋に入って、落ち着こうか」

　俺が肩をポンと叩くと、美優は床に転がっていたテディベアを拾って、ちょこんと立ち上がった。眩しいくらいにロリータファッションが似合う妹だが、紐に縛りつけられて強調された乳袋は凶悪だった。

「もしかして、クローゼットの中って、そういう服でいっぱいだったりするのか？」

　美優が隠していたクローゼットの秘密。その問いに美優はコクリと首を縦に振る。

「す、すげーな！　見せてもらっても、いいか？」

　さすがに五年近くも守ってきた秘密なだけあってか、美優はすぐには頷かない。

「それでほら、お詫び、ということで」

　美優は何かをやらかしたとき、貸し借りというものに異常にこだわる。だからむしろ、こちらから条件を提示して清算してやったほうが、美優の気が楽になるはずだと思った。今までの恩義を考えればお詫びなんて必要はないのだが、これはあくまでも美優の価値観のお話なので、俺の本意などどうでもよいのである。　

「お、お詫びは、します、けど」

　美優が口を開いたのは、二人で美優の部屋に入ってからだった。いつもより白い肌、くるりと外ハネした睫毛、フリフリの衣装。卒倒しそうなくらい可愛い。

「服だけだよ？」

「ん？　ああ。それでいいよ」

　服以外に俺の興味をそそるものなんてないし。しかし、俺の予想はだいぶ当たってたんだな。こんなにふわふわであまあまのロリータファッションというのはびっくりしたが、コスプレに近いものに変わりはない。他にどんな服を持っているのか、楽しみだ。

　美優は自分の部屋のドアを開けて、俺もそれに続く。そして、美優が部屋に入ろうとしたその直前、美優は家中に音が響くほどの勢いでドアを閉めた。

「……見た？」

　美優が振り返って俺に尋ねてくる。あまりにも早すぎて何も見えなかった。と、言ってやりたいところだったが。

「あー……うん……」

　残念ながら俺には見えてしまっていた。美優の部屋に放置されていた、脱ぎたてのパンツ、全身鏡、そして、先ほどまで使用していたと思われる小型ローターが。

「パンツと、ちっちゃいオモチャが」

　嘘をついてあげたかった。いわゆる、優しい嘘というやつを。でも、俺にはそれだけの能力がなかった。

「それだけ？」

　と、美優は意外な質問を重ねてくる。ローター以外に、美優が見られて困りそうなものなんてなかったけど。

「本当にそれだけだ。それ以外は見てない」

「そう。ならいいけど。片付けしてくるから、ちょっと待ってて」

　美優はゆるふわなロングヘアを揺らしながら部屋へと入っていった。

　さっきの質問にはどんな意味があったんだろう。ローターを見られることは、美優にとってはどうでもよかったのか。そりゃ、オナニーしていたこと自体はバレているわけだし、実際のところ俺もそこまでの衝撃は受けなかったけど。

「どうぞ」

　数分ほど待たされて、俺は美優の部屋に入った。目の毒だったオモチャなどは撤去されていて、俺としても安心できる空間になっている。しかし、たしかに妙な感じはした。美優の言っていた、本当に見られたくなかったものが、どこかにあったような気がする。

　まあ、考えてもわからないし。それよりも優先すべきはクローゼットだ。開けたら絶縁するとまで言われていた秘密をようやく拝むことができる。そんな俺の期待に応えるように、美優はクローゼットの扉に手を掛けて、俺はその背後で息を呑んでいた。

「……やっぱりやめよう」

「えっ!?」

「うん。これはさすがにダメ。なんかもういいやって、投げやりに見せちゃうつもりだったけど、これを開けたら私の人生が死ぬ。そして死にたくなって死にます」

「えぇ……」

　ここまで来てまさかのお預けだと。もう秘密なんて全部バレてるようなものなんだし、今になって隠すようなことでもないだろうに。

「お詫びってことでも、ダメなのか？」

　こんな脅すようなことはしたくないが、それでも、どうしても中が気になる。今着ているジャンパースカートの他に、どんなロリータ服を持っているのか。どんな格好をしてエッチな気分になっていたのか。知らずには終われない。

「か、代わりのお詫びはします。他のことなら、どんなことでも頑張るから……！　ね？　お兄ちゃん」

　美優は胸を押しつけるように距離を詰めてきて、上目遣いで懇願してくる。レースカチューシャをつけた姿でそんな風に見つめられるとクラッとくるな。

「他のお詫びなら、なんでもいいのか？」

「うん、いいよ。どうせ、エッチなこと、お願いするでしょ？　お兄ちゃんのことなので、理解していますから、大丈夫です」

　美優はグイグイと身を寄せて迫ってくる。そこまでしてクローゼットは秘密にしたいのか。

「お兄ちゃんはきっと、舐めてほしい、とか言うんだよね」

「ああ……まあ……」

　美優にフェラをしてもらえるなら、それはもう、心よりお願いしたい。しかし、こんな流れだし、普段は無理かもなってお願いも、してみたくなる。

「じゃあ、舐めてほしいっていうより……」

　それが、クローゼットの秘密を守る代わりというのなら。

「俺が、美優の……アソコを、舐めるとか……」

　俺はそう、ちょっぴり高すぎる望みを、口にした。

　それに対して、美優は、顔を青ざめさせて、身を引いて。

「い、嫌!!　絶対にイヤッ!!」

　ものすごい勢いで拒否してきた。まるで見たくもない虫にでも遭遇したかのような嫌悪を露わにして。なんでもするとはなんだったのだろう。

「そんなに嫌か？」

「い、イヤです。死んでもお断りします」

「そこまで言わなくても……」

　美優ってするのには抵抗がないくせに、されるとなると過敏に拒絶反応を示すんだよな。それはそれで、お詫びとしての価値が上がるわけだけど。

「お、お願いだから、他のにしてください……。ほら、ふ……ふぇ……フェラ、とかなら、なんとか、頑張れるし。お兄ちゃん、ずっとしてもらいたがってたでしょ？」

「それはそうなんだが……。美優だって、遥には、させたりしてるんだろ？　そんなに舐められるのが嫌なのか？」

　遥とのエッチがどんなものかは知らないが、美優の体の開発され具合からして、美優が攻め一方ということはないだろう。

「遥はいいの。あれはビジネスだし。何より、あの子は特別だから」

「特別？　なにかあるのか？」

「むっ。見ればわかるでしょうが」

　俺の返答に、美優の声に不機嫌な音色が混じる。

「遥はね。すっごく可愛いの」

　それは大いに納得だ。

「あの子が可愛い服を着ると、もう世界が変わるっていうか。とにかく、憧れる気が起きなくなるぐらい、完璧で。なにより、胸のあたりに無駄な贅肉がないし」

　美優は恨めしげに自分の胸の膨らみに視線を落とす。俺は美優のおっぱいの方が断然好きだけどな。

「遥はパーフェクトなロリータの天使なの。この服を貸してくれるビジネスパートナーでもあるし」

「そういう関係だったのか……」

　遥のやってるモデルって、ロリータファッション専門の高級被写体だったのか。そして、美優はあくまでもビジネスとして遥と関係を持ち、小遣いでは買えないような服を手に入れてると。それって、つまり。

「美優はその服を借りるために、遥に体を差し出していたと……？」

「平たく言えばそうなります」

　ダメだよ、美優。そこは平たく言っちゃ。女の子同士で体を使ったやりとりをしてるなんて、そんなの認めちゃダメじゃないか。

「それは、なんだ。たとえば一ヶ月レンタルするのに、遥とエッチを三回するとか。そんな感じか」

「大雑把にはね。細かく言うと、だいぶ違ってくるけど」

「何がどう違ってくるんだ？」

「それは本当に言えない。教えるぐらいならそれこそ一人エッチをお兄ちゃんに見せるほうがマシ」

「そんなにか……」

　もういい。この話題はここまでにしよう。あれだけ美優がこだわっていた可愛い服への執着は、こんな形で保たれていたんだな。

「よ、要するにだ。クローゼットには、そういう、ロリータ系の服が大量に詰まってるってことだろ？　すでにこうして、着てるのを見ちゃってるわけだし。そんなに隠さなくてもいいんじゃないか？」

「だから言ったでしょ。服ならいいって」

　美優は複雑な表情でそう答えた。たしかに、美優は服なら見ても構わないと、そう言った。だとしたら、クローゼットに隠しておきたかった秘密は、別にあるということか。

「……そんなに気になるの？」

　美優は弱々しく俺に尋ねてくる。

「かなり気になる」

　こればかりは嘘はつけない。ここまで隠されたら、しばらくは頭を離れなさそうだ。

「なら、お兄ちゃんはここに立ってて」

　美優は俺をクローゼットの前まで誘導した。それも、扉を開けたらぶつかりそうなくらいの前位置だ。

「動かないでね」

　美優は俺に忠告して、あれだけ嫌がっていたクローゼットをひょいと開けてしまった。

「おぉっ……」

　実に壮観だった。明らかに格安店で買ったパチモノではないことがわかる質感のロリータ服が、ズラリと並んでいる。モデルをやっている遥から回してもらった都合なのか、メイドっぽい服や、小悪魔的な羽の生えた服など、コンセプト物の衣装も多くあった。

「す、すっげぇ……」

　クローゼットにかけられたロリータ服、その数およそ二十。これだけで小規模なショップを開けるんじゃないか。しかもどれもクオリティが高い。一つ一つがこだわって作られている。その中でも、最も目を引くのはこれだ。

「このゴシックドレス、かなり可愛いな……ってか、その奥のやつ、結婚式でもやるのかってぐらいの作り込みしてるし。こんなの、いくらするんだよ……」

　黒基調で重ねられた幾何文様の透けるレースに、控えめなパニエを合わせた上でモリモリに膨らんだスカート。襟はネクタイで締められて、頭につけるものであろう黒バラモチーフの花がリボンと一緒に垂れ下がっている。文句なく上等なゴスロリ服だ。

「これは私が作ったものだけど……」

　美優は気恥ずかしそうに、しかしどこか誇らしげにもしながらそう口にした。

「嘘!?　いやいや、こんなの一人で作れるクオリティじゃないだろ」

「それはまあ、デザインだけ考えて、基礎は業者にお願いしたけど。飾りとかつけたのは、私だし……」

「その技術で金を稼げば身を売る必要はなかったんじゃないか……」

　外で働くのはまだしも、内職とか、遥の事務所の手伝いとか、そういうのでお金をもらうこともできたはずだ。

「そういうお金は私服とか普段の生活に使ってるから。それに、遥には服以外も恵んでもらってるし」

　そういや旅行の準備もすべて遥がやってるんだっけか。正確には、遥と、それを援助してくれるお姉様だけど。

「はい。もう終わり。満足したでしょ」

「ああ、そうだな」

　びっくりはしたけど、そこまで躍起になって隠さなきゃいけない秘密だったのかな。やはり、本命は服ではなく別にあるのだろうか。

　美優はクローゼットを閉めて、ひとつ息を抜く。美優としてもこのやり取りは無難に終わった結果らしい。

「もう一つのクローゼットは私服が入ってるんだよな？」

「そうだよ。別にこっちは見ても問題なし」

　クローゼットは左右でセパレートされている。手前側の空間には、見慣れたアウターやスカートが掛かっていて、その下にはインナーを収納しているのであろうプラスチックのボックスがある。

　その端っこに、ひとつだけ。腕に抱えられるくらいの大きさの木箱が、その空間に溶け込めずに目立っていた。

「その木箱は何なんだ？」

「ん？　ああ、これか。お兄ちゃん覚えてるかな」

　美優はその木箱を取り出して、中身を見せてくれた。両手に広げられたのは、一着の子供服。向日葵のように明るい色に染まった、ドレスワンピースだった。

「あっ……それ、美優の小学校の入学祝い！」

　美優の暴君時代に、俺が誕生日を返上して母親に頼んだやつだ。まだ残ってたんだな。

「色が好きだから加工して何かに使おうと思ってたんだけど、なかなか踏ん切りがつかなくて」

　もう買ってから十年近くになるのに、服の状態はよかった。虫にも喰われてない。定期的に手入れをして大切に保管をしてくれていたようだ。

「あの頃は今みたいな可愛い服を毎日着てたのに、知らないうちに着なくなったよな」

「学校の先生に着るなって言われたから。ママもそうさせますって言ったし」

「小学三年生の、あのときか？」

「よく覚えてるね」

　そうか。こんだけ派手な服を着て目立って、学校の先生に注意されてたのに、よりにもよって男子生徒複数人をボコったわけだからな。何人もの大人に圧力をかけられたりしたら、十歳にも満たない子供が耐えられるはずがない。

「私のクローゼットの中身はこんな感じだよ。満足した？」

「欲を言えば他の服を着てる美優も見たい」

「むぅ……。い、いつか、ね」

　美優は満更でもない顔でそう言って、私服に着替えるからと俺を部屋から締め出した。俺はニヤケ顔を隠しきれないままに、自室の冷房をつけて、部屋が冷えるまでリビングで待機することに。

　今でもああいう服、好きだったんだな。少しホッとした。あの格好で一人エッチをしてたのにはびっくりしたけど、それでも、可愛い物好きの美優を見ていると、心がほっこりする。

　俺はソファーで横になって、さすがにスーツで寝るのはマズイかと体を起こそうとすると、再び腹部に激痛が走った。まだダメージは回復しきっていないらしい。思いっきり殴られたからな。あの美優が、あそこまで取り乱すなんて珍しいよな。大好きな服を着てテンションが上がってたんだろうか。きっとそうに違いない。

　各所のドアを閉めたので、リビングのエアコンはまだ過剰に効いていた。そういや美優のやつ、どうしてここまで部屋を冷やしてたんだろう。あの服ってそんなに暑いのかな。さっき二階で美優と鉢合わせしたときはロリータ姿のままだったわけだし、やはりリビングに降りてくる用があったと考えるべきか。でも、もう私服に着替えるって言ってたから、別に温度を上げても怒られないよな。

　俺はソファーの傍に設置された雑誌の収納棚にあるリモコンを手に取った。このリモコンの位置も、帰ってすぐに置いてあった場所に戻したものだ。壁に取りつけてあるリモコン用のポケットに戻さないといつもは美優が怒るのに、どうしてこんなところに置きっぱなしにしたのか。謎と驚きに満ちた時間を過ごしたせいか、俺がそんな拉致のあかないことに思考を割いていると、ふと、ソファーの陰に隠れていた四角い箱が目に入った。中指の第一関節分くらいの厚みをした、平べったい直方体。その中に入っていたのは、一冊のアルバムだった。

　俺はソファーに腰をかけて外装から中身を取り出した。表紙にも背表紙にもタイトルがない。全体にツタの模様が描かれた白いアルバム。唯一、右下に年月日だけが書いてある。ちょうど、美優が遥と旅行をしていた期間の日付だった。

　中身がとても気になる。だが、開けることはできなかった。このアルバムの中身を覗いてしまったら、美優を悲しませてしまう気がする。

　そんな迷いが俺の頭を巡っていると、バンッ！　と二階で大きな音がした。聞く限り、また美優が思いきりドアを閉めたようだ。そして、ドスン、ドスン、と階段を踏み飛ばしていることがわかるくらいに激しく床を鳴らして、美優がリビングへと駆け込んできた。

「お兄ちゃん──ッ!!」

　美優はすぐさま、ソファーに座る俺にダイブしてきて、アルバムをひったくった。Ｔシャツ一枚にパンツ丸見えの妹にタックルされて、ただでさえ損傷していた腹部に悪魔の追撃が重ねられる。

「うぐっ……み……みゆ……！」

「ああっ、ご、ごめん！　ごめんなさい！」

　美優からはまた謝罪の嵐だった。事情は汲み取ってやりたいが、さすがにこれは追加のお詫び案件にしてもよいのでは。

「み、見た？」

　美優が怯えた顔で訊いてくる。

「見てないよ。箱からは出したけど、開いてない。誓って言う」

　美優にはどうせ嘘はつけない。逆に言えば、真実を語れば美優にはわかる。無論、動揺している美優が適切に俺の心を読めるとは限らないが。

「ほんと……？」

　美優はジッと俺の目を見つめてくる。瞳の動きの細部までを探るように。

「本当に見てない。中身は気になったけど、見たら美優に嫌な思いをさせると思ったから、見なかった」

　俺も美優の目を見つめ返した。まっすぐに、この事実がきちんと伝わるように。

「ふぅ……そっかぁ……」

　美優は脱力して、ふにゃんと俺の体に倒れかかった。

「うぅ……よかった……ありがとうお兄ちゃん……」

　俺のお腹に頭を擦りつけて、繰り返されていた謝罪は、いつしか感謝に変わった。正直なことを言うと、頭頂部が肋に当たるたびに痛むのだが、こんなに愛らしい妹を引き剥がすなんてできなかった。

　美優はしばらく俺の腰に抱きついて、そして、大きく深呼吸をすると、アルバムを抱えて元気に立ち上がる。その表情は明るかった。

「本当にありがとうね、お兄ちゃん」

「いえいえ」

　美優の暴走で俺も疲れたけど、そもそも俺がバイトの日を間違えなければこんなことは起こらなかったんだ。だから、美優に一方的に責任を押しつけることはできない。

「誤解を生むといけないから、あえて聞いておくんだが。その中身って、旅行中に撮った写真だったりするのか？　遥と、今日みたいな格好をして」

　アルバムの中身は、俺でも予測できてしまうものだった。表紙に刻まれた日付に、遥と共有していたクローゼットの秘密。そして、美優がロリータファッションを楽しんでいた事実。これだけの証拠を揃えられたら、誰だって考えに至る。

　美優が遥と旅行していた『主目的』とやらは、撮影会だったんじゃないかと。それが正解だったとしたら、俺が推測して得た情報をいつか口にしたとき、美優は俺がアルバムの中身を見たのかもしれないと疑う可能性がある。だから、この場で、俺が中身を知らないと美優が確信しているうちに、あえての質問をする必要があった。

「なんのこと？」

　美優は素知らぬ顔をして足を止める。

「え、だから、そのアルバム……」

「アルバムなんてないよ」

　食い気味に放たれた美優の言葉。

　その大判のアルバムを腕で抱えて、なおも美優は主張する。

「お兄ちゃん」

　語気を強めて、美優は口を開いた。

「リビングにアルバムはなかった。いいね？」

「あっ……はい」

　どうやら言及してはいけないことだったらしい。俺と美優とのやりとりはそこまでで、美優はパンツまでしかはいていなかった脚を寒そうに震わせながら、二階へと戻っていった。

「はぁ……」

　俺は改めてソファーに横になる。もうスーツにシワがつくとかはどうでもよかった。美優が隠したかったのはアルバムの方だったのか。おそらくだが、あのロリータ服が大量に詰め込まれていたクローゼットの足元に、今まで撮影してきた写真がアルバムの形で残されているのだろう。美優はそれを見せたくなくて、俺にギリギリまでクローゼットに近寄るように指示したんだ。

　それにしたって、あんなに取り乱して隠すほどのものかな。本人じゃなきゃその恥ずかしさはわからないんだろうけど、コスプレぐらい俺に見せてくれてもいいのに。俺がオタク趣味なのは美優もわかってるわけだから、頭から否定されるなんて思わないはずだ。

　見たかったな、あのアルバム。きっと可愛い服を着た美優が、眩しいくらいの笑顔で写っているんだろう。だから遥もあんなヒントを俺に告げたんだ。それこそ昔の美優みたいに。明るいままの、少女として等身大の美優がそこにいたはず。

　まあ、今ではイケナイことも覚えてしまったようだけどな。あんな甘々な服を着て、美優が淫らな行為に耽っていたなんて。俺が背徳感に昂ぶるような興奮を、美優も覚えているのだろうか。

　遥とのエッチも、ああいう服を着たまましてるのかな。なくはない、っていうか、絶対にしてるよな。

　旅行の目的は、撮影半分、エッチ半分。それが故の、『表面上』という表現。

　あるいは、その両方？

　だとしたら、あのアルバムの本当の中身は……。

「はっ──!?」

　違う。

　違った。

　根本的な問題への認識が間違っていた。

　ロリータ服を着てのエッチ。それを撮影したアルバム。美優があれだけ取り乱しさえした、「知られた」と思って咄嗟に隠した部屋の中のローターとパンツ──そして、それとセットにされていた、全身鏡。

　美優がクローゼットに秘密にしていたのは、ロリータ服でもアルバムでもない。

　美優が、本当に、隠したかったのは──。











１２．大切なお話をしてもいいですか









　美優にはロリ服を着てエッチをする自分を観る趣味がある。

　そんな馬鹿みたいな結論に至ってしまったこの頭は、否定すればするほどに思考を加速させていた。

　おそらくは美優の人生で最大の事故であったであろう、クローゼットの秘密がバレたあの日。最初に目撃した美優の部屋の様子からするに、美優は鏡の前でパンツを脱ぎ、ローターを使ってオナニーをするその自分の姿を楽しんでいたのだ。

　美優が隠したがったアルバムの中にあるのは、ロリータ服で可愛く撮影した写真なんかではなく、遥とエッチをしている──いや、遥にエッチをさせている自分の姿を映した写真。その自分を見て性欲を満たしていた事実を知られたくなかったが故に、美優はアルバムの存在をなかったことにした。あるいは普通に撮影会をして写真をコレクションしたアルバムもあるのだろうが、それも本当の秘密がバレるきっかけになると思って一緒に隠していたのだろう。それだけのリスクがありながら電子画像ではなく現物で所持していた理由が、きっと過剰に冷やされていたリビングの状況に繋がっている。

　こんなことを考えてなんになるのか、わからなくても考えてしまう。結局は美優の秘密への好奇心は薄まっていないのだ。俺がこうして考えを巡らせるほどに、美優には嫌な思いをさせるというのに。

（いけない、集中しないと）

　俺は自室で椅子に座り、抱えていた頭を振って机のテキストに意識を戻した。来年受験を控えている俺たちは大量の問題集を宿題として出されているので、これまでサボっていた分をやらなければならない。昨日のバイトが終わってから始めた宿題の消化作業は、想定していた倍以上の速度で進んでいた。美優にあれこれ世話を焼いてもらってからというもの、勉強への苦手意識がなくなっていた。とりわけ山本さんとエッチをするようになってからは頭の冴えが著しかった。

　まさか、童貞を卒業したから頭がよくなったのか？　俺たちオタクの間じゃ信じられない。なにせ賢者の道から足を踏み外すことになるわけだし、セックスをするのはむしろ力を失う行為とされている。

　なんて、久しぶりにオタクらしくアホなことを考えてみたが、どうにも思考に関する何らかのモヤモヤが取り除かれたのは事実のようだった。それこそ、俺だって来年は受験生なのだし、自分で参考書でも探して勉強を進めておこうかな、なんてことを思ってしまうほどに。

　俺は机にかじりついて、短くない時間が経ち、スマホの通知音に邪魔をされて、すでに二時間も宿題に没頭していたことに気づく。ディスプレイに表示されていたのは、『オフ会の日が決まったぞ』という鈴原からのメッセージだった。ここまでお前だけは離すまいとしつこく誘われ続けていたオフ会は、どうやら三日後に開催されるらしい。

　当日の予定は、カラオケに籠もってお喋りとゲームを楽しんだ後、夕食を終えたら解散というものだった。最高年齢二十歳のオフ会だったらそんなもんだろうなと、俺は了解の返事を飛ばし、休憩のためにリビングに下りた。

　夕食も間近になり、料理当番の冷蔵庫の前に美優が立っていて、何やら考え込んでいる。

「どうしたんだ？」

「食材の余りが偏るから、どうしようかなって」

　美優が気にしていたのは、野菜の処理に毎度悩まされるのをどうにかしたいというものだった。野菜は必要以上の個数が袋でまとめ売りされていて、これが欲しいという分量ちょうどを調達することが難しい。それに加えて、この夏場に何度もスーパーに行くのは億劫なため、必要になりそうな食材は無駄に買い込んでしまうことも多々ある。それらを上手く消化するために料理当番は先のことまで考えて料理を作らなければならないのだ。

「いっそ献立表でも作って、それに必要な食材だけ買ってくるか？」

　料理一種類分なら難しくても、先々を考えてまとめてなら調整のしようはある。

「それいいかもね。献立表はどうやって作ろっか」

　美優は冷蔵庫を開けて中をぼーっと眺めている。パーマをかけた髪にはまだ巻き感が残っていて、物憂げな目に伸びる毛量の多いまつ毛が、美優を色っぽくしている。

「美優は今年受験だろ？　勉強も大変だろうし、料理当番はしばらく俺がやるよ」

「うーん。申し出はありがたいけど、前期で東高に行くつもりだし、受験勉強はしないかな」

「マジでうちに来るのか……」

　高い偏差値の高校に入ればいい大学に行けるってわけじゃない。それでも、多少はこだわりがあってもいい気がするんだがな。

　美優は開けた冷蔵庫を、特に何をいじるわけでもなく閉じた。食材の再確認でもしてたんだろうか。

「移動で無駄な時間がかかるの嫌だもん。私立はお金がかかるし拘束時間も長いし」

「にしたって東高でいいのか」

「お兄ちゃんが暇そうにしているのに憧れて入学を決めました」

「面接でそんなことを言ったら即選考外だぞ」

　美優の成績ならそれでも歓迎される可能性はあるけど。

「西高に行くにしても詰め込みで勉強する必要はないから。献立表はいいアイディアだし、二人で決めよっか」

　美優はとぼとぼと居間へと歩いて、コピー機にセットされていたＡ４用紙を手に取った。そして、ペンを片手に、ソファー側のテーブルの前で正座をする。

　どことなく美優が大人しい気がする。昔からこんな感じだったっけ。最近はクールなときとエモーショナルなときが半々くらいだったから、本来の美優がわからなくなってきた。

　二人で献立を考えた後は俺の部屋に移動して、パソコンで必要な食材を整理した。美優がジッと俺の作業を凝視してくる。

「パソコンって便利だね。私も買おうかな」

「いいんじゃないか。今の時代、パソコンを使った経験があったほうが便利だろ。タイピングもできるに越したことはないし」

「それもあるけど。私もゲームしてみたい」

「マジでか！」

　興奮のあまりに椅子から飛び上がってしまった。いかん落ち着け。

「そんなにゲームにハマってたのか。やるっていうなら、店と物は紹介してやれるけど」

「いいの？　じゃあお願いしようかな」

「貯金はいくらぐらいあるんだ？」

「そんなにないよ。五十万円くらい」

　五十万円がそんなにない額って。それは家の外では言っちゃいけないセリフだからな。

「そしたら後で予算とやりたいことを教えてくれ。スペックは考えておく」

「ありがと」

　美優は平坦に返事をして部屋を出ていった。美優らしいと言えば美優らしいのだが、兄としてはもうちょっと喜んでくれてもよかったんじゃないかなと儚い期待をしてしまった。

　俺はデータをプリンターに飛ばして献立表を作成し、それを冷蔵庫に張りつけた。料理のときに何を作るか迷わなくなっていい感じだ。

　美優は無言でフライパンを取り出してコンロに置いている。黙っているというより、気が抜けている感じだが、あんな調子で怪我をしないだろうか。

「ナスを炒めるんだろ。切って浸けとくか？」

「ううん。自分でやるからいいよ。ありがとうね」

　美優は包丁を持って手際よく食材を捌いていく。さすがに体に染みついた動きは忘れないようだ。

　俺はソファーに座って、料理の音だけが響く部屋の空気を堪能する。美優と喋るようになる前は、ずっとこんな距離感だったんだよな。俺が美優でしか抜けなくなって、彼女を作ろうって話が出てからの期間が特殊だっただけなんだ。

　濃密に過ぎていったこの数ヶ月間。ああしていつもクールにしている美優の、色んな側面を知ることができた。ときおり感情的になる美優が、まだ明るかった幼少の頃に戻ったみたいで。

　楽しい時間だったな。美優としては、どうだったんだろう。俺は美優に何度も助けられて、迷惑をかけて、怒られて。そうやって少しずつまともになってきて、女の子と良好な関係になるという絶対にありえないと思っていたことまでできるようになった。ただのコミュ障でキモオタだった俺が、美優のおかげで一人の男になれたんだ。

　そんな俺のことを、美優はどう思っていたのかな。ミステリアスな言動ばかりで理解はしきれないあの妹にも、楽しんでくれていた部分はあったように感じる。それこそ、二日前に秘密がバレたときの、あのドタバタ騒動。殴られたり、泣かれたり、ものすごく嫌な顔をされたり。色々あったけど、あのときの美優の方が活き活きしていた気がする。

　美優の感情を垣間見ることができたから、というのとは違うんだ。同じようにクールなときでも、一昨日までの美優には人らしい、生きている感じがあった。

　やはり俺が秘密を知ってしまったのが原因なのかな。美優がロリコスをして、しかも一人でエッチをしていると俺が知ってしまったからには、落ち着いて趣味に没頭することもできない。俺がいたら衣装を合わせるのにも気苦労するだろう。

　なら、俺がいない日を美優に教えてあげるのはどうだろうか。もし予定より早く帰ることになったときは、必ず事前に連絡を入れるようにする。これなら美優も気兼ねなく趣味を楽しめるんじゃないか。

　そうともなれば、まずはカレンダーの共有だ。俺はペンを持ってキッチン横に移動し、そこに掛けられていたカレンダーに今後の予定を書き込んだ。主にバイトとオフ会しかないけど。こうやって眺めてみると寂しいスケジュールだな。去年まではゲームをやっていれば日が過ぎていたから気にしなかった。実質的に今年が高校最後の夏休みになるわけだし、俺もどこかに出かけてみようかな。

　鈴原や高波なら暇してるだろう。高波は部活があるけど、鈴原は最近はアクティブだし、オフ会以外で遊びに誘っても断らないはず。もしくは、山本さんとか？　付き合ってくれそうではあるけど、気まずいよな。学校で会う分には仲良くできそうだし、山本さんなら友達として割りきって遊んでくれそうではある。でも、美優を選ぶと言った手前、二人で出かけようとは言い出せない。かと言って別の人を呼んで三人で遊ぶというのはなお気が進まない。

　だとしたら、美優をデートに誘ってみる、とか。美優も夏休みの後半は家にいることが多いし、予定は合うはずだ。経験的に、まずは食事ぐらいから誘ってみれば、断われることはないと思う。それとも、せっかく俺が家から出る都合があるのに、外出に付き合わせたら可哀想だろうか。

「なあにそれ？」

　いつの間にか背後まで来ていた美優に、俺は驚きのあまり身を強張らせた。

　驚いたのは、声にではない。美優が俺の腰を掴んで、ピッタリと体をくっつけてきたのだ。

「えっ……と……俺が出かける日を書いておけば、美優も過ごしやすいかなって」

　カレンダーにはおよその外出時間が書いてある。スケジュールアプリにも同じものを入力して、俺がそれに従うように習慣をつければ、美優も安心できるはずだ。

「ふーん」

　美優は俺の腕の横からカレンダーを凝視する。それから、ムスっとした不満顔をこちらに向けてきた。

「つまりこの時間に一人でエッチをしなさいということですか」

　意表を突いた美優の言葉に、俺は動揺して混乱してしまった。

「い、いや！　そういうわけじゃなくて！　まあそりゃ、たしかにそういう意味になるといえばなるけど、それはなんというか……！」

　そうか、美優にとってはそういう認識になるのか。考え足らずだった。

「ここのバイトの日とかさ」

　美優は指が軽く反るくらいにカレンダーを押す。そして、俺のＴシャツの中に手を入れて、お腹を撫で回してきた。

「お兄ちゃんは、今頃私が家でエッチなことしてるんだろうなぁとか考えながらお仕事するわけですね」

「っ……だから……それは……！」

　美優の趣味はロリータ服を愛でること。さらに言えば、それを着てエッチをする自分の姿を楽しむことだ。家で一人になったときにそうしたことをしていると思われるのが嫌で、美優は自分の趣味に関しては徹底的に情報を隠した。遥から俺を遠ざけたのも、要はそういうことなんだよな。

「ふん」

　美優は俺から離れてソファーに移動した。俺は慌てて美優を追いかけて、近すぎも遠すぎもしない位置に腰をかける。

「ごめんな、悪気はなかったんだ。別に美優にロリコスしてほしいとか、エッチなことをしててほしいとか、そういう意図はなくて……」

　この考えをどうまとめればいいだろう。言いたいことはわかってるのに、誤解なく美優に伝える方法がわからない。

　それから俺は、言葉に詰まって。まごついているところに、クスッと鼻で息を抜くような音が聞こえた。

「冗談だよ」

　俺は呆気に取られて美優を見る。そこには冷たさのない、女の子らしい温度を持った顔があった。

「私が大人しくしてるから気を遣ってくれたんだよね」

　美優は微妙な距離のあった俺との間を詰めてきて、ピトッと横に密着してくる。

「ありがと、お兄ちゃん」

　えも言われぬむず痒さに、俺は思わず唇をキュッと結んだ。さきほどまでの冷淡さが嘘だったかのような声色のよさ。それとも、今ので美優を元気づけられたのかな。

「俺が美優の趣味を知ってることはさ、やっぱり美優には負担になってるのかな。俺としては全力で応援したいんだけど」

　できるならこの記憶を消してやりたいが、それは現実的ではない。ならいっそのこと、俺も美優の趣味を手伝う道もありなのではないか。そんな提案に対し、美優はまたからかうような笑みを俺に向けてきた。

「お兄ちゃんが見たいだけじゃないの？」

　そう言われると、なんとも返答に困る。

「見たいのは、間違いない、かな」

　美優は可愛い服を着ている自分が好きで、昔の性格を考えれば、そんな自分を見られるのも好きなはずだ。そこに趣味を続けてもらうための妥協案があるはず。なにせ小さい頃の美優は可愛い服を作るたびに俺に見せびらかしてきたし。俺は見惚れるばかりで何も言ってやれなかったけど。

「……ねぇ、お兄ちゃん」

　美優が俺の腕にしがみついてくる。リビングには家庭用の広い空間があって、そんな中で不用意に密着されてしまうと、変な妄想をしてしまう。こんなに積極的になって、美優は俺に何を……。

「ご飯が冷めちゃう」

「えっ、あ、ああ！　ご飯だな！　冷めたらもったいない。すぐに食べよう」

　俺は慌ててシンク横に並べてあったお皿をテーブルに移動させた。料理してた美優がキッチンから離れたんだから、ご飯を作り終えたなんてすぐにわかることなのに。今夜は炒め物だから時間のかかる料理じゃなかった。

「いただきます」

　美優と卓を挟んでの食事。生まれたときから続いてきた当たり前の光景だった。

　いつまで当たり前でいられるのかな。俺が美優の秘密を知ってしまったからには、どうあってもこれからの付き合い方は変わっていく。それでも、こうして二人でいる時間だけは、失いたくない。

「それで、さっきの話だけど……」

　失わないために努力する権利が、俺にもあると信じて。

「俺が邪魔にならない方法はないかな？」

　二日前の事故について、整理をつけておきたい。

「その話に関して、まずお兄ちゃんに言っておきたいことがあるんだけど」

　向かいの美優が箸を止めて、俺の顔を合わせる。

「人間の思考がいつも感情と同じベクトルとは限らないわけですよ」

　いつ以来かの美優の小難しい講釈だった。思考と感情の向きが違うっていうのは、たとえばダイエット中だからご飯を食べたくないけど食欲はあるみたいなものかな。

　美優はロリータ姿を見られたとき、衝動的に俺を拒絶した。でも、気持ちの上では、そうでもなかったということか。うーん、ダメだ。さっぱりわからん。

「そもそも俺は、邪魔ではなかった……とか？」

　発言の意味は不明だが、流れ的にそういうことだよな。美優もうんうんと頷いてくれている。

「お兄ちゃんを邪魔だと思ったことはないよ。でも、見られるのが嫌じゃないかと聞かれると、嫌じゃないこともないわけで」

　そういう考え方なら、美優のこれまでの天邪鬼な態度とも一致する、気がする。いや全然わからない。

「だから、お兄ちゃんが私の趣味を認めてくれたことは、素直に嬉しいよ？　ありがとうって、心の中でいっぱい言ってる。でも、それでもね？　恥ずかしさとか、こっそりしてたい気持ちはなくならないわけですよ」

　ふむふむ。なるほど。

「どうあっても邪魔になってる気が……」

　俺に見られるのが恥ずかしくて、俺に知られずこっそりしていたかったのなら、要はその俺がいなければ済むだけの話だ。そうすれば美優は何不自由なく趣味を続けられたのに。

「まあ、そう気落ちしないで。そのうちお兄ちゃんにもわかるから」

　美優は優しい声でそれだけ言って、またご飯を黙々と食べ進めていった。今の俺にはまだ理解できないということか。なんにしても、邪魔になっていないのなら喜ばしいことだ。それだと元気がなかったことに理由がつかないけど、そんなものはもうどうでもいい。

「美優の機嫌を悪くしてないなら俺は構わないよ」

「機嫌は良好ですよ。心配かけてごめんね」

　美優との会話が一区切りして、改めて眺める食卓の雰囲気は和やかだった。美優の元気がなさそうに見えたのは、俺の気持ちの問題だったのかな。

　時間の大半が静寂になるような言葉数の会話に、居心地は、悪くない。こうして緊張せずに美優と居られるなんて、夏前の俺に比べたら大きな進歩だ。元が低すぎようが他人は他人。俺にとってはまともな男への成長が実感できる貴重な証拠なんだ。

「食器は俺が洗っておくよ。献立表に合わせた買い出しのタイミングも決めないといけないし、美優はそっちを考えておいてくれるか？　俺の予定はカレンダーに書いた通りだから」

「うん、わかった。洗い物はよろしくね」

　二人ともご飯を食べ終わって、俺は食器をシンクに運んでスポンジを手に取る。水が流れる音を聞きながら皿を洗う機械的な動作をしていると、つい考え事に集中してしまう。ストレス発散に皿洗いがいいと言われるのもわかる気がするな。

　俺もこれだけ積極的に話しかけることができて、自分の意見も提案できるようになったのだから、もう一般人レベルにはコミュニケーション能力があると言っていいと思う。これまでも頭の中ではこうしてあげるべきかと考えることはあったが、その言葉をかけるまでの人との接し方がわからなかったこともあったし、下心があると勘ぐられたり拒絶されたりするのも怖くて行動できなかった。

　最近ではその恐怖感がまるでない。美優に外見をよくしてもらって、山本さんに内面をたくさん褒めてもらって、そうした改善が人を遠ざける要素を消し去ってくれた。俺が美優にしてやれるのは、まだ家事の延長程度でしかないけど、こうした日々の細かいところから恩返しをしていけたらと思う。

　そんな考え事に耽っていると、背後から柔らかいものを押しつけられる感触があった。

「美優？　なにやってんだ……？」

　カレンダーを眺めていたときよりも密着した状態だった。美優が俺の背中にぴったりと張りついて、顔を埋めるようにして抱きついている。

「んー。ちょっとした確認」

　美優はまたわけのわからないことを言って、俺の背中で寝てしまいそうなほど心地よさそうな呼吸をしている。これはなんのための行動で、俺はどうして美優に抱きつかれてるのか、わからないがもうなんかとても気分がいいのでどうでもいい。

　俺が食器を洗い終わった後も、美優は確認とやらを続けていた。匂いでも嗅がれてるのかな。俺は動かないほうがいいだろうか。

「お兄ちゃんはさ」

　美優は埋めていた顔を離して、代わりに俺を抱きしめる力を強くした。

「どうして奏さんと付き合わなかったの？」

　予想外の質問だった。たしかに、山本さんとは悪くない雰囲気だったし、最後は俺を男として認めてくれていたような発言もあった。にもかかわらず、俺は山本さんともっと繋がっていようとは考えなかった。

　この質問、どう答えるべきかな。ひとことで言えば、美優が好きだから、ではある。とはいえ相手は血の繋がった実の妹なわけだし、一人の女性として愛していると言えるだけの覚悟もまだない。これまで真剣に考えてはこなかったけど、俺が美優を選ぶってそういうことだよな。

「どうしてって聞かれると、正直なところ俺にもわからない。山本さんとはいい感じだったし、人としては間違いなく好きだったよ。単に付き合おうって考えが浮かばなかっただけで」

　俺にとっても疑問だった。あれだけ魅力的な女性と一週間もエッチをして、なぜ情が湧かなかったのか。山本さんから美優を選ぶべきだと言われる前に、俺にその意志があれば恋仲になるためのアプローチができていたはずだった。

「甲斐性がないのかね」

　美優は俺の背中に頬をくっつけたまま呟いた。この状況でしれっと暴言を吐くんじゃない。

「まともな恋愛経験がなくて悪かったな」

　佐知子だって美優にくっつけてもらっただけ。その前は、中学のときに偽物の告白をされて、俺が付き合っていたと思っていた女子から酷いことをされたぐらいのもの。青春なんてまるで似合わない人生だった。

「むー。不正解ですよお兄ちゃん。そんな返事、ゲームならもう二度とエッチできなくなっちゃうよ」

「えっなにそれ」

「ほらほら。もっとちゃんと妹を見てください」

　どういうことでしょうか。

「お兄ちゃんはこの状況になんの疑問も抱かないの？」

　美優は俺のお腹に回した腕を強く締め上げてくる。

　いやぁ大いに疑問は抱いているけど。それこそ思考を放棄したくなるぐらいにわけがわかりません。

「だから、まあ、なんだ」

　これがゲームだとしたら……ってことは、つまり、そういうことなのか。いつぞやの好感度が、ついにその水準に達したってことで、いいんだよな。なら、これは改めて言葉にして、美優に伝えなければならない。

「山本さんと付き合わなかったのは、たぶん、美優を選んだからで。わかりやすく言えば、美優のことが好きだったからではないだろうか」

　口にしてみると、どうにももどかしいものだ。

「はあ、そうですか」

　なんだその反応は。こっちは持てる勇気を振り絞って答えたんだぞ。

「正解は？」

「そんなものはありません。でも少し嬉しかったのは私からも素直にお伝えしておきます」

「それはどうも」

　まったく度し難いほど可愛いやつだな。

「確認したかった答えにはなってたのか？」

「それは違うけど、終わったからもう気にしなくていいよ」

　それだけ言って、美優は俺から離れて二階へと上がっていった。

　こうやって振り回される感覚は久しぶりだな。秘密を知ったら美優のことが少しはわかるようになるかと思ったけど、何を考えているのかはまだまだ見当もつかない。

　俺は食器を水切り棚に置いて、さて次は風呂でも入れようかとキッチンを出ようとすると、カレンダーにいつの間にか書かれていた星の印が目についた。その横には名前が添えられている。この日に買い出しをするってことか。

　俺には描くことのできない、形の整った星のマーク。その丸みや傾きに、どこか美優らしい可愛らしさを感じる。

　ああ、思い出した。山本さんとの一週間と、クローゼットのことがあって、心の奥にしまわれていたもの。美優を愛おしいと思うこの気持ちは、たしかにここにあったんだ。

「だから美優を選んだんだな……」

　俺は独り言を呟いて、浮わついた気分のままに風呂を入れて湯船に浸かることにした。もう身も心もすっかりリラックスしている。俺は美優に邪魔だと思われていないし、美優の機嫌も悪くない。キッチンでのベタベタを考えると、いよいよ俺を男として好きになってくれたのではないかとも思えてくる。

　また一緒にお風呂に入ってくれないかな。今日だって、もし誘っていたら入ってくれたのかもしれない。美優の生のおっぱいをまた見たい。できれば、あのたわわな果実でエッチなことも……。

　っと、いけないいけない。下半身が疼いてきた。思えば美優のことを心配するあまりにオナニーまで忘れていた。そろそろガス抜きをしないと、俺はダメな兄に戻ってしまう。せっかくまともな男になりかけているのに。

　俺が風呂から上がって、美優に声をかけると、美優が入れ替わりで風呂に入った。ここから数十分は誰にも邪魔されずにオナニーができる。美優が戻ってくるまでに済ませてしまおう。今日を含めてもう三日も出していないし、そろそろ限界だ。

　パジャマを着る前にオナニーを開始する。ギンギンにイキり立ったモノが熱い。一人きりで射精するのは本当に久しぶりだ。美優とエッチをするようになってからかなり精液が増えたんだよな。三日分も溜めてからの射精をティッシュで上手く受け止められるだろうか。

　一人きりでオナニーをするのなんて何ヶ月ぶりだっけ。どんだけ贅沢なエロ生活をしてたんだ俺は。

　以前に焦らしプレイをされたときは、オナ禁で溜めた精液を由佳とのセックスで出してしまった。だから、こんなに溜まった精液を飲ませるのは、きっと初めてになる。美優とするのも久しぶりだし、きっとドロドロの精液が口いっぱいになるまで出るんだろう。それを美優はどんな顔で飲むのか。

（って、なにを考えてるんだ俺は……）

　つい数日前にいいお兄ちゃんになるんだって決めたばかりだろ。それをこんな、性欲が溜まったからってすぐになかったことにするなんて。男として、それだけは認められない。約束は守らないと。自分との、約束ぐらいは。

　恩返しだってしなきゃいけないのに。目下の問題は美優の趣味をどう続けさせてあげるかだ。美優のことに関しては、それ以外を考えるべきじゃない。美優が心置きなくロリコスを楽しめて、その姿のまま思う存分にオナニーができるような環境を作る。それが俺の使命だ。

　これだけ聞くと、なんだか美優の方が変態っぽく感じてしまうが、人の趣味なんて多様にあって然るべきだし、ましてや俺に変だなんて思う権利などない。なにせ俺は妹に彼女を作ってもらって、童貞を卒業させてもらって、妹の友人をレイプするとか、もう一生自分を真人間だと誇れないことまでしているんだ。男として多少まともになったぐらいで、あの気が利いて頭もよくてなにより超可愛い美優を変態だなんて言う権利は、俺にはないんだ。

　……でも、それでも、現状だけを見れば、兄である俺が妹の変態行為を手伝っているようにしか思えないんじゃないか。美優にはロリータ服を着てオナニーをする趣味があって、しかも俺の見立てでは、美優はそんな行為に耽っている自分をオカズにしている。俺はそのオナニーをさせてあげるためにあれやこれやと考えて、自分の分は自分で処理……。

　ああいや、これからする俺のオナニーは妹をオカズにするものだ。決して普通なんかではない。でもなんでこんなに美優の特異性が目立つんだろう。ギャップの問題なのか？　

　そもそも美優が精液を飲んでるのも、友人をレイプさせたのも、お風呂でのあれこれも、すべて美優から始めたことだ。ってことは、よく考えてみれば最初から異常だったのは美優のほうだったことになる。それが、俺がまともになってきたから、美優の変態さだけが浮き彫りになって……。

「ああ、そうか……！　そういうことか!!」

　俺は思わず叫んだ。俺はまともになんかなっちゃいけなかったんだ。俺が美優とのエッチを望まなくなったら、美優だけに変態性を押しつけることになる。それこそ酷い扱いじゃないか。恩返しなんてのとは真逆の道だ。

　だから、美優も最近は元気がなかったんだ。俺がまともになってきてエッチもスキンシップもしなくなったから、美優はその環境の変化に戸惑っていたに違いない。

　そうかそういうことだったのか。だったらこんなところでオナニーなんてしてる場合じゃない。なにより、俺は美優とエッチなことがしたいんだ。

　しかし、だが、いざこうしてプラトニックな関係になってしまうと、今度は唐突なエッチのお願いに美優が困惑しないだろうか。それこそ俺が同情してエッチを持ちかけているようだし、美優ならその機微を感じ取るだろう。実態は俺がエッチがしたいだけなんだが、美優の変態性を隠すために思い立ったという思考の流れを美優が感知しないはずがない。

　何か手があるはずだ。考えろ、今の俺ならいける。このところ頭は冴えまくってるんだ。ここで使えなきゃなんのための脳みそだ。

「お兄ちゃん？　何か叫んでた？」

　ドア越しに美優の声が聞こえてきた。どうやらもう風呂は上がったらしい。

「あれは、あれだ。スマホを落としそうになって、ついな。うるさくして悪い」

　美優が戻ってきた。ドア越しだったけど、美優の声って意識して聞くとめちゃくちゃエロいよな。俺はあの声に何度も命令されて射精してきたんだ。この体が美優なしでは達せなくなってしまった理由もよくわかる。

「……さて、行くか」

　美優が歯を磨いてしまったら、もう精液は飲んでもらえない。こんな勃起状態で翌朝まで我慢なんて御免だ。美優はお風呂前に今日のタスクを終えているはずだし、風呂上がりの一息をつこうと部屋でリラックスをしているタイミングがベストと読んだ。

　流れはもう考えてある。美優にエッチをさせるための話の持っていき方ならもう熟知しているのだ。だから叶う。美優にフェラチオをしてもらいたいという、俺のかねてよりの望みは。

「美優、ちょっといいか」

　俺は美優の部屋のドアをノックして返事をうかがった。

「どうしたの？」

　美優は自分の体分くらいまでドアを開けて俺を迎えた。パジャマ姿でゆったりとした雰囲気の美優は、風呂上がりだとパーマのクセが強まってちょっぴり別人みたいだ。最初に俺と一緒に寝たときと同じパジャマを着ていて、重たい生地が下乳に沿うように内側に凹んでいい具合に乳袋が作られている。

「なんと言うかだな。よくよく考えると、まだお詫びが足りてないよなって」

　二日前に美優が俺を思いきり殴って昏睡させたことについて、誠心誠意お詫びをすると誓ってもらった美優に、俺はアソコを舐めるという要望をこっぴどく拒絶された上、アルバムの件も一方的に忘れろと言われたのだ。謝意というものがあるならもっと対応の仕方があっただろう。

　美優は俺の言葉を聞くと、その意味を理解して、ほんのり頬を赤らめた。

　そして、何も言わずにドアをパタンと閉めた。

「お、おーい。美優」

　ちょっと予想外の反応だったが、まさかこのままなかったことにはすまい。そんな俺の見立ては正しかったようで、しばらくドアの前で待っていると、美優がまたドアを開けてくれた。

　とても嫌そうな顔をしている。

　そして、俺の膨らんだ股間を一瞥してからの、睨みつけ。

　この一連の流れに、安堵している自分がいた。

「入って」

　美優は仏頂面で俺を部屋に招き入れた。どうやらお詫びをしなければという使命感はあるらしい。

　風呂上がりなのでベッドに腰掛けることを許してもらえた。美優はその俺の前に正座している。

「なんだかさっきまでの二時間を台無しにされた気がするのですが」

　美優の言うことは否定する余地がないほど尤もだった。二時間どころか、この三日間で美優の中でも積み上げられていたであろう『まともな兄』としての像を、俺はこの一瞬で粉々にしたのだ。

「俺にも思うところはあったんだが、さすがに三日も溜まるとな」

　美優と兄妹らしくイチャイチャするのは幸せだった。だが、俺と美優のあるべき関係は、そうじゃないんだ。美優とエッチしてこそ、俺と美優は兄妹でいられるというか。とにかくエッチがしたい。　

「聞かずともわかることですけど。お兄ちゃんの精液を私が出して、それを飲めばお詫びになるという認識でよいですね」

　美優はえらく事務的な対応だった。落差を考えればそうもなるか。

「そうだな。美優とはもう十日近くしてないし。そろそろしたくて」

　山本さんには一週間かけて何度も射精をさせてもらったけど、それでも美優に出してもらいたい欲求が抑えられるわけではない。美優とのエッチだけは特別なんだ。他の人で代わりにはならない。

「ずっと奏さんとしてればよかったのに」

　美優はぶつくさと言いながら俺のズボンに手をかけた。どうやら脱がしてくれるようなので、俺は美優に合わせて腰を浮かせる。パンツまで一気に下ろされて、そこから反り立った肉棒が飛び出した。

「久しぶりに見ると、本当に気持ち悪い形してるよね」

　美優は俺の肉棒をツンツンと突いた。そして、鈴口に触れた指先から糸を引いて、美優が顔に嫌悪感を滲ませる。

「すっごい精液のニオイがする……」

　風呂上がりにもかかわらず、美優とのエッチを目前にした俺のペニスからは、すでに射精を終えた直後のような雄臭が漂っていた。

「悪い。これは、俺としても想定外で」

「はあ、もう」

　美優は俺の肉棒を軽く握って、シゴくでもなく上下させる。触るのにはもう抵抗がなくなったんだな。美優の肌の温もりを感じるだけで、イってしまいそうなほどの快感がある。

「ここまであえて聞かずにいたのですが」

　美優は手を止めず、目は伏したまま合わせてこない。

「もしかして、お詫びというのは、まさかとは思うのですが、お口ですることを期待されているのでしょうか」

　まさかもなにも、フェラ以外に考えてなかったんだが。

「フェラならいいって、言わなかったっけ……？」

「詫びる意志が希薄だったことを認めているのでこうしてご要望に応えているだけで、クローゼットの中を見せた今となってはフェラまでする義理はないのですが」

　なるほど、たしかにその通りだ。秘密が知れてしまったからには、美優がそこまで身を犠牲にする必要はない。

　だが、それでも、フェラはかねてよりの俺の望みだった。だからなんとしてでも口でしてもらいたい。そして、その美優の口内に、三日分溜め込んだ精液を思いきり射精したい。

「できないなら無理しなくてもいいよ。殴られたのは俺にも落ち度があったからだと思うし。お詫びとは言っても美優の気持ち次第だから、そこは任せるよ」

　こんなことを言っておいてエロいことをしてもらいたい気持ち満々だが。あとは美優の責任感の強さに賭けるしかない。

「いやあ、まあ、言ったからにはするけどさ。お兄ちゃん、さっき三日分も溜まってるって言ったよね」

「言ったな」

「うちに帰ってきてから、一度も一人でしてないの？」

「してない。だから、出るときは結構な量になると思う」

「ううっ……それはとても……困るのですが……」

　美優は俺の肉棒を両手の指で掴んでモジモジする。昔に比べて俺の精液も濃くなったとはいえ、美優は平然と飲めてしまえる。それが三日分になったからって、何が問題になるというのか。すでに俺のペニスに口をつけるところまでは経験しているのだから、フェラチオをするのだってそう変わりはしないはず。

「美優がフェラをそこまで嫌がる理由って、何かあるのか？」

　どうして美優はフェラだけを特別に嫌がるのか、その訳が知りたい。

「だって、おしっこが出るところだし。見た目もグロいし。手でするのならまだ医療行為って思い込めるけど、フェラはどう考えても性欲でするものでしょ？」

　気持ちはわかる。言いたいこともわかる。しかしなんというか、詭弁だよな。まさか精液を飲むのも医療行為の一環なんだろうか。そんな病院があるなら入院してみたい。

「何よりお兄ちゃんのだし。お兄ちゃんこそ妹にフェラさせて何も思わないの？」

「それは……」

　思わないわけじゃない。実の妹にペニスを咥えさせるという背徳感に、興奮を覚えているのは間違いないんだ。兄妹なんだからエッチはしちゃダメだと繰り返し注意をされもした。でも、大事なのはそこじゃなくて。

「妹だからっていうより、美優だからしてもらいたいんだよ」

　もしも俺の妹が、美優ほど魅力のない子だったら。あるいは魅力はあっても美優とは全然違うタイプだったら。俺はここまで強くフェラをしてもらいたいとは思わなかっただろう。

「それがたまたま妹だっただけというか。相手が妹って、そんなに重要かな」

「重要に決まっています。どこの世界に兄のモノを咥える妹がいるんですか」

　ゲームの世界ではたくさん見てきました、なんて言ったら美優は怒るかな。

「そしたら、今回は兄に無理やりさせられたってことで」

「ぜひそうさせていただきます」

　美優はこのやり取りで意を決してくれたようだ。

「じゃあ、するからね」

　美優は深呼吸を繰り返して、俺のペニスに顔を近づけていく。亀頭の近くで、口が開いて、美優の息が敏感な部位に吹きかけられる。その吐息の蒸気だけで、軽くイってしまいそうだった。

　美優は舌を出したり、引っ込めたり、先に唇を近づけたり、どうやってフェラを始めればいいのか迷っている。定められた目標点は、やはり肉棒の先端。美優は両手で丁寧に根元を掴んで、鈴口から垂れる先走り汁をしかめ面で見つめている。

　そうして近づいた口は、まるで嫌いな野菜を食べようとする子供のように開閉して、ためらいながらも、その瑞々しい唇の感触が、確かに俺の亀頭の神経を刺激した。

「うっ……あっ……き、気持ちいい……！」

　あれだけ拒んでいた美優の口が、俺のペニスに触れている。美優は亀頭へのキスから始めたフェラを、カリ首が包み込まれるまで咥えこんで、そこで動きを止めた。

「んちゅ……んっ……」

　美優の舌が口内で伸びて亀頭の笠を這うように撫でて、爆発的に増していく射精欲に、睾丸が煮えたぎってくる。肉棒の一部が美優の唇に隠れて見えなくなっているこの光景が最高に興奮する。

「んっ……ちゅぶっ……じゅるっ……ちゅっ…………はぁ……うぅ……」

　しかし、亀頭までしか咥えてもらっていないうちに、美優は口を離してしまった。これでは先端に口をつけて精液を吸い出してもらったときと変わりがない。やはり難しいのか、と思って美優の表情をうかがうと、疲れたわけでも嫌がっているようでもなく、単に恥ずかしがってるだけのように見えた。

「咥えるの、抵抗なさそう？」

「正直、それどころじゃない。……お兄ちゃんにフェラしてると、すごく興奮する」

　美優は恥ずかしそうに股を押さえている。美優はかなり濡れやすい体質だからな。パジャマの中ではパンツがびしょびしょになるぐらいに愛液を漏らしてるかもしれない。

「俺が射精するまで、できそうか？」

　そう確認を取ると、美優は「お詫びだからするしかない」と返事をして、それからは俺のペニスを口の中いっぱいにまで咥え込んできた。

「んぐっ……ぢゅるぶっ……んぐぢゅっ…………ちゅぶっ……ふぅ……んっ……じゅるっ……」

「ああっ……美優っ……、い、いいっ……！」

　美優が俺のペニスをじゃぶっている。喉に入るギリギリまで口に咥えて、肉棒に吸いつきながら、舌で裏筋を刺激してくれている。上目で俺と視線を合わせたり逸したりして、恥ずかしがる顔がまた愛らしい。

　フェラチオをされている間は男の側は動かないから、行為をしている自分を観察されている気分になるのだろう。美優のフェラはテクニックなんかを度外視してめちゃくちゃに気持ちよくて、すぐにでも射精しそうになった。美優が咥えたまま、この口の中で射精したい。美優に初めてフェラをしてもらったこのときを、思い出に残すように。一発の射精でありったけの精液を美優の口にぶちまけたい。

「んっ……！　ちゅぱっ……はぁ……お兄ちゃん、ごめん」

　そんな俺の想いの高ぶりに、射精のスイッチが入りかけた直前で美優はフェラを中断してしまった。慣れないフェラが苦しかったのか、美優も息切れが酷かった。

「うぅぅ……やっぱり……ちょっとダメかも……」

「み、美優。もうすぐだから。あと少し舐めてくれたら出るから」

　俺が美優を励ますと、美優は息を整えてから、再び俺の肉棒を咥えた。小柄な美優の体が俺のモノを相対的に大きく見せて、性欲にまみれたエロい棒を小さな口に突っ込んでいるこの感覚もたまらなく興奮する。

「んくっ……ちゅぶっ……んん……。んー……ちゅぱっ……ちゅっ……ぢゅるっ……」

　美優の動きは控えめで、その不慣れな感じも俺の性欲を煽ってくる。さすがに勉強だけはしていただけあって、唾液の含み方や男性器のツボはきちんと押さえていた。知識だけだった技術を使って、一生懸命に俺を射精させようと、ペニスにしゃぶりつく美優が愛おしい。

　俺の肉棒がピクピクと反応して、ついには射精の発射の準備が整った。その直後に、また美優は口を離して、尿道口からは指先に乗る量の精液だけが飛ぶに終わった。

　フェラチオに慣れないのはわかるが、寸止めをされるほど、射精したときの精液の量が増えて飲むのが大変になるのに。美優は何度もフェラを中断して、そのたびに自分の股をギュッと押さえ込んでいた。苦しそうというよりも、もどかしそうにして美優は体を縮こまらせている。

「美優？　どう、したんだ……？」

　美優の火照りと息切れが普通ではない。いくらなんでもフェラをしているだけでこうはならないはずだ。美優は俺の問いには答えず、呼吸が落ち着いてからもフェラを再開しないで体をクネクネさせている。

　こうしてるときの美優には無理やり聞き出さない方がいいことを俺は経験的にわかっていて、しばらく待っていると美優が俺の服をちょんちょんと引っ張ってきた。「お話があります」の合図だ。俺が身を屈めて、顔を近づけると、美優は頬を紅潮させながら、耳打ちをしてきた。

「イッちゃいそう」

　美優は恥ずかしさを押し殺してそう囁いた。

「俺のを咥え続けてるだけで、美優がイキそうになるぐらい、興奮してるってこと？」

　俺がそう尋ねると、美優は顔を伏せたまま、微かにわかるくらいに顔を縦に振った。

　まさか、そんなことがあるのだろうか。フェラをしているだけで、女の子がイッてしまうなんて。美優も一緒にオナニーをしているならまだしも、その手で自分の秘部を刺激しているような様子はない。そもそも、自分の意思でイキそうになっているなら、それを止めればいいだけ。それでも美優がフェラを続けられないのは、自分ではどうにもならない状況にあるということだ。

「イッてる間に射精されたら、ちゃんと受け止められなくて、溢しちゃうかも」

　俺の射精と同時に美優が絶頂してしまったら、美優は精液を上手く飲み込めなくて吐き出してしまう。フェラだけで達する美優も見てみたいが、美優としてはベッドや服が汚れる可能性があるわけだし、なによりそんな姿は見られたくないよな。

「美優はどうするのが楽なんだ？　舌だけでも、俺のほうは刺激さえあれば射精できると思うから」

　最も優しい選択肢は、フェラを中断すること。でも、これだけはない。もう終わりにしようと切り出すのは、美優のエッチそのものを否定することになる。

「口では出してあげる。……だから、手も使ってもいい？」

「いいよ。ありがとう」

「ごめんね。次はお口だけで頑張るから」

　美優は亀頭にだけ唇を被せて、竿は手コキで刺激してくれた。基本的な刺激は手によるものだけ。しかし、口に含んでいる亀頭の方も、きちんと舌を使って舐めてくれている。ペニスにしゃぶりつくと美優の性感が刺激されてしまうらしく、口は動かしてもらえないし、俺から動いて口に挿入することもできない。

　それでも、美優が俺のペニスを咥えて、口内に精液が吐き出されるのを待ってくれている。その事実が俺にとっては何よりも重要だった。俺の精液を飲むという行為は、美優が最初のエッチからずっとやってくれていたこと。フェラをするだけで美優がイッてしまうのも、それを思えば納得ができる。精液が射出されるまさにその器官に、美優は口で触れることを拒みながらも、もしかしたら最初からずっとフェラチオに興味があったのかもしれない。美優が俺のオナニーを目撃したあの日、俺のペニスをジッと観察しながら、それを口に含んでしまいたいという衝動に駆られていたのだとしたら。

「──あああっ……もう、出る……!!　口に出すから、全部、飲んで……!!」

　感情が極まって、射精まで興奮が達した。美優にたくさん飲ませたくて、金玉からどんどん精液が汲み上がっていく。

「ん……んっ……あむっ、じゅるっ……ちゅぱっ……はぁ……んっ、んっ……いひよ、らひて……お兄ちゃんのせーえき、いっぱいのませて……」

「うっ……ぐぅっ、ああっ……!!　い……イクよ、美優っ……!!　うううっ……ああああっ……出るぅぅううっ!!」

　どびゅるるるっ、びゅくっ、びゅくびゅくっ、どくっ、どくっ、どくんっ、どぷっどぷっ、どびゅるるっ、どぷんっ──!!

　俺のペニスから美優の口内に直接精液が飛び出して、射精のたびにビクビクと膨らむ竿に、美優の唇が押し広げられていた。美優に咥えられることで見えなくなっているその先端から今まさに白濁液が飛び出して、美優が俺のペニスと精液を味わってくれているのかと思うと、その事実が興奮材料になって射精している最中にもかかわらず再び射精欲が高まっていく。

　俺は射精が終わってから、その数秒後にまたすぐ美優の口に射精をした。

「んんんっ……んんー……!!」

　美優はもうやめてと言いたげな顔をして、それでもどうにか口から漏れないように、精液を嚥下しながら射精を受け止めてくれていた。その恍惚とした表情、喉の動き一つ一つに、俺の性本能が刺激されていく。まだ、射精が止まりそうにない。

「美優……ごめん…………まだ…………出る……ッ!!」

　溜め込んだ精液が完全にカラになるまで。

　俺は延々と射精をし続けた。

「うっ……うぐぅ…………うぷっ……」

　さすがの美優も涙目になって、その艶やかな表情に、俺は最後の精液を絞り出し、射精がようやく収まった。いったい何十秒、射精を続けていたんだろう。

「がはっ、げふっ！　けほっ、はぁ、はぁ……ふぅ……」

　美優が喉を押さえて苦しそうな顔をする。量もそうだったが、尿道を通った感じからして濃さも相当だったし、精液が引っかかったままなのかもしれない。

「濃いの出しすぎ。どれだけ飲ませたがりなんですか」

　美優はスクッと立ち上がって、何かを誤魔化すように足早にドアへと歩いていった。

「お茶を飲んでくる」

「そ、そうか。ゆっくりしててくれ。ありがとうな」

「どういたしまして」

　美優はツンとした顔で部屋を出ていった。さすがにあれだけ出したら怒るよな。

　しかし、そうか。俺はついに美優にフェラをしてもらえたんだな。美優の口にペニスを入れたまま射精するのは、想像の何倍も気持ちよかった。

「ふぅ……それにしても……」

　フェラしてる最中にイキそうになったって、あれは事実なんだろうか。フェラをすると興奮するっていうのは本人も認めていたし、嘘ではないんだろうけど。

　だとしたら、美優はまだ性欲が昂ぶったままなんだよな。美優とベッドでイチャイチャしたあのときの態度を考えれば、美優だって気持ちよくしてほしいはず。だったらここで俺が満足していたらダメだ。美優は自分からしてほしいとは言い出せないし、強引にでも俺がしてあげないと。

　俺は美優を追いかけて階段を下りた。俺の考えなんてどれも勘違いで、美優は俺に触ってほしくなんかないかもしれないけど、そんなことを恐れていたらこれから先もずっと美優を気持ちよくしてあげられない。

　怒られるくらいなんてことはないんだ。お仕置きをされるならそれも甘んじて受け入れる。そもそも、俺と美優の力関係は美優の方が上なわけだし、あれだけ歯に衣着せぬ物言いできる美優が本気で嫌なことを俺に許すはずがない。

　リビングに入ると、美優はキッチンに立ってお茶を飲んでいた。俺の姿を認めるなり「お兄ちゃんもいる？」という言葉の代わりにグラスを上げてくれたが、俺は首を横に振って美優に近づいていく。

「さっきは、ありがとうな」

「いえいえ。お兄ちゃんの妹の責務なので」

　美優はカウンター形式になっているキッチンからリビングを眺めて、遠回しに俺の性欲を非難してくる。この毒気の多さも、今では可愛いと感じる美優の一部だ。

「美優はいつも溢さずに飲んでくれるから嬉しいよ」

　俺はそれとなく美優の背後に回って、そっと体を密着させてみる。

「前にも増して不味くなった気がするけど、まさか今より濃くはならないよね？」

　美優は不安を口にしながらも、俺が腰に添えた手に自分の手を重ねてきた。美優は俺のスキンシップを拒まなかった。後ろから軽く抱きしめてみるが、それでも美優は嫌がる素振りを見せない。

「まだ量も濃さも増えるかもしれない」

「ううー……もうこれ以上は本当に困るんだけど……」

　美優は俺を責めるように指で俺の手の甲をぐりぐりしてくる。

「濃い精液を飲まされると興奮するから？」

　フェラをしてもらって、確信をした。美優はずっと、俺とエッチをして、精液を飲まされるたびに興奮していたんだ。その精液は俺が美優とエッチを繰り返すたびに量が増えて、いつしか精液を飲むこと自体に興奮しているのだと、美優も気がついた。自分から妹離れを勧めておきながら、いざ俺と山本さんの仲が進展すると、その寂しさに耐えられなくなるほどに。

　これまでも美優とエッチなことをしてきて、疑問だったことがある。俺とエッチをするときはいつも、アソコがぐちょぐちょに濡れているのだ。エッチ自体は俺から頼むことが多かったし、美優もその先を求めることはなかったから、単に濡れやすい体質なのだと思っていたけれど。お仕置きにオナ禁を命じられながら性欲を煽られていたときも、ベッドでイチャイチャしたときも、美優の濡れ方は普通でなかった。

　そこに難しい話なんかなくて。美優が俺とのエッチに興奮していただけだったとしたら。体は俺を求めていたけど、相手が兄だから、体面上断っていただけだとしたら。今まで俺を誘ったり拒んだりして微妙な距離感を取っていたのも、それなら理解できる。

「……ばか」

　美優は口だけを動かして、俺を振りほどこうとしない。それどころか、俺の手首を掴んで離れないようにしている。

「美優は、前より大人っぽくなったな」

　俺は美優を抱きしめる手を膝のほうへと伸ばした。胸ばかりに目がいっていたけど、唇も、声も、きっと身長だって。段々と大人のオンナに近づいてきている。

「んっ……お兄ちゃん……何してるの……」

　俺が体を弄り始めると、さすがの美優も身じろぎをした。だが、それだけだった。強く拒めば俺が止まることぐらいわかっているはずなのに、恥ずかしいという感情を隠れ蓑にして、美優はエッチがしたいという本音を誤魔化している。

「してもらってばかりだと悪いから」

　俺は美優のキュロットパンツに指を入れて、つるつるのアソコとふとももの、その間の部位を指の腹で撫で回す。

「こら……そこは……ダメって……」

　美優は内股になって抵抗する。これまでの言動からしてビンタをされていてもおかしくなかったのに、美優は吐息を熱くするばかりで怒った様子すらない。

「俺もそろそろ、見てるだけじゃ我慢できなくて」

　このやりとりが俺の暴走だと片付けられてもいい。美優がそれで心に整理をつけられるなら、俺は何度だって怒られたい。

「はんっ……ああっ……お兄ちゃん……っ！」

　キュロットの裾の隙間から手を入れて、俺は美優の下着の中を弄った。ぴっちりと閉じていた陰唇は身をよじることでわずかに口を開けて、そこから愛液が漏れてぐちょぐちょになったクロッチに指を挟んでいるだけで、膣内に挿入したのかと錯覚するほどに美優のアソコは濡れていた。

「お兄ちゃん……そこは……だめ……」

　ついには美優も全身をくねらせて、俺を振りほどくような動きを見せたが、俺が美優を腕ごと強く抱えると、もうそれだけで観念したように大人しくなった。痛くしてしまわないように、包皮の上から陰核に触れて、ごくごく弱い力で、ぷくっと膨らんだ豆粒くらいの肉芽を円状に撫でる。

「ふわっ……うぅ……お兄ちゃん……恥ずかしいよ……」

　美優は腰をビクビクと引いて、刺激を逃しているのかと思ったが、どうやらむしろ俺の指にクリトリスを擦りつけようとしているらしい。刺激が足りないんだろうか。力加減がわからない。少しだけ指に力を入れてみるが、美優の反応は変わらなかった。

「もう……あんまり……じら……さないで……」

　美優は言葉尻を小さくして、俺により強い刺激をねだってきた。

　これくらいでは全然気持ちよくなれないらしい。オナニーはよくしてたみたいだしな。そんなに慣れているなら、思いきって指を押し込んでみるか。

「ん、んっ、ああっ！　あぐっ……んんっ……はぁ……ああああうぅ……ッ!!」

　美優の体がガクガクと震えて、力を失った膝が崩れて美優はぺたんと床に座った。それに合わせて俺も膝をつき、美優を背中から抱いたままその様子を確かめる。

「ごめん。痛かったか？」

　予想以上に激しい反応をされて、俺も驚いてしてしまった。押し込んだとは言っても、包皮の上から肉芽が潰れたりしない程度にしたつもりだったのだが。

「痛くは、ないけど……は、恥ずか……しい……」

　俺の手はまだ美優の秘部に触れていて、美優がそれを嫌がる様子はない。さっきのが痛くないのだとしたら、あれは気持ちいい反応になるわけだけど。まさか、もっと強くしたら、もっと激しくなるんだろうか。

「あの、あの、お兄ちゃん。痛くは、ならないけど。強いのはまだ、ちょっと、許してほしくて。そこまでしなくても、イけるから。お願い……します……」

　美優のお願いに、俺は「わかった」とだけ答えてクリトリスへの刺激を再開した。美優が最後までしてほしいと言ってくれたので、それで充分だった。

「直に触るのは大丈夫？」

「あっ……う……うん……。軽く、ぐりぐりするくらいなら……平気……はふっ……んっ……ふあぁ…………痛かったら……痛いって言うから……」

「なら、直でほんの少しだけ強めに触ってみる」

　俺は指を下側にずらし、美優のクリトリスの包皮に指先だけを入れて、パソコンの打鍵がギリギリできる程度の、ソフトな力で圧迫をしていった。

「あぐっ……んんんッ……!!　はああぁうぅぅうっ……ふあっ……んンッ……!!」

　美優が体を跳ねさせて大きな声で喘ぐ。激しく息を乱すその顔が、快感にトロけて力を失っていく。俺の指で、美優が感じてくれている。

「気持ちいいか？　美優……。すごく、エッチだよ」

「はぁ、ふぅぅ……きもひぃ……んっ……ああっ……！　うぐぅ……ん、あひゅっ……んん！　んんんっ！　あうぅあっぁあっ……！　うぐぅ……ぎも……ひぃ……ふうぅっ……んッ!!」

　美優はもうその欲望を隠そうともせず、俺の指に自分でクリトリスを当ててきて、呼吸と喘ぎ声がどんどん荒くなっていく。やがて美優の体がガクッと震え始めて、いよいよ絶頂のときが近いようだった。

「んっ！　んんんっ……！　あひぃあぁ……ぐぅぅあああっ！　ひあぁ、う、うぅうんっ……あうぅぅはずかしぃ……あっ、あっ、あっ、ああああっ……!!」

　美優がイクのに合わせて、俺はその全身の痙攣を抑え込むように美優の体を強く抱きしめた。その愛おしさに、美優の絶頂と一緒に俺の感情まで溢れてきそうだった。

「あひゅぁうぅ……いひゃ……イッ……あっ……イ……クッ……!!　ふひゃぅ……ああっ……ひきゃ……いっひゃう……あっぐあぁ……んっ……イッ……んッッ!!」

　切ない声が高まって、美優がビクンビクンと身を震わせると、嬌声が止まった。後には息苦しそうな呼吸音だけが残って、美優はもう上体を起こしておく力もなくなり、俺の腕に支えられながらキッチンのドアに体重を預けた。震えたままの指で引き出しのくぼみを掴み、余韻でイキ続ける体を必死に抑え込もうとしている。

「ひぁ……はぁ……ふぅ……。んっ……、ん、あっ……」

　俺がパンツから手を抜いても、しばらく美優の体の痙攣は収まらなかった。こんなイキっぱなしになっている美優の姿は、見ないであげたほうがいいんだろうか。でも、初めて美優をイカせられた瞬間だし、これだけは怒られても思い出にしていたい。

「ううー……」

　美優が落ち着いたと同時に、俺の中にあった緊張感もなくなって。そこで俺は、自分の指が美優の愛液でドロドロになっていたことに気がついた。美優が精液を飲んでくれているわけだし、俺もこれを舐め取った方がいいのかなと考えていると、美優がすかさず新品のキッチンペーパーを引き出しから取り出して俺に渡してきた。

「拭きなさい」

「あ、ああ。拭くほうがいいのか」

「女の子は男と違って自分のを舐められるのイヤなんです」

　それは知らなかった。男だと出した精液をティッシュで拭われたりすると虚しい気分になるが、女の子は逆なのか。これからはちゃんと拭うようにしよう。

「まったくもう」

　美優が立ち上がろうとして、しかし足にまったく力が入らず、俺にもたれかかってくる。美優は悔しそうな表情を見せながらも、俺の力を借りてどうにか立ち上がって、ソファーに行きたいらしいので俺は美優を支えながら移動した。すると、美優が俺を押し倒してきて、俺はちょうどソファーの肘掛けの部分に背中が来るような位置で仰向けになった。そこに美優がボディプレスをかましてきて、俺のお腹の上に重なった。

「うっ……ふぅ。美優、大丈夫か……？」

　美優は俺の腹部に顔を埋めてきて、そこで息絶えたように静かになった。かと思ったら、美優は突然うめきながら足をバタバタさせた。

「お、おい。どうしたんだ」

　その奇妙な行動は、俺を無視して何度か続けられた。そして、美優もさすがに疲れたのか、また死んだようにばったりと動きを止める。

「あの、美優さん……？」

　俺が心配して三度目の声をかけると、ようやく美優は顔を上げた。そこにあったのは、これまでにないほど真っ赤に染まった、今にも泣き出しそうな美優の顔だった。

「ううぅぅ恥ずかしいぃぃぃああああああ!!」

　美優はまた足をバタつかせて、何度も俺の腹に頭突きをかましてくる。山本さんのときもそうだったけど、攻めっ気のある女の子って、いざされる側になるとこんなにも弱いものなんだな。

「むぅぅ……お兄ちゃんのばかぁ……！　なんであんなことしたのもぉぉ！」

　美優はなりふり構わず羞恥を暴力に変えて俺にぶつけてきた。だがその力も、マジ殴りされたときに比べたら大したことはなくて、いい感じに腹筋が鍛えられそうである。

「ぐぬっ。おっぱいのせいで上手く頭突きができない」

　どうやら力が弱いと思っていたのはおっぱいが緩衝材になっていたからだったらしく、美優としてはもっと俺に痛みを味わってほしかったようだ。

　それから美優が何度か頭突きを試して、足をバタつかせる力もなくなって、暴力装置は完全に沈黙した。俺はどう扱っていいやらわからず、美優が落ちないようにジッとしていると、美優はうつ伏せのまま俺の手を取ってそれを自らの頭に置いた。どうやら「撫でろ」と命令されたようなので、そのわがままに付き合うことにした。

　すると数分後には、スヤスヤと小気味のよい寝息が聞こえてきた。どう考えても寝にくい体勢のはずだが、俺と寝ると落ち着けると言っていたのは本当らしい。

　俺も熟睡してしまいたかったが、美優を落としてしまうのが怖いのと、まだ精神が高揚していて寝られる気がしなかったので、美優が寝入った後も俺は頭を撫で続けてひたすら時計の針が進む音だけを聞いていた。

　それから、一時間ぐらいが経った頃に、美優が目を覚ました。

「おはよう」

　すでに夜も更けて遅い時間だが、これ以外に挨拶が思いつかなかった。

「んー……おはょ……」

　目を覚ましたとは言っても、美優は寝起きが弱い。普段からそうなのか、俺と寝ているときだけがそうなのかは知らないが、この寝ぼすけ姫は簡単には起きてくれないのである。

　俺もこの体勢が辛くなってきて、二度寝されるとたまらないので美優の肩を掴んで体を起こそうとするが、美優はそれに抵抗して俺の背中とソファーの間に両手を差し込んで抱きついてきた。もはや押しても引いてもビクともしない。

「美優。そろそろ、この体勢がキツくなってきたんだけど」

　俺がそう言うと、美優もようやく頭が回り始めたのか、体を起こして俺を解放してくれた。まるで泣き明かしたようにヒドく疲れた顔をしている。

　美優はソファーに座り直して、その横に俺が腰を下ろすと、美優が俺の肩に頭を乗せてきた。

「大丈夫か？　水とか欲しかったら持ってこようか」

「後でいいよ。もうちょっとだけこうさせて」

　美優は俺の腕に抱きついて体重を預けてきた。怒られはしたけど、心の距離は縮まっているようだった。というより、美優ってなぜか怒った後の方が俺に心を開いてくれるんだよな。どういう思考回路をしているのか、その頭の中を覗いてみたい。

「そろそろお兄ちゃんに話そうかな」

　そんな折に、美優の口からドキッとする一言が飛び出した。

「話すって、何を？」

「だから、お兄ちゃんもずっと疑問に思ってたこと」

　俺が美優に抱いている疑問か。一番に知りたいのは、どうして俺の精液を飲むようになったかだな。遥との関係は……もうほとんど教えてもらったようなものだけど。あとは、トイレでのお仕置きの後に急にスキンシップを許すようになった理由も、まだ謎のままだ。

「色々とありすぎる……」

「だろうね。まあ、そういう諸々も含めて」

　美優は俺に身を寄せたまま、俺の手を握ってまっすぐに見つめてきた。

「大切なお話がありますので、聞いてもらえますか？」

　それは、美優とこれまで過ごした日々の、すべてについての話だった。美優と最初にエッチをしたあの日のことと、そのもっと前の、美優に起こった出来事について。

　俺が美優を求めて、美優がそれを受け入れるようになった。そんな二人の奥に根づいている、とても大切なお話だった。
















俺の妹が最高のオカズだった　〜同級生と過ごす妹離れの一週間と妹の秘め事〜
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